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はじめに

『Solaris Volume Manager管理ガイド』では、Solaris Volume Managerを使用してシス
テムのストレージニーズを管理する方法について説明します。Solaris Volume
Managerを使用すると、RAID-0 (連結およびストライプ)ボリューム、RAID-1 (ミ
ラー)ボリューム、RAID-5ボリューム、およびソフトパーティションを作成、変
更、および使用することができます。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
システムおよびストレージ管理者は、このドキュメントを使用して次の内容を識別
できます。

■ Solaris Volume Managerによってサポートされるタスク
■ Solaris Volume Managerを使用して、より信頼性の高いアクセス可能なデータを提
供する方法

19
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内容の紹介
『Solaris Volume Manager管理ガイド』の内容は次のとおりです。

第 1章「Solaris Volume Managerの使用開始」では、このドキュメントで説明されて
いる概念とタスクへの詳細な「ロードマップ」について説明します。この章は、こ
のドキュメント内を移動する場合の手助けとして使用してください。

第 2章「ストレージ管理の概念」では、このテクノロジにまだ精通していない読者
のために、ストレージ管理の一般的な概念を紹介します。

第 3章「Solaris Volume Managerの概要」では、Solaris Volume Managerについて説明
します。この章では、製品に関連する重要な概念を紹介するとともに、Solaris
Volume Managerツールにアクセスする方法について説明します。

第 4章「Solaris Volume Manager for Sun Cluster (概要)」では、複数所有者ディスク
セットを紹介します。複数所有者ディスクセットによって、Sunクラスタ環境での
Solaris Volume Managerの使用が拡張されます。

第 5章「Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナリオ)」では、このドキュメント全
体にわたって使用されるストレージ構成シナリオについて説明します。このシナリ
オは、ユーザーが Solaris Volume Manager製品を理解するのに役立つことを目的にし
ています。

第 6章「状態データベース (概要)」では、状態データベースと状態データベースの複
製に関連した概念について説明します。

第 7章「状態データベース (タスク)」では、状態データベースと状態データベースの
複製に関連したタスクを実行する方法について説明します。

第 8章「RAID-0 (ストライプと連結)ボリューム (概要)」では、RAID-0 (ストライプお
よび連結)ボリュームに関連した概念について説明します。

第 9章「RAID-0 (ストライプおよび連結)ボリューム (タスク)」では、RAID-0 (ストラ
イプおよび連結)ボリュームに関連したタスクを実行する方法について説明します。

第 10章「RAID-1 (ミラー)ボリューム (概要)」では、RAID-1 (ミラー)ボリュームに関
連した概念について説明します。

第 11章「RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク)」では、RAID-1 (ミラー)ボリュームに
関連したタスクを実行する方法について説明します。

第 12章「ソフトパーティション (概要)」では、Solaris Volume Managerのソフト
パーティション機能に関連した概念について説明します。

第 13章「ソフトパーティション (タスク)」では、ソフトパーティションに関連した
タスクを実行する方法について説明します。

第 14章「RAID-5ボリューム (概要)」では、RAID-5ボリュームに関連した概念につ
いて説明します。

はじめに
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第 15章「RAID-5ボリューム (タスク)」では、RAID-5ボリュームに関連したタスク
を実行する方法について説明します。

第 16章「ホットスペアプール (概要)」では、ホットスペアとホットスペアプールに
関連した概念について説明します。

第 17章「ホットスペアプール (タスク)」では、ホットスペアとホットスペアプール
に関連したタスクを実行する方法について説明します。

第 18章「ディスクセット (概要)」では、ディスクセットに関連した概念について説
明します。

第 19章「ディスクセット (タスク)」では、ディスクセットに関連したタスクを実行
する方法について説明します。

第 20章「Solaris Volume Managerの保守 (タスク)」では、特定の Solaris Volume
Managerコンポーネントには関連していない、いくつかの一般的な保守タスクについ
て説明します。

第 21章「Solaris Volume Managerのベストプラクティス」では、Solaris Volume
Managerの構成と使用に関するいくつかの「ベストプラクティス」情報について説明
します。

第 23章「ボリュームのトップダウン作成 (タスク)」では、Solaris Volume Managerの
トップダウンボリューム作成機能の概念と、それに関連したタスクについて説明し
ます。

第 24章「モニタリングとエラー報告 (タスク)」では、Solaris Volume Manager SNMP
エージェントの使用や、その他のエラーチェックアプローチのための概念と手順に
ついて説明します。

第 25章「Solaris Volume Managerのトラブルシューティング (タスク)」では、Solaris
Volume Manager環境での一般的な問題のトラブルシューティングと解決に関する情
報について説明します。

付録A「重要な Solaris Volume Managerファイル」では、重要な Solaris Volume
Managerファイルの一覧を示します。

付録 B「Solaris Volume Managerのクイックリファレンス」では、コマンドやその他
の役立つ情報を要約した表を示します。

付録C「Solaris Volume Manager CIM/WBEM API」では、WBEMに準拠した管理
ツールからのオープンな Solaris Volume Manager管理を可能にするCIM/WBEM APIを
簡単に紹介します。

はじめに
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関連ドキュメント
Solaris Volume Managerは、Solarisオペレーティングシステムで使用可能ないくつか
のシステム管理ツールの 1つです。システム管理の全体的な特徴や機能および関連
するツールについては、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』
■ 『Solarisのシステム管理 (上級編)』
■ 『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体 説明 例

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例のシェルプロンプトか
ら、通常ユーザーと特権ユーザーのどちらがコマンドを実行すべきかがわかりま
す。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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Solaris Volume Managerの使用開始

『Solaris Volume Manager管理ガイド』では、Solaris Volume Managerを使用してシス
テムを設定および保守することによりストレージの高可用性、柔軟性、および信頼
性を管理する方法について説明します。

この章は、ストレージ容量の設定などの特定の Solaris Volume Managerタスクに関す
る情報を見つけるための高レベルのガイドとして機能します。この章では、Solaris
Volume Managerを使用するために必要になるすべてのタスクを扱っているわけでは
ありません。代わりに、この章では新機能の概要や、Solaris Volume Managerの概念
に関連した一般的なタスクを説明している手順を簡単に見つける方法を示します。

この章には、次のロードマップが含まれています。

■ 26ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—新機能」
■ 26ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—ストレージ容量」
■ 28ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—可用性」
■ 28ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—入出力パフォーマンス」
■ 29ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—管理」
■ 30ページの「Solaris Volume Managerのロードマップ—トラブルシューティン
グ」

注意 – Solaris Volume Managerを正しく使用しないと、データが破棄される場合があり
ます。Solaris Volume Managerでは、ディスクやディスク上のデータを確実に管理す
るための強力な方法が提供されます。ただし、特にアクティブな Solaris Volume
Manager構成を変更する前には、データのバックアップを常に保持するようにしてく
ださい。

1第 1 章
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Solaris Volume Managerのロードマップ—新機能

タスク 説明 参照先

1つまたは複数のコンポーネン
トが 1Tバイトを超えるスト
レージを管理する

1Tバイトを超えるサイズの物
理的な論理ユニット番号 (LUN)
を使用するか、または 1Tバイ
トを超える論理ボリュームを作
成します。

52ページの「Solaris Volume
Managerでのマルチテラバイト
のサポートの概要」

ディスクセットをあるシステム
から別のシステムにインポート
する

異なるシステム上に作成されて
いるディスクセットであって
も、ディスクセットをイン
ポートするには metaimportコ
マンドを使用します。このコマ
ンドは、拡張されたデバイス
IDサポートを使用して、指定
されたディスクセット内の
ディスク移動を自動的に追跡し
ます。

210ページの「ディスクセット
のインポート」

216ページの「ディスクセット
内の非同期共有ストレージ」

複数所有者ディスクセットを作
成および管理する

Sun Cluster環境内の複数所有者
ディスクセットを管理するに
は、metaset -Mを使用します。

58ページの「複数所有者
ディスクセットに関連したタス
ク」

Solaris Volume Managerのロードマップ—ストレージ容
量

タスク 説明 参照先

ストレージを設定する RAID-0またはRAID-5ボ
リュームを作成することに
よって、スライスにまたがるス
トレージを作成します。そのあ
と、そのRAID-0またはRAID-5
ボリュームを、rawデバイスに
アクセスするファイルシステム
または任意のアプリケーション
(データベースなど)で使用でき
ます。

90ページの「RAID-0 (ストライ
プ)ボリュームを作成する方
法」

92ページの「RAID-0 (連結)ボ
リュームを作成する方法」

113ページの「未使用のスライ
スからRAID-1ボリュームを作
成する方法」

115ページの「ファイルシステ
ムからRAID-1ボリュームを作
成する方法」

178ページの「RAID-5ボ
リュームを作成する方法」

Solaris Volume Managerのロードマップ—新機能
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タスク 説明 参照先

既存のファイルシステムを拡張
する

RAID-0 (連結)ボリュームを作
成したあと、そのボリュームに
スライスを追加することに
よって、既存のファイルシステ
ムの容量を増やします。

93ページの「既存のデータの
ストレージ容量を拡張する方
法」

既存のRAID-0 (連結またはスト
ライプ)ボリュームを拡張する

既存のRAID-0ボリュームに追
加のスライスを連結することに
よって、そのボリュームを拡張
します。

95ページの「既存のRAID-0ボ
リュームを拡張する方法」

RAID-5ボリュームを拡張する RAID-5ボリュームに追加のス
ライスを連結することに
よって、そのボリュームの容量
を拡張します。

180ページの「RAID-5ボ
リュームを拡張する方法」

拡張されたボリューム上のUFS
ファイルシステムのサイズを増
やす

growfsコマンドを使用して、マ
ウント中のUFSのサイズを
データアクセスを中断すること
なく拡張することに
よって、ファイルシステムを拡
張します。

247ページの「ファイルシステ
ムを拡張する方法」

8スライスのハード
パーティションの制限を超え
て、スライスまたは論理ボ
リュームをより小さな
パーティションに再分割する

ソフトパーティションを使用し
て、論理ボリュームまたはスラ
イスを再分割します。

162ページの「ソフト
パーティションを作成する方
法」

ファイルシステムを作成する RAID-0 (ストライプまたは連
結)、RAID-1 (ミ
ラー)、RAID-5、またはソフト
パーティション上にファイルシ
ステムを作成します。

『Oracle Solarisの管理:デバイス
とファイルシステム』の第 15
章「ファイルシステムの作成お
よびマウント (タスク)」

Solaris Volume Managerのロードマップ—ストレージ容量
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Solaris Volume Managerのロードマップ—可用性

タスク 説明 参照先

データ可用性を最大化する データの複数のコピーを保持す
るには、Solaris Volume Manager
のミラー化機能を使用しま
す。データの準備として未使用
のスライスからRAID-1ボ
リュームを作成するか、または
既存のファイルシステム
(ルート (/)や /usrを含む)をミ
ラー化することができます。

113ページの「未使用のスライ
スからRAID-1ボリュームを作
成する方法」

115ページの「ファイルシステ
ムからRAID-1ボリュームを作
成する方法」

最小のハードウェアコストで
データ可用性を向上させる

Solaris Volume Managerの
RAID-5ボリュームを使用し
て、最小限のハードウェアで
データ可用性を向上させます。

178ページの「RAID-5ボ
リュームを作成する方法」

既存のRAID-1またはRAID-5
ボリュームのデータ可用性を向
上させる

ホットスペアプールを作成
し、それをRAID-1ボリューム
またはRAID-5ボリュームのサ
ブミラーに関連付けることに
よって、RAID-1またはRAID-5
ボリュームのデータ可用性を向
上させます。

194ページの「ホットスペア
プールの作成」

197ページの「ホットスペア
プールのボリュームへの関連付
け」

Solaris Volume Managerのロードマップ—入出力パ
フォーマンス

タスク 説明 参照先

RAID-1ボリュームの読み取り
および書き込みポリシーを調整
する

特定の構成の入出力パフォーマ
ンスを向上させるに
は、RAID-1ボリュームの読み
取りおよび書き込みポリシーを
指定します。

106ページの「RAID-1ボ
リュームの読み取り/書き込み
ポリシー」

142ページの「RAID-1ボ
リュームオプションを変更する
方法」

Solaris Volume Managerのロードマップ—可用性
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タスク 説明 参照先

デバイスパフォーマンスを最適
化する

ストライプを構成するデバイス
の入出力パフォーマンスを最適
化するには、RAID-0 (ストライ
プ)ボリュームを作成しま
す。ランダムアクセスまたは順
次アクセスのためのインタ
レース値を最適化できます。

90ページの「RAID-0 (ストライ
プ)ボリュームの作成」

RAID-0 (ストライプ)内のデバ
イスパフォーマンスを維持する

容量が不足しているストライプ
または連結を、そこに新しいコ
ンポーネントを連結することに
よって拡張します。入出力パ
フォーマンスを向上させるに
は、スライスの連結よりストラ
イプの連結の方が適していま
す。

93ページの「ストレージ容量
の拡張」

Solaris Volume Managerのロードマップ—管理

タスク 説明 参照先

ボリューム管理構成をグラ
フィカルに管理する

ボリューム管理構成を管理する
には、Solaris管理コンソールの
グラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)を使用します。

Solaris管理コンソールアプリ
ケーションの Solaris Volume
Manager (拡張ストレージ)
ノード内からのオンラインヘル
プ

スライスとファイルシステムを
グラフィカルに管理する

ディスクのパーティション分割
やUFSファイルシステムの構成
などのタスクを実行してディス
クやファイルシステムを管理す
るには、Solaris管理コンソール
のGUIを使用します。

Solaris管理コンソールアプリ
ケーション内からのオンライン
ヘルプ

Solaris Volume Managerを最適化
する

Solaris Volume Managerのパ
フォーマンスは、適切に設計さ
れた構成に依存します。構成
は、作成したあとにモニタリン
グや調整を行う必要がありま
す。

50ページの「Solaris Volume
Manager構成に関するガイドラ
イン」

243ページの「構成ファイルの
操作」

将来の拡張計画 ファイルシステムは容量が不足
する傾向にあるため、ファイル
システムを連結に配置すること
によって将来の拡張を計画でき
ます。

92ページの「RAID-0 (連結)ボ
リュームの作成」

93ページの「ストレージ容量
の拡張」

Solaris Volume Managerのロードマップ—管理
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Solaris Volume Managerのロードマップ—トラブル
シューティング

タスク 説明 参照先

障害が発生しているスライスを
交換する

ディスクに障害が発生した場合
は、Solaris Volume Manager構成
で使用されているスライスを交
換する必要がありま
す。RAID-0ボリュームの場合
は、新しいスライスを使用
し、ボリュームを削除して再作
成してから、バックアップから
データを復元する必要がありま
す。RAID-1およびRAID-5ボ
リューム内のスライス
を、データを失うことなく交換
して再同期することができま
す。

144ページの「RAID-1ボ
リュームのコンポーネント障害
に対する処置」

183ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを
置き換える方法」

ブートの問題から回復する システムをブートすると
き、ハードウェアの問題やオペ
レータのエラーのために特殊な
問題が発生する場合がありま
す。

301ページの「/etc/vfstab内の
不適切なエントリを修正する方
法」

307ページの「状態データ
ベースの複製数の不足から回復
する方法」

303ページの「ブートデバイス
の障害から回復する方法」

Solaris Volume Managerのロードマップ—トラブルシューティング

Solaris Volume Manager管理ガイド • 2013年 9月30



ストレージ管理の概念

この章では、ストレージ管理のいくつかの一般的な概念を簡単に紹介します。

この章では、次の内容について説明します。

■ 31ページの「ストレージ管理の概要」
■ 33ページの「構成の計画に関するガイドライン」
■ 35ページの「一般的なパフォーマンスに関するガイドライン」
■ 36ページの「ランダム入出力と順次入出力の最適化」

ストレージ管理の概要
ストレージの管理をどのように選択するかによって、システム上のアクティブな
データを格納するデバイスの制御方法が決定されます。アクティブなデータを役立
てるには、ハードウェア障害やソフトウェア障害などの予期しないイベントのあと
でも使用可能であり、持続的な状態が維持されるようにする必要があります。

ストレージハードウェア
データを格納できるデバイスには、さまざまなものがあります。ストレージニーズ
を最適に満たすためのデバイスの選択は、主に次の 3つの要因によって決まりま
す。

■ パフォーマンス
■ 可用性
■ コスト

Solaris Volume Managerを使用すると、パフォーマンス、可用性、およびコストの間
のトレードオフを管理しやすくなります。多くの場合は、Solaris Volume Managerに
よってトレードオフの多くを軽減できます。

2第 2 章
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Solaris Volume Managerは、Solarisオペレーティングシステムを実行する任意のシス
テム上のサポートされる任意のストレージとともに適切に動作します。

RAIDレベル
RAIDは、Redundant Array of Inexpensive (または Independent) Disksの頭字語で
す。RAIDは、ユーザーには 1つの大容量ディスクドライブに見える、アレイまた
は「ボリューム」と呼ばれる一連のディスクを指します。構成に応じて、このアレ
イは信頼性、応答時間、またはストレージ容量を向上させます。

技術的には、0から 5までの 6つのRAIDレベルがあります。各レベルは、データの
冗長性を確保しながら、データを分散させるための方法を示します。(RAIDレベル 0
はデータの冗長性を提供しませんが、通常はRAIDの分類として含まれます。RAID
レベル 0は、使用されているほとんどのRAID構成の基礎を提供します。)RAIDレベ
ル 2、3、および 4をサポートしているストレージ環境は非常に少ないため、ここで
はこれらの環境について説明していません。

Solaris Volume Managerは、次のRAIDレベルをサポートしています。
■ RAIDレベル 0 –ストライプと連結は冗長性を提供しませんが、これらのボ
リュームは通常RAID-0と呼ばれます。データは基本的に、複数の物理ディスク
にわたって交互にかつ均等に割り当てられた、比較的小さな、均一のサイズのフ
ラグメントにわたって分散されます。どの 1台のドライブに障害が発生して
も、データが失われる場合があります。RAID-0は、高いデータ転送速度と高い
入出力スループットを提供しますが、1つのディスクに比べて信頼性と可用性は
低下します。

■ RAIDレベル 1 –ミラー化は、等しい量のディスク容量を使用して、データや
データのコピー (ミラー)を格納します。データは、2台以上の物理ディスクにわ
たって複製またはミラー化されます。両方のドライブから同時にデータを読み取
ることができます。つまり、どちらのドライブも任意のリクエストを処理できる
ため、パフォーマンスが向上します。1つの物理ディスクに障害が発生して
も、パフォーマンスの低下やデータの損失なしにミラーを引き続き使用できま
す。

Solaris Volume Managerは、基となるボリュームに応じて、RAID-0+1と (透過的に)
RAID-1+0ミラー化の両方をサポートします。詳細は、101ページの「RAID-1+0と
RAID-0+1の提供」を参照してください。

■ RAIDレベル 5 – RAID-5は、ストライプ化を使用して、データをアレイ内の
ディスクにわたって分散させます。RAID-5はまた、ある程度のデータの冗長性
を提供するためのパリティー情報も記録します。RAID-5ボリュームは、障害を
発生させることなく、基となるデバイスのエラーに耐えることができま
す。RAID-5ボリュームがホットスペアと組み合わせて使用された場合、そのボ
リュームは障害を発生させることなく、複数のエラーに耐えることができま
す。RAID-5ボリュームは、障害が発生したデバイスで動作している場合、パ
フォーマンスが大幅に低下します。

ストレージ管理の概要
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RAID-5モデルでは、すべてのデバイスに、パリティーストライプを含む 1つの領
域と、データを含むその他の領域があります。パリティーはアレイ内のすべての
ディスクにわたって分散されるため、書き込み時間が短縮されます。書き込み時
間が短縮されるのは、専用のパリティーディスクがデータを受け入れ可能になる
まで書き込みを待たせる必要がないためです。

構成の計画に関するガイドライン
ストレージ管理の構成を計画している場合は、特定のどの構成でも、パフォーマン
ス、可用性、およびハードウェアコストの間のトレードオフがあることに注意して
ください。実際の構成にとって何が最適に機能するかを判断するために、各種の変
数で実験することが必要になる場合があります。

このセクションでは、次のタイプのボリュームを使用する場合のガイドラインにつ
いて説明します。

■ RAID-0 (連結およびストライプ)ボリューム
■ RAID-1 (ミラー)ボリューム
■ RAID-5ボリューム
■ ソフトパーティション
■ Solaris Volume Managerボリューム上に構築されたファイルシステム

ストレージの選択
ストレージ管理アプローチを実装する前に、どのような種類のストレージデバイス
を使用するかを決定する必要があります。この一連のガイドラインでは、その選択
に役立つように、ストレージのさまざまなタイプを比較します。追加の一連のガイ
ドラインは、Solaris Volume Managerで実装される特定のタイプのストレージに適用
されます。詳細は、各ボリュームタイプに関する特定の章を参照してください。

注 –ここに一覧表示されているストレージのタイプは、相互に排他的ではありませ
ん。複数の目標を満たすために、これらのボリュームを組み合わせて使用できま
す。たとえば、最初に、冗長性のためにRAID-1ボリュームを作成することができま
す。次に、追加できる個別のファイルシステムの数を増やすために、そのRAID-1ボ
リューム上にソフトパーティションを作成することができます。

次の表は、各タイプのストレージで使用可能な機能の比較を示しています。

構成の計画に関するガイドライン
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表 2–1 ストレージのタイプの比較

要件 RAID-0 (連結)
RAID-0 (ストライ
プ) RAID-1 (ミラー) RAID-5

ソフト
パーティション

データの冗長
性

いいえ いいえ はい はい いいえ

読み取りパ
フォーマンス
の向上

いいえ はい 基となるデバ
イスによって
異なる

はい いいえ

書き込みパ
フォーマンス
の向上

いいえ はい いいえ いいえ いいえ

デバイスあた
り 8つを超え
るスライス

いいえ いいえ いいえ いいえ はい

使用可能なス
トレージス
ペースの大容
量化

はい はい いいえ はい いいえ

次の表は、RAID-1ボリュームとRAID-5ボリュームでの書き込み操作、ランダム読
み取り、およびハードウェアコストの間のトレードオフの概要を示しています。

表 2–2 冗長ストレージの最適化

RAID-1 (ミラー) RAID-5

書き込み操作 高速 低速

ランダム読み取り 高速 低速

ハードウェアコスト 高い 低い

次の一覧は、これらの表に概要が示されている情報を要約したものです。

■ RAID-0ボリューム (ストライプおよび連結)とソフトパーティションで
は、データの冗長性は提供されません。

■ 連結は、小さなランダム入出力操作に対して適切に機能します。

■ ストライプ化は、大きな順次入出力操作やランダム入出力操作に対して適切に機
能します。

■ ミラー化によって読み取りパフォーマンスは向上する可能性がありますが、ミ
ラーでは書き込みパフォーマンスが常に低下します。

構成の計画に関するガイドライン
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■ RAID-5ボリュームには読み取り/変更/書き込みの性質があるため、書き込みが
20%を超えるボリュームをRAID-5にすべきではありません。冗長性が必要な場
合は、ミラー化を検討してください。

■ RAID-5の書き込みはミラー化された書き込みほど高速ではなく、そのミラー化
された書き込みも、保護されていない書き込みほど高速ではありません。

■ ソフトパーティションは、非常に大容量のストレージデバイスを管理するために
役立ちます。

注 –これらの汎用のストレージオプションに加えて、Solaris Volume Managerを使用し
て冗長なデバイスをサポートする方法の詳細は、49ページの「ホットスペア
プール」を参照してください。

一般的なパフォーマンスに関するガイドライン
ストレージ構成を設計する場合は、次のパフォーマンスに関するガイドラインを考
慮してください。

■ ストライプ化は一般に、最高のパフォーマンスを発揮しますが、ストライプ化に
よってデータの冗長性は提供されません。大量の書き込みを行うアプリ
ケーションでは、一般に、RAID-5ボリュームよりRAID-1ボリュームの方がパ
フォーマンスは高くなります。

■ RAID-1ボリュームとRAID-5ボリュームはどちらもデータ可用性を向上させます
が、一般に、どちらのタイプのボリュームも書き込み操作のパフォーマンスは低
くなります。ミラー化によって、ランダム読み取りパフォーマンスが向上しま
す。

■ RAID-5ボリュームはRAID-1ボリュームに比べてハードウェアコストが低い一
方、RAID-0ボリュームには追加のハードウェアコストがありません。

■ ストライプとRAID-5ボリュームはどちらも、データを複数のディスクドライブ
にわたって分散させるため、入出力負荷の分散に役立ちます。

■ もっとも頻繁にアクセスされるデータを識別し、ミラー化またはストライプ化を
使用して、そのデータへのアクセス帯域幅を増やします。

■ もっとも頻繁にアクセスされるデータを識別するには、使用可能なパフォーマン
スモニタリング機能や、iostatコマンドなどの汎用のツールを使用します。識別
されたら、ストライプ化、RAID-1ボリューム、またはRAID-5ボリュームを使用
して、このデータへのアクセス帯域幅を増やすことができます。

■ ソフトパーティションのパフォーマンスは、ソフトパーティションのサイズが複
数回変更されると低下する場合があります。

■ RAID-5ボリュームのパフォーマンスは、書き込み操作に対してストライプのパ
フォーマンスより低くなります。このパフォーマンスの低下は、RAID-5ボ
リュームのパリティーを計算して格納するために必要な複数の入出力操作からき
ています。

一般的なパフォーマンスに関するガイドライン
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■ 純粋なランダム入出力読み取りでは、ストライプとRAID-5ボリュームは同等で
す。ストライプとRAID-5ボリュームはどちらも、データを複数のディスクドラ
イブにわたって分割します。RAID-5ボリュームのパリティー計算は、スライス
障害のあとを除き、読み取りでの要因にはなりません。

■ 純粋なランダム入出力書き込みでは、ストライプはRAID-5ボリュームより優れ
ています。

Solaris Volume Managerに固有の構成ガイドラインについては、50ページの「Solaris
Volume Manager構成に関するガイドライン」を参照してください。

ランダム入出力と順次入出力の最適化
このセクションでは、構成を最適化するための方法について説明します。

作成している Solaris Volume Managerボリューム上で順次入出力とランダム入出力の
どちらが多く発生するかがわかっていない場合は、これらのパフォーマンス
チューニングのヒントを実装しないでください。これらのヒントが誤って実装され
ると、かえってパフォーマンス低下する場合があります。

次の最適化の提案では、RAID-0ボリュームを最適化していることを前提にしていま
す。一般には、RAID-0ボリュームを最適化したあと、最適なパフォーマンスと
データの冗長性の両方を得るためにそのボリュームをミラー化することをお勧めし
ます。

ランダム入出力
ランダム入出力環境 (データベースや汎用のファイルサーバーに使用される環境な
ど)では、すべてのディスクが入出力リクエストの処理に等しい時間を費やすように
してください。

たとえば、データベースアプリケーションのための 40Gバイトのストレージがある
とします。4つの 10Gバイトディスクスピンドルにわたってストライプ化し、かつ入
出力がランダムで、ボリューム間で均等に分散されている場合は、各ディスクが均
一にビジー状態になるため、一般にはパフォーマンスが向上します。

iostatコマンドで報告されるように、ディスク上の最大のランダム入出力パ
フォーマンスの目標は 35%以下の使用率です。通常、65%を超えるディスク使用率
は問題になります。90%を超えるディスク使用率は重大な問題です。ディスク使用
率の値が高すぎる場合の解決策は、より多くのディスク (スピンドル)を備えた新し
いRAID-0ボリュームを作成することです。

ランダム入出力と順次入出力の最適化
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注 –追加のディスクを既存のボリュームに単純に接続しても、パフォーマンスを向上
させることはできません。パフォーマンスを最適化するための理想的なパラメータ
で新しいボリュームを作成する必要があります。

データをすべてのディスクにわたって分散させるだけであるため、ストライプのイ
ンタレースサイズは問題になりません。標準的な入出力リクエストを超えるインタ
レース値であれば十分です。

順次アクセス入出力
テーブル全体をスキャンすることの多いDBMSサーバーや、非常に大量のデータを
処理する環境内のNFSサーバーなど、順次入出力環境内の構成のパフォーマンスを
最適化できます。順次入出力環境を利用するには、インタレース値を標準的な入出
力リクエストのサイズに対して相対的に低い値に設定します。

たとえば、標準的な入出力リクエストのサイズが 256Kバイトであり、4つのスピン
ドルにわたってストライプ化されるとします。この例でのストライプユニットサイ
ズの適切な選択は次のようになります。

256Kバイト / 4 = 64Kバイト、またはそれ以下

この方法により、標準的な入出力リクエストが複数のディスクスピンドルにわ
たって確実に分散されるようになるため、順次帯域幅が増加します。

注 –順次入出力環境では、シーク時間とローテーション時間が実質的に 0になりま
す。順次入出力を最適化する場合は、ディスクの内部転送速度がもっとも重要にな
ります。

順次アプリケーションでは通常、標準的な入出力サイズが大きく、128Kバイトを超
える場合や、1Mバイトを超える場合もあります。あるアプリケーションの標準的な
入出力リクエストのサイズが 256Kバイトであり、4つのディスクスピンドルにわ
たってストライプ化されるとすると、次のようになります。

256Kバイト / 4 = 64Kバイト

そのため、インタレースサイズの適切な選択は 32Kから 64Kバイトになります。

ランダム入出力と順次入出力の最適化
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Solaris Volume Managerの概要

この章では、Solaris Volume Managerの全体的な構造について説明します。この章で
は、次の内容について説明します。

■ 39ページの「Solaris Volume Managerの新機能」
■ 39ページの「Solaris Volume Managerの概要」
■ 43ページの「Solaris Volume Managerの要件」
■ 43ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントの概要」
■ 50ページの「Solaris Volume Manager構成に関するガイドライン」
■ 51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントの作成の概要」
■ 52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトのサポートの概要」
■ 53ページの「Solaris Volume Managerへのアップグレード」

Solaris Volume Managerの新機能
このセクションでは、この Solarisリリースでの Solaris Volume Managerを使用する場
合の新機能について説明します。

Solarisリリースの新機能のすべての一覧と説明については、『Oracle Solaris 10 1/13の
新機能』を参照してください。

Solaris Volume Managerの概要
Solaris Volume Managerは、多数のディスクやそれらのディスク上のデータを管理す
るために使用できるソフトウェア製品です。Solaris Volume Managerには多くの使用
方法がありますが、ほとんどのタスクには次の利点があります。

■ ストレージ容量の増加
■ データ可用性の向上
■ 大容量ストレージデバイスの管理の容易化

3第 3 章
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場合によっては、Solaris Volume Managerにより入出力パフォーマンスも向上しま
す。

Solarisオペレーティングシステムでサポートされるディスクタイプのについて
は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 7章「ディスクの管
理 (概要)」を参照してください。

Solaris Volume Managerでのストレージの管理方法
Solaris Volume Managerは仮想ディスクを使用して、物理ディスクとそれに関連する
データを管理します。Solaris Volume Managerでは、仮想ディスクをボリュームと呼
びます。また、歴史的な理由から、コマンド行ユーティリティーによってはボ
リュームをメタデバイスと呼ぶこともあります。

アプリケーションまたはファイルシステムから見た場合、ボリュームは機能的に物
理ディスクと同じです。Solaris Volume Managerは、ボリューム宛ての入出力リクエ
ストを、基となるメンバーディスクへの入出力リクエストに変換します。

Solaris Volume Managerボリュームは、ディスクスライスまたはほかの Solaris Volume
Managerボリュームから構築されます。ボリュームを簡単に構築する方法とし
て、Solaris管理コンソールに組み込まれたグラフィカルユーザーインタフェース
(GUI)の使用があります。Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツール
は、ユーザーに既存のすべてのボリュームのビューを提供します。ウィザードの手
順に従うことによって、任意の種類の Solaris Volume Managerボリュームまたはコン
ポーネントを簡単に構築できます。また、Solaris Volume Managerコマンド行
ユーティリティーを使用してボリュームを構築または変更することもできます。

たとえば、1つのボリュームとしてより多くのストレージ容量が必要な場合
は、Solaris Volume Managerを使用して、システムでスライスの集まりを 1つのより
大きなボリュームとして処理するようにできます。これらのスライスからボ
リュームを作成したあと、ただちにそのボリュームを「実際の」スライスまたはデ
バイスの場合と同じように使用し始めることができます。

ボリュームのより詳細な説明については、44ページの「ボリュームの概要」を参照
してください。

Solaris Volume Managerは、RAID-1 (ミラー)ボリュームおよびRAID-5ボリュームを
使用して、データの信頼性と可用性を向上させることができます。Solaris Volume
Managerホットスペアは、ミラーやRAID-5ボリュームに対して別のレベルのデータ
可用性を提供できます。

構成を設定したら、Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールを使用し
て、その操作に関する報告を行うことができます。

Solaris Volume Managerの概要
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Solaris Volume Managerを管理する方法
Solaris Volume Managerを管理するには、次の方法のいずれかを使用します。

■ Solaris管理コンソール –このツールは、ボリューム管理機能を管理するための
GUIを提供します。Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールを使用しま
す。拡張ストレージツールの例については、図 3–1を参照してください。このイ
ンタフェースは、ボリューム、ホットスペアプール、状態データベースの複製を
含む、Solaris Volume Managerコンポーネントのグラフィカルビューを提供しま
す。このインタフェースでは、Solaris Volume Managerコンポーネントの
ウィザードベースの操作が提供されるため、ディスクをすばやく構成したり、既
存の構成を変更したりできます。

■ コマンド行 –いくつかのコマンドを使用してボリューム管理機能を実行できま
す。Solaris Volume Managerのコアコマンドは、metaで始まります (metainitコマ
ンドや metastatコマンドなど)。Solaris Volume Managerのコマンドの一覧につい
ては、付録 B「Solaris Volume Managerのクイックリファレンス」を参照してくだ
さい。

注 – Solaris Volume Managerをコマンド行とGUIで同時に管理しようとしないでくだ
さい。構成に対して矛盾した変更が加えられる可能性があり、その動作が予測でき
なくなります。Solaris Volume Managerを管理するために両方のツールを使用できま
すが、同時には使用できません。

Solaris Volume Managerを管理する方法
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▼ Solaris Volume Managerグラフィカルユーザーイン
タフェース (GUI)にアクセスする方法
Solaris Volume Manager GUI (拡張ストレージ)は Solaris管理コンソールの一部で
す。GUIにアクセスするには、次の手順を使用します。

次のコマンドを使用して、ホストシステムで Solaris管理コンソールを起動します。
% /usr/sbin/smc

ナビゲーションペインで「このコンピュータ」をダブルクリックします。

ナビゲーションペインで「ストレージ」をダブルクリックします。

ナビゲーションペインで「拡張ストレージ」をダブルクリックして Solaris Volume
Managerツールをロードします。

図 3–1 Solaris管理コンソールでの拡張ストレージツール (Solaris Volume Manager)のビュー

1

2

3

4

Solaris Volume Managerを管理する方法
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ログインするよう求められたら、rootまたは同等のアクセス権を持つユーザーとし
てログインします。

ボリューム、ホットスペアプール、状態データベースの複製、およびディスク
セットを管理するための適切なアイコンをダブルクリックします。

ヒント – Solaris管理コンソールのすべてのツールでは、コンソールウィンドウの一番
下のセクションか、またはウィザードパネルの左側に情報が表示されます。このイ
ンタフェースでのタスクについて情報が必要な場合は、いつでも「ヘルプ
(Help)」を選択できます。

Solaris Volume Managerの要件
Solaris Volume Managerの要件には、次のものがあります。

■ Solaris Volume Managerを管理するための root権限を持っている必要がありま
す。Solaris管理コンソールのユーザープロファイル機能によって許可された同等
の権限を使用すると、Solaris管理コンソールからの管理が可能になります。ただ
し、Solaris Volume Managerのコマンド行インタフェースを使用できるのは root
ユーザーだけです。

■ Solaris Volume Managerでボリュームを作成するには、Solaris Volume Managerシス
テム上に状態データベースの複製が存在している必要があります。状態データ
ベースの複製には、すべてのボリューム、ホットスペア、ディスクセットの構成
およびステータス情報が含まれています。信頼性を最大限に高めるために、少な
くとも 3つの複製が存在し、それらの複製が異なるコントローラおよび異なる
ディスク上に配置されるようにしてください。状態データベースの複製の詳細
は、67ページの「Solaris Volume Manager状態データベースと複製について」を
参照してください。状態データベースの複製を作成する方法については、74
ページの「状態データベースの複製の作成」

Solaris Volume Managerコンポーネントの概要
Solaris Volume Managerで作成するコンポーネントには、ボリューム、ソフト
パーティション、ディスクセット、状態データベースの複製、ホットスペアプール
の 5つの基本型があります。次の表は、これらの Solaris Volume Manager機能の概要
を示しています。

5

6

Solaris Volume Managerコンポーネントの概要
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表 3–1 Solaris Volume Manager機能のサマリー

Solaris Volume Manager機能 定義 目的 参照先

■ RAID-0ボリューム (スト
ライプ、連結、連結スト
ライプ)

■ RAID-1 (ミラー)ボ
リューム

■ RAID-5ボリューム

システムからは 1つの論理
デバイスとして認識される
物理スライスのグループ。

ストレージ容量、パ
フォーマンス、または
データ可用性を向上させる
ため。

44ページの「ボリュームの
概要」

ソフトパーティション より小さく、より管理しや
すいストレージユニットを
提供するための、物理スラ
イスまたは論理ボリューム
の細分化。

大容量ストレージボ
リュームの管理容易性を向
上させるため。

第 12章「ソフト
パーティション (概要)」

状態データベース (状態
データベースの複製)

すべてのボ
リューム、ホットスペ
ア、ディスクセットの構成
およびステータス情報を含
むデータ
ベース。ユーザーが状態
データベースの複製を作成
するまで、Solaris Volume
Managerは動作できませ
ん。

Solaris Volume Manager構成
の状態に関する情報を格納
するため。

48ページの「状態データ
ベースと状態データベース
の複製」

ホットスペアプール 予約されたスライス (ホット
スペア)の集まり。サブミ
ラーまたはRAID-5ボ
リュームのどちらかのコン
ポーネントに障害が発生す
ると、これらのスライスは
自動的に置き換えられま
す。

RAID-1およびRAID-5ボ
リュームのデータ可用性を
向上させるため。

49ページの「ホットスペア
プール」

ディスクセット ボリュームとホットスペア
を含み、複数のホストが同
時にではなく共有でき
る、個別の名前空間内の一
連の共有ディスクドライ
ブ。

データの冗長性とデータ可
用性を実現するととも
に、個別の名前空間を提供
して管理を容易にするた
め。

49ページの「ディスク
セット」

ボリュームの概要
ボリュームは、システムからは 1つの論理デバイスとして認識される物理スライス
のグループです。ボリュームは、一般的なUNIX用語である「擬似 (仮想)デバイ
ス」と、実質的に同義です。

Solaris Volume Managerコンポーネントの概要
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注 –従来より、Solstice DiskSuite製品ではこれらの論理デバイスをメタデバイスと呼
んでいます。ただし、簡単にするため、また標準化のために、このドキュメントで
はこれらのデバイスをボリュームと呼びます。

ボリュームのクラス
ボリュームは、RAID-0 (連結またはストライプ)ボリューム、RAID-1 (ミラー)ボ
リューム、RAID-5ボリューム、またはソフトパーティションとして作成します。

Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールまたはコマンド行ユーティリ
ティーのどちらかを使用して、ボリュームを作成および管理できます。

次の表は、ボリュームのクラスの要約を示しています。

表 3–2 ボリュームのクラス

ボリューム 説明

RAID-0 (ストライプ
または連結)

直接使用するか、またはミラーの基本構成ブロックとして使用できま
す。RAID-0ボリュームでは、データの冗長性が直接には提供されません。

RAID-1 (ミラー) 複数のコピーを保持することによってデータを複製します。RAID-1ボ
リュームは、サブミラーと呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームか
ら構成されます。

RAID-5 パリティー情報を使用してデータを複製します。ディスク障害が発生した
場合は、使用可能なデータとパリティー情報を使用して、欠落したデータ
を再生成できます。RAID-5ボリュームは一般に、スライスで構成されま
す。パリティー情報には 1つのスライス分の容量が割り当てられます
が、そのパリティーはRAID-5ボリューム内のすべてのスライスにわ
たって分散されます。

ソフト
パーティション

スライスまたは論理ボリュームを 1つまたは複数の拡張可能な、より小さ
なボリュームに分割します。

ボリュームの使用方法
ボリュームは、ストレージ容量、パフォーマンス、およびデータ可用性を向上させ
るために使用します。場合によっては、ボリュームの使用により入出力パフォーマ
ンスも向上します。ボリュームの機能は、スライスと同じです。ボリュームはスラ
イスとして見えるため、ボリュームはエンドユーザー、アプリケーション、および
ファイルシステムに対して透過的です。物理デバイスと同様に、ボリュームはブ
ロックデバイス名または rawデバイス名でアクセスされます。ボリューム名は、使
用しているのがブロックデバイスなのか rawデバイスなのかによって異なりま
す。ボリューム名の詳細は、47ページの「ボリューム名」を参照してください。

Solaris Volume Managerコンポーネントの概要
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ボリューム上では、mkfs、mount、umount、ufsdump、ufsrestoreなどを含むほとんど
のファイルシステムコマンドを使用できます。ただし、formatコマンドは使用でき
ません。ボリュームにマウントされたファイルシステムが含まれているかぎり、そ
のボリュームとの間でファイルの読み取り、書き込み、およびコピーを行うことが
できます。

例 - 2つのスライスで構成されたボリューム
図 3–2は、ディスクAからの 1つのスライスと、ディスク Bからの 1つのスライスの
2つのスライスを含むボリュームを示しています。アプリケーションやUFSは、この
ボリュームを 1つの物理ディスクであるかのように処理します。このボリュームに
さらにスライスを追加すると、そのストレージ容量が増加します。

growfsコマンドを使用したボリュームおよびディスク容量の拡張
Solaris Volume Managerでは、スライスを追加することによってボリュームを拡張で
きます。Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールまたはコマンド行インタ
フェースのどちらかを使用して、既存のボリュームにスライスを追加できます。

ボリューム内に含まれているマウントされた、またはマウントされていないUFS
ファイルシステムを、システムの停止やバックアップを行うことなく拡張できま
す。ただし、データは常にバックアップすることをお勧めします。ボリュームを拡
張したあと、growfsコマンドを使用してファイルシステムを拡張します。

図 3–2 ボリューム、物理ディスク、およびスライスの関係

Solaris Volume Managerコンポーネントの概要
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注 –ファイルシステムが拡張されたあとに、そのファイルシステムのサイズを減らす
ことはできません。ファイルシステムのサイズを減らすことができない点はUFSの
制限です。同様に、Solaris Volume Managerパーティションのサイズを増やしたあと
に、そのサイズを減らすことはできません。

rawボリュームを使用するアプリケーションやデータベースは、追加された容量
を「拡張」してアプリケーションが認識できるようにするための独自の方法を備え
ている必要があります。Solaris Volume Managerには、この機能は用意されていませ
ん。

ボリューム内のディスク容量は、次の方法で拡張できます。

■ RAID-0ボリュームへの 1つまたは複数のスライスの追加
■ RAID-1ボリュームのすべてのサブミラーへの 1つまたは複数のスライスの追加
■ RAID-5ボリュームへの 1つまたは複数のスライスの追加
■ 基となるコンポーネントから容量を追加することによるソフトパーティションの
拡張

growfsコマンドは、サービスやデータを失うことなくUFSファイルシステムを拡張
します。ただし、growfsコマンドの実行中、そのボリュームへの書き込みアクセス
は中断されます。ファイルシステムは、そのファイルシステムを含むスライスまた
はボリュームのサイズまで拡張できます。

growfsコマンドの -s sizeオプションを使用すると、追加のディスク容量の一部のみ
を使用するようにファイルシステムを拡張できます。

注 –ミラーを拡張すると、そのミラーの基となるサブミラーに容量が追加されま
す。次に、growfsコマンドがRAID-1ボリューム上で実行されます。一般的な規則と
して、基となるデバイスに容量が追加されたあと、growfsコマンドがトップレベル
のデバイス上で実行されます。

ボリューム名
物理スライスと同様に、ボリュームには、ファイルシステムで表示される論理名が
あります。論理ボリューム名は、ブロックデバイスの場合は /dev/md/dskディレクト
リ、rawデバイスの場合は /dev/md/rdskディレクトリ内にエントリがあります。ボ
リューム名の全体 (/dev/md/dsk/volume-nameなど)を指定する代わりに、多くの場合
は、どの meta*コマンドでも省略されたボリューム名 (d1など)を使用できます。一
般に、ボリュームが現在使用されておらず、新しい名前が別のボリュームによって
使用されていないかぎりは、ボリュームの名前を変更できます。詳細は、241ページ
の「ボリューム名の交換」を参照してください。

当初、ボリューム名は文字「d」で始まり、そのあとに 1つの数字が続く必要があり
ました (d0など)。この形式は引き続き使用できます。「d*」の命名構造を使用する
ボリューム名の例を次に示します。
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/dev/md/dsk/d0 ブロックボリューム d0

/dev/md/dsk/d1 ブロックボリューム d1

/dev/md/rdsk/d126 rawボリューム d126

/dev/md/rdsk/d127 rawボリューム d127

ボリューム名に関するガイドライン

ボリューム名に関する標準を使用することによって、管理が単純化され、ボ
リュームタイプをひと目で識別できるようになります。次に、いくつかの提案を示
します。

■ ボリュームのタイプごとに範囲を使用します。たとえば、RAID-1ボリュームに
は 0から 20、RAID-0ボリュームには 21から 40の数字を割り当て、以降も同様と
します。

■ ミラーには名前の関係を使用します。たとえば、ミラーには 0で終わる数字を使
用した名前を、サブミラーには 1、2などで終わる数字を使用した名前を付けま
す。たとえば、ミラー d10、サブミラー d11および d12や、ミラー d20、サブミ
ラー d21、d22、d23、および d24などの名前を付けることができます。

■ スライス番号とディスク番号がボリューム番号に対応するような命名方法を使用
します。

状態データベースと状態データベースの複製
状態データベースは、Solaris Volume Manager構成の状態に関する情報を格納する
データベースです。状態データベースは、構成に加えられた変更を記録および追跡
します。Solaris Volume Managerは、構成または状態の変更が発生すると、状態
データベースを自動的に更新します。新しいボリュームの作成は、構成の変更の一
例です。状態の変更の 1つの例として、サブミラーの障害があります。

状態データベースは、実際には、複製された複数のデータベースコピーの集まりで
す。各コピーは、「状態データベースの複製」と呼ばれ、データベース内のデータ
が常に有効であることを保証します。状態データベースの複数のコピーを保持する
ことにより、シングルポイント障害によるデータ損失から保護されます。状態
データベースは、既知のすべての状態データベースの複製の場所とステータスを追
跡します。

ユーザーが状態データベースとその状態データベースの複製を作成するまで、Solaris
Volume Managerは動作できません。Solaris Volume Manager構成には、正常に機能し
ている状態データベースが必要です。
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構成を設定する場合は、状態データベースの複製を次の場所のどちらかに格納でき
ます。

■ 専用スライス上
■ あとでボリュームの一部になるスライス上

Solaris Volume Managerは、スライスに状態データベースの複製がいつ含まれている
かを認識し、そのスライスがボリュームで使用されている場合はその複製を自動的
にスキップします。状態データベースの複製のために予約されているスライスの部
分を、ほかのどの目的にも使用してはいけません。

複数の状態データベースのコピーを 1つのスライス上に置くこともできます。ただ
し、そうすることにより、システムがシングルポイント障害に対してより脆弱にな
る可能性があります。

状態データベースの複製がすべて削除された場合でも、Solarisオペレーティングシ
ステムは引き続き正常に機能します。ただし、ディスク上に既存の状態データ
ベースの複製がない状態でリブートが発生した場合、システムはすべての Solaris
Volume Manager構成データを失います。

ホットスペアプール
ホットスペアプールは、障害が発生したコンポーネントのために自動的に置き換え
られるように Solaris Volume Managerによって予約されたスライス (ホットスペア)の
集まりです。これらのホットスペアは、サブミラーまたはRAID-5ボリュームのどち
らかで使用できます。ホットスペアによって、RAID-1およびRAID-5ボリュームの
データ可用性が向上します。Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールまた
はコマンド行インタフェースのどちらかを使用して、ホットスペアプールを作成で
きます。

コンポーネントのエラーが発生した場合、Solaris Volume Managerは、障害が発生し
たコンポーネントのサイズ以上のサイズを持つ使用可能な最初のホットスペアを
チェックします。見つかった場合、Solaris Volume Managerはそのコンポーネントを
自動的に置き換え、データを再同期します。ホットスペアのリストに十分なサイズ
のスライスが見つからなかった場合は、サブミラーまたはRAID-5ボリュームに障害
が失敗したと見なされます。詳細は、第 16章「ホットスペアプール (概要)」を参照
してください。

ディスクセット
ディスクセットは論理ボリュームとホットスペアを含む一連の物理ストレージボ
リュームです。ボリュームとホットスペアプールは、そのディスクセット内からの
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ドライブ上に構築する必要があります。ディスクセット内にボリュームを作成した
ら、そのボリュームを物理スライスの場合と同様に使用できます。

ディスクセットによって、クラスタ化された環境内のデータ可用性が提供されま
す。1つのホストに障害が発生した場合は、その障害が発生したホストのディスク
セットを別のホストが引き継ぐことができます。(このタイプの構成は、フェイル
オーバー構成と呼ばれます。)さらに、ディスクセットを使用して Solaris Volume
Manager名前空間の管理に役立てたり、ネットワーク接続ストレージデバイスへのす
ぐに使用できるアクセスを提供したりできます。

詳細は、第 18章「ディスクセット (概要)」を参照してください。

Solaris Volume Manager構成に関するガイドライン
Solaris Volume Manager構成の不適切な設計によって、パフォーマンスが低下する場
合があります。このセクションでは、Solaris Volume Managerから高いパフォーマン
スを引き出すためのヒントを提供します。ストレージ構成のパフォーマンスに関す
るガイドラインについては、35ページの「一般的なパフォーマンスに関するガイド
ライン」を参照してください。

一般的なガイドライン
■ ディスクおよびコントローラ –ドライブを独立したドライブパス上のボ
リューム、または SCSIドライブの場合は独立したホストアダプタ上のボリューム
に配置してください。入出力負荷を複数のコントローラにわたって分散させる
と、ボリュームのパフォーマンスと可用性が向上します。

■ システムファイル – /etc/lvm/mddb.cfまたは /etc/lvm/md.cfファイルを決して編
集したり削除したりしないでください。

これらのファイルが定期的にバックアップされることを確認してください。
■ ボリュームの完全性 –スライスがボリュームとして定義されている場合は、ダン
プデバイスとしてのスライスの使用も含め、基となるスライスをほかのどの目的
にも使用しないでください。

■ ディスクとパーティションに関する情報 –不良ディスクの再フォーマットや
Solaris Volume Manager構成の再作成が必要になった場合に備えて、prtvtocおよ
び metastat -pコマンドからの出力のコピーを保管しておいてください。
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ファイルシステムに関するガイドライン
ファイルシステムをボリュームの基となるスライスにマウントしないでくださ
い。スライスが何らかの種類のボリュームのために使用されている場合は、そのス
ライスをファイルシステムとしてマウントしてはいけません。可能な場合は、ボ
リュームをアクティブにする前に、そのボリュームとして使用しようとしている物
理デバイスをすべてアンマウントしてください。

Solaris Volume Managerコンポーネントの作成の概要
Solaris Volume Managerコンポーネントを作成する場合は、論理的な Solaris Volume
Managerの名前 (d0など)に物理スライスを割り当てます。作成できる Solaris Volume
Managerコンポーネントには、次のものがあります。

■ 状態データベースの複製
■ ボリューム (RAID-0 (ストライプ、連結)、RAID-1 (ミラー)、RAID-5、およびソフ
トパーティション)

■ ホットスペアプール
■ ディスクセット

注 –ボリュームの命名方法に関する提案については、47ページの「ボリューム名」を
参照してください。

Solaris Volume Managerコンポーネントを作成する
ための前提条件
Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件は次のとおりで
す。

■ 初期の状態データベースの複製を作成します。まだ作成していない場合は、74
ページの「状態データベースの複製の作成」を参照してください。

■ Solaris Volume Managerで使用できるスライスを識別します。必要に応じ
て、formatコマンド、fmthardコマンド、または Solaris管理コンソールを使用し
て既存のディスクをパーティション分割し直します。

■ root権限があることを確認します。
■ すべてのデータの現在のバックアップを作成します。
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■ GUIを使用している場合は、Solaris管理コンソールを起動し、Solaris Volume
Managerの機能に移動します。詳細は、42ページの「Solaris Volume Managerグラ
フィカルユーザーインタフェース (GUI)にアクセスする方法」を参照してくださ
い。

Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトのサポート
の概要

Solaris 9 4/03以降のリリースでは、Solaris Volume Managerは、64ビットカーネルを実
行しているシステム上で 1Tバイトを超えるストレージデバイスおよび論理ボ
リュームをサポートしています。

注 –システムが 64ビットカーネルを実行しているかどうかを確認するには、isainfo

-vを使用します。文字列「64-bit」が表示された場合は、64ビットカーネルが実行さ
れています。

Solaris Volume Managerでは、次のことを実行できます。

■ 1Tバイトを超えるサイズの論理ストレージユニット (LUN)上に、またはこれらの
LUNから構築された論理ボリュームを作成、変更、および削除します。

■ 1Tバイトを超えるサイズの論理ボリュームを作成、変更、および削除します。

大容量ボリュームのサポートは自動的に行われます。1Tバイトを超えるデバイスが
作成された場合、ユーザーの介入がなくても、Solaris Volume Managerはそれを適切
に構成します。

大容量ボリュームのサポートの制限
Solaris Volume Managerは、64ビットカーネルを実行している Solaris 9 4/03以降のリ
リースでのみ (1Tバイトを超える)大容量ボリュームをサポートします。大容量ボ
リュームを含むシステムを、以前の Solaris 9リリースの 32ビットカーネルで実行す
ると、Solaris Volume Managerの機能に影響を与えます。具体的には、次の点に注意
してください。

■ 大容量ボリュームを含むシステムが 32ビットの Solaris 9 4/03以降のカーネルでリ
ブートされた場合、大容量ボリュームは metastatの出力を通して表示されます
が、アクセス、変更、または削除はできません。さらに、新しい大容量ボ
リュームの作成もできません。大容量ボリューム上のボリュームまたはファイル
システムもすべて使用できません。
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■ 大容量ボリュームを含むシステムが Solaris 9 4/03より前の Solarisリリースでリ
ブートされた場合、Solaris Volume Managerは起動しません。Solaris Volume
Managerを別のバージョンの Solarisプラットフォームで実行するには、すべての
大容量ボリュームを削除する必要があります。

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
や、Solaris 9 4/03リリースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場
合は、大容量ボリュームを作成しないでください。

大容量ボリュームの使用
Solaris Volume Managerコマンドはすべて、大容量ボリュームで動作します。大容量
ボリュームのサポートを利用するために、構文の違いや特殊なタスクは必要ありま
せん。そのため、Solaris Volume Managerに精通しているシステム管理者は、ただち
に Solaris Volume Managerの大容量ボリュームを操作できます。

ヒント –大容量ボリュームを作成したあとで、以前の Solarisリリースで Solaris Volume
Managerを使用する必要があるか、または 32ビットの Solaris 9 4/03以降のカーネルで
実行する必要があることがわかった場合は、それらの大容量ボリュームを削除する
必要があります。以前の Solarisリリースまたは 32ビットカーネルでリブートする前
に、64ビットカーネルで metaclearコマンドを使用して Solaris Volume Manager構成
から大容量ボリュームを削除してください。

Solaris Volume Managerへのアップグレード
Solaris Volume Managerは、Solstice DiskSuiteバージョン 4.1、4.2、および 4.2.1からの
シームレスなアップグレードを完全にサポートします。すべてのボリュームが (「保
守が必要」や「最後にエラー」ではなく)「正常」状態にあること、および使用中の
ホットスペアがないことを確認してください。アップグレードを機能させるため
に、Solaris Volume Managerに対してほかに特別なことを行う必要はありません。構
成を変更したり、ルートミラーを解除したりする必要はありません。システムを
アップグレードすると、Solstice DiskSuite構成が引き継がれ、Solaris Volume Manager
ツールによるアップグレードのあとにアクセス可能になります。

Solaris 10 OSでは、従来のUNIXの起動スクリプト、init実行レベル、および構成
ファイルを補強するためのインフラストラクチャーを提供するサービス管理機能
(SMF)が導入されました。以前のバージョンの Solaris OSからアップグレードしてい
る場合は、Solaris Volume Managerに関連付けられた SMFサービスがオンラインであ
ることを確認してください。SMFサービスがオンラインでない場合は、Solaris
Volume Managerの管理に関する問題が発生することがあります。
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Solaris Volume Managerに関連付けられた SMFサービスを確認するには、次の形式の
svcsコマンドを使用します。

# svcs -a |egrep "md|meta"

disabled 12:05:45 svc:/network/rpc/mdcomm:default

disabled 12:05:45 svc:/network/rpc/metamed:default

disabled 12:05:45 svc:/network/rpc/metamh:default

online 12:05:39 svc:/system/metainit:default

online 12:05:46 svc:/network/rpc/meta:default

online 12:05:48 svc:/system/fmd:default

online 12:05:51 svc:/system/mdmonitor:default

Solaris Volume Manager構成がローカルセットのみで構成されている場合は、次の
サービスをオンラインにしてください。

svc:/system/metainit

svc:/network/rpc/meta

svc:/system/mdmonitor

Solaris Volume Manager構成にディスクセットが含まれている場合は、次の追加の
サービスをオンラインにしてください。

svc:/network/rpc/metamed

svc:/network/rpc/metamh

Solaris Volume Managerにマルチノードのディスクセットが含まれている場合は、す
でに挙げたほかのサービスに加えて、次のサービスをオンラインにしてください。

svc:/network/rpc/mdcomm

SMFの詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 18章「サービスの管理 (概
要)」を参照してください。

Solaris Volume Managerへのアップグレード

Solaris Volume Manager管理ガイド • 2013年 9月54

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV1hbrunlevels-25516
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV1hbrunlevels-25516


Solaris Volume Manager for Sun Cluster (概要)

この章では、Solaris Volume Manager for Sun Clusterの概要について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 55ページの「Solaris Volume Manager for Sun Clusterの概要」
■ 57ページの「複数所有者ディスクセットの概念」
■ 60ページの「Solaris Volume Manager for Sun Cluster構成」
■ 60ページの「複数所有者ディスクセット内のRAID-1 (ミラー)ボリューム」

Solaris Volume Manager for Sun Clusterの概要
Solaris 9 9/04以降のリリースでは、Solaris Volume Managerは、複数所有者ディスク
セットを使用して Sun Cluster環境内のストレージを管理できます。「複数所有者
ディスクセット」を使用すると、複数のノードがディスクセットの所有権を共有し
たり、共有ディスクに同時に書き込んだりすることができます。以前は、共有
ディスクセットはそのディスクセットに参加しているすべてのホストから表示でき
ましたが、一度にアクセスできるのは 1つのホストだけでした。複数所有者ディス
クセットは、Sun Clusterや、Oracle Real Application Clustersなどのアプリケーション
で動作します。

複数所有者ディスクセットと Solaris Volume Manager共有ディスクセットは、同じ
ノード上に共存できます。ただし、2つの構成の間でのディスクセットの移動はサ
ポートされていません。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、ストライプ、連結、ミラー、ソフト
パーティション、ホットスペアなどの、Solaris Volume Managerで作成できるのと同
じコンポーネントを作成します。Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、RAID-5ボ
リュームやトランザクションボリュームはサポートしていません。

次の図は、標準的なクラスタ構成でのソフトウェアと共有ストレージの間の関連付
けを示しています。
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各ノードには、ローカルストレージのほかに、共有ストレージへの少なくとも 1つ
のパスがあります。クラスタ内の複数所有者ディスクセットは、Solarisオペ
レーティングシステム (Solaris OS)の一部である Solaris Volume Manager for Sun Cluster
によって管理されます。

前提条件:複数所有者ディスクセット機能に必要
なソフトウェアコンポーネント
Solaris Volume Manager for Sun Clusterを使用するには、Solaris OSに加えて、次のソフ
トウェアがインストールされている必要があります。

■ Sun Cluster初期クラスタフレームワーク
■ Sun Cluster Support for Oracle Real Application Clustersソフトウェア
■ Oracle Real Application Clustersソフトウェア

注 – Sun ClusterおよびOracle Real Application Clustersソフトウェアの設定について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』と『Oracle Solaris Cluster
Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参照してください。

図 4–1 サンプルのクラスタ構成
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複数所有者ディスクセットの概念
Solaris Volume Manager for Sun Clusterによって管理されるストレージは、複数所有者
ディスクセットにグループ化されます。複数所有者ディスクセットを使用する
と、複数のノードがディスクセットの所有権を共有したり、共有ディスクに同時に
書き込んだりすることができます。Oracle Real Application Clustersなどのアプリ
ケーションのインスタンスはクラスタ内の各ノード上で実行されるため、複数所有
者ディスクセットによってスケーラビリティーが提供されます。アプリケーション
の各インスタンスは共有ストレージに直接アクセスするため、複数所有者ディスク
セットによって、そのアプリケーションのパフォーマンスも向上します。

注 –複数所有者ディスクセット機能は、Sun Cluster環境でのみ有効になりま
す。「ノード」は、Sun Clusterシステムの一部である物理マシンです。

各複数所有者ディスクセットは、ノードのリストに関連付けられています。これら
のノードが、そのディスクセットの所有権を共有します。次の metaset -s disk-setコ
マンドは、複数所有者ディスクセットの出力を表示します。

# metaset -s blue

Multi-owner Set name = blue, Set number = 1, Master = nodeone

Host Owner Member

nodeone multi-owner Yes

nodetwo multi-owner Yes

Drive Dbase

d9 Yes

d13 Yes

この出力は、ディスクセットの所有権を共有する、ノードのリスト内の nodeoneと
nodetwoを示しています。さらに、nodeoneは「マスターノード」として指定されて
います。

各複数所有者ディスクセットにはマスターノードがあります。ディスクセットが作
成されたあと、そのディスクセットに最初のディスクを追加したノードがディスク
セットのマスターノードになります。マスターノードは、そのディスクセット内の
状態データベースの複製を作成、削除、および更新します。

注 –状態データベースの複製の詳細は、第 6章「状態データベース (概要)」を参照し
てください。
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Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、ノードリストが異なってはいるが、重複し
ているディスクセットをサポートできます。各ディスクセットにはマスターノード
があるため、同じクラスタ上に複数のマスターが同時に存在できます。

metasetコマンドの次の出力は、ディスクセットに最初のディスクが追加されたとき
に nodeoneがマスターノードになることを示しています。

nodeone# metaset -s red

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master =

Host Owner Member

nodeone Yes

nodetwo Yes

nodeone# metaset -s red -a /dev/did/dsk/d9

nodeone# metaset -s red

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master = nodeone

Host Owner Member

nodeone multi-owner Yes

nodetwo multi-owner Yes

Drive Dbase

d9 Yes

Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、ノードリストが異なってはいるが、重複し
ているディスクセットをサポートできます。各ディスクセットにはマスターノード
があるため、同じクラスタ上に複数のマスターが同時に存在できます。

複数所有者ディスクセットに関連したタスク

注意 –複数所有者ディスクセットを構成する前に、Solaris OSに加えて、次のソフト
ウェアがインストールされている必要があります。

■ Sun Cluster初期クラスタフレームワーク
■ Sun Cluster Support for Oracle Real Application Clustersソフトウェア
■ Oracle Real Application Clustersソフトウェア

Sun ClusterおよびOracle Real Application Clustersソフトウェアの設定について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』と『Oracle Solaris Cluster
Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参照してください。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterは一般に、ディスクセットに関連したタスクを
実行するために、同じ一連の Solaris Volume Managerコマンドを使用します。metaset

コマンドには、複数所有者ディスクセットに固有のいくつかのコマンドオプション
が追加されました。たとえば、複数所有者ディスクセットを作成するタスクに
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は、metasetコマンドに -Mが必要です。次の出力は、metaset -s diskset-name -a -M -h
hostnameコマンドを使用して複数所有者ディスクセットを作成する方法を示してい
ます。

# metaset -s red -a -M -h nodeone

# metaset

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master =

Host Owner Member

nodeone Yes

さらに、一部の metasetコマンドオプション (ディスクセットを取得および解放する
コマンドなど)は、複数所有者ディスクセットでは使用されません。詳細
は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

Sun Cluster環境内のタスクがどのように異なるかを示す別の例が、ディスクの操作
時に発生します。Sun Clusterは、各ディスクに一意のデバイス ID (DID)番号を割り
当てます。ディスクを識別するために cnt ndn形式を使用するのではなく、Sun
ClusterのDIDパス名 /dev/did/dsk/d Nを使用します。変数Nは、Sun Clusterに
よって割り当てられたデバイス番号です。

次の出力は、metaset -s diskset-name -a disk-nameコマンドと、ディスクを識別するた
めの Sun ClusterのDIDパス名を使用して、複数所有者ディスクセットにディスクを
追加する方法を示しています。

nodeone# metaset -s red

Multi-owner Set name = red

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master =

Host Owner Member

nodeone Yes

nodetwo Yes

nodeone# metaset -s red -a /dev/did/dsk/d13

nodeone# metaset -s red

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master = nodeone

Host Owner Member

nodeone multi-owner Yes

Drive Dbase

d13 Yes

Oracle Real Application Clustersでの複数所有者ディスクセットの作成について
は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参
照してください。

ディスクセットに関連したタスクについては、第 19章「ディスクセット (タス
ク)」を参照してください。
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Solaris Volume Manager for Sun Cluster構成
Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、次の構成をサポートしています。

■ Solaris Volume Manager for Sun Clusterは、最大 32のディスクセットをサポートし
ています。これらのディスクセットには、複数所有者ディスクセット、共有
ディスクセット、およびローカルディスクセットの任意の組み合わせを含めるこ
とができます。

注 –各種のタイプのディスクセットの詳細は、206ページの「ディスクセットのタ
イプ」を参照してください。

■ 各複数所有者ディスクセットは、ディスクセットごとに最大 8192のボリュームを
サポートしています。

■ 状態データベースの複製のデフォルトのサイズは 16Mバイトです。最小サイズは
16Mバイトです。最大サイズは 256Mバイトです。

再構成プロセス内の手順では、Sun Cluster Support for Oracle Real Application Clustersの
多くの拡張プロパティーがタイムアウトを指定します。タイムアウトの設定の詳細
は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参
照してください。

複数所有者ディスクセット内のRAID-1 (ミラー)ボ
リューム

複数所有者ディスクセット内に作成されたRAID–1ボリューム (またはミラー)
は、Solaris Volume Manager共有ディスクセット内のRAID-1ボリュームと同様に機能
します。ただし、複数所有者ディスクセット内のRAID-1ボリュームには、いくつか
の追加機能があります。

複数所有者ディスクセットのミラー所有権
ミラー所有権は、複数所有者ディスクセットに固有の概念です。Solaris Volume
Manager共有ディスクセット内のRAID-1ボリュームとは異なり、複数所有者ディス
クセット内のRAID-1ボリュームには通常、所有者が関連付けられています。ミ
ラーボリュームの所有権は、ボリュームマネージャーによって選択されます。ボ
リュームの所有者は、ディスクセットのノードリストで指定されているノードのい
ずれかです。RAID-1ボリュームの所有者だけがそのボリュームに書き込むことがで
きます。所有者以外のノードがボリュームに書き込もうとした場合、所有権は、書
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き込み操作を行なっているノードに切り替わります。metastat -s diskset-nameコマン
ドの次の出力は、RAID-1ボリューム d24の所有者としての nodeoneを示していま
す。

# metastat -s red

red/d24: Mirror

Submirror 0: red/d20

State: Okay

Submirror 1: red/d21

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Resync option: optimizedresync

Owner: nodeone

Size: 825930 blocks (403 MB)

データの管理と回復のプロセス
Solaris Volume ManagerのRAID-1ボリュームと同様に、Solaris Volume Manager for Sun
ClusterのRAID-1ボリュームでは、一貫性のあるデータを保証するための操作が実行
されます。Solaris Volume Manager for Sun ClusterのRAID-1ボリュームには、データ
の管理と回復のための 2つのオプションが用意されています。

Solaris Volume Manager for Sun Clusterでの最適化された再同期
Solaris Volume Manager for Sun Clusterでの最適化された再同期は、Solaris Volume
Managerでの最適化された再同期と同様に機能します。ただし、複数所有者ディスク
セットでは、再同期オプションが最適化された再同期に設定されたRAID-1ボ
リュームには、常にミラー所有者が関連付けられています。metastat -s diskset-name
コマンドの次の出力は、optimizedresync (最適化された再同期)に設定された再同期
オプションを示しています。

# metastat -s red

red/d24: Mirror

Submirror 0: red/d20

State: Okay

Submirror 1: red/d21

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Resync option: optimizedresync

Owner: nodeone

Size: 825930 blocks (403 MB)

最適化された再同期の詳細は、103ページの「最適化された再同期」を参照してくだ
さい。
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アプリケーションベースの回復と指定されたミラー読み取り
Solaris Volume Manager for Sun Clusterでのデータ回復を最適化するために、Oracle
Real Application Clustersなどのアプリケーションには、データの回復を管理および制
御するための機能が必要になります。アプリケーションが回復を制御できるように
すると、回復のパフォーマンスが向上しま
す。DKIOGETVOLCAP、DKIOSETVOLCAP、DKIODMRの各 ioctlは、クラスタ環境でのアプリ
ケーションのデータ管理回復に対するサポートを提供します。これらの ioctlは、ア
プリケーションに次の機能を提供します。

■ アプリケーションベースの回復 (ABR) -アプリケーションがミラー化ボリューム
上のデータの回復を制御できるようにします。

■ 指定されたミラー読み取り -アプリケーションが読み取りを特定のサブミラーに
指定したり、データの状態を確認したりできるようにします。

アプリケーションベースのデータ管理回復で使用される ioctlの詳細は、dkio(7I)のマ
ニュアルページを参照してください。

再同期オプションがアプリケーションベースの回復に設定されたRAID-1ボリューム
には、アプリケーションベースの回復プロセス中にのみミラー所有者が関連付けら
れます。metastat -s diskset-nameコマンドの次の出力は、正常な状態にあるRAID-1
ボリュームを示しています。再同期オプションは、アプリケーションベースの回復
に設定されています。ミラー所有者は存在しません。

# metastat -s red

red/d24: Mirror

Submirror 0: red/d20

State: Okay

Submirror 1: red/d21

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Resync option: application based

Owner: None

Size: 825930 blocks (403 MB)
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Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナ
リオ)

『Solaris Volume Manager管理ガイド』の全体を通して、例は一般に (可能な場合は常
に) 1つのストレージ構成に関連しています。この章では、これらの例で使用されて
いるシナリオについて説明します。この章では、以降の章で使用されている初期の
ストレージ構成に関する詳細について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

■ 63ページの「シナリオの背景情報」
■ 65ページの「最終的な Solaris Volume Manager構成」

シナリオの背景情報
このドキュメントの全体を通して、各シナリオや、例の多くは 1つの構成に関連し
ています。この構成は (ドキュメントを単純化するために)小規模ですが、その概念
は、はるかに大規模なストレージ環境にも拡張されます。

ハードウェア構成
ハードウェアシステムは、次のように構成されています。

■ 物理的に分離された 3つのコントローラがあります (c0 – IDE、c1 – SCSI、および
c2 – SCSI)。

■ 各 SCSIコントローラは、6台の 9Gバイト内蔵ディスク (c1t1から c1t6および
c2t1から c2t6)を含むMultiPackに接続されています。これによってミラー構成が
作成されます。

■ コントローラ/ターミネータの各ペア (cntn)には、8.49Gバイトの使用可能なスト
レージスペースが存在します。

■ ルート (/)ドライブ c0t0d0上のストレージスペースは、6つのパーティションに
分割されています。
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この構成を理解するための代わりの方法を次の図に示します。

初期の物理ストレージ構成
次に、Solaris Volume Managerが構成される前のストレージ構成を示します。

■ SCSIコントローラ/ターミネータのペア (cntn)には、約 20Gバイトのストレージ
スペースが存在します。

■ 各ディスク (たとえば、c1t1d0)上のストレージスペースは、7つの
パーティション (cntnd0s0から cntnd0s6)に分割されています。
ディスクをパーティション分割するには、『Oracle Solarisの管理:デバイスと
ファイルシステム』の「ディスクのフォーマット」で説明されている手順に
従ってください。

図 5–1 ストレージのシナリオの基本的なハードウェア図
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最終的な Solaris Volume Manager構成
このドキュメントの全体を通して、特定のタスクには特定のシナリオが提供されて
います。ただし、このドキュメント全体にわたる例をより深く理解できるよう
に、最終的な構成はほぼ、metastat -pコマンドで表示される次のような構成に
なっています。

[root@lexicon:/]$ metastat -p

d50 -r c1t4d0s5 c1t5d0s5 c2t4d0s5 c2t5d0s5 c1t1d0s5 c2t1d0s5 -k -i 32b

d1 1 1 c1t2d0s3

d2 1 1 c2t2d0s3

d12 1 1 c1t1d0s0

d13 1 1 c2t1d0s0

d16 1 1 c1t1d0s1

d17 1 1 c2t1d0s1

d25 2 2 c1t1d0s3 c2t1d0s3 -i 32b \

1 c0t0d0s3

d31 1 2 c1t4d0s4 c2t4d0s4 -i 8192b

d80 -p d70 -o 1 -b 2097152

d81 -p d70 -o 2097154 -b 2097152

d82 -p d70 -o 4194307 -b 2097152

d83 -p d70 -o 6291460 -b 2097152

d84 -p d70 -o 8388613 -b 2097152

d85 -p d70 -o 10485766 -b 2097152

d70 -m d71 d72 1

d71 3 1 c1t3d0s3 \

1 c1t3d0s4 \

1 c1t3d0s5

d72 3 1 c2t3d0s3 \

1 c2t3d0s4 \

1 c2t3d0s5

d123 -p c1t3d0s6 -o 1 -b 204800

d124 -p c1t3d0s6 -o 204802 -b 204800

d125 -p c1t3d0s6 -o 409603 -b 204800

d126 -p c1t3d0s7 -o 3592 -b 20480

d127 -p c2t3d0s7 -o 3592 -b 1433600

hsp010

hsp014 c1t2d0s1 c2t2d0s1

hsp050 c1t2d0s5 c2t2d0s5

hsp070 c1t2d0s4 c2t2d0s4

-pオプションの詳細は、metastat(1M)コマンドを参照してください。
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状態データベース (概要)

この章では、状態データベースの複製の概念について説明します。関連タスクの実
行については、第 7章「状態データベース (タスク)」を参照してください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 67ページの「Solaris Volume Manager状態データベースと複製について」
■ 69ページの「多数決アルゴリズムについて」
■ 71ページの「状態データベースの複製のエラー処理」
■ 72ページの「シナリオ—状態データベースの複製」

Solaris Volume Manager状態データベースと複製について
Solaris Volume Managerの状態データベースには、すべてのボリューム、ホットスペ
ア、ディスクセットの構成とステータスに関する情報が格納されます。Solaris
Volume Managerは、冗長性を確保し、システムクラッシュ時のデータベースの破損
を防ぐために、複数の状態データベースのコピー (複製)を保持しています (破損する
データベースのコピーはせいぜい 1つです)。

状態データベースの複製は、状態データベースのデータが常に有効であることを保
証します。状態データベースが更新されると、個々の状態データベースの複製も更
新されます。システムがクラッシュした場合に、すべての更新が破損するのを防ぐ
ために、更新は一度に 1つずつ行われます。

システムの状態データベースの複製が失われた場合、Solaris Volume Managerはどの
状態データベースの複製に有効なデータが格納されているかを判断する必要があり
ます。Solaris Volume Managerは、多数決アルゴリズムを使用して、この情報を判断
します。このアルゴリズムでは、過半数 (半数 + 1)の複製が使用可能であり、一致し
ていれば、それらの複製を有効であるとみなします。多数決アルゴリズムの要件の
ため、ディスク構成を設定するときに、3つ以上の状態データベースの複製を作成す
る必要があります。3つの状態データベースの複製のうち少なくとも 2つが使用可能
である限り、合意に達することができます。
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ブート時に、Solaris Volume Managerは、破損した状態データベースの複製を無視し
ます。場合によっては、Solaris Volume Managerが破損した状態データベースの複製
を再作成しようとします。そうでなければ、それらは管理者が修正するまで無視さ
れます。基となるスライスにエラーが発生したため、状態データベースの複製が破
損した場合は、スライスを修理または交換してから複製を有効にする必要がありま
す。

注意 –ファブリック接続されたストレージ、SANなどの、システムに直接接続されて
いないストレージに、状態データベースの複製を配置しないでください。Solaris
Volume Managerをブートできなくなる場合があります。複製は、従来の SCSIまたは
IDEドライブと同じブートプロセスのポイントで使用できるストレージデバイス上
になければなりません。

すべての状態データベースの複製が失われると、理論的には、Solaris Volume
Managerのボリュームに格納されているすべてのデータが失われる可能性がありま
す。このため、十分な状態データベースの複製を別々のドライブとコントローラに
作成し、深刻な障害を回避することをお勧めします。さらに、最初の Solaris Volume
Manager構成情報とディスクパーティション情報を保存するのも賢明です。

状態データベースの複製をシステムに追加する方法については、第 7章「状態
データベース (タスク)」を参照してください。状態データベースの複製が失われた
場合に回復する方法については、307ページの「状態データベース複製の障害からの
回復」を参照してください。

状態データベースの複製は、RAID-1ボリュームの再同期領域でも使用されます。ミ
ラーの数に比べて状態データベースの複製の数が少なすぎると、複製の I/Oが
RAID-1ボリュームのパフォーマンスに影響を与えることがあります。つまり、ミ
ラーの数が多い場合は、RAID-1ボリュームあたり少なくとも 2つの状態データ
ベースの複製 (ディスクセットあたり最大 50の複製数)を使用してください。

デフォルトで、ボリューム、ローカルセット、ディスクセットの各状態データ
ベースの複製は、4Mバイト (8192ディスクセクタ)のディスクストレージを占有しま
す。複数所有者ディスクセットの状態データベースの複製のデフォルトのサイズは
16Mバイトです。

複製は、次のデバイスに格納できます。

■ 専用のローカルディスクパーティション
■ ボリュームの一部となるローカルパーティション
■ UFSロギングデバイスの一部となるローカルパーティション

複製は、ルート (/)、swap、または /usrスライスには格納できません。複製は、既存
のファイルシステムやデータが格納されているスライスにも保存できません。ただ
し、複製を格納したあとで、同じスライスにボリュームやファイルシステムを置く
ことができます。

Solaris Volume Manager状態データベースと複製について
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多数決アルゴリズムについて
複製されたデータベースの固有の問題は、どのデータベースが有効で正しいデータ
を格納しているかを判断するのが難しい場合があることです。この問題を解決する
ために、Solaris Volume Managerは多数決アルゴリズムを使用します。このアルゴリ
ズムでは、いずれかの複製が有効であると判断されるまでに、大部分の複製の合意
が必要です。このアルゴリズムでは、少なくとも最初に 3つの複製が作成され、存
在している必要があります。3つの複製のうち少なくとも 2つが使用可能である限
り、合意に達することができます。複製が 1つしか存在しておらず、システムがク
ラッシュした場合、すべてのボリューム構成データが失なわれる可能性がありま
す。

データを保護するために、Solaris Volume Managerは、すべての状態データベースの
複製のうち半数の複製が使用可能でなければ、動作しません。そのため、このアル
ゴリズムにより、データの破損が防止されます。

多数決アルゴリズムは次のものを提供します。

■ システムは、少なくとも状態データベースの複製の半数が使用可能であれば、実
行し続けます。

■ システムは、使用可能な状態データベースの複製が半数を下回ると、パニックを
起こします。

■ システムは、過半数 (半数 + 1)の状態データベースの複製が使用可能でなけれ
ば、マルチユーザーモードでリブートできません。

十分な状態データベースの複製が使用できない場合は、シングルユーザーモードで
ブートし、十分な数の破損しているか、失われた複製を削除して、定足数を達成す
る必要があります。307ページの「状態データベースの複製数の不足から回復する方
法」を参照してください。

注 –状態データベースの複製の合計数が奇数の場合は、Solaris Volume Managerはその
値を 2で割り、端数を切り捨てた整数に 1を加えることによって過半数を計算しま
す。たとえば、複製が 7つあるシステムでは、過半数は 4になります (7を 2で割る
と、3と 1/2になり、端数を切り捨てると 3になり、1を足すと 4になる)。

状態データベースの複製の管理
■ 状態データベースの複製のデフォルトのサイズは 4Mバイトまたは 8192ブロック
です。状態データベースの複製は、複製ごとに 4Mバイト以上の専用スライス上
に作成するようにしてください。ディスクスライスがこれより大きい場合は、状
態データベースの複製を格納するために、スライスのサイズを変更する必要があ
る可能性があります。スライスサイズの変更については、『Oracle Solarisの管理:
デバイスとファイルシステム』の第 9章「ディスクの管理 (タスク)」を参照して
ください。

状態データベースの複製の管理
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■ 単一点障害を避けるため、状態データベースの複製をスライス、ドライブ、コン
トローラに分散させます。これは、単一のコンポーネントに障害が発生した場合
でも、大半の複製を利用可能な状態に保つ必要があるからです。たとえばデバイ
スの障害のため、複製が失われた場合、Solaris Volume Managerの実行やシステム
のリブート時に問題が発生することがあります。Solaris Volume Managerが動作す
るためには、少なくとも半数の複製が使用可能である必要がありますが、マルチ
ユーザーモードでリブートするためには過半数 (半数+1)の複製が使用可能である
必要があります。

3つ以上の状態データベースの複製が推奨されます (Solaris Volume Managerディス
クセットあたり最大 50の複製)。次のガイドラインを推奨します。
■ ドライブが 1つだけのシステムでは、3つの複製すべてを 1つのスライスに置
きます。

■ ドライブの数が 2つから 4つのシステムでは、各ドライブに 2つずつ複製を置
きます。

■ ドライブの数が 5つ以上のシステムでは、各ドライブに 1つずつ複製を置きま
す。

■ 複数のコントローラがある場合、できるだけすべてのコントローラに均等になる
ように複製を分散してください。この方法によって、コントローラに障害が発生
した場合の冗長性が確保できるだけでなく、負荷の分散も可能になります。同じ
コントローラ上に複数のディスクが存在する場合は、各コントローラで 2個以上
のディスクに複製を配置します。

■ 必要に応じて、RAID-0、RAID-1、またはRAID-5ボリュームまたはソフト
パーティションの一部として使用するスライス上に、状態データベースの複製を
作成できます。スライスをボリュームに追加する前に複製を作成する必要があり
ます。Solaris Volume Managerは、スライスの先頭部分を状態データベースの複製
用に予約しています。

ボリュームの一部となるスライス上に状態データベースの複製が置かれている場
合、ボリュームの容量は、複製によって占有される領域分だけ少なくなりま
す。複製によって使用される領域は、次のシリンダ境界まで切り上げられま
す。この領域はボリュームによってスキップされます。

■ RAID-1ボリュームは小規模のランダム I/O (データベースで見られるような)に使
用します。最高のパフォーマンスを得るため、RAID-1ボリュームごとに、その
RAID-1ボリュームに接続されていないスライス (および、可能であれば個別の
ディスクとコントローラ)上に 2つ以上の複製を余分に作成します。

■ 状態データベースの複製を、既存のファイルシステムや、ルート (/)、/usr、swap

ファイルシステムに作成することはできません。必要であれば、swapからの領域
を割り当てて新しいスライスを作成できます (スライス名が使用可能であるとし
ます)。次に、その新しいスライスに状態データベースの複製を配置します。

■ 状態データベースの複製は、未使用のスライス上に作成できます。
■ いつでも状態データベースの複製をシステムに追加できます。追加の状態データ
ベースの複製によって、Solaris Volume Managerの可用性を確保できます。

状態データベースの複製の管理
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注意 – Solstice DiskSuite製品から Solaris Volume Managerにアップグレードしたとき
に、スライスが、状態データベースの複製とファイルシステムまたは論理ボ
リュームの間で共有されている (それぞれが個別のスライス上に置かれていない)
場合は、既存の複製を削除して、同じ場所に新しい複製で置換しないでくださ
い。

Solaris Volume Managerの状態データベースの複製のデフォルトのサイズは 8192ブ
ロックですが、Solstice DiskSuite製品のデフォルトのサイズは 1034ブロックで
す。Solstice DiskSuite製品で作成されたデフォルトのサイズの状態データベースの
複製を削除して、Solaris Volume Managerによる新しいデフォルトのサイズの複製
を追加する場合は注意してください。共有スライスの残りの部分を占めている
ファイルシステムの先頭の 7158ブロックが上書きされ、データが破壊されます。

状態データベースの複製のエラー処理
状態データベースの複製で障害が発生した場合、システムは、少なくとも半数の残
りの複製が使用可能であれば動作を続行します。システムは、使用可能な複製が半
数を下回ると、パニックを起こします。

システムは、過半数の複製が使用可能であれば、マルチユーザーモードでリブート
できます。使用できる複製が過半数に満たない場合は、システムをシングル
ユーザーモードでリブートし、metadbコマンドを使って使用不能な複製を削除する
必要があります。

たとえば、4つの複製を使用しているとします。システムは、2つの複製 (半数)が使
用可能であれば動作を続けます。ただし、システムをリブートするには、3つの複製
(半数 + 1)が使用可能でなければなりません。

2ディスク構成では、各ディスクに必ず 2つ以上の複製を作成します。たとえば、2
ディスク構成で複製を 3つしか作成しないとします (最初のディスクに 2つの複製、2
つ目のディスクに 1つの複製)。2つの複製のあるディスクに障害が発生すると、残
りのディスクの複製が 1つだけになるため、システムはパニックを起こします。こ
れは、複製の半数に足りません。

注 – 2ディスク構成で各ディスクに 2つずつ複製を作成すれば、一方のディスクに障
害が発生しても、Solaris Volume Managerは機能し続けます。しかし、システムのリ
ブートには過半数の複製が必要なため、リブートできません。

状態データベースの複製を格納するスライスで障害が発生した場合、構成の残りの
部分は動作し続けるはずです。Solaris Volume Managerは、ブート時に、過半数の有
効な状態データベースの複製が使用可能であれば、有効な状態データベースを探し
ます。

状態データベースの複製のエラー処理
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状態データベースの複製を手動で修復するか、有効にすると、Solaris Volume
Managerは有効なデータを使ってそれらを更新します。

シナリオ—状態データベースの複製
状態データベースの複製は、Solaris Volume Manager構成全体に関する冗長データを
提供します。次の例は、第 5章「Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナリオ)」に
示すシナリオのサンプルシステムに基づいています。この例では、適切な冗長性を
得るために、状態データベースの複製を分散する方法を示しています。

サンプルシステムには 1つの内蔵 IDEコントローラとドライブ、さらに 2台の SCSI
コントローラがあります。SCSIコントローラにはそれぞれ 6つのディスクが接続さ
れています。3つのコントローラによって、単一点障害を防止するように、システム
を構成できます。2つのコントローラしかないシステムでは、Solaris Volume Manager
に関する単一点障害を防止することはできません。複製を 3つのすべてのコント
ローラと各コントローラの少なくとも 1つ (可能であれば 2つ)のディスクに均一に分
散することによって、システムはどのようなハードウェアの単一点障害にも耐える
ことができます。

最小限の構成では、1つの状態データベースの複製をルートディスクのスライス 7に
置き、追加の複製を他の 2つの各コントローラの 1つのディスクのスライス 7に置く
ことができます。きわめて可能性の低いメディアの障害に対して保護するため
に、ルートディスクにもう 1つの複製を追加すると、各コントローラの 2つのディス
ク上の 2つの複製 (合計で 6つの複製)によって十分な安全性が確保されます。

さらに完全性を得るには、2つのミラーのそれぞれの側の 6つのディスクに均等に分
散された 12個の複製を追加します。この構成の結果、複製はルートディスクに 2
つ、各 SCSIコントローラ上のディスクに分散された 8つずつで合計 18になります。

シナリオ—状態データベースの複製
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状態データベース (タスク)

この章では、Solaris Volume Managerの状態データベースの複製に関連するタスクの
実行について説明します。これらのタスクに関連する概念については、第 6章「状
態データベース (概要)」を参照してください。

状態データベースの複製 (タスクマップ)
次のタスクマップは、Solaris Volume Managerの状態データベースの複製を管理する
ために必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

状態データベースの複製
を作成する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metadb -aコマンドを使用して、状態
データベースの複製を作成します。

74ページの「状態データ
ベースの複製を作成する方
法」

状態データベースの複製
のステータスをチェック
する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metadbコマンドを使用して、既存の複
製のステータスをチェックします。

76ページの「状態データ
ベースの複製のステータス
をチェックする方法」

状態データベースの複製
を削除する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metadb -dコマンドを使用して、状態
データベースの複製を削除します。

77ページの「状態データ
ベースの複製を削除する方
法」
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状態データベースの複製の作成

注意 – Solstice DiskSuite製品から Solaris Volume Managerにアップグレードしてい
て、状態データベースの複製とファイルシステムまたは論理ボリュームの間でスラ
イスが共有されている (それぞれが異なるスライス上に置かれていない)場合は、既
存の複製を削除して同じ場所に新しいデフォルトの複製を作成してはなりません。

Solaris Volume Managerの状態データベースの複製のデフォルトのサイズは 8192ブ
ロックですが、Solstice DiskSuite製品のデフォルトのサイズは 1034ブロックで
す。Solstice DiskSuite製品で作成されたデフォルトのサイズの状態データベースの複
製を削除して、Solaris Volume Managerによる新しいデフォルトのサイズの複製を追
加する場合は注意してください。共有スライスの残りの部分を占めているファイル
システムの先頭の 7158ブロックが上書きされ、データが破壊されます。

注意 –ファブリック接続されたストレージ、SANなどの、システムに直接接続されて
いないストレージに、状態データベースの複製を配置しないでください。Solaris
Volume Managerをブートできなくなる場合があります。複製は、従来の SCSIまたは
IDEドライブと同じブートプロセスのポイントで使用できるストレージデバイス上
になければなりません。

▼ 状態データベースの複製を作成する方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

スーパーユーザーになります。

状態データベースの複製を作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「状態データベース複
製」ノードを開きます。「アクション」、「複製を作成」の順に選択し、画面の
指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metadbコマンドを使用します。metadb(1M)を参照してください。

# metadb -a -c number -l length-of replica -f ctds-of-slice

-a 状態データベースの複製を追加または作成することを指定します。

-f 複製が存在しなくても、強制的に操作を実行することを指定します。最初
の複製を強制的に作成するには、-fを使用します。

-c number 特定のスライスに追加する複製の数を指定します。

始める前に

1

2
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-l length-of-replica 新しい複製のサイズをブロック数で指定します。デフォル
トのサイズは 8192です。このサイズは、数千の論理ボ
リュームを持つ構成を含め、事実上すべての構成に適して
います。

ctds-of-slice 複製を格納するコンポーネントの名前を指定します。

注 –コマンド行にオプションを指定しないで metadbコマンドを入力すると、すべて
の状態データベース複製のステータスが報告されます。

最初の状態データベース複製を作成する

# metadb -a -f c0t0d0s7

# metadb

flags first blk block count

...

a u 16 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

最初の状態データベース複製を作成するには、-fオプションを -aオプションととも
に使用する必要があります。-aオプションは、状態データベースの複製をシステム
に追加します。-fオプションは、最初の複製を強制的に作成します (システムに補助
的な複製を追加する場合は省略可能)。

2つの状態データベース複製を同じスライスに追加する

# metadb -a -c 2 c1t3d0s1

# metadb

flags first blk block count

...

a u 16 8192 /dev/dsk/c1t3d0s1

a u 8208 8192 /dev/dsk/c1t3d0s1

-aオプションは、状態データベースの複製をシステムに追加します。-c 2オプ
ションは、指定したスライスに 2つの複製を格納します。metadbコマンドは、複製
がアクティブであるかどうかを調べ、metadbコマンド出力の aフラグで示します。

特定のサイズの状態データベース複製を追加する

既存の状態データベースの複製を置き換える場合は、複製のサイズを指定しなけれ
ばならない場合があります。特に、ファイルシステムとスライスを共有している状
態データベースの複製がすでに存在している場合は (たとえば、Solstice DiskSuite製品
からアップグレードした場合など)、既存の複製を同じサイズの複製で置き換える
か、別の場所に新しい複製を作成する必要があります。

# metadb -a -c 3 -l 1034 c0t0d0s7

# metadb

例7–1

例7–2

例7–3
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flags first blk block count

...

a u 16 1034 /dev/dsk/c0t0d0s7

a u 1050 1034 /dev/dsk/c0t0d0s7

a u 2084 1034 /dev/dsk/c0t0d0s7

-aオプションは、状態データベースの複製をシステムに追加します。-lオプション
は、追加する複製の長さをブロック数で指定します。

状態データベースの複製の保守

▼ 状態データベースの複製のステータスをチェック
する方法

スーパーユーザーになります。

状態データベースの複製のステータスをチェックするには、次のいずれかの方法を
使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「状態データベースの複
製」ノードを開いて、存在するすべての状態データベース複製を表示します。詳
細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metadbコマンドを使用して、状態データベースの複製のステータスを表示しま
す。-iオプションを指定すると、ステータスフラグの説明が表示されます (次の
例を参照)。metadb(1M)を参照してください。

すべての状態データベース複製のステータスをチェックする

# metadb -i

flags first blk block count

a m p luo 16 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p luo 8208 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p luo 16400 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p luo 16 8192 /dev/dsk/c1t3d0s1

W p l 16 8192 /dev/dsk/c2t3d0s1

a p luo 16 8192 /dev/dsk/c1t1d0s3

a p luo 8208 8192 /dev/dsk/c1t1d0s3

a p luo 16400 8192 /dev/dsk/c1t1d0s3

r - replica does not have device relocation information

o - replica active prior to last mddb configuration change

u - replica is up to date

l - locator for this replica was read successfully

c - replica’s location was in /etc/lvm/mddb.cf

p - replica’s location was patched in kernel

m - replica is master, this is replica selected as input

1

2

例7–4
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W - replica has device write errors

a - replica is active, commits are occurring to this replica

M - replica had problem with master blocks

D - replica had problem with data blocks

F - replica had format problems

S - replica is too small to hold current data base

R - replica had device read errors

ステータスの後にすべてのフラグの説明が表示されます。デバイス名の前の文字は
デバイスのステータスを表します。大文字は障害ステータスを示します。小文字
は「正常」ステータスを示します。

▼ 状態データベースの複製を削除する方法
Solaris Volume Manager構成を保守するために、状態データベースの複製を削除しな
ければならない場合があります。たとえば、ディスクドライブを交換する場合、ド
ライブを取り外す前に、状態データベースの複製を削除します。そうしない
と、Solaris Volume Managerからエラーが報告されます。

スーパーユーザーになります。

状態データベースの複製を削除するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「状態データベースの複
製」ノードを開いて、存在するすべての状態データベース複製を表示します。削
除する複製を選択してから、「編集」、「削除」の順に選択して複製を削除しま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metadbコマンドを使用します。

# metadb -d -f ctds-of-slice

-d 状態データベースの複製を削除することを指定します。

-f 複製が存在しなくても、強制的に操作を実行することを指定しま
す。

ctds-of-slice 複製が格納されているコンポーネントの名前を指定します。

削除したい状態データベースの複製が格納されている各スライスを指定する必要
があります。詳細は、metadb(1M)のマニュアルページを参照してください。

状態データベースの複製を削除する

# metadb -d -f c0t0d0s7

この例では、スライスから最後の複製を削除します。

1

2
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システム上にある最後の複製を強制的に削除するには、-fオプションを指定する必
要があります。
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RAID-0 (ストライプと連結)ボリューム (概
要)

この章では、Solaris Volume Managerで使用できるRAID-0 (ストライプと連結)ボ
リュームについて説明します。関連するタスクの詳細については、第 9章「RAID-0
(ストライプおよび連結)ボリューム (タスク)」を参照してください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 79ページの「RAID-0ボリュームの概要」
■ 87ページの「RAID-0ボリュームを作成するための背景情報」
■ 88ページの「シナリオ - RAID-0ボリューム」

RAID-0ボリュームの概要
RAID-0ボリュームは、スライスまたはソフトパーティションから構成されていま
す。これらのボリュームでは、ディスクのストレージ容量を拡張できます。それら
は直接使用することも、またはRAID-1 (ミラー)ボリュームやソフトパーティション
の構成要素としても使用できます。RAID-0ボリュームは 3種類あります。

■ ストライプボリューム
■ 連結ボリューム
■ 連結ストライプボリューム

注 –「コンポーネント」とは、別の論理ボリュームで使われているスライスからソフ
トパーティションまで、すべてのデバイスを表します。

ストライプボリュームは、ボリューム内のすべてのコンポーネントに均一にデータ
を分散し、連結ボリュームは、最初に使用可能なコンポーネントに、それがいっぱ
いになるまでデータを書き込んでから、次の使用可能なコンポーネントに移動しま
す。連結ストライプボリュームは単に、コンポーネントを追加して、その元の構成
から拡張されたストライプボリュームです。
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RAID-0ボリュームでは、ディスクのストレージ容量を迅速かつ簡単に拡張できま
す。欠点は、これらのボリュームはRAID-1やRAID-5ボリュームと異なり、データ
冗長性を提供しないことです。RAID-0ボリュームの 1つのコンポーネントで障害が
発生すると、データが失われます。

ストライプボリュームへの順次 I/O操作の場合、Solaris Volume Managerは、最初の
コンポーネントのすべてのブロックをブロックのセグメント (「インターレース」と
呼ばれる)で読み取り、次に 2番目のコンポーネントのすべてのブロックをブロック
のセグメントで読み取るというように繰り返します。

連結ボリュームへの順次 I/O操作の場合、Solaris Volume Managerは、最初のコン
ポーネントのすべてのブロックを読み取り、次に 2番目のコンポーネントのすべて
のブロックを読み取るというように繰り返します。

連結ボリュームでもストライプボリュームでも、すべての I/O操作が並列で行なわれ
ます。

1つのスライスを含むRAID-0ボリュームは、任意のファイルシステムに使用できま
す。

複数のコンポーネントを含むRAID-0ボリュームは、次を除く任意のファイルシステ
ムに使用できます。

■ ルート (/)
■ /usr

■ swap

■ /var

■ /opt

■ オペレーティングシステムのアップグレードまたはインストール時にアクセスさ
れる任意のファイルシステム

注 –ルート (/)、/usr、swap、/var、または /optをミラー化する場合、サブミラーと
して機能する 1方向の連結またはストライプ (単一スライスの連結)にファイルシス
テムを置きます。この 1方向の連結を、同様に連結である別のサブミラーによって
ミラー化します。

RAID-0 (ストライプ)ボリューム
RAID-0 (ストライプ)ボリュームは、データを 1つまたは複数のコンポーネントに配
置するボリュームです。ストライプでは、同じサイズのデータのセグメントが 2つ
以上のコンポーネントに交互に配置され、1つの論理ストレージユニットが形成され
ます。これらのセグメントは、ラウンドロビン方式でインターリーブされるた
め、各コンポーネントから交互に組み合わされた領域が作成され、事実上、トラン
プのようにシャッフルされます。

RAID-0ボリュームの概要
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注 –ストライプボリュームの容量を増やすには、連結ストライプボリュームを構築す
る必要があります。84ページの「RAID-0 (連結ストライプ)ボリューム」を参照して
ください。

ストライプにより、複数のコントローラが同時にデータにアクセスできますが、こ
れは「並列アクセス」とも呼ばれます。並列アクセスでは、ボリューム内のすべて
のディスクでほとんどの時間が I/Oリクエストの処理でビジーになるため、I/Oス
ループットを向上させることができます。

既存のファイルシステムをストライプに直接変換することはできません。ストライ
プボリュームに既存のファイルシステムを配置するには、ファイルシステムを
バックアップし、ボリュームを作成してから、ストライプボリュームにファイルシ
ステムを復元する必要があります。

RAID–0 (ストライプ)ボリュームのインターレース値
インターレースは、ストライプボリューム上の論理データセグメントのKバイ
ト、Mバイト、またはブロック単位のサイズです。アプリケーションによって、構
成のパフォーマンスを向上させるインターレース値が異なることがあります。パ
フォーマンスの向上は、I/Oリクエストを管理する複数のディスクアームを使用する
ことによって達成されます。I/Oリクエストがインターレースのサイズより大きい場
合、パフォーマンスが向上する可能性があります。

注 – RAID-5ボリュームでもインターレース値が使われます。詳細については、167
ページの「RAID-5ボリュームの概要」を参照してください。

ストライプボリュームを作成する場合、インターレース値を設定するか、Solaris
Volume Managerの 16Kバイトのデフォルトのインターレース値を使用します。スト
ライプボリュームを作成したら、インターレース値は変更できません。ただし、ボ
リューム上のデータをバックアップし、ストライプボリュームを削除して、新しい
インターレース値で新しいストライプボリュームを作成してから、データを復元す
ることができます。

シナリオ - RAID-0 (ストライプ)ボリューム
図 8–1に、3つのコンポーネント (スライス)から構築されたストライプボリュームを
示します。さらに、インターレースサイズに従い、ラウンドロビン手法を使用し
て、データがボリュームコンポーネントに書き込まれるしくみも示しています。

Solaris Volume Managerがストライプボリュームのコンポーネントにデータを書き込
む場合、インターレース幅のデータブロックをディスクA (インターレース
1)、ディスク B (インターレース 2)、およびディスクC (インターレース 3)に書き込み
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ます。さらに、Solaris Volume Managerはこのパターンを繰り返して、ディスクA (イ
ンターレース 4)、ディスク B (インターレース 5)、ディスクC (インターレース6)とい
うように書き込みます。

インターレース値は、毎回データがスライスに書き込まれるサイズを設定しま
す。ストライプボリュームの総容量は、コンポーネントの数に最小のコンポーネン
トのサイズを掛けた値に等しくなります。(次の例の各スライスが 2Gバイトの場
合、ボリュームは 6Gバイトになります。)

RAID-0 (連結)ボリューム
RAID–0 (連結)ボリュームは、データがコンポーネント全体に連続して隣接して編成
され、1つの論理ストレージユニットを形成しているボリュームです。

連結ボリュームを使用して、複数のコンポーネントの容量を組み合わせること
で、ストレージ容量を増やします。ストレージの要求の拡大に応じて、連結ボ
リュームにコンポーネントを追加できます。

連結ボリュームでは、ストレージ容量とファイルシステムのサイズをオンラインで
動的に拡張できます。連結ボリュームでは、他のコンポーネントが現在アクティブ
であっても、コンポーネントを追加できます。

図 8–1 RAID-0 (ストライプ)ボリュームの例
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また、連結ボリュームでは、システムを停止する必要なく、任意のアクティブなマ
ウントされているUFSファイルシステムを拡張することもできます。一般に、連結
ボリュームの総容量は、ボリューム内のすべてのコンポーネントの合計サイズに等
しくなります。連結ボリュームに状態データベースの複製を格納するスライスが含
まれている場合、ボリュームの総容量は、コンポーネントの合計から、その複製用
に予約されている領域を引いた値になります。

単一のコンポーネントから連結ボリュームを作成することもできます。後で、スト
レージを増やす必要があるときに、ボリュームにコンポーネントを追加できます。

注 –ルート (/)、swap、/usr、/opt、または /varのファイルシステムをミラー化する
場合は、連結ボリュームを使用してこれらをカプセル化する必要があります。

シナリオ - RAID-0 (連結)ボリューム
図 8–2に、3つのコンポーネント (スライス)から構築された連結ボリュームを示しま
す。さらに、インターレースサイズに従って、各スライスに順番に、データがボ
リュームコンポーネントに書き込まれるしくみも示しています。

データブロックは、スライスAからコンポーネント全体に順番に書き込まれま
す。スライスAは、論理データブロック 1から 4を格納するものと想定できま
す。ディスク Bは、論理データブロック 5から 8を格納します。ディスクCは、論理
データブロック 9から 12を格納します。ボリュームの総容量は、3つのスライスを
組み合わせた容量になります。各スライスが 2Gバイトの場合、ボリューム全体の容
量は 6Gバイトになります。
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RAID-0 (連結ストライプ)ボリューム
RAID–0 (連結ストライプ)ボリュームは、コンポーネント (ストライプ)を追加して拡
張されたストライプです。

ストライプレベルで、連結ストライプボリュームのインターレース値を設定するに
は、Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールまたは metattach -iコマンド
を使用します。連結ストライプボリューム内の各ストライプに、固有のイン
ターレース値を指定できます。最初から連結ストライプボリュームを作成する場
合、特定のストライプのインターレース値を指定しないと、前にボリュームに追加
されたストライプからインターレース値が継承されます。

例— RAID-0 (連結ストライプ)ボリューム
図 8–3に、3つのストライプの連結である連結ストライプボリュームを示します。

最初のストライプは、16Kバイトのインターレース値で、スライスAからスライスC
の 3つのスライスから構成されています。2番目のストライプは、スライスDとスラ
イス Eの 2つのスライスから構成され、32Kバイトのインターレース値を使用しま
す。3番目のストライプは、スライス FとスライスGの 2つのスライスから構成され
ています。3番目のストライプにはインターレース値が指定されていないため、以前
に追加されたストライプから値が継承され、この例では 32Kバイトになります。最
初のストライプに空きがなくなるまで、順次データブロックが追加されます。次

図 8–2 RAID-0 (連結)ボリュームの例
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に、データブロックが 2番目のストライプに追加されます。このストライプにも空
きがなくなったら、3番目のストライプにデータブロックが追加されます。各ストラ
イプ内で、データブロックは、指定したインターレース値に従ってインターリーブ
されます。

RAID-0ボリュームの概要
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図 8–3 RAID-0 (連結ストライプ)ボリュームの例
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RAID-0ボリュームを作成するための背景情報

RAID-0ボリュームの要件
RAID-0ボリュームを操作する場合は、次のことを考慮します。

■ それぞれ異なるコントローラ上にあるコンポーネントを使用すると、実行可能な
同時読み取りと書き込みの数が増えます。

■ 既存のファイルシステムやデータからストライプを作成しないでください。そう
すると、データが破壊されます。代わりに、連結を使用します。(既存のデータか
らストライプを作成できますが、データをダンプし、ボリュームに復元する必要
があります。)

■ ストライプには同じサイズのディスクコンポーネントを使用します。異なるサイ
ズのコンポーネントをストライプ化すると、ディスク領域が無駄になります。

■ システムやアプリケーションによって行なわれる I/Oリクエストに合わせて、ス
トライプのインターレース値を設定します。

■ ストライプや連結には、複製されたデータが格納されていないため、それらのボ
リュームのコンポーネントで障害が発生した場合は、コンポーネントを交換
し、ストライプまたは連結を再作成し、バックアップからデータを復元する必要
があります。

■ ストライプまたは連結を再作成する場合は、障害のあるコンポーネントと少なく
とも同じサイズの交換用のコンポーネントを使用します。

RAID-0ボリュームのガイドライン
■ 連結は、ストライプより使用するCPUサイクルが少なく、小さなランダム I/Oや
均一の I/O分散に適しています。

■ 可能な限り、ストライプや連結のコンポーネントは、別々のコントローラやバス
に分散します。それぞれ異なるコントローラ上にあるストライプを使用する
と、実行可能な同時読み取りと書き込みの数が増えます。

■ ストライプが障害のあるコントローラ上に定義されており、システムで別のコン
トローラが使用できる場合、ディスクをそのコントローラに移動し、ストライプ
を再定義することによって、ストライプを新しいコントローラに「移動」できま
す。

■ ストライプの数:ストライプ化について考える別の方法は、まずパフォーマンス
要件を判断することです。たとえば、選択したアプリケーションに 10.4Mバイ
ト/秒のパフォーマンスが必要で、各ディスクのパフォーマンスがおよそ 4Mバイ
ト/秒であるとします。次の公式に基づいて、ストライプ化するために必要な
ディスクスピンドル数を判断します。

RAID-0ボリュームを作成するための背景情報
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10.4M バイト/秒 / 4M バイト/秒 = 2.6

従って、並列で I/O操作を実行できる 3つのディスクが必要です。

シナリオ - RAID-0ボリューム
RAID-0ボリュームは、複雑なストレージ構成を作成したり、ミラーを構築したりす
るための基本構成要素を提供します。次の例では、第 5章「Solaris Volume Manager
の構成と使用 (シナリオ)」に説明するシナリオを利用して、RAID-0ボリュームで大
きなストレージ領域を提供し、ルート (/)を含む既存のファイルシステムのミラーを
構築する方法を説明します。

シナリオのサンプルシステムには、比較的小さな (9Gバイト)ディスクのコレク
ションがありますが、特定のアプリケーションでもっと大きなストレージ領域を必
要とする可能性があります。大きな領域を作成する (およびパフォーマンスを向上さ
せる）ために、複数のディスクにまたがるストライプを作成できます。たとえ
ば、ディスク c1t1d0、c1t2d0、c1t3d0、c2t1d0、 c2t2d0、および c2t3d0のそれぞれ
を、ディスク全体にまたがるスライス 0でフォーマットできます。これにより、1つ
のコントローラからの 3つすべてのディスクを含むストライプは、約 27Gバイトの
ストレージを提供し、アクセスを高速化できます。2番目のコントローラからの 2番
目のストライプは、第 11章「RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク)」および特に110
ページの「シナリオ - RAID-1ボリューム (ミラー)」に説明するように、冗長として
使用できます。

シナリオ - RAID-0ボリューム
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RAID-0 (ストライプおよび連結)ボ
リューム (タスク)

この章では、RAID-0ボリュームに関連したタスクについて説明します。関連する概
念については、第 8章「RAID-0 (ストライプと連結)ボリューム (概要)」を参照して
ください。

RAID-0ボリューム (タスクマップ)
次のタスクマップに、Solaris Volume ManagerのRAID-0ボリュームを管理するために
必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

RAID-0 (ストライプ)ボ
リュームを作成する

新しいボリュームを作成するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metainitコマンドを使用します。

90ページの「RAID-0 (スト
ライプ)ボリュームを作成す
る方法」

RAID-0 (連結)ボリューム
を作成する

新しいボリュームを作成するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metainitコマンドを使用します。

92ページの「RAID-0 (連結)
ボリュームを作成する方
法」

ストレージスペースを拡
張する

既存のファイルシステムを拡張するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metainitコマンドを使用します。

93ページの「既存のデータ
のストレージ容量を拡張す
る方法」

既存のRAID-0ボ
リュームを拡張する

既存のボリュームを拡張するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metattachコマンドを使用します。

95ページの「既存のRAID-0
ボリュームを拡張する方
法」

RAID-0ボリュームを削除
する

ボリュームを削除するには、Solaris
Volume Manager GUIまたは metaclearコ
マンドを使用します。

97ページの「RAID-0ボ
リュームを削除する方法」
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RAID-0 (ストライプ)ボリュームの作成

注意 –既存のファイルシステムやデータからストライプを作成しないでください。そ
れを行うと、データが破棄されます。既存のデータからストライプを作成するに
は、そのデータをバックアップし、ストライプボリュームを作成してから、データ
をそのボリュームに戻す必要があります。

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。さらに、Solaris 9 4/03リ
リースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場合は、1Tバイトを超
えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Managerでの大容量ボ
リュームのサポートの詳細は、52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラ
バイトのサポートの概要」を参照してください。

▼ RAID-0 (ストライプ)ボリュームを作成する方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 87ページの「RAID-0ボリュームを作成するための背景情報」を確認してくださ
い。

ストライプボリュームを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択したあ
と、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes
components-per-stripe

component-names
[ -i interlace]

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリュームの
命名については、47ページの「ボリューム名」を参照し
てください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

始める前に

●

RAID-0 (ストライプ)ボリュームの作成
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component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。複数の
コンポーネントが使用される場合は、各コンポーネント
をスペースで区切ります。

-i interlace ストライプに使用するインタレース幅を指定します。こ
のインタレース幅は、値のあとにKバイトを示
す「k」、Mバイトを示す「m」、ブロックを示
す「b」のいずれかを付けて指定します。指定されたイン
タレースが 16ブロック未満であったり、100Mバイトを
超えていたりしてはいけません。デフォルトのインタ
レース幅は 16Kバイトです。

詳細は、次の例および metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

3つのスライスから成る RAID-0 (ストライプ)ボリュームの作成

# metainit d20 1 3 c0t1d0s2 c0t2d0s2 c0t3d0s2

d20: Concat/Stripe is setup

この例は、ストライプ d20が 1つのストライプ (数字 1)で構成されることを示してい
ます。このストライプは、3つのスライス (数字 3)で構成されます。インタレース値
が指定されていないため、このストライプは 16Kバイトのデフォルト値を使用しま
す。システムは、ボリュームが設定されていることを確認します。

インタレース値が 32Kバイトの 2つのスライスから成る RAID-0 (ストラ
イプ)ボリュームの作成

# metainit d10 1 2 c0t1d0s2 c0t2d0s2 -i 32k

d10: Concat/Stripe is setup

この例は、ストライプ d10が 1つのストライプ (数字 1)で構成されることを示してい
ます。このストライプは、2つのスライス (数字 2)で構成されます。-iオプション
は、インタレース値を 32Kバイトに設定します。(インタレース値が 8Kバイト未満
であったり、100Mバイトを超えていたりしてはいけません。)システムは、ボ
リュームが設定されていることを確認します。

新しく作成されたストライプをファイルシステム用に準備するには、『Oracle Solaris
の管理:デバイスとファイルシステム』の第 15章「ファイルシステムの作成およびマ
ウント (タスク)」を参照してください。データベースなどの一部のアプリ
ケーションは、ファイルシステムを使用しません。これらのアプリケーション
は、代わりに rawデバイスを使用します。このアプリケーションは、rawデバイスに
アクセスするための独自の方法を備えている必要があります。

例9–1

例9–2

参照
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RAID-0 (連結)ボリュームの作成

▼ RAID-0 (連結)ボリュームを作成する方法

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。さらに、Solaris 9 4/03リ
リースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場合は、1Tバイトを超
えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Managerでのマルチテラバ
イトボリュームの詳細は、52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラバイ
トのサポートの概要」を参照してください。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 87ページの「RAID-0ボリュームを作成するための背景情報」を確認してくださ
い。

連結ボリュームを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択したあ
と、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes
components-per-stripe
component-names

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-concatenation 各連結に含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定しま
す。複数のコンポーネントが使用される場合
は、各コンポーネントをスペースで区切ります。

詳細は、次の例および metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

1つのスライスから成る連結の作成

# metainit d25 1 1 c0t1d0s2

d25: Concat/Stripe is setup

始める前に

●

例9–3
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この例は、連結 d25の作成を示しています。この連結は 1つのストライプ (最初の数
字 1)で構成され、そのストライプが 1つのスライス (スライスの前の 2番目の数字 1)
で構成されます。システムは、ボリュームが設定されていることを確認します。

この例は、既存のデータを安全にカプセル化できる連結を示しています。

4つのスライスから成る連結の作成

# metainit d40 4 1 c0t1d0s2 1 c0t2d0s2 1 c0t2d0s3 1 c0t2d1s3

d40: Concat/Stripe is setup

この例は、連結 d40の作成を示しています。この連結は 4つのストライプ (数字 4)で
構成され、各ストライプが 1つのスライス (各スライスの前の数字 1)で構成されま
す。システムは、ボリュームが設定されていることを確認します。

新しく作成された連結をファイルシステム用に準備するには、『Oracle Solarisの管
理:デバイスとファイルシステム』の第 15章「ファイルシステムの作成およびマウン
ト (タスク)」を参照してください。

ストレージ容量の拡張
ファイルシステムにストレージ容量を追加するには、連結ボリュームを作成しま
す。既存のストライプにストレージ容量を追加するには、連結ストライプボ
リュームを作成します。

▼ 既存のデータのストレージ容量を拡張する方法

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。さらに、Solaris 9 4/03リ
リースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場合は、1Tバイトを超
えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Managerでのマルチテラバ
イトボリュームのサポートの詳細は、52ページの「Solaris Volume Managerでのマル
チテラバイトのサポートの概要」を参照してください。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 87ページの「RAID-0ボリュームを作成するための背景情報」を確認してくださ
い。

例9–4

参照

始める前に
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ファイルシステムをマウント解除します。
# umount /filesystem

連結を作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択したあ
と、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes
components-per-stripe

component-names

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。複数の
コンポーネントが使用される場合は、各コンポーネント
をスペースで区切ります。

詳細は、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

/etc/vfstabファイルを編集して、ファイルシステムが連結の名前を参照するように
します。

ファイルシステムを再マウントします。
# mount /filesystem

連結を作成することによるファイルシステムの拡張

# umount /docs

# metainit d25 2 1 c0t1d0s2 1 c0t2d0s2

d25: Concat/Stripe is setup

(Edit the /etc/vfstab file so that the file system references the volume d25 instead of slice c0t1d0s2)
# mount /docs

この例は、2つのスライス /dev/dsk/c0t1d0s2 (/docs上にマウントされたファイルシ
ステムを含む)と /dev/dsk/c0t2d0s2からの連結 d25の作成を示しています。最初に
ファイルシステムをアンマウントする必要があります。metainitコマンドの最初の
スライスは、ファイルシステムを含むスライスである必要があることに注意してく
ださい。そうでない場合は、データが破損します。

1

2

3

4

例9–5
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次に、/etc/vfstabファイル内のファイルシステムのエントリが、その連結を参照す
るように変更 (はじめての場合は入力)されます。たとえば、最初、/etc/vfstab

ファイルに次の行があったとします。

/dev/dsk/c0t1d0s2 /dev/rdsk/c0t1d0s2 /docs ufs 2 yes -

この行は、次のように変更されるはずです。

/dev/md/dsk/d25 /dev/md/rdsk/d25 /docs ufs 2 yes -

最後に、ファイルシステムが再マウントされます。

UFSファイルシステムの場合は、連結に対して growfsコマンドを実行します。247
ページの「ファイルシステムを拡張する方法」を参照してください。

データベースなどの一部のアプリケーションは、ファイルシステムを使用しませ
ん。データベースなどのアプリケーションは raw連結を使用するため、この連結を
認識するか、または追加された容量を拡張するための独自の方法を備えている必要
があります。

▼ 既存のRAID-0ボリュームを拡張する方法
連結ストライプを使用すると、既存のストライプを拡張できます。たとえば、スト
ライプのストレージ容量が不足している場合は、そのストライプを連結ストライプ
に変換できます。これにより、データのバックアップや復元を行わなくてもスト
レージ容量を拡張できるようになります。

この手順では、既存のストライプにストライプを追加していることを前提にしてい
ます。

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。さらに、Solaris 9 4/03リ
リースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場合は、1Tバイトを超
えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Managerでのマルチテラバ
イトのサポートの詳細は、52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラバイ
トのサポートの概要」を参照してください。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 87ページの「RAID-0ボリュームを作成するための背景情報」を確認してくださ
い。

連結ストライプを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

参照

始める前に
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択したあ
と、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ コマンド行から既存のストライプを連結するには、次の形式の metattachコマン
ドを使用します。

# metattach volume-name component-names

volume-name 拡張するボリュームの名前を指定します。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。複数のコン
ポーネントが使用される場合は、各コンポーネントをス
ペースで区切ります。

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

1つのスライスを接続することによる連結ストライプの作成

# metattach d2 c1t2d0s2

d2: components are attached

この例は、既存のストライプ d2にスライスを接続する方法を示しています。システ
ムは、スライスが接続されていることを確認します。

複数のスライスを追加することによる連結ストライプの作成

# metattach d25 c1t2d0s2 c1t2d1s2 c1t2d3s2

d25: components are attached

この例では、既存の 3方向のストライプ d25を取得し、それに別の 3方向のストライ
プを連結します。接続されるスライスのインタレース値が指定されていないた
め、このストライプは、d25に対して構成されているインタレース値を継承しま
す。システムは、ボリュームが設定されていることを確認します。

UFSファイルシステムの場合は、ボリュームに対して growfsコマンドを実行しま
す。247ページの「ファイルシステムを拡張する方法」を参照してください。

データベースなどの一部のアプリケーションは、ファイルシステムを使用しませ
ん。データベースなどのアプリケーションは rawボリュームを使用するため、この
ボリュームを認識するか、または追加された容量を拡張するための独自の方法を備
えている必要があります。

新しく作成された連結ストライプをファイルシステム用に準備するには、『Oracle
Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 15章「ファイルシステムの作成お
よびマウント (タスク)」を参照してください。

例9–6

例9–7
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ストレージ容量の拡張
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RAID-0ボリュームの削除

▼ RAID-0ボリュームを削除する方法
すべてのデータの現在のバックアップがあること、および root権限を持っているこ
とを確認します。

このボリュームが必要なくなっていることを確認します。

ストライプまたは連結を削除し、削除されたボリュームに含まれていたスライスを
再利用すると、そのボリューム上のすべてのデータがシステムから削除されます。

必要に応じて、ファイルシステムをアンマウントします。
# umount /filesystem

ボリュームを削除するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「編集」、「削除」の順に選択したあと、画面の指示に従います。詳
細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metaclearコマンドを使用して、ボリュームを削除します。

metaclear volume-name

詳細は、次の例および metaclear(1M)のマニュアルページを参照してください。

連結の削除

# umount d8

# metaclear d8

d8: Concat/Stripe is cleared

(Edit the /etc/vfstab file)

この例は、マウントされたファイルシステムも含まれている連結 d8の削除を示して
います。ボリュームを削除するには、その前にファイルシステムをアンマウントす
る必要があります。連結が削除されるという確認メッセージが表示されま
す。/etc/vfstabファイル内にこのボリュームのエントリが存在する場合は、そのエ
ントリを削除します。存在しないボリューム上にファイルシステムをマウントする
よう指示してシステムを混乱させることがないようにしてください。

1

2

3

4

例9–8

RAID-0ボリュームの削除
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RAID-1 (ミラー)ボリューム (概要)

この章では、ミラーとサブミラーに関する基本的な Solaris Volume Managerの概念に
ついて説明します。関連タスクを実行する詳細については、第 11章「RAID-1 (ミ
ラー)ボリューム (タスク)」を参照してください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 99ページの「RAID-1 (ミラー)ボリュームの概要」
■ 102ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の再同期」
■ 104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」
■ 109ページの「RAID-1ボリュームでシングルユーザーモードでブートする影響」
■ 110ページの「シナリオ - RAID-1ボリューム (ミラー)」

RAID-1 (ミラー)ボリュームの概要
RAID-1ボリュームまたは「ミラー」は、RAID-0 (ストライプまたは連結)ボリューム
にデータの同一のコピーを維持しているボリュームです。ミラー化されている
RAID-0ボリュームは「サブミラー」と呼ばれます。ミラー化するには、多くの
ディスクが必要です。ミラー化するデータの量の少なくとも 2倍のディスク領域が
必要です。Solaris Volume Managerはすべてのサブミラーに書き込む必要があるた
め、ミラー化では、書き込みリクエストでディスクへの書き込みにかかる時間も長
くなる可能性があります。

ミラーを構成すると、ミラーは物理スライスとまったく同じように使用できます。

既存のファイルシステムを含め、どのようなファイルシステムでもミラー化できま
す。これらのファイルシステムはルート (/)、swap、および /usrです。ミ
ラーは、データベースなど、どのようなアプリケーションにも使用できます。

10第 1 0 章
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ヒント –データの安全性と可用性を維持するために、ミラーと Solaris Volume Manager
のホットスペア機能を使用します。ホットスペアについては、第 16章「ホットスペ
アプール (概要)」と第 17章「ホットスペアプール (タスク)」を参照してください。

サブミラーの概要
ミラーは、サブミラーと呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリューム (ストライプ
または連結)から構成されます。

ミラーは最大 4つのサブミラーで構成できます。ただし、2方向のミラーは通常ほと
んどのアプリケーションに十分なデータ冗長性を提供し、ディスクドライブコスト
の点で安価になります。3つ目のサブミラーを構成すると、オンラインでバック
アップをとることができます。この場合、バックアップのために 1つのサブミ
ラーがオフラインになっていても、データの冗長性は失われません。

サブミラーを「オフライン」にすると、ミラーはサブミラーの読み取りと書き込み
を停止します。この時点で、たとえばバックアップを実行するために、サブミ
ラー自体にアクセスできます。ただし、サブミラーは読み取り専用状態です。サブ
ミラーがオフラインの間、Solaris Volume Managerはミラーへのすべての書き込みを
追跡します。サブミラーがオンラインに戻ると、サブミラーがオフライン中に書き
込まれたミラーの部分 (「再同期領域」)だけが再同期されます。サブミラーは、エ
ラーのある物理デバイスをトラブルシューティングまたは修復するために、オフラ
インにすることもできます。

サブミラーはいつでもミラーと接続または切断することができますが、少なくとも 1
つのサブミラーが常時接続されている必要があります。

通常、ミラーは 1つのサブミラーだけで作成します。ミラーの作成後に、2番目のサ
ブミラーを接続します。

シナリオ - RAID -1 (ミラー)ボリューム
図 10–1に、ミラー d20を示します。ミラーは 2つのボリューム (サブミラー) d21と
d22から構成されています。

Solaris Volume Managerは、複数の物理ディスクに、データの重複コピーを作成
し、アプリケーションに対して 1つの仮想ディスク (この例では d20)を提供しま
す。すべてのディスクの書き込みが複製されます。ディスクの読み取りは基盤のい
ずれかのサブミラーから行なわれます。ミラー d20の総容量は、最小のサブミ
ラーのサイズになります (それらが等しいサイズでない場合)。

RAID-1 (ミラー)ボリュームの概要
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RAID-1+0とRAID-0+1の提供
Solaris Volume ManagerはRAID-1+0とRAID-0+1の両方の冗長性をサポートしま
す。RAID-1+0の冗長性は、ストライプ化されるミラーの構成から得られま
す。RAID-0+1の冗長性は、ミラー化されるストライプの構成から得られま
す。Solaris Volume Managerインタフェースは、すべてのRAID-1デバイスが厳密に
RAID-0+1であるかのように見せます。ただし、Solaris Volume Managerは基盤のコン
ポーネントを認識し、可能な限りそれぞれを個別にミラー化します。

注 – Solaris Volume Managerは常にRAID-1+0機能を提供できるとは限りません。ただ
し、両方のサブミラーが同一で、ディスクスライス (ソフトパーティションでなく)
から構成されている場合、RAID-1+0を提供できます。

3つのストライプ化されたスライスから構成される 2方向ミラーのRAID-0+1実装を
考慮します。Solaris Volume Managerがないと、1つのスライスの障害によって、ミ
ラーの片側が機能しなくなることがあります。ホットスペアが使用されていないと
すれば、2番目のスライスの障害によって、ミラーが機能しなくなる可能性がありま
す。Solaris Volume Managerを使用すると、最大 3つのスライスで障害が発生して
も、ミラーが停止しません。ストライプ化された 3つのスライスがそれぞれ、ミ
ラーのもう半分の側の対応するスライスに対してミラー化されているため、ミ
ラーは停止しません。

図 10–2に、RAID-1ボリュームでスライスの損失が発生しても、RAID-1+0の実装に
よってデータの損失を防ぐしくみを示します。

図 10–1 RAID-1 (ミラー)の例

RAID-1 (ミラー)ボリュームの概要
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RAID-1ボリュームは 2つのサブミラーから構成されています。各サブミラーは、同
じインターレース値を持つ 3つの同一の物理ディスクから構成されています。3つの
ディスクA、B、Fの障害に耐えます。ミラーの論理ブロックの範囲全体が、少なく
とも 1つの正常なディスク上にまだ含まれています。ボリュームのすべてのデータ
が使用できます。

ただし、ディスクAとDで障害が発生した場合、ミラーのデータの一部がどの
ディスクでも使用できなくなります。これらの論理ブロックへのアクセスは失敗し
ます。ただし、データを使用できるミラーの部分へのアクセスはまだ成功しま
す。この状況では、ミラーは不良ブロックが発見された単一のディスクのように機
能します。破損した部分は使用できませんが、残りの部分は使用できます。

RAID-1ボリューム (ミラー)の再同期
RAID-1ボリューム (ミラー)の再同期は、いずれかのサブミラーに次のことが発生し
た場合に、1つのサブミラーから別のサブミラーにデータをコピーするプロセスで
す。

■ サブミラーの障害
■ システムのクラッシュ
■ オフラインであったサブミラーがオンラインに復帰
■ 新しいサブミラーが追加された

再同期が行なわれている間、ミラーはユーザーによって読み取りおよび書き込み可
能です。

ミラーの再同期により、実行中の書き込みを除いて、すべてのサブミラーを同一の
データで維持することによって、正しいミラー動作を確保します。

図 10–2 RAID-1+0の例

RAID-1ボリューム (ミラー)の再同期
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注 –ミラーの再同期は省略できません。ミラーの再同期は手動で開始する必要はあり
ません。このプロセスは自動的に実行されます。

完全な再同期
新しいサブミラーがミラーに接続される (追加される)と、ミラーの他方のサブミ
ラーからすべてのデータが新しく接続されたサブミラーに自動的に書き込まれま
す。ミラーの再同期が完了すると、新しいサブミラーが読み取り可能になりま
す。サブミラーは切断されるまで、ミラーに接続されたままになります。

再同期の実行中にシステムがクラッシュした場合、システムのリブートが終了する
と、再同期が再開されます。

最適化された再同期
システムの障害発生後のリブート時、またはオフラインだったサブミラーがオンラ
インに復帰した場合に、Solaris Volume Managerは「最適化されたミラーの再同
期」を実行します。メタディスクドライバはサブミラー領域を追跡します。この機
能により、メタディスクドライバは、障害発生後に、同期しなくなった可能性のあ
るサブミラーを知ることができます。最適化されたミラーの再同期は、同期してい
ない領域に対してのみ実行されます。リブート時に、ミラーが再同期される順番を
指定できます。ミラーの再同期を省略するには、サブミラーのパス番号を 0に設定
します。パス番号の変更に関するタスクについては、例 11–16を参照してください。

注意 – 0のパス番号は、読み取り専用として再マウント化されたミラーに対してのみ
使用してください。

部分的な再同期
サブミラー内のスライスの交換に続いて、Solaris Volume Managerはデータの「部分
的なミラー再同期」を実行します。Solaris Volume Managerは、他方のサブミラーの
残りの正常なスライスから、交換したスライスにデータをコピーします。

RAID-1ボリューム (ミラー)の再同期
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RAID-1ボリュームの作成と保守
このセクションでは、ミラーの作成で役立つガイドラインを提供します。このセク
ションでは、作成するミラーのパフォーマンスに関するガイドラインも提供しま
す。

RAID-1ボリュームの構成のガイドライン
■ ミラーを作成する前に、ミラーを構成するRAID-0 (ストライプまたは連結)ボ
リュームを作成します。

■ ミラーを作成する場合、まず 1方向のミラーを作成し、次に 2番目のサブミ
ラーを接続します。この方法により、再同期処理を開始します。さらに、この方
法によりデータが破損しなくなります。1方向のミラーは、将来の 2方向または
多方向のミラーとして使用するために作成することもできます。

■ 1つのコマンドで、1方向ミラーから 2方向ミラー、3方向ミラー、4方向ミ
ラーを作成できます。1つのコマンドで、すべてのサブミラーを作成することに
よって、作成プロセスを高速化できます。このプロセスは、既存のデータをミ
ラー化しない場合およびすべてのサブミラー上のデータを破棄してもかまわない
場合にのみ使用してください。

■ スライス上に構築されている既存のファイルシステムからRAID-1ボリュームを
作成できます。プライマリRAID-0ボリューム (サブミラー)には、1つのスライス
のみを含めることができます。ルートまたは他のシステムクリティカルなファイ
ルシステムをミラー化する場合、すべてのサブミラーが 1つだけのスライスで構
成されている必要があります。

■ swap-lコマンドを使用して、すべての swapデバイスをチェックします。swapと
して指定された各スライスは、残りのスワップスライスから独立してミラー化さ
れる必要があります。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールはミラー化されていないルート
(/)、/opt、/usr、swapをサポートしません。実際に、ツールでは、システムの実
行中にアンマウントできないファイルシステムのミラー化解除をサポートしてい
ません。代わりに、これらのファイルシステムにはコマンド行プロシージャを使
用します。

■ 同じサイズのサブミラーを使用します。サイズが異なるサブミラーを使用する
と、ディスク領域が無駄になります。

■ ミラー内は、同じように構成されたサブミラーのみを使用します。特に、ラベル
のないサブミラーでミラーを作成した場合、ディスクラベルを含むサブミラーを
接続できなくなります。

■ 最初に接続されたサブミラーがシリンダー 0から開始していないミラー化された
ファイルシステムを使用できます。接続するすべての追加のサブミラーもシリン
ダー 0から始まっていない必要があります。この状況で始まっているサブミ
ラーを接続しようとすると、次のエラーメッセージが表示されます。

RAID-1ボリュームの作成と保守
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can’t attach labeled submirror to an unlabeled mirror

特定のミラー内で使用することを意図されたサブミラーはすべてがシリンダー 0
から始まっているか、またはすべてがシリンダー 0から始まっていない必要があ
ります。

開始シリンダーは、すべてのサブミラーで同じである必要はありません。ただ
し、すべてのサブミラーにシリンダー 0が含まれるか、または含まれていない必
要があります。

■ ミラーを作成する前に、状態データベースの複製を追加して、ミラーのパ
フォーマンスを向上できます。原則として、システムに追加するミラーごと
に、2つの複製を追加します。Solaris Volume Managerはこれらの追加の複製を使
用して、最適化された再同期を実行するために使用するダーティリージョンログ
(DRL)を保存します。適切な数の複製を提供することで、RAID-1ボリュームのパ
フォーマンスに対する I/Oの影響を最小にすることができます。同じディスクま
たはコントローラ上の少なくとも 2つの複製を、複製が記録するミラーとして使
用することも全体的なパフォーマンスの向上に役立ちます。

■ 直接マウントできるのはミラーデバイスだけです。サブミラーがオフライン
で、読み取り専用でマウントする場合を除き、サブミラーを直接マウントしない
でください。サブミラーの一部であるスライスをマウントしないでください。こ
のプロセスにより、データが破棄され、システムがクラッシュする可能性があり
ます。

RAID-1ボリュームのパフォーマンスのガイドライ
ン
■ サブミラーのスライスは、異なるディスクとコントローラに配置します。同じミ
ラーの 2つ以上のサブミラーのスライスを同じディスクに置くと、データの保護
機能が大幅に低下します。同様に、サブミラーは、別個のコントローラに配置し
ます。これは、コントローラやそのケーブルでは、ディスクよりも障害が発生す
る確率が高いためです。これにより、ミラーのパフォーマンスも向上します。

■ 1つのミラーでは、同じタイプのディスクとコントローラを使用します。特
に、古い SCSIストレージデバイスでは、ディスクやコントローラのパフォーマン
スがモデルやブランドによって大幅に異なることがあります。パフォーマンスレ
ベルが異なるディスクやコントローラを 1つのミラーで使用すると、パフォーマ
ンスが大幅に低下することがあります。

■ ミラー化すると読み取りパフォーマンスは向上する可能性がありますが、書き込
みパフォーマンスは常に低下します。ミラー化によって読み取りパフォーマンス
が向上するのは、スレッド化または非同期 I/O状況の場合だけです。シングルス
レッドによるボリュームの読み取りでは、パフォーマンスの向上は得られませ
ん。

RAID-1ボリュームの作成と保守
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■ ミラーの読み取りポリシーを試してみて、パフォーマンスを向上させることがで
きます。たとえば、デフォルトの読み取りモードは、ディスク間でラウンドロビ
ン方式で交互に読み取ることです。このポリシーがデフォルトであるのは、ラウ
ンドロビン方式がUFSマルチユーザー、マルチプロセッサアクティビティに最適
に機能する傾向があるためです。

場合によっては、geometric読み取りオプションによって、ヘッドの動きとアク
セス時間を最小にすることで、パフォーマンスが向上することがあります。この
オプションは、次の場合にもっとも効果的です。

■ ディスクあたりにスライスが 1つしかない
■ 一度に 1つのプロセスだけがスライスまたはファイルシステムを使用する
■ I/Oパターンの順次性が高いか、すべてのアクセスが読み取りの場合

■ サービスを中断することなく、ミラーにサブミラーを接続できます。ミラーにサ
ブミラーを接続して、2方向、3方向、4方向のミラーを作成します。

■ サブミラーをオフラインにすると、ミラーがサブミラーとの読み取りや書き込み
ができなくなります。ただし、サブミラーのミラーとの論理的関連付けは維持さ
れます。サブミラーがオフラインの間、Solaris Volume Managerはミラーへのすべ
ての書き込みを追跡します。書き込みは、サブミラーがオンラインに戻ると書き
込まれます。最適化された再同期の実行によって、Solaris Volume Managerはサブ
ミラー全体ではなく、変更されたデータのみを再同期するだけで済みます。サブ
ミラーを切断すると、ミラーへのその論理的関連付けも切断されます。通常、サ
ブミラーをオフラインにするのは、保守を実行するためです。サブミラーを切断
して取り外します。

RAID-1ボリュームオプションについて
ミラーのパフォーマンスを最適にするために、次のオプションを使用できます。

■ ミラーからの読み取りポリシー
■ ミラーへの書き込みポリシー
■ ミラーが再同期される順番 (パス番号)

最初にミラーを作成するときに、ミラーオプションを定義できます。ミラーを設定
して、実行した後に、ミラーオプションを変更することもできます。これらのオプ
ションの変更に関するタスクについては、142ページの「RAID-1ボリュームオプ
ションを変更する方法」を参照してください。

RAID-1ボリュームの読み取り/書き込みポリシー
Solaris Volume Managerでは、RAID-1ボリュームにさまざまな読み取り/書き込みポリ
シーを構成できます。読み取り/書き込みポリシーを適切に設定すると、特定の構成
のパフォーマンスを向上できます。

RAID-1ボリュームの作成と保守
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表 10–1 RAID-1ボリュームの読み取りポリシー

読み取りポリシー 説明

ラウンドロビン (デ
フォルト)

サブミラー間で負荷の分散を試みます。ミラー内のすべてのサブミラーか
ら、すべての読み取りがラウンドロビン順 (1つずつ順番に)で行なわれま
す。

ジオメトリック 論理ディスクブロックアドレスに基づいて、読み取りをサブミラー間で分
割できます。たとえば、2方向サブミラーでは、ミラー上のディスク領域
が、2つの等しいサイズの論理アドレス範囲に分割されます。1つのサブミ
ラーからの読み取りは、論理範囲の半分に制限されます。他方のサブミ
ラーからの読み取りは、もう半分に制限されます。ジオメトリック読み取
りポリシーでは、読み取りに必要なシーク時間を効率的に短縮できま
す。この読み取りポリシーによって得られるパフォーマンスは、システム
I/Oの負荷とアプリケーションのアクセスパターンによって異なります。

先頭のデバイスから
読み取る

すべての読み取りを最初のサブミラーに送ります。このポリシーは、最初
のサブミラーを構成しているデバイスが 2番目のサブミラーのデバイスよ
りかなり高速である場合にのみ使用すべきです。

表 10–2 RAID-1ボリュームの書き込みポリシー

書き込みポリシー 説明

並列 (デフォルト) ミラーへの書き込みは複製され、すべてのサブミラーに同時に送られま
す。

順次 サブミラーへの書き込みは順次実行されます (つまり、最初のサブミ
ラーへの書き込みが終わってから、2番目のサブミラーへの書き込みが開
始されます)。このポリシーでは、1つのサブミラーへの書き込みが完了し
てから、次のサブミラーへの書き込みが開始されなければならないことを
指定します。このポリシーは、電源の障害などによってサブミラーが読み
取り不能になった場合に指定します。

パス番号
パス番号 (0から 9の範囲の数字)は、システムのリブート時に特定のミラーを再同期
する順番を決定します。デフォルトのパス番号は 1です。パス番号の小さいミ
ラーが先に再同期されます。0を使用すると、ミラーの再同期はスキップされま
す。パス番号 0は、読み取り専用としてマウントされているミラーに対してのみ使
用します。同じパス番号をもつミラーは同時に再同期されます。

保守作業を判断するためのサブミラーのステータ
スについて
Solaris Volume Managerの metastatコマンドは、RAID 1ボリュームおよびサブミ
ラーに関するステータス情報を報告します。ステータス情報は、RAID-1ボリューム
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への保守作業が必要かどうかを判断するために役立ちます。次の表に、RAID-1ボ
リュームに対して、metastatコマンドを実行した場合に表示されるサブミラーの状態
を説明します。

表 10–3 サブミラーの状態

状態 意味

正常 サブミラーはエラーがなく、正常に機能しています。

再同期中 サブミラーは再同期中です。エラーが発生して、修正され、サブミラーが
オンラインに戻ったばかりか、新しいサブミラーが追加されました。

保守が必要 サブミラーのスライスで I/Oエラーまたはオープンエラーが発生しまし
た。サブミラー内のこのスライスのすべての読み取りと書き込みが中断さ
れました。

さらに、サブミラー内の各スライスについて、metastatコマンドは次の情報を表示
します。

デバイス ストライプ内のスライスのデバイス名を示します

開始ブロック スライスが開始するブロックを示します

Dbase スライスに状態データベースの複製が格納されているかどうかを示
します

状態 スライスの状態を示します

ホットスペア スライスが障害のあるスライスのホットスペアとして使用されてい
ることを示します。

サブミラーの状態は、サブミラーのステータスの一般的な情報のみを提供しま
す。ミラーのエラーのトラブルシューティングを行なっている場合、スライスの状
態は確認すべきもっとも重要な情報と考えられます。サブミラーで「保守が必
要」状態が報告された場合、詳細について、スライスの状態を参照する必要があり
ます。

スライスが「保守」状態にあるか、「最後にエラー」状態にあるかによって、異な
る復元作業を実行します。「保守」状態のスライスしかない場合は、それらは任意
の順番で修復できます。「保守」状態と「最後にエラー」状態の両方のスライスが
ある場合は、「保守」状態のスライスを先に修正する必要があります。「保守」状
態のスライスを修正したら、次に、「最後にエラー」状態のスライスを修正しま
す。詳細については、248ページの「RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコン
ポーネントの置き換えと有効化の概要」を参照してください。

次の表に、サブミラーのスライスの状態と、可能な対策を説明します。
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表 10–4 サブミラーのスライスの状態

状態 意味 アクション

正常 スライスはエラーがなく、正常に機
能しています。

なし。

再同期中 スライスは再同期中です。エラーが
発生して、修正され、サブミラーが
オンラインに戻ったばかりか、新し
いサブミラーが追加されました。

必要に応じて、再同期が完了するまでサブ
ミラーのステータスをモニターします。

保守 スライスに I/Oエラーまたはオープ
ンエラーが発生しました。このコン
ポーネントのすべての読み取りと書
き込みが中断されました。

障害の発生したスライスを有効にする
か、交換します。139ページの「サブミ
ラーの内のスライスを有効にする方法」ま
たは144ページの「サブミラー内のスライス
を置換する方法」を参照してくださ
い。metastatコマンドは、invoke復元
メッセージと metareplaceコマンドによって
実行する適切な対策を表示します。
metareplace -eコマンドも使用できます。

最後にエラー スライスに I/Oエラーまたはオープ
ンエラーが発生しました。ただ
し、データは別のスライスの障害の
ため、どこにも複製されませ
ん。I/Oは、引き続きスライスで実
行されます。I/Oエラーが発生した
場合、ミラーの I/Oが失敗します。

まず、「保守」状態のスライスを有効にす
るか、交換します。139ページの「サブミ
ラーの内のスライスを有効にする方法」ま
たは144ページの「サブミラー内のスライス
を置換する方法」を参照してください。通
常、このエラーによって一部のデータの損
失が発生するため、ミラーの修正後に、ミ
ラーを検証してください。ファイルシステ
ムの場合、fsckコマンドを使用し
て、データをチェックします。アプリ
ケーションやデータベースには、それぞれ
固有のデバイスの検証方法があるはずで
す。

RAID-1ボリュームでシングルユーザーモードでブートす
る影響

場合により、ルート (/ )、/usr、および swapなどのいわゆる「ブート」ファイルシ
ステムのミラーのあるシステムをシングルユーザーモードでブートする (boot -sコ
マンドを使用して)必要がある場合があります。この場合、metastatコマンドで表示
した場合に、これらのミラーとおそらくシステム上のすべてのミラーが、「保守が
必要」状態で表示されます。さらに、これらのスライスに対して書き込みが行なわ
れた場合に、metastat コマンドによって、ミラー上のダーティーリージョンが増加
していることが示されます。

RAID-1ボリュームでシングルユーザーモードでブートする影響
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この状況は、危険であるように見えます。ただし、通常、ブート中にミラーを再同
期するために実行する metasync - rコマンドは、システムがシングル
ユーザーモードでブートすると中断されます。システムをリブートする
と、metasync -rコマンドが実行され、すべてのミラーが再同期されます。

この状況が問題になる場合は、手動で metasync -rコマンドを実行してください。

シナリオ - RAID-1ボリューム (ミラー)
RAID-1ボリュームは、冗長ボリュームを構築する手段を提供します。そのため、基
盤のRAID-0ボリュームのいずれかの部分的または完全な障害が発生した場合
も、データの損失やファイルシステムへのアクセスの中断が発生しません。次の例
では、第 5章「Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナリオ)」で説明され、
88ページの「シナリオ - RAID-0ボリューム」に続いているシナリオを利用し
て、RAID-1ボリュームで冗長ストレージを提供する方法について説明します。

88ページの「シナリオ - RAID-0ボリューム」で説明したように、サンプルシステム
には、2つのRAID-0ボリュームがあります。各ボリュームのサイズは約 27Gバイト
で、3つのディスクにまたがっています。RAID-1ボリュームを作成して、これらの 2
つのRAID-0ボリュームをミラー化することで、完全な冗長ストレージ領域によ
り、弾性のあるデータストレージを提供できます。

このRAID-1ボリューム内では、いずれかのディスクコントローラの障害に
よって、ボリュームへのアクセスが中断されません。同様に、最大 3つの個別の
ディスクの障害もアクセスの中断なく耐えることができます。

アクセスを中断させる可能性のある問題に対する保護を追加するに
は、第 16章「ホットスペアプール (概要)」で説明するように、ホットスペアを使用
します。特に、189ページの「ホットスペアのしくみ」を参照してください。

シナリオ - RAID-1ボリューム (ミラー)
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RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク)

この章では、RAID-1ボリュームに関連する Solaris Volume Managerのタスクを実行す
る方法について説明します。関連する概念については、第 10章「RAID-1 (ミラー)ボ
リューム (概要)」を参照してください。

RAID-1ボリューム (タスクマップ)
次のタスクマップは、Solaris Volume ManagerのRAID-1ボリュームを管理するために
必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

未使用のスライスからミ
ラーを作成する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metainitコマンドを使用して、未使用
のスライスからミラーを作成します。

113ページの「未使用のスラ
イスからRAID-1ボリューム
を作成する方法」

既存のファイルシステム
からミラーを作成する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metainitコマンドを使用して、既存の
ファイルシステムからミラーを作成し
ます。

115ページの「ファイルシス
テムからRAID-1ボリューム
を作成する方法」

ルート (/)ファイルシス
テムからミラーを作成す
る

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metainitコマンドを使用して、ルート
(/)ファイルシステムからミラーを作成
します。

120ページの「SPARC:
ルート (/)ファイルシステム
からRAID-1ボリュームを作
成する方法」

129ページの「x86: DCAを使
用してルート (/)ファイルシ
ステムからRAID-1ボ
リュームを作成する方法」

サブミラーを接続する Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metattachコマンドを使用して、サブミ
ラーを接続します。

136ページの「サブミラーを
接続する方法」
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タスク 説明 参照先

サブミラーを切り離す Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metadetachコマンドを使用して、サブ
ミラーを切り離します。

137ページの「サブミラーを
切り離す方法」

サブミラーをオンライン
またはオフラインにする

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metaonlineコマンドを使用して、サブ
ミラーをオンラインにします。Solaris
Volume ManagerのGUIまたは
metaofflineコマンドを使用して、サブ
ミラーをオフラインにします。

138ページの「サブミラーを
オフラインおよびオンライ
ンにする方法」

サブミラー内のスライス
を有効にする

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metareplaceコマンドを使用して、サブ
ミラー内のスライスを有効にします。

139ページの「サブミラーの
内のスライスを有効にする
方法」

ミラーのステータスを
チェックする

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metastatコマンドを使用して、RAID-1
ボリュームのステータスをチェックし
ます。

140ページの「ミラーとサブ
ミラーのステータスを表示
する方法」

ミラーオプションを変更
する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metaparamコマンドを使用して、特定の
RAID-1ボリュームのオプションを変更
します。

142ページの「RAID-1ボ
リュームオプションを変更
する方法」

ミラーを拡張する Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metattachコマンドを使用して、ミ
ラーの容量を拡張します。

143ページの「RAID-1ボ
リュームを拡張する方法」

サブミラー内のスライス
を置き換える

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metareplaceコマンドを使用して、サブ
ミラー内のスライスを置き換えます。

144ページの「サブミラー内
のスライスを置換する方
法」

サブミラーを置き換える Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metattachコマンドを使用して、サブミ
ラーを置き換えます。

146ページの「サブミラーを
置換する方法」

ミラーを削除する (ミ
ラー化を解除する)

Solaris Volume Managerの
GUI、metadetachコマンド、または
metaclearコマンドを使用して、ファイ
ルシステムのミラー化を解除します。

148ページの「ファイルシス
テムのミラー化を解除する
方法」

アンマウントできない
ファイルシステムのミ
ラーを削除する (ミ
ラー化を解除する)

Solaris Volume Managerの
GUI、metadetachコマンド、または
metaclearコマンドを使用して、アンマ
ウントできないファイルシステムのミ
ラー化を解除します。

150ページの「アンマウント
できないファイルシステム
のミラー化を解除する方
法」

RAID-1ボリューム (タスクマップ)
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タスク 説明 参照先

ミラーを使用してバック
アップを実行する

Solaris Volume Managerの
GUI、metaonlineコマンド、または
metaofflineコマンドを使用して、ミ
ラーによるバックアップを実行しま
す。

153ページの「RAID-1ボ
リュームのオンライン
バックアップを実行する方
法」

RAID-1ボリュームの作成

▼ 未使用のスライスからRAID-1ボリュームを作成す
る方法
この手順では、2面ミラーを作成する方法を示します。3面ミラーまたは 4面ミ
ラーを作成する場合も、同じ手順を使用します。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を確認してください。

ストライプまたは連結を 2つ作成します。これらのコンポーネントはサブミラーに
なります。

90ページの「RAID-0 (ストライプ)ボリュームを作成する方法」または 92ページ
の「RAID-0 (連結)ボリュームを作成する方法」を参照してください。

ミラーを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択し、画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用して 1面ミラーを作成します。

# metainit volume-name -m submirror-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します

-m ミラーを作成することを指定します

submirror-name ミラーの最初のサブミラーになるコンポーネントの名前を指定
します

詳細は、次の例と metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

2番目のサブミラーを追加するには、次のいずれかの方法を使用します。

始める前に

1

2

3
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、変更するミラーを選択します。「アクション」、「プロパティー」、「サブ
ミラー」の順に選択します。画面の指示に従ってサブミラーを接続します。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metattachコマンドを使用します。

# metattach volume-name submirror-name

volume-name サブミラーを追加するRAID-1ボリュームの名前を指定します

submirror-name ミラーに接続された 2番目のサブミラーになるコンポーネント
の名前を指定します

詳細は、次の例と metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

2面ミラーを作成する

# metainit d51 1 1 c0t0d0s2

d51: Concat/Stripe is setup

# metainit d52 1 1 c1t0d0s2

d52: Concat/Stripe is setup

# metainit d50 -m d51

d50: Mirror is setup

# metattach d50 d52

d50: Submirror d52 is attached

この例では、2面ミラー d50を作成する方法を示します。metainitコマンド
は、RAID-0ボリュームである 2つのサブミラー (d51と d52)を作成します。metainit

-mコマンドは、d51 RAID-0ボリュームから 1面ミラーを作成します。metattachコマ
ンドは、d52を接続して 2面ミラーを作成し、再同期を実行させます。接続されたサ
ブミラー上のデータは、再同期の際にもう一方のサブミラーによって上書きされま
す。

再同期なしで 2面ミラーを作成する

# metainit d51 1 1 c0t0d0s2

d51: Concat/Stripe is setup

# metainit d52 1 1 c1t0d0s2

d52: Concat/Stripe is setup

# metainit d50 -m d51 d52

metainit: d50: WARNING: This form of metainit is not recommended.

The submirrors may not have the same data.

Please see ERRORS in metainit(1M) for additional information.

d50: Mirror is setup

この例では、2面ミラー d50の作成を示します。metainitコマンドは、RAID-0ボ
リュームである 2つのサブミラー (d51と d52)を作成します。その後、両方のサブミ
ラーで metainit -mコマンドを実行して、ミラーを作成します。metattachコマンド
ではなく metainitコマンドを使用してミラーを作成すると、再同期処理は実行され

例11–1

例11–2
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ません。結果として、ミラーの両側が同一であり区別なく使用できると Solaris
Volume Managerでみなされた場合、データが破壊される可能性があります。

ファイルシステム用に新しく作成したミラーを準備するには、『Oracle Solarisの管
理:デバイスとファイルシステム』の第 15章「ファイルシステムの作成およびマウン
ト (タスク)」を参照してください。データベースなどの一部のアプリケーション
は、ファイルシステムを使用しません。これらのアプリケーションは、代わりに raw
デバイスを使用します。このアプリケーションは、rawデバイスにアクセスするため
の独自の方法を備えている必要があります。

▼ ファイルシステムからRAID-1ボリュームを作成す
る方法
既存のファイルシステムをミラー化するには、次の手順を使用します。ファイルシ
ステムをアンマウントできる場合は、リブートなしで手順全体を完了することがで
きます。/usrや /swapなど、アンマウントできないファイルシステムの場合、手順
を完了するにはシステムをリブートする必要があります。

スライス上に構築された既存のファイルシステムからRAID-1ボリュームを作成する
場合は、その単一のスライスだけをプライマリRAID-0ボリューム (サブミラー)に含
めることができます。システムにとって重要なファイルシステムをミラー化する場
合は、すべてのサブミラーが単一のスライスだけで構成されている必要がありま
す。

ルート (/)ファイルシステムのミラー化に関連する手順については、120ページ
の「SPARC:ルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボリュームを作成する方法」お
よび 129ページの「x86: DCAを使用してルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボ
リュームを作成する方法」を参照してください。

この手順で使用している例では、既存のスライスは c1t0d0s0です。2番目のスライ
ス c1t1d0s0はミラーの後半として使用できます。サブミラーはそれぞれ d1と d2、ミ
ラーは d0です。

注意 –必ず、metainitコマンドで 1面ミラーを作成してから、metattachコマンドで
追加のサブミラーを接続してください。metattachコマンドを使用しないと、再同期
処理は実行されません。結果として、ミラーの両側が同一であり区別なく使用でき
ると Solaris Volume Managerでみなされた場合、データが破壊される可能性がありま
す。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を確認してください。

参照
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ミラー化する既存のファイルシステムが含まれているスライスを特定します。この
例ではスライス c1t0d0s0を使用します。

次のいずれかの方法を使用して、前の手順のスライスに新しいRAID-0ボリュームを
作成します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit -f volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

-f 強制的にコマンドを続行します。スライスにマウントさ
れたファイルシステムが含まれている場合は、このオプ
ションを使用する必要があります。

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリュームの
命名については、47ページの「ボリューム名」を参照し
てください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。この例
ではルートスライス c0t0d0s0を使用します。

未使用のスライス (この例では c1t1d0s0)に、2番目のサブミラーとして機能する 2番
目のRAID-0ボリューム (連結)を作成します。2番目のサブミラーは、最初のサブミ
ラー以上のサイズでなければなりません。次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択し、画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

注 –オプションの説明については、手順 2を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、1面ミラーを作成します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。
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■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name -m submirror-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

-m ミラーを作成することを指定します。

submirror-name ミラーの最初のサブミラーになるコンポーネントの名前を指定
します。この例では、ルートスライスを含むRAID-0ボ
リュームです。

詳細は、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

注意 –既存のファイルシステムからミラーを作成する場合は、データの破壊を防ぐた
めに、次の 2つの手順に忠実に従ってください。

/etc/vfstabファイルを編集して、ファイルシステムのマウント手順がブロックデバ
イスではなくミラーを参照するようにします。/etc/vfstabファイルの詳細
は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の「ファイルシステムの
マウントおよびマウント解除の概要」を参照してください。

たとえば、/etc/vfstabファイルにファイルシステムの次のエントリが含まれている
場合は、
/dev/dsk/slice /dev/rdsk/slice /var ufs 2 yes -

そのエントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/mirror-name /dev/md/rdsk/mirror-name /var ufs 2 yes -

次のいずれかの方法に従って、新しくミラー化したファイルシステムを再びマウン
トします。

■ アンマウント可能なファイルシステムをミラー化している場合は、ファイルシス
テムをアンマウントしてから再びマウントします。

# umount /filesystem
# mount /filesystem

■ アンマウントできないファイルシステムをミラー化している場合は、システムを
リブートします。

# reboot

次の形式の metattachコマンドを使用して 2番目のサブミラーを接続します。
# metattach volume-name submirror-name

volume-name サブミラーを追加するRAID-1ボリュームの名前を指定します

submirror-name ミラーに接続された 2番目のサブミラーになるコンポーネントの
名前を指定します
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詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

アンマウント可能なファイルシステムから 2面ミラーを作成する

# metainit -f d1 1 1 c1t0d0s0

d1: Concat/Stripe is setup

# metainit d2 1 1 c1t1d0s0

d2: Concat/Stripe is setup

# metainit d0 -m d1

d0: Mirror is setup

# umount /master

(Edit the /etc/vfstab file so that the file system references the mirror)
# mount /master

# metattach d0 d2

d0: Submirror d2 is attached

この例では、-fオプションで最初の連結 d1を強制的に作成します。これに
は、/dev/dsk/c1t0d0s0にマウントされたファイルシステム /masterが含まれていま
す。2番目の連結 d2を /dev/dsk/c1t1d0s0から作成します。このスライスは、d1以上
のサイズでなければなりません。)-mオプションを指定した metainitコマンドで、d1

から 1面ミラー d0を作成します。

次に、/etc/vfstabファイルで、このファイルシステムのエントリがミラーを参照す
るように変更します。/etc/vfstabファイルで、次の行は最初は次のようになってい
ます。

/dev/dsk/c1t0d0s0 /dev/rdsk/c1t0d0s0 /var ufs 2 yes -

エントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/d0 /dev/md/rdsk/d0 /var ufs 2 yes -

最後に、ファイルシステムを再びマウントし、サブミラー d2をミラーに接続し
て、ミラーの再同期を実行させます。RAID-0およびRAID-1ボリュームが設定さ
れ、サブミラー d2が接続されたことを示すメッセージが表示されます。

アンマウントできないファイルシステムから 2面ミラーを作成する

# metainit -f d12 1 1 c0t3d0s6

d12: Concat/Stripe is setup

# metainit d22 1 1 c1t0d0s6

d22: Concat/Stripe is setup

# metainit d2 -m d12

d2: Mirror is setup

(Edit the /etc/vfstab file so that /usr references the mirror)
# reboot

...

# metattach d2 d22

d2: Submirror d22 is attached

例11–3
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この例では、/usrファイルシステムを含むスライスを使用して 2面ミラーを作成し
ます。-fオプションで最初の連結 d12を強制的に作成します。これに
は、/dev/dsk/c0t3d0s6にマウントされたファイルシステム /usrが含まれていま
す。2番目の連結 d22を /dev/dsk/c1t0d0s6から作成します。このスライスは、d12以
上のサイズでなければなりません。-mオプションを指定した metainitコマンド
で、/usrファイルシステムを含む連結を使用して 1面ミラー d2を作成します。次
に、/etc/vfstabファイルを編集して、/usrのエントリがミラーを参照するように変
更する必要があります。

/etc/vfstabファイルには、/usrファイルシステムのエントリが次のように指定され
ています。

/dev/dsk/c0t3d0s6 /dev/rdsk/c0t3d0s6 /usr ufs 1 yes -

そのエントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/d2 /dev/md/rdsk/d2 /usr ufs 1 yes -

リブート後、2番目のサブミラー d22をミラーに接続して、ミラーの再同期を実行さ
せます。

/swap領域からミラーを作成する

# metainit -f d11 1 1 c0t0d0s1

d11: Concat/Stripe is setup

# metainit d21 1 1 c1t0d0s1

d21: Concat/Stripe is setup

# metainit d1 -m d11

d1: Mirror is setup

(Edit the /etc/vfstab file so that swap references the mirror)
# reboot

...

# metattach d1 d21

d1: Submirror d21 is attached

この例では、-fオプションで最初の連結 d11を強制的に作成します。これに
は、/dev/dsk/c0t0d0s1にマウントされたファイルシステム swapが含まれていま
す。2番目の連結 d21を /dev/dsk/c1t0d0s1から作成します。このスライスは、d11以
上のサイズでなければなりません。-mオプションを指定した metainitコマンド
で、swapファイルシステムを含む連結を使用して 1面ミラー d1を作成します。次
に、/etc/vfstabファイルに swapのエントリがある場合は、ミラーを参照するように
編集する必要があります。

/etc/vfstabファイルには、swap領域のエントリが次のように指定されています。

/dev/dsk/c0t0d0s1 - - swap - no -

例11–5
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そのエントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/d1 - - swap - no -

リブート後、2番目のサブミラー d21をミラーに接続して、ミラーの再同期を実行さ
せます。

swap領域をミラー化した場合、クラッシュダンプを保存するには、dumpadmコマンド
を使用してダンプデバイスをボリュームとして構成します。たとえば、スワップデ
バイスの名前が /dev/md/dsk/d2であれば、dumpadmコマンドを使用してこのデバイス
をダンプデバイスとして設定します。

▼ SPARC:ルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボ
リュームを作成する方法
SPARCプラットフォームでルート (/)ファイルシステムをミラー化するプロセス
は、アンマウントできない他のファイルシステムをミラー化するプロセスと同様で
す。手順が異なるのは、/etc/vfstabファイルを手動で編集する代わりに metarootコ
マンドを実行する点です。ルート (/)ファイルシステムをミラー化するには、代替
ブートデバイスのパスを記録する必要もあります。このデバイスは、サブミラーに
障害が発生した場合にシステムをリブートします。

この手順で使用している例では、既存のスライスは c1t0d0s0です。2番目のスライ
ス c1t1d0s0はミラーの後半として使用できます。サブミラーはそれぞれ d1と d2、ミ
ラーは d0です。

注意 –必ず、metainitコマンドで 1面ミラーを作成してから、metattachコマンドで
追加のサブミラーを接続してください。metattachコマンドを使用しないと、再同期
処理は実行されません。結果として、ミラーの両側が同一であり区別なく使用でき
ると Solaris Volume Managerでみなされた場合、データが破壊される可能性がありま
す。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を確認してください。

ミラー化する既存のルート (/)ファイルシステムが含まれているスライスを特定しま
す。この例ではスライス c1t0d0s0を使用します。

次のいずれかの方法を使用して、前の手順のスライスに新しいRAID-0ボリュームを
作成します。RAID-0ボリュームに含めることができるのは、単一のスライスだけで
す。

始める前に
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit -f volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

-f 強制的にコマンドを続行します。スライスにマウントさ
れたファイルシステムが含まれている場合は、このオプ
ションを使用する必要があります。

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリュームの
命名については、47ページの「ボリューム名」を参照し
てください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。この例
ではルートスライス c0t0d0s0を使用します。

未使用のスライス (この例では c1t1d0s0)に、2番目のサブミラーとして機能する 2番
目のRAID-0ボリュームを作成します。セカンダリサブミラーは、最初のサブミ
ラー以上のサイズでなければなりません。次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択し、画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

注 –オプションの説明については、手順 2を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、1面ミラーを作成します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name -m submirror-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

-m ミラーを作成することを指定します。
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submirror-name ミラーの最初のサブミラーになるコンポーネントの名前を指定
します。この例では、ルートスライスを含むRAID-0ボ
リュームです。

新しくミラー化したファイルシステムを再びマウントします。metaroot volume-name
コマンドを実行します (volume-nameは、作成したミラーの名前で置き換えてくださ
い)。その後、システムをリブートします。
# metaroot volume-name
# reboot

詳細は、metaroot(1M)のマニュアルページを参照してください。

次の形式の metattachコマンドを使用して 2番目のサブミラーを接続します。
# metattach volume-name submirror-name

volume-name サブミラーを追加するRAID-1ボリュームの名前を指定します

submirror-name ミラーに接続された 2番目のサブミラーになるコンポーネントの
名前を指定します

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

代替ブートパスを記録します。

a. 代替ルートデバイスのパスを調べます。ルート (/)ファイルシステムミラーに 2番
目のサブミラーとして接続されているスライスに対して ls -lコマンドを使用し
ます。
# ls -l /dev/dsk/c1t1d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 55 Mar 5 12:54 /dev/rdsk/c1t1d0s0 -> \

../../devices/sbus@1,f8000000/esp@1,200000/sd@3,0:a

b. /devicesディレクトリに続く次の文字列
/sbus@1,f8000000/esp@1,200000/sd@3,0:aを記録しておきます。

注 –システムが使用不可になる場合もあるため、この情報はシステム以外の場所
にも書き留めるようにしてください。代替ブートデバイスからのブートの詳細に
ついては、300ページの「ブートの問題からの回復」を参照してください。

c. 文字列を編集してメジャー名 (この場合は sd)を diskに変更
し、/sbus@1,f8000000/esp@1,200000/disk@3,0:aとします。システムで IDEバスが
使用されている場合、元のフルパスは次のようになっています。
$ ls -l /dev/dsk/c1t1d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 38 Mar 13 15:03 /dev/dsk/c0t0d0s0 -> \

../../devices/pci@1f,0/ide@d/dad@0,0:a

メジャー名 dadを diskに変更すると、/pci@1f,0/ide@d/disk@0,0:aとなります
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d. OpenBoot PROMの nvaliasコマンドを使用して、セカンダリルート (/)ファイルシ
ステムミラーの「バックアップルート」デバイス別名を定義します。例:
ok nvalias backup_root /sbus@1,f8000000/esp@1,200000/disk@3,0:a

e. プライマリサブミラーとセカンダリサブミラーの両方を参照するように
boot-device別名を再定義し (サブミラーは指定された順に使用されます)、構成を
保存します。
ok printenv boot-device

boot-device = disk net

ok setenv boot-device disk backup_root net

boot-device = disk backup_root net

ok nvstore

注 –プライマリサブミラーに障害が発生した場合、システムは自動的にセカンダリサ
ブミラーからブートします。自動ブートを使用せずに手動でブートする場合は、次
のように入力します。

ok boot backup_root

SPARC:ルート (/)ファイルシステムからミラーを作成する

# metainit -f d1 1 1 c0t0d0s0

d1: Concat/Stripe is setup

# metainit d2 1 1 c0t1d0s0

d2: Concat/Stripe is setup

# metainit d0 -m d1

d0: Mirror is setup

# metaroot d0

# lockfs -fa

# reboot

...

# metattach d0 d2

d0: Submirror d2 is attached

# ls -l /dev/dsk/c0t1d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 88 Feb 8 15:51 /dev/rdsk/c1t3d0s0 ->

../../devices/pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/dad@0,0:a

# init 0

.

.

.

ok nvalias backup_root /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/disk@0,0:a

ok setenv boot-device disk backup_root net

ok nvstore

この例では、-fオプションで最初のRAID-0ボリューム d1を強制的に作成しま
す。これには、/dev/dsk/c0t0d0s0にマウントされたルート (/)ファイルシステムが
含まれています。2番目の連結 d2を /dev/dsk/c0t1d0s0から作成します。このスライ
スは、d1以上のサイズでなければなりません。-mオプションを指定した metainitコ
マンドで、ルート (/)を含む連結を使用して 1面ミラー d0を作成します。

例11–6
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次に、metarootコマンドで /etc/vfstabおよび /etc/systemファイルを編集して、シ
ステムがボリューム上のルート (/)ファイルシステムからブートできるようにしま
す。リブートの前に lockfs -faコマンドを実行することをお勧めします。詳細
は、lockfs(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートする前に 2番目のサブミラーを接続しないでください。metaroot

コマンドの実行後、2番目のサブミラーを接続する前にリブートする必要がありま
す。

リブート後、サブミラー d2をミラーに接続して、ミラーの再同期を実行させま
す。連結とミラーが設定され、サブミラー d2が接続されたことを示すメッセージが
表示されます。

あとでシステムを代替ルートデバイスからブートする必要が生じた場合に備
え、ルート rawデバイスに対して ls -lコマンドを実行して、代替ルートデバイスの
パスを調べます。

x86:ルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボ
リュームを作成する
Solaris 10 1/06リリース以降、x86ベースシステムのブートプロセスと構成に使用され
るDevice Configuration Assistant (デバイス構成用補助、DCA)がGRand Unified
Bootloader (GRUB)に置き換えられました。この機能の簡単な説明について
は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 15章「GRUBベースのブート (参照情
報)」を参照してください。

このセクションでは、ルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボリュームを作成す
る手順について説明します。Solaris 10 1/06以降のリリースのOSを実行しているシス
テムでは、GRUBを使用する最初の手順に従ってください。それ以外の場合
は、DCAを使用する 2番目の手順を実行します。

x86ベースシステムでルート (/)ファイルシステムをミラー化するプロセス
は、SPARCシステムでルートをミラー化するプロセスと同様です。ただし、x86
ベースシステムでは、BIOSと fdiskパーティションという複雑な階層があります。

この手順で使用している例では、既存のスライスは c1t0d0s0です。2番目のスライ
ス c1t1d0s0はミラーの後半として使用できます。サブミラーはそれぞれ d1と d2、ミ
ラーは d0です。

注 –手順を実行する前に、51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成
するための前提条件」および 104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を参
照してください。
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▼ x86: GRUBを使用してルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボ
リュームを作成する方法

ミラーの 2番目のディスクからシステムがブートできるように、BIOSブートデバイ
スの順番を構成できることを確認します。

カーネルが起動される前は、システムは、x86ベースシステム上のファームウェアイ
ンタフェースである、読み取り専用メモリー (ROM)の Basic Input/Output System
(BIOS)によって制御されます。この BIOSは、SPARCベースシステムのブート PROM
に似ています。BIOSのタスクには次のようなものがあります。

■ 起動機能を実行します。
■ システムをブートする正しいデバイスを検出します。
■ そのデバイスからマスターブートレコードをロードして、システムがセルフ
ブートできるようにします。

通常は、BIOSを構成して、ブートレコードを探すデバイスの順番を選択できま
す。さらに、最近のほとんどの BIOS実装では、セカンダリサブミラーへのフェイル
オーバーが自動的に行われるようにデバイスを構成できます。システムの BIOSにこ
の機能がなく、プライマリサブミラーに障害が発生した場合は、システムのブート
中に BIOSにアクセスし、セカンダリルートスライスからブートするようにシステム
を再構成する必要があります。BIOSの設定を構成する方法については、BIOSの
ユーザーガイドを参照してください

ルートミラーを設定する前に、システム上の BIOSで、複数のディスクからブートで
きることを確認します。デバイスドライバによっては、システムの 1つのディスク
しか認識しないように構成されているものもあります。

fdiskパーティションがルートのミラー化をサポートするように構成されていること
を確認します。

独立した x86ブートパーティションが存在する場合は、ルート (/)ファイルシステム
のミラー化中に問題が発生します。x86ブートパーティションは Solaris fdisk
パーティションの外部に存在しているため、Solaris Volume Managerではミラー化で
きません。さらに、x86ブートパーティションのコピーは 1つしかないため、単一障
害点にもなります。

Solaris 10 1/06リリース以降のGRUBベースのインストールプログラムでは、x86
ブートパーティションは自動的には作成されません。しかし、システムに x86がすで
に存在する場合、インストールプログラムはデフォルトでそのパーティションを保
存します。

システムに独立した x86ブートパーティションがあるかどうかを調べるに
は、/etc/vfstabファイルを確認します。このファイルに次のようなエントリが含ま
れている場合、x86ブートパーティションは存在しています。
/dev/dsk/c2t1d0p0:boot - /boot pcfs - no -
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Solaris Volume Managerを使ってルート (/)ファイルシステムをミラー化する場合、こ
のファイルシステムで単一の Solaris fdiskパーティションを使用する必要がありま
す。したがって、システム内にすでに x86ブートパーティションが存在する場合
は、fdiskコマンドでこのパーティションを削除してから、Solarisソフトウェアを再
インストールしてください。再インストール時には、ブートパーティションは作成
されません。

注 – Solaris Volume Managerでミラー化できるのは、Solaris fdiskパーティション内の
スライスだけです。複数の fdiskパーティションが存在する場合、Solaris fdisk
パーティションの外にあるデータを保護するには、別の方法を使用する必要があり
ます。

マスターブートプログラムを使って、セカンダリサブミラーをブート可能にしま
す。

a. マスターブートプログラムを指定します。
# fdisk -b /usr/lib/fs/ufs/mboot /dev/rdsk/c1t1d0p0

次の画面が表示されます。

Total disk size is 31035 cylinders

Cylinder size is 1146 (512 byte) blocks

Cylinders

Partition Status Type Start End Length %

========= ====== ============ ===== === ====== ===

1 Active Solaris 1 31034 31034 100

SELECT ONE OF THE FOLLOWING:

1. Create a partition

2. Specify the active partition

3. Delete a partition

4. Change between Solaris and Solaris2 Partition IDs

5. Exit (update disk configuration and exit)

6. Cancel (exit without updating disk configuration)

Enter Selection:

b. メニューから 5番を選択して、Returnキーを押します。

セカンダリディスクをブート可能にします。
# /sbin/installgrub /boot/grub/stage1 /boot/grub/stage2 /dev/rdsk/c1t1d0s0

installgrubの詳細は、installgrub(1M)のマニュアルページを参照してください。

ミラー化する既存のルート (/)ファイルシステムが含まれているスライスを特定しま
す。

この例ではスライス c1t0d0s0を使用します。

3
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前の手順のスライスに新しいRAID-0ボリュームを作成します。
RAID-0ボリュームに含めることができるのは、単一のスライスだけです。次のいず
れかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit -f volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

-f 強制的にコマンドを続行します。スライスにマウントさ
れたファイルシステムが含まれている場合は、このオプ
ションを使用する必要があります。

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリュームの
命名については、47ページの「ボリューム名」を参照し
てください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。この例
ではルートスライス c0t0d0s0を使用します。

未使用のスライスに、2番目のサブミラーとして機能する 2番目のRAID-0ボリューム
(この例では c1t1d0s0)を作成します。

注 –セカンダリサブミラーは、最初のサブミラー以上のサイズでなければなりませ
ん。また、2番目のサブミラーとして使用するスライスには「root」というスライス
タグを付ける必要があり、ルートスライスはスライス 0である必要があります。

スライスタグフィールドの構成方法については、format(1M)のマニュアルページを
参照してください。

次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択し、画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes components-per-stripes component-names
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注 –オプションの説明については、手順 6を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、1面ミラーを作成します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name -m submirror-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

-m ミラーを作成することを指定します。

submirror-name ミラーの最初のサブミラーになるコンポーネントの名前を指定
します。この例では、ルートスライスを含むRAID-0ボ
リュームです。

新しくミラー化したファイルシステムを再びマウントしてから、システムをリ
ブートします。
# metaroot volume-name
# reboot

詳細は、metaroot(1M)のマニュアルページを参照してください。

2番目のサブミラーを接続します。
# metattach volume-name submirror-name

volume-name サブミラーを追加するRAID-1ボリュームの名前を指定します。

submirror-name ミラーに接続された 2番目のサブミラーになるコンポーネントの
名前を指定します。

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

menu.lstファイルに代替ブートパスを定義します。

セカンダリサブミラーを持つディスクからシステムがブートできるようにするに
は、そのディスクを代替ブートデバイスとして認識するようにシステムを構成しま
す。現在の c1t1d0s0の例では、代替パスは、2番目のディスクの最初の fdisk
パーティションの、最初のスライス上にあります。したがって、menu.lstを次のよ
うに編集します。
title alternate boot

root (hd1,0,a)

kernel /boot/multiboot

module /boot/x86.miniroot-safe

8
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注 – menu.lstのエントリを適切に編集するには、GRUBのディスク命名規則について
熟知している必要があります。詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の「GRUB
を使用して x86システムをブートする (タスクマップ)」を参照してください

menu.lstファイルの編集後、システムは 2番目のディスクにフェイルオーバーする
ように設定されます。プライマリディスクに障害が発生した場合、システムがセカ
ンダリディスクからブートするように、ディスク番号が変更されます。

注意 –場合によっては、BIOSの自動ディスク番号再割り当て機能が、使用できなく
なったプライマリディスクからの回復に影響を及ぼすことがあります。ディスク番
号再割り当て機能により、システムが強制的にセカンダリディスクからブートする
ようになると、プライマリディスクのブートアーカイブは無効になります。同じプ
ライマリディスクがあとで使用可能になって、システムをブートした場合、デ
フォルトのプライマリディスクからシステムがブートするように、ディスク番号が
再度切り替わります。しかし、この段階では、プライマリディスクのブートアーカ
イブは無効なままです。したがって、システムはまったくブートしない可能性があ
ります。このような場合は、GRUBメニューから正しいエントリを選択して、シス
テムが有効なブートアーカイブからブートするようにします。システムのブートプ
ロセスが完了したら、通常どおり metadeviceによる保守を実行して、プライマリ
ディスクとセカンダリディスクの両方を同期化し、再度プライマリディスクを有効
なブートアーカイブにします。

▼ x86: DCAを使用してルート (/)ファイルシステムからRAID-1ボ
リュームを作成する方法

ミラーの 2番目のディスクからシステムがブートできるように、BIOSブートデバイ
スの順番を構成できることを確認します。

カーネルが起動される前は、システムは、x86ベースシステム上のファームウェアイ
ンタフェースである、読み取り専用メモリー (ROM)の Basic Input/Output System
(BIOS)によって制御されます。この BIOSは、SPARCベースシステムのブート PROM
に似ています。ほかの起動機能に加えて、BIOSは正しいブートデバイスを見つ
け、そのデバイスからマスターブートレコードを読み込んで、システムがブートで
きるようにします。通常は、BIOSを構成して、ブートレコードを探すデバイスの順
番を選択できます。さらに、最近のほとんどの BIOS実装では、セカンダリサブミ
ラーへのフェイルオーバーが自動的に行われるようにデバイスを構成できます。シ
ステムにこの機能がなく、プライマリサブミラーに障害が発生した場合は、システ
ムのブート中に BIOSにアクセスし、セカンダリルートスライスからブートするよう
にシステムを再構成する必要があります。BIOSの設定を構成する方法について
は、BIOSのユーザーガイドを参照してください。

1

RAID-1ボリュームの作成

第 11章 • RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク) 129

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV1hbx86boot-68676
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV1hbx86boot-68676


システム上のDCAを使って、複数のディスクからブート可能であることを確認でき
ます。デバイスドライバによっては、システムの 1つのディスクしか認識しないよ
うに構成されているものもあります。

fdiskパーティションがルートのミラー化をサポートするように構成されていること
を確認します。

x86ベースシステムのもう一つの特長は、fdiskパーティションを使用することで
す。Solaris OSインストールプログラムのブートディスクパーティションのデフォル
トのレイアウトでは、Solaris fdiskパーティションのほかに、「x86ブート
パーティション」と呼ばれる約 10Mバイトの小さな fdiskパーティションが作成さ
れます。

x86ブートパーティションは、ルート (/)ファイルシステムをミラー化するときに問
題になります。x86ブートパーティションは Solaris fdiskパーティションの外部にあ
ります。そのため、x86ブートパーティションは Solaris Volume Managerではミ
ラー化できません。さらに、x86ブートパーティションのコピーは 1つしかないた
め、単一障害点にもなります。

Solaris OSに独立した x86ブートパーティションがあるかどうかを調べることができ
ます。x86ブートパーティションは、/etc/vfstabファイル内の次のようなエントリ
でマウントされます。
/dev/dsk/c2t1d0p0:boot - /boot pcfs - no -

独立した x86ブートパーティションが存在しない場合、このエントリは /etc/vfstab

ファイルに存在しません。

ルート (/)ファイルシステムをミラー化するためには、fdiskパーティションをカス
タマイズして、x86ブートパーティションを削除し、単一の Solaris fdisk
パーティションを使用するようにします。Solaris Volume Managerのルートミラー化
を使用する予定がある場合、システムのインストール時に、独立した x86ブート
パーティションを作成しないでください。すでにシステムがインストールされ、独
立した x86ブートパーティションが作成されている場合、fdiskコマンドを使用して
その fdiskパーティションを削除し、システムをインストールし直します。インス
トール中に独立した x86ブートパーティションを作成しないようにするには、インス
トールプロセス中にディスクパーティションをカスタマイズします。

注 – Solaris Volume Managerでミラー化できるのは、Solaris fdiskパーティション内の
スライスだけです。複数の fdiskパーティションが存在する場合、Solaris fdisk
パーティションの外にあるデータを保護するには、別の方法を使用する必要があり
ます。
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マスターブートプログラムを使って、セカンダリサブミラーをブート可能にしま
す。

a. fdiskコマンドを使用して、マスターブートプログラムを指定します。
# fdisk -b /usr/lib/fs/ufs/mboot /dev/rdsk/c1t1d0p0

次の画面が表示されます。

Total disk size is 31035 cylinders

Cylinder size is 1146 (512 byte) blocks

Cylinders

Partition Status Type Start End Length %

========= ====== ============ ===== === ====== ===

1 Active Solaris 1 31034 31034 100

SELECT ONE OF THE FOLLOWING:

1. Create a partition

2. Specify the active partition

3. Delete a partition

4. Change between Solaris and Solaris2 Partition IDs

5. Exit (update disk configuration and exit)

6. Cancel (exit without updating disk configuration)

Enter Selection:

b. メニューから 5番を選択して、Returnキーを押します。

セカンダリサブミラーをブート可能にするために、セカンダリサブミラーにブート
ブロックをインストールします。

この fdiskパーティションから Solaris OSをブートするには、セカンダリサブミ
ラーがあるディスクにスライス 8が必要です。このスライスには、パーティション
ブートレコード (pboot)、当該ディスクの Solaris VTOC、およびブートブロックが含
まれます。この情報はディスクに固有なので、Solaris Volume Managerではミラー化
されません。しかし、プライマリディスクに障害が発生した場合にセカンダリ
ディスクからブートできるようにするには、両方のディスクがブート可能であるこ
とを保証する必要があります。installbootコマンドを使って、2番目のディスクを
Solarisブート可能ディスクとして設定します。詳細は、installboot(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

このディスクのスライス 2をデバイスとして指定する必要があり、このスライス 2は
ディスク全体から構成されている必要があります。
# installboot /usr/platform/i86pc/lib/fs/ufs/pboot \

/usr/platform/i86pc/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c1t1d0s2

ミラー化する既存のルート (/)ファイルシステムが含まれているスライスを特定しま
す。この例ではスライス c1t0d0s0を使用します。
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次のいずれかの方法を使用して、前の手順のスライスに新しいRAID-0ボリュームを
作成します。RAID-0ボリュームに含めることができるのは、単一のスライスだけで
す。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit -f volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

-f 強制的にコマンドを続行します。スライスにマウントさ
れたファイルシステムが含まれている場合は、このオプ
ションを使用する必要があります。

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリュームの
命名については、47ページの「ボリューム名」を参照し
てください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。

components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。この例
ではルートスライス c0t0d0s0を使用します。

未使用のスライス (この例では c1t1d0s0)に、2番目のサブミラーとして機能する 2番
目のRAID-0ボリュームを作成します。セカンダリサブミラーは、最初のサブミ
ラー以上のサイズでなければなりません。次のいずれかの方法を使用します。

注 – 2番目のサブミラーとして使用するスライスには「root」というスライスタグを
付ける必要があり、ルートスライスはスライス 0である必要があります。スライス
タグフィールドの構成方法については、format(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択し、画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name number-of-stripes components-per-stripes component-names

注 –オプションの説明については、手順 6を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、1面ミラーを作成します。
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。画面の指示に従
います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit volume-name -m submirror-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

-m ミラーを作成することを指定します。

submirror-name ミラーの最初のサブミラーになるコンポーネントの名前を指定
します。この例では、ルートスライスを含むRAID-0ボ
リュームです。

新しくミラー化したファイルシステムを再びマウントします。metaroot volume-name
コマンドを実行します (volume-nameは、作成したミラーの名前で置き換えてくださ
い)。その後、システムをリブートします。
# metaroot volume-name
# reboot

詳細は、metaroot(1M)のマニュアルページを参照してください。

次の形式の metattachコマンドを使用して 2番目のサブミラーを接続します。
# metattach volume-name submirror-name

volume-name サブミラーを追加するRAID-1ボリュームの名前を指定します。

submirror-name ミラーに接続された 2番目のサブミラーになるコンポーネントの
名前を指定します。

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

代替ブートパスを記録します。

プライマリサブミラーに障害が発生した場合にセカンダリサブミラーからブートす
るように、システムを構成する必要があります。セカンダリサブミラーを持つ
ディスクからシステムがブートできるようにするには、そのディスクを代替ブート
デバイスとして認識するようにシステムを構成します。

a. 代替ブートデバイスのパスを調べます。ルート (/)ファイルシステムミラーに 2番
目のサブミラーとして接続されているスライスに対して ls -lコマンドを使用し
ます。
# ls -l /dev/dsk/c1t1d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 55 Mar 5 12:54 /dev/rdsk/c1t1d0s0 -> ../.

./devices/eisa/eha@1000,0/cmdk@1,0:a

b. /devicesディレクトリに続く次の文字列 /eisa/eha@1000,0/cmdk@1,0:aを記録して
おきます。これがデバイスツリーパスです。
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注 –システムが使用不可になる場合もあるため、この情報はシステム以外の場所
に書き留めるようにしてください。これによって、DCAを使ってシステムを
ブートする必要がある場合に、デバイスツリーパス情報の入力が簡単になりま
す。

c. eepromコマンドを使用して、代替ブートパスを定義します。例:
# eeprom altbootpath=/eisa/eha@1000,0/cmdk@1,0:a

プライマリサブミラーに障害が発生した場合、システムはセカンダリサブミ
ラーからブートしようとします。自動的に 2番目のディスクにフェイル
オーバーするように BIOSを構成できる場合、このブートプロセスは自動的に行
われます。そうでない場合は、BIOSに入って、セカンダリディスクからブートす
るように構成する必要があります。ブートを開始したあと、システムはま
ず、bootpathデバイスからブートしようとします。ルートミラーのプライマリ
ブートディスクは動作していないため、システムは次に、altbootpathデバイス
からブートしようとします。BIOSの設定を構成する方法については、BIOSの
ユーザーガイドを参照してください。

システムが自動的にブートしない場合は、DCAを使用してセカンダリサブミ
ラーの選択を試みることができます。システムによっては、ブートプロセス中に
DCAに入ることもできます。このオプションが使用できない場合は、x86ブート
フロッピーディスクからブートし、DCAを使用してセカンダリサブミラーを選択
する必要があります。オペレーティングシステムがブートしたあと、eeprom

bootpathの値を、代替ブートパスとして設定した値 (altbootpathの値)に変更し
ます。こうすれば、システムが自動的にブートします。

eepromコマンドの使用方法の詳細は、eeprom(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

x86: DCAを使用してルート (/)ファイルシステムからミラーを作成する

# metainit -f d1 1 1 c0t0d0s0

d1: Concat/Stripe is setup

# metainit d2 1 1 c0t1d0s0

d2: Concat/Stripe is setup

# metainit d0 -m d1

d0: Mirror is setup

# metaroot d0

# lockfs -fa

# reboot

...

# metattach d0 d2

d0: Submirror d2 is attached

# ls -l /dev/dsk/c0t1d0s0

lrwxrwxrwx 1 root root 88 Feb 8 15:51 /dev/dsk/c1t3d0s0 ->

../../devices/pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/dad@0,0:a,raw

# eeprom altbootpath=/pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/dad@0,0:a,raw

# fdisk -b /usr/lib/fs/ufs/mboot /dev/dsk/c0t1d0p0

例11–7

RAID-1ボリュームの作成

Solaris Volume Manager管理ガイド • 2013年 9月134

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505&id=REFMAN1Meeprom-1m


Total disk size is 31035 cylinders

Cylinder size is 1146 (512 byte) blocks

Cylinders

Partition Status Type Start End Length %

========= ====== ============ ===== === ====== ===

1 Active Solaris 1 31034 31034 100

SELECT ONE OF THE FOLLOWING:

1. Create a partition

2. Specify the active partition

3. Delete a partition

4. Change between Solaris and Solaris2 Partition IDs

5. Exit (update disk configuration and exit)

6. Cancel (exit without updating disk configuration)

Enter Selection: 5

# installboot /usr/platform/i86pc/lib/fs/ufs/pboot \

/usr/platform/i86pc/lib/fs/ufs/bootblk /dev/rdsk/c0t1d0s2

ルート (/)ファイルシステムをミラー化した場合
のブート時の警告について
ルート (/)ファイルシステムをミラー化すると、エラーメッセージがコンソールに表
示され、/etc/syslog.confファイルで定義にされたシステムログに記録されま
す。これらのエラーメッセージは、問題を示すものではありません。これらのエ
ラーメッセージは、現在使用していないデバイスタイプごとに表示されます。未使
用のモジュールを強制的にロードすることはできないからです。次のようなエ
ラーメッセージが表示されます。

Jul 13 10:17:42 ifr genunix: [ID 370176 kern.warning] WARNING: forceload of

misc/md_trans failed

Jul 13 10:17:42 ifr genunix: [ID 370176 kern.warning] WARNING: forceload of

misc/md_raid failed

Jul 13 10:17:42 ifr genunix: [ID 370176 kern.warning] WARNING: forceload of

misc/md_hotspares failed

このようなエラーメッセージは無視してかまいません。
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サブミラーに関する作業

▼ サブミラーを接続する方法

注 –「ラベル付きサブミラーをラベルなしミラーに接続することはできません」とい
うエラーメッセージは、ミラーにRAID-0ボリュームを接続できなかったことを意味
します。ラベル付きボリューム (サブミラー)とは、その最初のコンポーネントがシ
リンダ 0から始まるボリュームであり、一方、ラベルなしボリュームの最初のコン
ポーネントはシリンダ 1から始まります。Solaris Volume Managerでは、ラベル付き
サブミラーのラベルが壊れるのを防ぐため、ラベル付きサブミラーのラベルなしミ
ラーへの接続を許可しません。

104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでください。

サブミラーとして使用するコンポーネント (連結またはストライプ)を特定します。
このコンポーネントは、ミラー内の既存のサブミラー以上のサイズでなければなり
ません。サブミラーとなるボリュームをまだ作成していない場合は、90ページ
の「RAID-0 (ストライプ)ボリュームの作成」または 92ページの「RAID-0 (連結)ボ
リュームの作成」を参照してください。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

metastatコマンドを使用して、作業するミラーのステータスが「正常」状態である
ことを確認します。
# metastat mirror

次のいずれかの方法を使用して、サブミラーを接続します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metattach mirror submirror コマンドを使用します。

# metattach mirror submirror

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

metastatコマンドを使用して、ミラーのステータスを表示します。
# metastat mirror

始める前に
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サブミラーを接続する

# metastat d30

d30: mirror

Submirror 0: d60

State: Okay

...

# metattach d30 d70

d30: submirror d70 is attached

# metastat d30

d30: mirror

Submirror 0: d60

State: Okay

Submirror 1: d70

State: Resyncing

Resync in progress: 41 % done

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 2006130 blocks

...

この例では、サブミラー d70を 1面ミラー d30に接続します。ミラーにサブミラーを
接続したときに、2面ミラーを作成します。ミラー d30は、最初、サブミラー d60か
ら構成されています。サブミラー d70はRAID-0ボリュームです。metastatコマンド
でミラーのステータスが「正常」であることを確認してから、サブミラーを接続し
ます。metattachコマンドを実行すると、新しいサブミラーと既存のミラーの再同期
が実行されます。ミラーに追加のサブミラーを接続すると、メッセージが表示され
ます。ミラーの再同期が実行されていることを確認するには、metastatコマンドを
使用します。

▼ サブミラーを切り離す方法
104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでください。

root権限を持っていることを確認します。すべてのデータについて、最新のバック
アップがあることを確認します。

metastatコマンドを使用して、作業するミラーのステータスが「正常」状態である
ことを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、サブミラーを切り離します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metainitコマンドを使用してミラーからサブミラーを切り離します。

例11–8
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# metadetach mirror submirror

詳細は、metadetach(1M)のマニュアルページを参照してください。

サブミラーを切り離す

# metastat

d5: mirror

Submirror 0: d50

...

# metadetach d5 d50

d5: submirror d50 is detached

この例では、ミラー d5にサブミラー d50があります。metadetachコマンドを使用し
てサブミラーを切り離します。d50の基になるスライスは他の場所で再使用できま
す。ミラーからサブミラーを切り離すと、確認メッセージが表示されます。

▼ サブミラーをオフラインおよびオンラインにする
方法
metaonlineコマンドを実行できるのは、サブミラーが metaofflineコマンドによって
オフラインにされている場合に限られます。metaonlineコマンドを実行する
と、Solaris Volume Managerによってサブミラーとミラーの再同期が自動的に開始さ
れます。

注 – metaofflineコマンドの機能は、metadetachコマンドによって提供される機能と
同様です。ただし、metaofflineコマンドでは、サブミラーとミラーの論理的な関連
付けは切り離されません。

104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでください。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、サブミラーをオンラインまたはオフラインにしま
す。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metaofflineコマンドを使用してサブミラーをオフラインにします。

例11–9
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# metaoffline mirror submirror

詳細は、metaoffline(1M)のマニュアルページを参照してください。
■ metaonlineコマンドを使用してサブミラーをオンラインにします。

# metaonline mirror submirror

詳細は、metaonline(1M)のマニュアルページを参照してください。

サブミラーをオフラインにする

# metaoffline d10 d11

d10: submirror d11 is offlined

この例では、サブミラー d11をミラー d10からオフラインにします。読み取りは、も
う一方のサブミラーから引き続き行われます。最初の書き込みが行われた時点でミ
ラーは同期していない状態になります。この不整合の状態は、オフラインにしたサ
ブミラーをオンラインに戻すと修正されます。

サブミラーをオンラインにする

# metaonline d10 d11d10: submirror d11 is onlined

この例では、サブミラー d11をミラー d10でオンラインに戻します。

▼ サブミラーの内のスライスを有効にする方法
248ページの「RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換えと有
効化の概要」および104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでくだ
さい。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、サブミラー内のスライスを有効にします。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metareplaceコマンドを使用して、サブミラー内の障害が発生したスライスを有
効にします。

# metareplace -e mirror failed-slice

例11–10
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metareplaceコマンドを実行すると、修復または置換されたスライスとミラーの
ほかの部分との再同期が自動的に開始されます。

詳細は、metareplace(1M)のマニュアルページを参照してください。

サブミラーの内のスライスを有効にする

# metareplace -e d11 c1t4d0s7

d11: device c1t4d0s7 is enabled

この例では、ミラー d11のサブミラーに含まれるスライス c1t4d0s7にソフトエ
ラーがあります。-eオプションを指定した metareplaceコマンドで、障害が発生した
スライスを有効にします。

物理ディスクに障害が発生した場合は、そのディスクをシステム上で利用可能なほ
かのディスク (およびそのスライス)で置き換えることができます (144ページの「サ
ブミラー内のスライスを置換する方法」を参照)。あるいは、ディスクを修復または
交換し、フォーマットした上で、この例のように、-eオプションを指定した
metareplaceコマンドを実行することもできます。

RAID-1ボリュームの保守

▼ ミラーとサブミラーのステータスを表示する方法
RAID-1ボリュームとサブミラーに関連するステータス情報の概要については、
107ページの「保守作業を判断するためのサブミラーのステータスについて」を参照
してください。

次のいずれかの方法を使用して、ミラーやサブミラーのステータスをチェックしま
す。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ ミラーに metastatコマンドを実行して、各サブミラーのステータスを表示しま
す。

# metastat mirror

ミラーのパス番号、読み取りオプション、または書き込みオプションを変更する
方法については、142ページの「RAID-1ボリュームオプションを変更する方
法」を参照してください。
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デバイスステータスのチェックの詳細は、metastat(1M)のマニュアルページを参
照してください。

RAID-1ボリュームのステータスをチェックする

metastatコマンドの出力例を次に示します。ミラー名を指定しないで metastatコマ
ンドを使用すると、すべてのミラーのあらゆるステータスが表示されます。

# metastatd70: Mirror

Submirror 0: d71

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 12593637 blocks

d71: Submirror of d70

State: Okay

Size: 12593637 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s3 0 No Okay Yes

Stripe 1:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s4 0 No Okay Yes

Stripe 2:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s5 0 No Okay Yes

d0: Mirror

Submirror 0: d1

State: Okay

Submirror 1: d2

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 5600 blocks

d1: Submirror of d0

State: Okay

Size: 5600 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

c0t2d0s7 0 No Okay

...

ミラー名引数を指定して metastatコマンドを使用すると、そのミラーに対応する出
力が表示されます。

metastat d70

d70: Mirror

Submirror 0: d71

State: Okay
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Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 12593637 blocks

d71: Submirror of d70

State: Okay

Size: 12593637 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s3 0 No Okay Yes

Stripe 1:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s4 0 No Okay Yes

Stripe 2:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s5 0 No Okay Yes

metastatコマンドは、ミラーのサブミラーごとに、そのステータス、「起動」行 (エ
ラーがある場合)、割り当てられたホットスペアプール (ホットスペアがある場
合)、ブロック数、サブミラーの各スライスの情報を表示します。

▼ RAID-1ボリュームオプションを変更する方法
106ページの「RAID-1ボリュームオプションについて」を確認してください。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、RAID-1オプションを変更します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ metaparamコマンドを使用して、ミラーのオプションを表示および変更します。

# metaparam [mirror options] mirror

ミラーオプションについては、106ページの「RAID-1ボリュームオプションにつ
いて」を参照してください。また、metaparam(1M)のマニュアルページも参照し
てください。

RAID-1ボリュームの読み取りポリシーを変更する

# metaparam -r geometric d30

# metaparam d30

d30: mirror current parameters are:

Pass: 1
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Read option: geometric (-g)

Write option: parallel (default)

この例では、-rオプションでミラーの読み取りポリシーを geometricに変更しま
す。

RAID-1ボリュームの書き込みポリシーを変更する

# metaparam -w serial d40

# metaparam d40

d40: mirror current parameters are:

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: serial (-S)

この例では、-rオプションでミラーの書き込みポリシーを serialに変更します。

RAID-1ボリュームのパス番号を変更する

# metaparam -p 5 d50

# metaparam d50

d50: mirror current parameters are:

Pass: 5

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

この例では、-pオプションでミラーのパス番号を 5に変更します。

▼ RAID-1ボリュームを拡張する方法
104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでください。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、ミラーを拡張します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metattachコマンドを使用して、各サブミラーに追加のスライスを接続します。

# metattach submirror slice

ミラー内のすべてのサブミラーを拡張する必要があります。詳細
は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

例11–15

例11–16

始める前に

1

2

RAID-1ボリュームの保守

第 11章 • RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク) 143

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/819-1211metattach-1m


metattachコマンドを使用して、サブミラーのサイズに基づいてミラーのサイズを再
計算させます。
# metattach mirror

マウントされたファイルシステムを持つ 2面ミラーを拡張する

# metastat

d8: Mirror

Submirror 0: d9

State: Okay

Submirror 1: d10

State: Okay

...

# metattach d9 c0t2d0s5

d9: component is attached

# metattach d10 c0t3d0s5

d10: component is attached

# metattach d8

この例では、2つのディスクドライブをミラーの2つのサブミラーに連結することに
よって、ミラー化されたマウント済みのファイルシステムを拡張する方法を示しま
す。ミラーは d8という名前で、2つのサブミラー d9と d10を含んでいます。

UFSの場合は、ミラーボリュームに対して growfs(1M)コマンドを実行します。247
ページの「ファイルシステムを拡張する方法」を参照してください。

データベースなど、rawボリュームを使用するアプリケーションは、追加されたスト
レージを独自の方法で拡張できなければなりません。

RAID-1ボリュームのコンポーネント障害に対する処置

▼ サブミラー内のスライスを置換する方法
248ページの「RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換えと有
効化の概要」および104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでくだ
さい。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

metastatコマンドを使用して、RAID-1ボリュームとそのサブミラーのステータスを
表示します。
# metastat mirror-name

3
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次のいずれかの方法を使用して、サブミラー内のスライスを置換します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metareplaceコマンドを使用して、サブミラー内のスライスを置換し
ます。

# metareplace mirror-name component-name
■ mirror-nameは、作成するボリュームの名前です。
■ component-nameは、置換するコンポーネントの名前です。

mirror-name 作成するボリュームの名前を指定します

component-name 置換するコンポーネントの名前を指定します

詳細は、次の例と metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

ミラー内の障害が発生したスライスを置換する

次の例では、障害が発生したスライスを置換する方法を示します。ただし、システ
ムは、ホットスペアプールを使って障害が発生したディスクを自動的に置換するよ
うには構成されていないものとします。ホットスペアプールの使用に関する詳細
は、第 16章「ホットスペアプール (概要)」を参照してください。

# metastat d6

d6: Mirror

Submirror 0: d16

State: Okay

Submirror 1: d26

State: Needs maintenance

...

d26: Submirror of d6

State: Needs maintenance

Invoke: metareplace d6 c0t2d0s2 <new device>

...

# metareplace d6 c0t2d0s2 c0t2d2s2

d6: device c0t2d0s2 is replaced with c0t2d2s2

metastatコマンドを使用して、ミラー d6にサブミラー d26があり、そのスライスの
状態が「保守が必要」であることを確認します。metareplaceコマンドによ
り、metastatコマンドの出力中の「起動」行に従って、このスライスをシステム内
の別の使用可能なスライスで置き換えます。スライスが置き換えられたことを示す
メッセージが表示され、サブミラーの再同期が開始されます。

3

例11–18

RAID-1ボリュームのコンポーネント障害に対する処置

第 11章 • RAID-1 (ミラー)ボリューム (タスク) 145

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/819-1211metainit-1m


▼ サブミラーを置換する方法
248ページの「RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換えと有
効化の概要」および104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでくだ
さい。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

metastatコマンドを使用して、RAID-1ボリュームとそのサブミラーのステータスを
表示します。
# metastat mirror-name

次のいずれかの方法を使用して、サブミラーを置換します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。ミラーを選択します。次に、「アクション」、「プロパティー」の順
に選択し、「サブミラー」タブをクリックします。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metadetach、metaclear、metatinit、および metattachコマンドを使用して、サブ
ミラー全体を置換します。

a. metadetachコマンドを使用して、障害が発生したサブミラーをミラーから切り
離します。

# metadetach -f mirror-name submirror

-f 切り離しを強制的に実行します

mirror-name ミラーの名前を指定します

submirror 切り離すサブミラーを指定します

b. metaclearコマンドを使用して、サブミラーを削除します。

# metaclear -f submirror

-f サブミラーの削除を強制的に実行します

submirror 削除するサブミラーを指定します

c. metainitコマンドを使用して、新しいサブミラーを作成します。

# metainit volume-name number-of-stripes components-per-stripe component-name

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。ボリューム
の命名については、47ページの「ボリューム名」を参
照してください。

number-of-stripes 作成するストライプの数を指定します。
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components-per-stripe 各ストライプに含めるコンポーネントの数を指定しま
す。

component-names 使用されるコンポーネントの名前を指定します。この
例ではルートスライス c0t0d0s0を使用します。

d. metattachコマンドを使用して、新しいサブミラーを接続します。

# metattach mirror submirror

ミラー内のサブミラーを置換する

次の例では、アクティブなミラー内のサブミラーを置換する方法を示します。

# metastat d20

d20: Mirror

Submirror 0: d21

State: Okay

Submirror 1: d22

State: Needs maintenance

...

# metadetach -f d20 d22

d20: submirror d22 is detached

# metaclear -f d22

d22: Concat/Stripe is cleared

# metainit d22 2 1 c1t0d0s2 1 c1t0d1s2

d22: Concat/Stripe is setup

# metattach d20 d22

d20: components are attached

この例では、metastatコマンドを使って、2面ミラー d20にサブミラー d22があ
り、その状態が「保守が必要」であることを確認します。この場合、サブミラー全
体を削除し、作成し直す必要があります。metadetachコマンドに -fオプションを指
定して、障害が発生したサブミラーを強制的にミラーから切り離します。metaclear

コマンドは、サブミラーを削除します。metainitコマンドは、新しいスライスから
サブミラー d22を再作成します。最後に、metattachコマンドは、作成し直したサブ
ミラーを接続します。ミラーの再同期が自動的に開始されます。

新しいボリューム d22の構成は、置き換えるコンポーネントによって異なりま
す。この場合は連結で十分に連結を置き換えることができます。しかし、ストライ
プの場合はパフォーマンスに影響する可能性があるため、連結が最適な置換とはな
りません。

ミラーが 1面ミラーとなっている間は、データの冗長性が一時的に失われます。
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RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)

▼ ファイルシステムのミラー化を解除する方法
システムの稼働中にアンマウントできるファイルシステムのミラー化を解除するに
は、次の手順を使用します。ルート (/)、/var、/usr、swap、またはシステムの稼働
中はアンマウントできないその他のファイルシステムのミラー化を解除する場合
は、150ページの「アンマウントできないファイルシステムのミラー化を解除する方
法」を参照してください。

104ページの「RAID-1ボリュームの作成と保守」を読んでください。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

少なくとも 1つのサブミラーが「正常」状態であることを確認します。
# metastat mirror

ファイルシステムをマウント解除します。
# umount /file-system

サブミラーを切り離します (これは引き続きファイルシステム用に使用されます)。
# metadetach mirror submirror

詳細は、metadetach(1M)のマニュアルページを参照してください。

ミラーと残りのサブコンポーネントを削除します。
# metaclear -r mirror

詳細は、metaclear(1M)のマニュアルページを参照してください。

必要であれば、手順 4で切り離したコンポーネントを使用するように、/etc/vfstab

ファイルを編集します。

ファイルシステムを再マウントします。
# mount /file-system

/optファイルシステムのミラー化を解除する

# metastat d4

d4: Mirror

Submirror 0: d2

State: Okay
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Submirror 1: d3

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

d2: Submirror of d4

State: Okay

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c0t0d0s0 0 No Okay Yes

d3: Submirror of d4

State: Okay

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t0d0s0 0 No Okay Yes

...

# umount /opt

# metadetach d4 d2

d4: submirror d2 is detached

# metaclear -r d4

d4: Mirror is cleared

d3: Concat/Stripe is cleared

(Edit the /etc/vfstab file so that the entry for /opt is changed from d4 to the underlying slice or volume)
# mount /opt

この例の /optファイルシステムは、2面ミラー d4から構成されています。このミ
ラーのサブミラーは d2と d3です。サブミラーはスライス /dev/dsk/c0t0d0s0と
/dev/dsk/c1t0d0s0から構成されています。metastatコマンドで、少なくとも 1つの
サブミラーが「正常」状態であることを確認します。(「正常」状態のサブミラーが
存在しないミラーは、最初に修復する必要があります。)ファイルシステムをアンマ
ウントします。その後、サブミラー d2を切り離します。metaclear -rコマンド
で、ミラーともう 1つのサブミラー d3を削除します。

次に、/etc/vfstabファイルで、/optのエントリが基になるスライスを参照するよう
に変更します。

この例では、/etc/vfstabファイルに /optファイルシステムのエントリが次のように
指定されています。

/dev/md/dsk/d4 /dev/md/rdsk/d4 /opt ufs 2 yes -

そのエントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/d2 /dev/md/rdsk/d2 /opt ufs 2 yes -
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サブミラー名を使用することによって、ファイルシステムをボリュームにマウント
したままにできます。最後に、/optファイルシステムを再びマウントします。

/etc/vfstabファイル内で d4の代わりに d2を使用したことによって、このミラーの
ミラー化を解除しています。d2は 1つのスライスから構成されているため、このデ
バイスでボリュームをサポートしたくなければ、ファイルシステムをスライス名
(/dev/dsk/c0t0d0s0)にマウントできます。

▼ アンマウントできないファイルシステムのミ
ラー化を解除する方法
ルート (/)、/usr、/opt、swapなど、通常のシステム稼働中にはアンマウントできな
いファイルシステムのミラー化を解除するには、次のタスクを使用します。

root権限を持っていること、およびすべてのデータの最新のバックアップを取って
いることを確認します。

少なくとも 1つのサブミラーが「正常」状態であることを確認します。
# metastat mirror

サブミラーを切り離します (これは引き続きファイルシステム用に使用されます)。
# metadetach mirror submirror

詳細は、metadetach(1M)のマニュアルページを参照してください。

ミラー化を解除するファイルシステムに応じて、次のいずれかのコマンドを使用し
ます。

■ /usr、/opt、または swapファイルシステムの場合は、/etc/vfstabファイル内の
ファイルシステムエントリを変更して、Solaris Volume Manager以外のデバイス
(スライス)が使用されるようにします。

■ ルート (/)ファイルシステムの場合のみ: metarootコマンドを実行します。

# metaroot rootslice

詳細は、metaroot(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

残りのミラーとサブミラーを削除します。
# metaclear -r mirror

詳細は、metaclear(1M)のマニュアルページを参照してください。
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ルート (/)ファイルシステムのミラー化を解除する

# metastat d0

d0: Mirror

Submirror 0: d10

State: Okay

Submirror 1: d20

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

d10: Submirror of d0

State: Okay

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c0t3d0s0 0 No Okay Yes

d20: Submirror of d0

State: Okay

Size: 2100735 blocks (1.0 GB)

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s0 0 No Okay Yes

# metadetach d0 d20

d0: submirror d20 is detached

# metaroot /dev/dsk/c0t3d0s0

# reboot

...

# metaclear -r d0

d0: Mirror is cleared

d10: Concat/Stripe is cleared

# metaclear d20

d20: Concat/Stripe is cleared

この例のルート (/)ファイルシステムは、2面ミラー d0です。このミラーのサブミ
ラーは d10と d20です。サブミラーはスライス /dev/dsk/c0t3d0s0と
/dev/dsk/c1t3d0s0から構成されています。metastatコマンドで、少なくとも 1つの
サブミラーが「正常」状態であることを確認します。(「正常」状態のサブミラーが
存在しないミラーは、最初に修復する必要があります。)サブミラー d20を切り離し
て、d0を 1面ミラーにします。

「ルートスライス」は、ルート (/)ファイルシステムが含まれているスライスで
す。システムのブートに使用する rootsliceを指定して metarootコマンドを実行しま
す。このコマンドによって /etc/systemファイルと /etc/vfstabファイルが編集され
ます。このコマンドは、ルート (/)ファイルシステムのミラー化を指定する情報を削
除します。

例11–21
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システムのリブート後、metaclear -rコマンドで、ミラーともう 1つのサブミラー
d10を削除します。最後の metaclearコマンドは、サブミラー d20を削除します。

swapファイルシステムのミラー化を解除する

# metastat d1

d1: Mirror

Submirror 0: d11

State: Okay

Submirror 1: d21

State: Okay

...

# metadetach d1 d21

d1: submirror d21 is detached

(Edit the /etc/vfstab file to change the entry for swap from metadevice to slice name)
# reboot

...

# metaclear -r d1

d1: Mirror is cleared

d11: Concat/Stripe is cleared

# metaclear d21

d21: Concat/stripe is cleared

この例の swapファイルシステムは、2面ミラー d1から構成されています。このミ
ラーのサブミラーは d11と d21です。サブミラーはスライス /dev/dsk/c0t3d0s1と
/dev/dsk/c1t3d0s1から構成されています。metastatコマンドで、少なくとも 1つの
サブミラーが「正常」状態であることを確認します。(「正常」状態のサブミラーが
存在しないミラーは、最初に修復する必要があります。)サブミラー d21を切り離し
て、d1を 1面ミラーにします。次に、/etc/vfstabファイルを編集して、swapのエン
トリがサブミラー d21のスライスを参照するように変更します。

この例では、/etc/vfstabファイルに swapファイルシステムのエントリが次のように
指定されています。

/dev/md/dsk/d4 /dev/md/rdsk/d4 /opt ufs 2 yes -

/dev/md/dsk/d1 - - swap - no -

そのエントリを次のように変更します。

/dev/dsk/c0t3d0s1 - - swap - no -

システムのリブート後、metaclear -rコマンドで、ミラーともう 1つのサブミラー
d11を削除します。最後の metaclearコマンドは、サブミラー d21を削除します。

例11–22
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RAID-1ボリューム上でのデータのバックアップ
Solaris Volume Managerは「バックアップ製品」を意図しているわけではありませ
ん。しかし、Solaris Volume Managerは次のいずれも引き起こすことなく、ミラー化
されたデータをバックアップする手段を提供します。

■ ミラーのアンマウント
■ ミラー全体のオフライン化
■ システムの停止
■ ユーザーに対するデータアクセス拒否

Solaris Volume Managerは、最初にサブミラーの 1つをオフラインにすることに
よって、ミラー化されたデータをバックアップします。バックアップの間、ミ
ラー化は一時的に使用できなくなります。バックアップの完了と同時に、サブミ
ラーがオンラインに戻り、再同期が実行されます。

注 – UFSのスナップショット機能で、ファイルシステムをオフラインにすることな
く、システムをバックアップすることもできます。サブミラーの切り離しや、あと
でミラーを再同期させることによるパフォーマンス低下を伴わずに、バックアップ
を実行できます。UFSのスナップショット機能によるバックアップを実行する前
に、UFSファイルシステム上の使用可能領域が十分かどうかを確認してくださ
い。詳細は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 20章「UFS
スナップショットの使用 (手順)」を参照してください。

▼ RAID-1ボリュームのオンラインバックアップを実
行する方法
この手順は、ルート (/)ファイルシステム以外のすべてのファイルシステムに使用で
きます。このタイプのバックアップは、アクティブなファイルシステムの「ス
ナップショット」を作成することに注意してください。ファイルシステムへの書き
込みをロックしたときのファイルシステムの使用状況によっては、バックアップし
たファイルがディスク上の実際のファイルに対応しないことがあります。

この手順には、次の制限があります。

■ この手順を 2面ミラーに対して使用すると、1つのサブミラーをバックアップの
ためにオフラインにしたときに、データの冗長性が失われます。多面ミラーには
この問題はありません。

■ バックアップの完了後に、再接続されたサブミラーを再同期するときに、システ
ムにある程度のオーバーヘッドが生じます。

この手順の概要は次のとおりです。
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■ ファイルシステムへの書き込みをロックします (UFSのみ)。ルート (/)はロックし
ないでください。

■ キャッシュからすべてのデータをディスクにフラッシュします。
■ metadetachコマンドを使用して、このミラーの 1つのサブミラーを切り離します
■ ファイルシステムのロックを解除します
■ fsckコマンドを使用して、切り離したサブミラー上のファイルシステムを
チェックします

■ 切り離したサブミラー上のデータをバックアップします
■ metattachコマンドを使用して、切り離したサブミラーをミラーに再び接続しま
す

注 –このような手順を定常的に使用する場合は、これをスクリプトにしておくと実行
が容易になります。

ヒント –より安全な方法としては、ミラーに 3番目または 4番目のサブミラーを接続
し、これを再同期し、バックアップに使用します。この手法では、データの冗長性
が常に保たれます。

ミラーが「正常」状態であることを確認します。

ミラーが「保守」状態の場合は、まずそれを修復する必要があります。
# metastat mirror

キャッシュからデータとUFSロギングデータをディスクにフラッシュし、この
ファイルシステムの書き込みをロックします。
# /usr/sbin/lockfs -w mount-point

書き込みをロックする必要があるのはUFSボリュームだけです。このボリュームが
データベース管理ソフトウェアなどのアプリケーション用に rawデバイスとして設
定されている場合は、lockfsコマンドを実行する必要はありません。ただし、ベン
ダー提供の適切なユーティリティーを実行してバッファーをフラッシュしたり、ア
クセスをロックする必要がある場合もあります。

注意 –ルート (/)ファイルシステムの書き込みはロックしないでください。ルート (/)
ファイルシステムの書き込みをロックすると、システムがハングします。ルート (/)
ファイルシステムをバックアップしている場合は、この手順をスキップします。

ミラーから 1つのサブミラーを切り離します。
# metadetach mirror submirror

1

2

3
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mirror ミラーのボリューム名です。

submirror 切り離すサブミラー (ボリューム)のボリューム名です。

読み取りは、もう一方のサブミラーから引き続き行われます。最初の書き込みが行
われた時点でミラーは同期していない状態になります。この不整合の状態は、切り
離されたサブミラーが手順 7で再び接続された時点で修復されます。

ファイルシステムのロックを解除し、書き込みを再開します。
# /usr/sbin/lockfs -u mount-point

手順 2で使用したベンダー提供のユーティリティーを使用して、必要なロック解除
手順を実行しなければならない場合があります。

fsckコマンドを使用して、切り離したサブミラー上のファイルシステムをチェック
します。この手順により、クリーンなバックアップが保証されます。
# fsck /dev/md/rdsk/name

オフラインにしたサブミラーのバックアップを実行します。

ufsdumpコマンド、または通常使用しているバックアップユーティリティーを使用し
ます。ufsdumpコマンドを使ってバックアップを実行する方法については、320
ページの「ufsdumpコマンドによるマウント済みファイルシステムのバックアップの
実行」を参照してください。

注 –適切なバックアップを確実に行うには、rawボリューム名 (/dev/md/rdsk/d4など)
を使用します。rawボリューム名を使用すると、2Gバイトを超えるストレージにア
クセスできます。

サブミラーを接続します。
# metattach mirror submirror

Solaris Volume Managerによってサブミラーとミラーの再同期が自動的に開始されま
す。

RAID-1ボリュームのオンラインバックアップを実行する

この例では、ミラー d1を使用します。このミラーはサブミラー d2、d3、および d4か
らなります。サブミラー d3を切り離して、そのバックアップを取ります。この
間、サブミラー d2と d4はオンラインのままです。このミラーにあるファイルシステ
ムは /home1です。

# metastat d1

d1: Mirror

Submirror 0: d2

State: Okay

Submirror 1: d3

4

5

6
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State: Okay

Submirror 1: d4

State: Okay

...

# /usr/sbin/lockfs -w /home1

# metadetach d1 d3

# /usr/sbin/lockfs -u /home1

# /usr/sbin/fsck /dev/md/rdsk/d3

(Perform backup using /dev/md/rdsk/d3)
# metattach d1 d3
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ソフトパーティション (概要)

この章では、Solaris Volume Managerのソフトパーティションについて説明しま
す。関連タスクについては、第 13章「ソフトパーティション (タスク)」を参照して
ください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 157ページの「ソフトパーティションの概要」
■ 158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」

ソフトパーティションの概要
ディスクのストレージ容量が大きくなると、ディスクアレイによって Solarisシステ
ムに提供される論理デバイスが大きくなります。管理しやすいファイルシステムや
パーティションのサイズを作成するため、ユーザーはディスクや論理ボリュームを 8
つ以上のパーティションに分割する必要がある場合があります。Solaris Volume
Managerのソフトパーティション機能はこのニーズに対処します。

Solaris Volume Managerはディスクセットあたり最大 8192の論理ボリュームをサ
ポートできます。この数値には、ローカルまたは無指定のディスクセットも含まれ
ます。Solaris Volume Managerは必要に応じて、動的にボリュームを構成します。

ソフトパーティションを使用して、ディスクスライスや論理ボリュームを必要な数
だけのパーティションに分割できます。各区画または「ソフトパーティション」に
は、ストライプやミラーなど、他のストレージボリュームと同様に、名前を付ける
必要があります。名前を付けたソフトパーティションには、これが別のボリューム
に含まれていない限り、ファイルシステムなどのアプリケーションからアクセスで
きます。ボリュームに含まれたソフトパーティションには、直接アクセスできなく
なります。

ソフトパーティションは、ディスクスライス上に直接配置することも、ミラー、ス
トライプ、RAID-5ボリューム上に配置することもできます。ソフトパーティション
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は他のボリュームの上と下の両方に配置することはできません。たとえば、ソフト
パーティション上にミラーのあるストライプを構築し、その上にソフト
パーティションを構築することはできません。

ソフトパーティションはファイルシステムなどのアプリケーションからは 1つの連
続した論理ボリュームに見えます。ただし、実際には、ソフトパーティション
は、基盤のメディアの任意の場所にある一連の「エクステント」から構成されてい
ます。ソフトパーティションに加えて、システムに重大な障害が発生した場合に復
元を促進するために、ディスク上のエクステントヘッダー (「システム復元データ領
域」ともいう)に、ソフトパーティションに関する情報が記録されます。

ソフトパーティションの構成のガイドライン
■ ソフトパーティションとして使用されているスライスを他の目的で使用すること
はできません。

■ ディスクをパーティション分割し、その結果のスライスにファイルシステムを構
築する場合、後で、ディスクフォーマットを変更するか破棄しないと、スライス
を拡張することはできません。ソフトパーティションの動作は異なります。ソフ
トパーティションでは、他のソフトパーティション上のデータを移動したり、破
棄したりすることなく、基となるデバイスの容量までソフトパーティションを拡
張できます。

■ 技術的にソフトパーティションのエクステントをディスク上の任意の場所に手動
で配置できますが、システムに自動的にそれらを配置させるようにしてくださ
い。手動で配置されたエクステントの例については、236ページの「Solaris
Volume Manager構成の表示」の metastatコマンドの出力を参照してください。

■ ソフトパーティションは、任意のスライスに構築できます。ただし、ディスクレ
ベルでソフトパーティションを使用するには、ディスク全体を占有する単一のス
ライスを作成し、そのスライスにソフトパーティションを作成するのが、もっと
も効率的な方法です。

■ ソフトパーティションの最大サイズはスライスのサイズや、それが構築されてい
る論理ボリュームのサイズに制限されます。この制限のため、ディスクスライス
上にボリュームを構築してから、そのボリューム上にソフトパーティションを構
築してください。この方法により、ボリュームにコンポーネントを追加してか
ら、必要に応じてソフトパーティションを拡張することができます。

■ 最大の柔軟性と高可用性のため、ディスクスライスにRAID-1 (ミラー)または
RAID-5ボリュームを作成してから、そのミラーまたはRAID 5ボリューム上にソ
フトパーティションを作成します。

ソフトパーティションの構成のガイドライン

Solaris Volume Manager管理ガイド • 2013年 9月158



シナリオ -ソフトパーティション
ソフトパーティションは、大きなストレージ領域を管理しやすい領域に分割するた
めのツールを備えています。たとえば、他のシナリオ (110ページの「シナリオ -
RAID-1ボリューム (ミラー)」または175ページの「シナリオ - RAID -5ボリューム」)
では、大容量ストレージアグリゲーションによって、数Gバイトの冗長ストレージ
を実現しました。しかし、可能性のあるシナリオの多くは、最初からそれほど大量
の領域が必要になることはないと考えられます。ソフトパーティションにより、そ
のストレージ領域を管理しやすいパーティションに分割できます。それらの
パーティションには、それぞれ完全なファイルシステムを格納できます。たとえ
ば、RAID-1またはRAID-5ボリューム上に 1000のソフトパーティションを作成し
て、各ユーザーが個別のファイルシステムにホームディレクトリを持てるようにす
ることができます。ユーザーがより多くの領域を必要とする場合は、そのソフト
パーティションを拡張するだけです。

シナリオ -ソフトパーティション
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ソフトパーティション (タスク)

この章では、Solaris Volume Managerのソフトパーティションに関連するタスクの実
行について説明します。ソフトパーティションに関連する概念について
は、第 12章「ソフトパーティション (概要)」を参照してください。

ソフトパーティション (タスクマップ)
次のタスクマップは、Solaris Volume Managerのソフトパーティションを管理するた
めに必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

ソフトパーティションを
作成する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metainitコマンドを使用して、ソフト
パーティションを作成します。

162ページの「ソフト
パーティションを作成する
方法」

ソフトパーティションの
ステータスをチェックす
る

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metastatコマンドを使用して、ソフト
パーティションのステータスを
チェックします。

163ページの「ソフト
パーティションのステータ
スをチェックする方法」

ソフトパーティションを
拡張する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metattachコマンドを使用して、ソフト
パーティションを拡張します。

164ページの「ソフト
パーティションを拡張する
方法」

ソフトパーティションを
削除する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metaclearコマンドを使用して、ソフト
パーティションを削除します。

165ページの「ソフト
パーティションを削除する
方法」
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ソフトパーティションの作成

▼ ソフトパーティションを作成する方法
158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」を確認してください。

次のいずれかの方法を使用して、ソフトパーティションを作成します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。次
に、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用して、ソフトパーティションを作成します。

# metainit [-s diskset] soft-partition -p [-e] component size

-sdiskset 使用するディスクセットを指定します。-sを指定しない場合
は、ローカル (デフォルト)のディスクセットが使用されます。

-p ソフトパーティションを構成することを指定します。

-e ディスク全体を再フォーマットすることを指定します。ディスク
をフォーマットすることによって、ディスクの大部分を占めるス
ライス 0が得られます。ディスクをフォーマットすることに
よって、4Mバイト以上のサイズのスライス 7も得られます。ス
ライス 7には、状態データベースの複製が格納されます。

soft-partition ソフトパーティションの名前を指定します。名前の形式は dnnn
で、nnnは 0から 8192の範囲内の数です。

component ソフトパーティションの作成に使用するディスク、スライス、ま
たは論理ボリュームを指定します。ソフトパーティションの
ヘッダーがコンポーネントの先頭部分に書き込まれるため、コン
ポーネントにあるデータはすべて破壊されます。

size ソフトパーティションのサイズを指定します。数値のあとに次の
いずれかを付加してサイズを指定します。
■ Mまたは m (メガバイト)
■ Gまたは g (ギガバイト)
■ Tまたは t (テラバイト)
■ Bまたは b (ブロック数 (セクター数))

詳細は、次の例と metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

始める前に
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ソフトパーティションを作成する

次の例では、d20という名前の 4Gバイトのソフトパーティションを c1t3d0s2に作成
します。

# metainit d20 -p c1t3d0s2 4g

ディスク全体をソフトパーティションに使用する

次の例では、ソフトパーティションを作成し、ディスク c1t2d0をフォーマットしま
す。この処理によって、そのディスク上のあらゆるデータが破壊され、スライス 0
に新しいソフトパーティションが作成されます。

# metainit d7 -p -e c1t2d0 1G

ソフトパーティションの保守
ソフトパーティションの保守は、他の論理ボリュームの保守と同じです。

▼ ソフトパーティションのステータスをチェックす
る方法
158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」を読んでください。

次のいずれかの方法を使用して、ソフトパーティションのステータスをチェックし
ます。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。モニターするソフトパーティションを選択します。次に、「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metastatコマンドを使用して、既存の構成を表示します。

# metastat soft-partition

soft-partition チェックするパーティションの名前を指定します。

ソフトパーティションのステータスをチェックする

次の例では、ソフトパーティション d1のステータスをチェックします。このソフト
パーティションはエクステントが 2つあり、RAID-1ボリューム d100上に作成されて
います。

例13–1

例13–2

始める前に
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# metastat d1

d1: soft partition

component: d100

state: OKAY

size: 42674285 blocks

Extent Start Block Block Count

0 10234 40674285

1 89377263 2000000

d100: Mirror

Submirror 0: d10

State: OKAY

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 426742857 blocks

d10: Submirror of d100

State: OKAY

Hot spare pool: hsp002

Size: 426742857 blocks

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase State Hot Spare

c3t3d0s0 0 No Okay

▼ ソフトパーティションを拡張する方法
ソフトパーティション上にほかの論理ボリュームが構築されていない場合は、その
ソフトパーティションに領域を追加できます。空き領域を見つけ、パーティション
の拡張に使用します。既存のデータは移動されません。

注 –ソフトパーティションを使用して別のボリュームを作成している場合 (RAID-0ボ
リュームのコンポーネントの場合など)、そのソフトパーティションは拡張できませ
ん。ソフトパーティションを収容するデバイスの領域を増やすことが目的であれ
ば、通常、収容デバイスに他のボリュームを連結することによって目的を達成でき
ます。詳細は、93ページの「ストレージ容量の拡張」を参照してください。

158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」を読んでください。

次のいずれかの方法を使用して、ソフトパーティションを拡張します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。拡張するソフトパーティションを選択し、「アクション」、「プロパ
ティー」の順に選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプ
を参照してください。

■ 次の形式の metattachコマンドを使用して、ソフトパーティションに領域を追加
します。

# metattach [-s diskset] soft-partition size

始める前に
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diskset ソフトパーティションが含まれているディスクセットの名前を指
定します。

soft-partition 既存のソフトパーティションの名前を指定します。

size 追加するストレージ領域の量を指定します。

ソフトパーティションを拡張する

次の例では、ソフトパーティションに領域を追加する方法を示します。さらに、ソ
フトパーティションがオンライン状態であり、マウントされているときに、growfs

コマンドを使ってファイルシステムを拡張します。

# mount /dev/md/dsk/d20 /home2

# metattach d20 10g

# growfs -M /home2 /dev/md/rdsk/d20

growfsコマンドの詳細については、246ページの「growfsコマンドを使用したファイ
ルシステムの拡張」を参照してください。

▼ ソフトパーティションを削除する方法
158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」を読んでください。

次のいずれかの方法を使用して、ソフトパーティションを削除します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。削除するソフトパーティションを選択します。次に、「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。画面の指示に従います。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次のいずれかの形式の metaclearコマンドを使用して、ソフトパーティションを
削除します。

# metaclear [-s diskset] component
# metaclear [-s diskset] -r soft-partition
# metaclear [-s diskset] -p component

diskset ソフトパーティションが含まれているディスクセットを指定しま
す。

soft-partition 削除するソフトパーティションを指定します。

-r 論理ボリュームを再帰的に削除することを指定します (ただ
し、他のボリュームに使用されているボリュームは除きます)。

-p 指定したコンポーネント上のすべてのソフトパーティションを削
除することを指定します (ただし、開かれているソフト
パーティションは除きます)。

例13–4

始める前に
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component すべてのソフトパーティションを削除するコンポーネントを指定
します。

ソフトパーティションを削除する

この例では、c1t4d2s0上のすべてのソフトパーティションを削除する方法を示しま
す。

# metaclear -p c1t4d2s0

例13–5

ソフトパーティションの保守
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RAID-5ボリューム (概要)

この章では、Solaris Volume ManagerのRAID-5ボリュームに関する概念について説明
します。関連タスクの実行の詳細については、第 15章「RAID-5ボリューム (タス
ク)」を参照してください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 167ページの「RAID-5ボリュームの概要」
■ 171ページの「RAID-5ボリュームを作成するための背景情報」
■ 172ページの「RAID-5ボリュームのステータスのチェックの概要」
■ 174ページの「RAID-5ボリューム内のスライスの交換と有効化の概要」
■ 175ページの「シナリオ - RAID -5ボリューム」

RAID-5ボリュームの概要
RAIDレベル 5はストライプ化と似ていますが、パリティデータがすべてのコン
ポーネント (ディスクまたは論理ボリューム)に分散されます。コンポーネントで障
害が発生した場合、障害の発生したコンポーネントのデータは、他のコンポーネン
トに分散されたデータおよびパリティ情報から再構築できます。Solaris Volume
Managerで、RAID-5ボリュームはRAIDレベル 5をサポートするボリュームです。

RAID-5ボリュームでは、冗長情報 (パリティ)を格納するために、ボリューム内の 1
つのコンポーネントに相当するストレージ容量を使用します。このパリティ情報に
は、残りのRAID-5ボリュームのコンポーネントに格納されているユーザーデータに
関する情報が含まれます。つまり、3つのコンポーネントがある場合、1つのコン
ポーネント相当がパリティ情報に使われます。5つのコンポーネントがある場合、1
つのコンポーネント相当がパリティ情報に使われます。パリティ情報は、ボ
リューム内のすべてのコンポーネントに分散されます。ミラーと同様に、RAID-5ボ
リュームでは、データの可用性が向上しますが、ハードウェアの点でコストは最小
で、書き込み操作に与える影響もわずかです。ただし、RAID-5ボリュームはルート
(/)、/usr、および swapファイルシステム、または他の既存のファイルシステムに使
用できません。
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既存のコンポーネントを置換すると、Solaris Volume Managerによって自動的に
RAID-5ボリュームが置換されます。さらに、システムの障害やパニックが発生した
場合のリブート時にも Solaris Volume ManagerによってRAID-5ボリュームが再同期さ
れます。

例— RAID-5ボリューム
図 14–1に、4つのディスク (コンポーネント)から構成されるRAID-5ボリュームを示
します。

最初の 3つのデータセグメントは、コンポーネントA (インタレース 1)、コンポーネ
ント B (インタレース 2)、コンポーネントC (インタレース 3)に書き込まれます。次
に書き込まれるデータセグメントはパリティセグメントです。このパリティセグメ
ントはコンポーネントD (P 1–3)に書き込まれます。このセグメントは、最初の 3つ
のデータのセグメントの排他的ORで構成されます。次の 3つのデータセグメント
は、コンポーネントA (インタレース 4)、コンポーネント B (インタレース 5)、コン
ポーネントD (インタレース 6)に書き込まれます。さらに、別のパリティセグメント
がコンポーネントC (P 4–6)に書き込まれます。

このデータの書き込みとパリティセグメントのパターンにより、データとパリ
ティの両方が、RAID-5ボリュームのすべてのディスクに分散されます。各ドライブ
は個別に読み取ることができます。パリティは、単一のディスクの障害に対して保
護します。この例の各ディスクが 2Gバイトである場合、RAID-5ボリュームの総容
量は 6Gバイトになります。1ドライブ相当の領域がパリティに割り当てられます。

RAID-5ボリュームの概要
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例—連結 (拡張) RAID-5ボリューム
次の図に、最初に 4つのディスク (コンポーネント)から構成されたRAID-5ボ
リュームの例を示します。5番目のディスクがボリュームに動的に連結さ
れ、RAID-5ボリュームが拡張されています。

図 14–1 RAID-5ボリュームの例

RAID-5ボリュームの概要
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最初のRAID-5ボリュームが作成されるときにパリティ領域が割り当てられます。実
際のパリティブロックは、I/Oを分散するために、元のすべてのコンポーネントに分
散されますが、1つのコンポーネント相当の領域がパリティに割り当てられます。追
加のコンポーネントがRAID-5ボリュームに連結されると、追加の領域はすべて
データに割り当てられます。新しいパリティブロックは割り当てられません。ただ
し、連結されたコンポーネント上のデータは、パリティ計算に含まれるた
め、データは単一デバイスの障害に対して保護されます。

図 14–2 拡張されたRAID-5ボリュームの例

RAID-5ボリュームの概要
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連結したRAID-5ボリュームは長期間の使用には適しません。連結したRAID-5ボ
リュームを使用するのは、これよりも大きなRAID-5ボリュームを再構成できるよう
になるまでです。次に、大容量ボリュームにデータをコピーします。

注 – RAID-5ボリュームに新しいコンポーネントを追加すると、Solaris Volume
Managerは、そのコンポーネントのすべてのブロックを「ゼロ」にします。このプロ
セスにより、パリティが新しいデータを保護します。データが追加の領域に書き込
まれると、Solaris Volume Managerはそのデータをパリティ計算に含めます。

RAID-5ボリュームを作成するための背景情報
RAID-5ボリュームを操作するときは、171ページの「RAID-5ボリュームの要件」と172
ページの「RAID-5ボリュームのガイドライン」を考慮してください。RAID-5ボ

リュームの構成には、多くのストライプ化のガイドラインも適用されます。
87ページの「RAID-0ボリュームの要件」を参照してください。

RAID-5ボリュームの要件
■ RAID-5ボリュームは、少なくとも 3つのコンポーネントから構成されている必要
があります。ただし、RAID-5ボリュームに含まれるコンポーネントの数が多く
なるほど、コンポーネントに障害が発生したときに、読み取りと書き込みの操作
に長くかかります。

■ RAID-5ボリュームをストライプ化、連結、ミラー化することはできません。
■ 既存のファイルシステムが格納されているコンポーネントからRAID 5ボ
リュームを作成しないでください。そうすると、RAID-5の初期化プロセス時に
データが消去されます。

■ RAID-5ボリュームを作成する際に、インタレース値を定義できます。指定しな
い場合、インタレース値のデフォルトは 16Kバイトに設定されます。この値はほ
とんどのアプリケーションに適切です。

■ RAID-5ボリューム (ホットスペアなし)は、1つのコンポーネントの障害しか処理
できません。

■ RAID-5ボリュームを作成するときは、別個のコントローラにあるコンポーネン
トを使用します。コントローラと、関連付けられているケーブルの方がディスク
よりも頻繁に故障する傾向があります。

■ 同じサイズのコンポーネントを使用します。サイズが異なるコンポーネントで
RAID-5ボリュームを作成すると、使われないディスク領域が発生します。

RAID-5ボリュームを作成するための背景情報
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RAID-5ボリュームのガイドライン
■ パリティ計算の複雑さのため、書き込みが約 20パーセントを超えるボリューム
は、RAID-5ボリュームにすべきではないと考えられます。書き込みが頻繁なボ
リュームでデータの冗長性が必要な場合は、ミラー化を検討してください。

■ RAID-5ボリューム内のさまざまなコンポーネントがさまざまなコントローラ上
にあり、ボリュームへのアクセスが主に大容量の順次アクセスである場合は、イ
ンタレース値を 32 Kバイトに設定すると、パフォーマンスが向上することがあり
ます。

■ RAID-5ボリュームに追加のコンポーネントを連結することによってボリューム
を拡張できます。既存のRAID-5ボリュームに新しいコンポーネントを連結する
と、連結上のデータが順次処理されるため、ボリュームの全体的なパフォーマン
スが低下します。データは、すべてのコンポーネントにストライプ化されるわけ
ではありません。ボリュームの元のコンポーネントでは、すべてのコンポーネン
トにデータとパリティがストライプ化されます。このストライプ化は連結された
コンポーネントには行なわれません。ただし、コンポーネント I/O時はパリ
ティが使用されるため、エラーが発生してもデータは復元されます。結果の
RAID-5ボリュームは引き続き 1つのコンポーネントの障害を処理します。
連結されたコンポーネントは、どの領域にもパリティがストライプ化されないと
いう点でも異なります。そのため、コンポーネントの全内容をデータに使用でき
ます。

コンポーネントを連結すると、大容量の書き込みや順次書き込みのパフォーマン
スの向上は失われます。

■ データブロックをゼロで初期化しなくても、RAID-5ボリュームを作成すること
ができます。そのためには、次のいずれかの操作を行ないます。
■ metainitコマンドと -kオプションを使います。-kオプションを指定する
と、RAID 5ボリュームが初期化なしで再作成され、ディスクブロックが「正
常」状態に設定されます。このオプションは、危険な可能性があり、ボ
リューム内のディスクブロックにエラーがあると、データの改ざんの可能性な
ど、Solaris Volume Managerが予期せぬ動作を起こします。

■ デバイスを初期化し、テープからデータを復元します。詳細について
は、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

RAID-5ボリュームのステータスのチェックの概要
RAID-5ボリュームのステータスをチェックするには、ボリュームの状態とボ
リュームのスライスの状態を調べます。スライスの状態は、RAID-5ボリュームのエ
ラーのトラブルシューティングを行なう場合に、もっとも具体的な情報を提供しま
す。RAID-5ボリュームの状態は、「正常」や「保守」などの一般的なステータス情
報しか提供しません。

RAID-5ボリュームのステータスのチェックの概要
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RAID-5ボリュームの状態で、「保守」状態が報告された場合は、スライスの状態を
参照してください。スライスの状態は、スライスが「保守」状態か「最後にエ
ラー」状態かを具体的に報告します。スライスが「保守」状態にあるか、「最後に
エラー」状態にあるかによって、異なる復元作業を実行します。「保守」状態のス
ライスしかない場合は、データの損失なく修復できます。「保守」状態のスライス
と「最後にエラー」状態のスライスがある場合は、データが破損している可能性が
あります。まず「保守」状態のスライスを修正してから、「最後にエラー」状態の
スライスを修正する必要があります。

次の表に、RAID-5ボリュームの状態を説明します。

表 14–1 RAID-5ボリュームの状態

状態 意味

初期化中 スライスはすべてのディスクブロックをゼロにしています。このプロセス
は、RAID 5ボリュームの性質上、データとパリティのインタレースストラ
イプ化に関して必要です。

状態が「正常」に変わったら、初期化プロセスが完了しており、デバイス
を開くことができます。それまで、アプリケーションはエラーメッセージ
を受け取ります。

正常 デバイスは使用する準備が整っており、現在エラーはありません。

保守 I/Oエラーかオープンエラーのため、スライスが障害としてマークされて
います。これらのエラーは、読み取り/書き込み処理中に発生しました。

次の表に、RAID-5ボリュームのスライスの状態と、可能な対策を説明します。

表 14–2 RAID-5スライスの状態

状態 意味 アクション

初期化中 スライスはすべてのディスク
ブロックをゼロにしていま
す。このプロセスは、RAID 5
ボリュームの性質上、データ
とパリティのインタレースス
トライプ化に関して必要で
す。

通常、ありません。このプロセス中に I/O
エラーが発生すると、デバイスは「保
守」状態になります。初期化に失敗する
と、このボリュームは「初期化失敗」状態
になり、スライスは「保守」状態になりま
す。この場合は、ボリュームをクリアして
から再作成してください。

正常 デバイスは使用する準備が
整っており、現在エラーはあ
りません。

なし。必要に応じて、スライスを追加また
は交換できます。

RAID-5ボリュームのステータスのチェックの概要
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表 14–2 RAID-5スライスの状態 (続き)
状態 意味 アクション

再同期中 スライスは再同期中です。エ
ラーが発生しましたが、修正
されており、スライスが有効
になっているか、スライスが
追加されています。

必要であれば、再同期が終了するまでRAID
5ボリュームのステータスをモニターしま
す。

保守 I/Oエラーかオープンエ
ラーのため、1つのスライス
が障害としてマークされてい
ます。これらのエラーは、読
み取り/書き込み処理中に発
生しました。

障害の発生したスライスを有効にする
か、交換します。182ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを有効にする
方法」または183ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを置き換える
方法」を参照してください。metastatコマ
ンドは、invoke復元メッセージと
metareplaceコマンドによって実行する適切
な対策を表示します。

保守/最後にエラー 複数のスライスでエラーが発
生しました。障害が発生した
スライスの状態は「保
守」か「最後にエラー」で
す。この状態では、「保
守」状態のスライスには I/O
が試みられません。ただ
し、「最後にエラー」と
マークされているスライスに
は I/Oが試みられ、その結果
が I/Oリクエストの全体的な
ステータスになります。

障害の発生したスライスを有効にする
か、交換します。182ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを有効にする
方法」または183ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを置き換える
方法」を参照してください。metastatコマ
ンドは、invoke復元メッセージと
metareplaceコマンドによって実行する適切
な対策を表示します。このコマンドは -fフ
ラグを付けて実行する必要があります。こ
の状態は、複数のスライスの障害のた
め、データが改ざんされた可能性があるこ
とを示しています。

RAID-5ボリューム内のスライスの交換と有効化の概要
Solaris Volume Managerには、ミラーとRAID-5ボリューム内のコンポーネントを交換
し、有効化する機能があります。それを行なう場合の問題と要件は、ミラーと
RAID-5ボリュームで同じです。詳細については、248ページの「RAID-1および
RAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換えと有効化の概要」を参照してくだ
さい。

RAID-5ボリューム内のスライスの交換と有効化の概要
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シナリオ - RAID -5ボリューム
RAID 5ボリュームでは、データの冗長性を得るために、2倍のストレージ合計容量
を必要とするRAID 1ボリュームのオーバーヘッドなく、冗長ストレージを使用でき
ます。RAID 5ボリュームを設定することで、同じ一連のディスクコンポーネント
で、RAID-1ボリュームによって実現可能な容量より大きな冗長ストレージを提供で
きます。さらに、ホットスペアを使用する (第 16章「ホットスペアプール (概要)」お
よび特に189ページの「ホットスペアのしくみ」を参照)と、ほぼ同じレベルの安全
性が得られます。短所は、書き込み時間の増加とコンポーネント障害時の大幅なパ
フォーマンス低下です。多くの状況で、それらのトレードオフは重大ではありませ
ん。次の例では、第 5章「Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナリオ)」で説明し
ているサンプルシナリオを利用して、RAID-5ボリュームによって追加のストレージ
容量を提供する方法を示します。

RAID-0とRAID-1ボリュームのその他シナリオでは、2つのコントローラに分散した
6つのディスク上の 6つのスライス (c1t1d0、c1t2d0、c1t3d0、
c2t1d0、c2t2d0、c2t3d0)を使用して、27Gバイトの冗長ストレージが得られまし
た。RAID-5構成では、同じスライスを使用することによって 45Gバイトのスト
レージが得られます。さらに、この構成では、1つのコンポーネントに障害が発生し
ても、データが失われたり、アクセスが中断されることはありません。この構成に
ホットスペアを追加することによって、RAID-5ボリュームは追加のコンポーネント
の障害に耐えることができます。このアプローチのもっとも重大な短所は、コント
ローラの障害によって、このRAID-5ボリュームのデータが失われることです。
110ページの「シナリオ - RAID-1ボリューム (ミラー)」で説明するRAID-1ボ
リュームでは、この問題は起こりません。

シナリオ - RAID -5ボリューム
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RAID-5ボリューム (タスク)

この章では、RAID-5ボリュームに関連する Solaris Volume Managerのタスクの実行に
ついて説明します。これらのタスクに関連する概念については、第 14章「RAID-5ボ
リューム (概要)」を参照してください。

RAID-5ボリューム (タスクマップ)
次のタスクマップは、Solaris Volume ManagerのRAID-5ボリュームを管理するために
必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

RAID-5ボリュームを作成
する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metainitコマンドを使用して、RAID-5
ボリュームを作成します。

178ページの「RAID-5ボ
リュームを作成する方法」

RAID-5ボリュームのス
テータスをチェックする

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metastatコマンドを使用して、RAID-5
ボリュームのステータスをチェックし
ます。

179ページの「RAID-5ボ
リュームのステータスを
チェックする方法」

RAID-5ボリュームを拡張
する

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metattachコマンドを使用して、RAID-5
ボリュームを拡張します。

180ページの「RAID-5ボ
リュームを拡張する方法」

RAID-5ボリューム内のス
ライスを有効にする

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metareplaceコマンドを使用し
て、RAID-5ボリューム内のスライスを
有効にします。

182ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネン
トを有効にする方法」

RAID-5ボリューム内のス
ライスを置き換える

Solaris Volume ManagerのGUIまたは
metareplaceコマンドを使用し
て、RAID-5ボリューム内のスライスを
置き換えます。

183ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネン
トを置き換える方法」
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RAID-5ボリュームの作成

注意 – 32ビットカーネルの Solarisソフトウェアを実行する予定がある場合、または
Solaris 9 4/03リリースより前のバージョンの Solaris OSを使用する予定がある場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Manager
でサポートされる大容量ボリュームの詳細については、52ページの「Solaris Volume
Managerでのマルチテラバイトのサポートの概要」を参照してください。

▼ RAID-5ボリュームを作成する方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」お
よび 171ページの「RAID-5ボリュームを作成するための背景情報」を確認してくだ
さい。

RAID-5ボリュームを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。「アクション」、「ボリュームを作成」の順に選択します。さら
に、ウィザードの手順に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してくださ
い。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit wolume-name -r component component component -i interlace-value

volume-name 作成するボリュームの名前を指定します。

-r RAID-5ボリュームを作成することを指定します。

component RAID-5ボリュームに含めるスライスまたはソフト
パーティションを指定します。少なくとも 3つのコンポーネント
が必要です。

-i 飛び越し値を指定します。

詳細は、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

3つのスライスから成る RAID-5ボリュームを作成する

この例では、-rオプションを使用して、3つのスライスからRAID-5ボリューム d45

を作成します。飛び越し値が指定されていないため、d45ではデフォルトの 16Kバイ
トが使用されます。RAID-5ボリュームが設定されたことを示すメッセージが表示さ
れ、ボリュームの初期化が開始されます。

ボリュームの初期化が終わるまでRAID-5ボリュームは使用できません。

始める前に

●
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# metainit d45 -r c2t3d0s2 c3t0d0s2 c4t0d0s2

d45: RAID is setup

新たに作成したRAID-5ボリュームをファイルシステム用に準備する方法について
は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』の第 15章「ファイルシス
テムの作成およびマウント (タスク)」を参照してください。データベースなどの一
部のアプリケーションは、ファイルシステムを使用しません。これらのアプリ
ケーションは、代わりに rawボリュームを使用します。アプリケーションは独自の
方法でボリュームを認識できなければなりません。

ホットスペアプールとRAID-5ボリュームを関連付ける手順については、197ページ
の「ホットスペアプールをボリュームに関連付ける方法」を参照してください。

RAID-5ボリュームの保守

▼ RAID-5ボリュームのステータスをチェックする方
法
RAID-5ボリュームのステータスをチェックする際、ボリュームの状態を完全に理解
するには、RAID-5の状態とスライスの状態の両方をチェックする必要がありま
す。さらに、ボリュームの状態が「正常」でない場合は、データが失われた可能性
についても知る必要があります。詳細は、172ページの「RAID-5ボリュームのス
テータスのチェックの概要」を参照してください。

注 – RAID-5ボリュームの初期化や再同期を中断することはできません。

RAID-5ボリュームのステータスをチェックするには、次のいずれかの方法を使用し
ます。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、ボリュームのステータスを表示します。ボリュームを選択します。次
に、「アクション」、「プロパティー」の順に選択して、詳細情報を確認しま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ metastatコマンドを使用して、RAID-5ボリュームのステータスを表示します。

# metastat [-s diskset] [volume]

-s diskset コマンドの実行対象となるディスクセットの名前を指定します。

volume 表示するボリュームを指定します。

参照

●
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metastatコマンドは、RAID-5ボリュームのスライスごとに次の情報を表示しま
す。

デバイス ストライプ内のスライスのデバイス名を示します。

開始ブロック スライスが開始するブロックを示します。

Dbase スライスに状態データベースの複製が含まれているかどうかを
示します

状態 スライスの状態を示します。

ホットスペア スライスが障害スライスのホットスペアとして使用されている
かどうかを示します

RAID-5ボリュームのステータスを表示する

次の例は、RAID-5ボリュームに関する metastatコマンドの出力です。

# metastat d10

d10: RAID

State: Okay

Interlace: 32 blocks

Size: 10080 blocks

Original device:

Size: 10496 blocks

Device Start Block Dbase State Hot Spare

c0t0d0s1 330 No Okay

c1t2d0s1 330 No Okay

c2t3d0s1 330 No Okay

metastatコマンドの出力には、ボリュームがRAID-5ボリュームであることが示され
ています。この情報は、ボリューム名の後ろの「RAID」で識別できます。RAID-5ボ
リューム内のスライスごとに、次のような出力が表示されます。

■ ストライプ内のスライスの名前。
■ スライスが開始するブロック。
■ これらのスライスのどれにも状態データベースの複製が含まれていないという表
示。

■ スライスの状態。この例では、すべてのスライスが「正常」状態です。
■ スライスが障害スライスのホットスペアかどうか。

▼ RAID-5ボリュームを拡張する方法
一般に、コンポーネントの追加は、領域が不足しているRAID-5ボリュームに対する
一時的な解決策です。パフォーマンス上の理由から、「純粋な」RAID-5ボリューム
の使用をお勧めします。ストレージ領域を増やすために既存のRAID-5ボリュームを
拡張する必要がある場合は、この手順を使用してください。

例15–2
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注意 – 32ビットカーネルの Solarisソフトウェアを実行する予定がある場合、または
Solaris 9 4/03リリースより前のバージョンの Solaris OSを使用する予定がある場合
は、1Tバイトを超えるボリュームを作成しないでください。Solaris Volume Manager
でのマルチテラバイトボリュームのサポートの詳細は、52ページの「Solaris Volume
Managerでのマルチテラバイトのサポートの概要」を参照してください。

171ページの「RAID-5ボリュームを作成するための背景情報」を読んでください。

すべてのデータの最新のバックアップを取っていること、および
スーパーユーザーのアクセス権を持っていることを確認します。

RAID-5ボリュームに追加のコンポーネントを接続するには、次のいずれかの方法を
使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、次にRAID-5ボリュームを開きます。「コンポーネント」ペインを選択しま
す。次に、「コンポーネントを割り当て」を選択します。画面の指示に従いま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metattachコマンドを使用します。

# metattach volume-name name-of-component-to-add

volume-name 拡張するRAID-5ボリュームの名前を指定します。

name-of-component-to-add RAID-5ボリュームに接続するコンポーネントの名前
を指定します。

詳細は、metattach(1M)のマニュアルページを参照してください。

RAID-5ボリュームにコンポーネントを追加する

次の例では、スライス c2t1d0s2を既存のRAID-5ボリューム d2に追加しています。

# metattach d2 c2t1d0s2

d2: column is attached

UFSファイルシステムの場合は、RAID-5ボリュームに対して growfsコマンドを実行
します。46ページの「growfsコマンドを使用したボリュームおよびディスク容量の
拡張」を参照してください。

データベースなどの一部のアプリケーションは、ファイルシステムを使用しませ
ん。これらのアプリケーションは、代わりに rawボリュームを使用します。このよ
うな場合、アプリケーションは独自の方法で追加領域を拡張できなければなりませ
ん。

始める前に

1

2

例15–3
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▼ RAID-5ボリューム内のコンポーネントを有効にす
る方法
ディスクドライブに障害が発生した場合は、そのドライブの代わりにシステム上の
ほかのディスク (およびそのスライス)を使用することができます (183ページ
の「RAID-5ボリューム内のコンポーネントを置き換える方法」を参照)。また
は、ディスクを修復し、ラベルを付け、-eオプションを指定して metareplaceコマン
ドを実行することによって、ディスクをもう一度有効化することもできます。

すべてのデータの最新のバックアップを取っていること、および
スーパーユーザーのアクセス権を持っていることを確認します。

RAID-5ボリューム内の障害が発生したコンポーネントを有効にするには、次のいず
れかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから「ボリューム」ノードを開
き、次にRAID-5ボリュームを開きます。「コンポーネント」ペインを選択しま
す。次に、障害が発生したコンポーネントを選択します。「コンポーネントを有
効にする」をクリックします。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘル
プを参照してください。

■ 次の形式の metareplaceコマンドを使用します。

# metareplace -e volume-name component-name

-e 障害が発生したコンポーネントを使用可能な状態に戻し、そ
のコンポーネントに対して再同期を実行することを指定しま
す。

volume-name 障害コンポーネントが含まれているボリュームの名前を指定
します。

component-name 障害が発生したコンポーネントの名前を指定します。

metareplaceコマンドは、新しいコンポーネントとRAID-5ボリュームの残りのコ
ンポーネントとの再同期を自動的に開始します。

RAID-5ボリューム内のコンポーネントを有効にする

次の例では、RAID-5ボリューム d20内のスライス c2t0d0s2にソフトエラーがありま
す。metareplaceコマンドに -eオプションを指定して、このスライスを有効にしま
す。

# metareplace -e d20 c2t0d0s2

1

2

例15–4

RAID-5ボリュームの保守

Solaris Volume Manager管理ガイド • 2013年 9月182



▼ RAID-5ボリューム内のコンポーネントを置き換え
る方法
このタスクでは、RAID-5ボリュームの 1つのスライスだけに障害が発生している場
合に、そのスライスを置換します。

注意 –複数のスライスでエラーが発生している状態で、障害のあるスライスを 1つだ
け置換すると、不正なデータが生成されることがあります。この場合、データの整
合性に疑問が生じます。

metareplaceコマンドを障害が発生していないデバイス上で実行すれば、ディスクス
ライスなどのコンポーネントを置換できます。この方法は、RAID-5ボリュームのパ
フォーマンスを調整するときなどに便利です。

すべてのデータの最新のバックアップを取っていること、および
スーパーユーザーのアクセス権を持っていることを確認します。

次のいずれかの方法を使用して、RAID-5ボリュームのどのスライスを置換する必要
があるかを調べます。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。次に、RAID-5ボリュームを開きます。「コンポーネント」ペインを
選択します。個々のコンポーネントのステータスを表示します。詳細は、オンラ
インヘルプを参照してください。

■ metastatコマンドを使用します。

# metastat volume

volume RAID-5ボリュームの名前を指定します。

「保守が必要」というキーワードを探して、RAID-5ボリュームの状態を調べま
す。「保守」というキーワードを探して、障害のあるスライスを特定します。

次のいずれかの方法を使用して、障害のあるスライスを別のスライスで置き換えま
す。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。次に、RAID-5ボリュームを開きます。「コンポーネント」ペインを
選択します。障害が発生したコンポーネントを選択します。「コンポーネントを
置換」をクリックし、画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照
してください。

■ 次の形式の metareplaceコマンドを使用します。

# metareplace volume-name failed-component new-component

1

2

3
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■ volume-nameは、障害コンポーネントが含まれているRAID-5ボリュームの名
前です。

■ failed-componentは、置き換えられるコンポーネントの名前です。
■ new-componentは、障害のあるコンポーネントの代わりにボリュームに追加す
るコンポーネントの名前です。

詳細は、metareplace(1M)のマニュアルページを参照してください。

置換用スライスのステータスを確認するには、手順 2のいずれかの方法を使用しま
す。

置換されたスライスの状態は、「再同期中」または「正常」になるはずです。

RAID-5コンポーネントを置き換える

# metastat d1

d1: RAID

State: Needs Maintenance

Invoke: metareplace d1 c0t14d0s6 <new device>

Interlace: 32 blocks

Size: 8087040 blocks

Original device:

Size: 8087520 blocks

Device Start Block Dbase State Hot Spare

c0t9d0s6 330 No Okay

c0t13d0s6 330 No Okay

c0t10d0s6 330 No Okay

c0t11d0s6 330 No Okay

c0t12d0s6 330 No Okay

c0t14d0s6 330 No Maintenance

# metareplace d1 c0t14d0s6 c0t4d0s6

d1: device c0t14d0s6 is replaced with c0t4d0s6

# metastat d1

d1: RAID

State: Resyncing

Resync in progress: 98% done

Interlace: 32 blocks

Size: 8087040 blocks

Original device:

Size: 8087520 blocks

Device Start Block Dbase State Hot Spare

c0t9d0s6 330 No Okay

c0t13d0s6 330 No Okay

c0t10d0s6 330 No Okay

c0t11d0s6 330 No Okay

c0t12d0s6 330 No Okay

c0t4d0s6 330 No Resyncing

4

例15–5
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この例では、metastatコマンドで、RAID-5ボリューム d1内の障害の発生したスライ
スを表示します。使用可能なスライスを特定してから metareplaceコマンドを実行し
ます。このコマンドには、まず障害が発生したスライスを指定し、次に置換用のス
ライスを指定します。

使用可能なスライスがない場合は、metareplaceコマンドに -eオプションを付けて実
行し、障害のあるデバイスを再同期することによって、予想されるソフトエラーか
らの回復を試みます。この手順の詳細については、182ページの「RAID-5ボ
リューム内のコンポーネントを有効にする方法」を参照してください。複数のエ
ラーがある場合は、まず「保守」状態のスライスを置換するか有効にする必要があ
ります。そのあとで、「最後にエラー」状態のスライスを修復します。metareplace

コマンドの実行後、metastatコマンドを使用すると、再同期の進捗状況をモニ
ターできます。置換中は、ボリュームと新しいスライスは「再同期中」状態となり
ます。この状態の間は、ボリュームを使い続けることができます。

RAID-5ボリュームの保守
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ホットスペアプール (概要)

この章では、Solaris Volume Managerがホットスペアプールをどのように使用するか
を説明します。関連タスクの実行については、第 17章「ホットスペアプール (タス
ク)」を参照してください。

この章では、次の内容について説明します。

■ 187ページの「ホットスペアとホットスペアプールの概要」
■ 191ページの「シナリオ -ホットスペア」

ホットスペアとホットスペアプールの概要
「ホットスペアプール」はスライス (「ホットスペア」)のコレクションで、Solaris
Volume ManagerがRAID-1 (ミラー)およびRAID-5ボリュームのデータ可用性を向上
させるために使用します。スライスで障害が発生すると、サブミラーまたはRAID-5
ボリュームで、Solaris Volume Managerが障害の発生したスライスをホットスペアに
自動的に置換します。

注 –ホットスペアはRAID-0ボリュームまたは一方向のミラーには適用されませ
ん。自動置換が機能するには、冗長データが使用可能である必要があります。

ホットスペアは、アイドル時に、データや状態データベースの複製を保持するため
に使用できません。ホットスペアは、それに関連付けられているボリュームでスラ
イスの障害が発生した場合に、すぐに使用できるように準備しておく必要がありま
す。ホットスペアを使用するには、システムが実際に機能するために必要なディス
ク以上に追加のディスクに投資する必要があります。

Solaris Volume Managerにより、ホットスペアプール内のホットスペアを動的に追
加、削除、置換、有効にすることができます。Solaris管理コンソールまたはコマン
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ド行ユーティリティーを使用して、ホットスペアおよびホットスペアプールを管理
できます。これらのタスクの詳細については、第 17章「ホットスペアプール (タス
ク)」を参照してください。

ホットスペア
ホットスペアとは、機能し、使用可能ですが、使用中でないスライス (ボリュームで
ない)です。ホットスペアは予約されています。つまり、サブミラーまたはRAID-5
ボリューム内の障害の発生したスライスの置換に備えて待機しています。

ホットスペアはハードウェアの障害から保護します。RAID-1およびRAID-5ボ
リュームのスライスは、障害の発生時にホットスペアによって自動的に置換されま
す。ホットスペアは、ボリュームで使用できるように再同期化されます。ホットス
ペアは、障害の発生したサブミラーやRAID-5ボリュームスライスが修正される
か、交換されるまで、一時的に使用することができます。

ホットスペアプール内にホットスペアを作成します。個々のホットスペアは 1つま
たは複数のホットスペアプールに含めることができます。たとえば、2つのサブミ
ラーと 2つのホットスペアがあるとします。ホットスペアは、各プールに優先順位
の異なる 2つのホットスペアがある 2つのホットスペアプールとして配置できま
す。この方法により、最初に使用されるホットスペアを指定できます。この方法
は、使用可能なホットスペアを増やすことで、可用性も向上します。

サブミラーまたはRAID-5ボリュームは、サブミラーまたはRAID-5ボリューム内の
障害の発生したスライスのサイズ以上のホットスペアのみを使用できます。たとえ
ば、1Gバイトのドライブから構成されたサブミラーがある場合、サブミラーの
ホットスペアは 1Gバイト以上である必要があります。

ホットスペアプール
ホットスペアプールは、ホットスペアの順序付きリスト (コレクション)です。

最少のスライスから、最大の柔軟性と保護を得るために、1つまたは複数のホットス
ペアプールにホットスペアを配置できます。ホットスペアプールとして使用するよ
うに指定した単一のスライスを、それぞれ異なるスライスと特性を持つ、複数の
ホットスペアプールに入れることができます。次に、ホットスペアプールを任意の
数のサブミラーボリュームまたはRAID-5ボリュームに割り当てることができます。

注 –単一のホットスペアプールを複数のサブミラーまたはRAID-5ボリュームに割り
当てることができます。ただし、サブミラーまたはRAID-5ボリュームに関連付ける
ことができるホットスペアプールは 1つだけです。

ホットスペアとホットスペアプールの概要
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ホットスペアのしくみ
I/Oエラーが発生すると、Solaris Volume Managerは、ホットスペアがホットスペア
プールに追加された順番に基づいて、ホットスペアプールでホットスペアを検索し
ます。Solaris Volume Managerは、置換対象のスライスのサイズ以上で、最初に使用
可能なホットスペアについて、ホットスペアプールをチェックします。十分な大き
さのある、Solaris Volume Managerによって最初に見つけられたホットスペアが置換
先として使用されます。Solaris Volume Managerはホットスペアのステータスを「使
用中」にし、必要に応じて、データを自動的に再同期化します。置換が行なわれて
も、ホットスペアプール内のホットスペアの順番は変更されません。

ミラーの場合、ホットスペアは機能するサブミラーからのデータで再同期化されま
す。RAID-5ボリュームの場合、ホットスペアは、ボリューム内の他のスライスに
よって再同期化されます。ホットスペアのリストに、十分なサイズのスライスが見
つからない場合、障害の発生したサブミラーまたはRAID-5ボリュームは失敗状態に
なり、ホットスペアは使用されないままになります。サブミラーの場合、サブミ
ラーはデータを完全に複製しなくなります。RAID-5ボリュームの場合、データの冗
長性は使用できなくなります。

ヒント –ホットスペアプールにホットスペアを追加する場合、最小から最大のサイズ
でそれらを追加します。この方法により、小さいスライスの置換先として、「大き
な」ホットスペアを無駄にする可能性を避けます。

スライスで I/Oエラーが発生すると、障害の発生したスライスが「障害」状態に置か
れます。この状況を修正するには、まず障害の発生したスライスを修復するか、交
換します。次に、Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールを使用して、ス
ライスを「使用可能」状態に戻します。または、metahs -eコマンドを使用します。

サブミラーまたはRAID-5ボリュームは、障害の発生したスライスが有効になる
か、交換されるまで、障害の発生したスライスの代わりにホットスペアを使用しま
す。その後、ホットスペアは、ホットスペアプール内で「使用可能」とマークされ
ます。このホットスペアは再び使用の準備が整えられます。

ホットスペアプールの状態
次の表に、ホットスペアプールの状態と実行可能なアクションについて説明しま
す。

ホットスペアとホットスペアプールの概要
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表 16–1 ホットスペアプールの状態 (コマンド行)

状態 意味 アクション

使用可能 ホットスペアプール内のホットスペアは実
行中で、データを受け付ける準備ができて
います。ホットスペアは現在書き込み中ま
たは読み取り中ではありません。

なし。

使用中 このホットスペアプールには、冗長ボ
リューム内の障害の発生したスライスに置
き換わる使用中のホットスペアが含まれて
います。

ホットスペアの使用状態を診断し
ます。次に、ホットスペアが使用
されているボリューム内のスライ
スを修復します。

障害 ホットスペアまたはホットスペアプールに
問題があります。ただし、ただちにデータ
を失う危険性はありません。このステータ
スは、すべてのホットスペアが使用中の場
合にも表示されます。

ホットスペアの使用の状態または
それらが破損している理由を診断
します。必要に応じて、ホットス
ペアプールにさらにホットスペア
を追加できます。

例—ホットスペアプール
図 16–1に、ミラー d1内のサブミラー d11および d12に関連付けられているホットス
ペアプールを示します。いずれかのサブミラー内のスライスで障害が発生した場
合、自動的にホットスペアが、障害の発生したスライスに置換されます。ホットス
ペアプール自体は、ミラーではなく、各サブミラーボリュームに関連付けられま
す。ホットスペアプールは、必要に応じて、他のサブミラーまたはRAID-5ボ
リュームに関連付けることもできます。

ホットスペアとホットスペアプールの概要
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シナリオ -ホットスペア
ホットスペアは、データの損失に対して保護するために、冗長ボリューム (RAID-1
およびRAID-5)に追加の保護を提供します。ホットスペアを、RAID-0サブミラーま
たはRAID-5構成から構成される基盤のスライスに関連付けることにより、障害の発
生したスライスを、ホットスペアプールの動作するスペアで自動的に置換させるこ
とができます。使用するように切り替えられたそれらのスライスは、必要な情報で
更新されます。それにより、スライスは元のスライスとまったく同じように機能し
続けることができます。障害の発生したスライスは、都合に応じて交換できます。

図 16–1 ホットスペアプールの例

シナリオ -ホットスペア

第 16章 • ホットスペアプール (概要) 191



192



ホットスペアプール (タスク)

この章では、Solaris Volume Managerのホットスペアとホットスペアプールを操作す
る方法について説明します。関連する概念については、第 16章「ホットスペア
プール (概要)」を参照してください。

ホットスペアプール (タスクマップ)
次のタスクマップに、Solaris Volume Managerのホットスペアプールを管理するため
に必要な手順を示します。

タスク 説明 参照先

ホットスペアプールを作
成する

ホットスペアプールを作成するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metainitコマンドを使用します。

194ページの「ホットスペア
プールを作成する方法」

ホットスペアプールにス
ライスを追加する

ホットスペアプールにスライスを追加
するには、Solaris Volume Manager GUI
または metahsコマンドを使用します。

195ページの「ホットスペア
プールにスライスを追加す
る方法」

ホットスペアプールをボ
リュームに関連付ける

ホットスペアプールをボリュームに関
連付けるには、Solaris Volume Manager
GUIまたは metaparamコマンドを使用し
ます。

197ページの「ホットスペア
プールをボリュームに関連
付ける方法」

ボリュームに関連付けら
れているホットスペア
プールを変更する

ボリュームに関連付けられている
ホットスペアプールを変更するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metaparamコマンドを使用します。

198ページの「関連付けられ
ているホットスペアプール
を変更する方法」
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タスク 説明 参照先

ホットスペアとホットス
ペアプールのステータス
を確認する

ホットスペアまたはホットスペア
プールのステータスを確認するに
は、Solaris Volume Manager
GUI、metastatコマンド、または metahs

-iコマンドを使用します。

200ページの「ホットスペア
とホットスペアプールのス
テータスを確認する方法」

ホットスペアプール内の
ホットスペアを置き換え
る

ホットスペアプール内のホットスペア
を置き換えるには、Solaris Volume
Manager GUIまたは metahsコマンドを
使用します。

200ページの「ホットスペア
プール内のホットスペアを
置き換える方法」

ホットスペアプールから
ホットスペアを削除する

ホットスペアプールからホットスペア
を削除するには、Solaris Volume Manager
GUIまたは metahsコマンドを使用しま
す。

202ページの「ホットスペア
プールからホットスペアを
削除する方法」

ホットスペアを有効にす
る

ホットスペアプール内のホットスペア
を有効にするには、Solaris Volume
Manager GUIまたは metahsコマンドを
使用します。

203ページの「ホットスペア
を有効にする方法」

ホットスペアプールの作成

▼ ホットスペアプールを作成する方法

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
や、Solaris 9 4/03リリースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場
合は、1Tバイトを超えるボリュームまたはホットスペアを作成しないでくださ
い。Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトボリュームのサポートの詳細は、
52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトのサポートの概要」を参
照してください。

注意 –十分な大きさがないホットスペアを作成しても、Solaris Volume Managerから警
告は表示されません。ホットスペアのサイズが接続先のボリュームのサイズ以上で
ない場合、そのホットスペアは機能しません。

51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

スーパーユーザーになります。

始める前に

1

ホットスペアプールの作成
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ホットスペアプールを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開きます。次に、「アクション」、「ホットスペアプールの作
成」の順に選択します。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metainitコマンドを使用します。

# metainit hot-spare-pool-name ctds-for-slice

hot-spare-pool-name ホットスペアプールの名前を指定します。

ctds-for-slice ホットスペアプールに追加されるスライスを指定しま
す。このオプションは、ホットスペアプールに追加される
スライスごとに繰り返されます。

詳細については、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

注 –ホットスペアプールはまた、metahsコマンドでも作成できます。

ホットスペアプールの作成

# metainit hsp001 c2t2d0s2 c3t2d0s2

hsp001: Hotspare pool is setup

この例では、ホットスペアプール hsp001にホットスペアとして 2つのディスクが含
まれています。システムは、ホットスペアプールが設定されていることを確認しま
す。

ホットスペアプールにさらに多くのホットスペアを追加するには、195ページ
の「ホットスペアプールにスライスを追加する方法」を参照してください。ホット
スペアプールを作成したあと、それをサブミラーまたはRAID-5ボリュームに関連付
ける必要があります。197ページの「ホットスペアプールをボリュームに関連付ける
方法」を参照してください。

▼ ホットスペアプールにスライスを追加する方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

スーパーユーザーになります。

既存のホットスペアプールにスライスを追加するには、次のいずれかの方法を使用
します。

2

例17–1

参照

始める前に

1

2

ホットスペアプールの作成
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開きます。変更するホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次のいずれかの形式の metahsコマンドを使用します。

# metahs -a hot-spare-pool-name slice-to-add

# metahs -a -all hot-spare-pool-name slice-to-add

-a hot-spare-pool-name 指定されたホットスペアプールにスライスを追加するよ
うに指定します。

-a all すべてのホットスペアプールにスライスを追加するよう
に指定します。

slice-to-add ホットスペアプールに追加するスライスを指定します。

詳細は、metahs(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –ホットスペアを 1つまたは複数のホットスペアプールに追加できます。ホットス
ペアをホットスペアプールに追加すると、そのホットスペアは、ホットスペア
プール内のスライスのリストの最後に追加されます。

1つのホットスペアプールへのホットスペアスライスの追加

この例では、-aオプションにより、スライス /dev/dsk/c3t0d0s2がホットスペア
プール hsp001に追加されます。システムは、スライスがホットスペアプールに追加
されていることを確認します。

# metahs -a hsp001 /dev/dsk/c3t0d0s2

hsp001: Hotspare is added

すべてのホットスペアプールへのホットスペアスライスの追加

この例では、allとともに使用されている -aオプションにより、スライス
/dev/dsk/c3t0d0s2がシステム上に構成されているすべてのホットスペアプールに追
加されます。システムは、スライスがすべてのホットスペアプールに追加されてい
ることを確認します。

# metahs -a -all /dev/dsk/c3t0d0s2

hsp001: Hotspare is added

hsp002: Hotspare is added

hsp003: Hotspare is added

例17–2
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ホットスペアプールのボリュームへの関連付け

▼ ホットスペアプールをボリュームに関連付ける方
法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

スーパーユーザーになります。

ホットスペアプールをRAID-5ボリュームまたはサブミラーに関連付けるには、次の
いずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」を開
き、ボリュームを選択します。「アクション」、「プロパティー」の順に選択し
ます。次に、「ホットスペアプール」パネルを選択します。最後に、「HSPを割
り当て」を選択します。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metaparamコマンドを使用します。

# metaparam -h hot-spare-pool component

-h 指定されたホットスペアプールを変更するように指定します。

hot-spare-pool ホットスペアプールの名前を指定します。

component ホットスペアプールを関連付ける先のサブミラーまたはRAID-5
ボリュームの名前を指定します。

詳細は、metaparam(1M)のマニュアルページを参照してください。

ホットスペアプールのサブミラーへの関連付け

次の例では、-hオプションにより、ホットスペアプール hsp100がミラー d0の 2つの
サブミラー d10と d11に関連付けられます。metastatコマンドは、このホットスペア
プールがサブミラーに関連付けられていることを示しています。

# metaparam -h hsp100 d10

# metaparam -h hsp100 d11

# metastat d0

d0: Mirror

Submirror 0: d10

State: Okay

Submirror 1: d11

State: Okay

...

始める前に
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d10: Submirror of d0

State: Okay

Hot spare pool: hsp100

...

d11: Submirror of d0

State: Okay

Hot spare pool: hsp100

...

ホットスペアプールの RAID-5ボリュームへの関連付け

次の例では、-hオプションにより、ホットスペア hsp001がRAID-5ボリューム d10に
関連付けられます。metastatコマンドは、このホットスペアプールがRAID-5ボ
リュームに関連付けられていることを示しています。

# metaparam -h hsp001 d10

# metastat d10

d10: RAID

State: Okay

Hot spare pool: hsp001

...

▼ 関連付けられているホットスペアプールを変更す
る方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

スーパーユーザーになります。

ボリュームに関連付けられているホットスペアプールを変更するには、次のいずれ
かの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開き、ボリュームを選択します。「アクション」、「プロパティー」の順に選択
します。次に、「ホットスペアプール」パネルを選択します。画面の指示に従う
ことによって、不要なホットスペアプールを切り離し、新しいホットスペア
プールを接続します。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metaparamコマンドを使用します。

# metaparam -h hot-spare-pool-name RAID5-volume-or-submirror-name

-h 指定されたホットスペアプールを変更するように指定します。

例17–5
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hot-spare-pool 新しいホットスペアプールの名前を指定するか、または特殊な
キーワード noneを指定してホットスペアプールの関連付けを削
除します。

component ホットスペアプールを接続する先のサブミラーまたはRAID-5ボ
リュームの名前を指定します。

詳細は、metaparam(1M)のマニュアルページを参照してください。

ホットスペアプールの関連付けの変更

次の例では、ホットスペアプール hsp001が、最初にRAID-5ボリューム d4に関連付
けられています。次に、ホットスペアプールのボリュームへの関連付けが hsp002に
変更されます。metastatコマンドは、この変更の前とあとのホットスペアプールの
関連付けを表示します。

# metastat d4

d4: RAID

State: Okay

Hot spare pool: hsp001

...

# metaparam -h hsp002 d4

# metastat d4

d4: RAID

State: Okay

Hot spare pool: hsp002

...

ボリュームのホットスペアプールの関連付けの削除

次の例では、ホットスペアプール hsp001が、最初にRAID-5ボリューム d4に関連付
けられています。次に、ホットスペアプールの関連付けが noneに変更されます。こ
のパラメータは、このボリュームにホットスペアプールを関連付けないようにする
ことを示します。metastatコマンドは、この変更の前とあとのホットスペアプール
の関連付けを表示します。

# metastat d4

d4: RAID

State: Okay

Hot spare pool: hsp001

...

# metaparam -h none d4

# metastat d4

d4: RAID

State: Okay

Hot spare pool:

...
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ホットスペアプールの保守
以降のセクションでは、ホットスペアプールに対する保守タスクを実行する方法を
示します。

▼ ホットスペアとホットスペアプールのステータス
を確認する方法

ホットスペアプールとそのホットスペアのステータスを表示するには、次のいずれ
かの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択して、詳細なステータス情報を表示しま
す。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metastatコマンドを実行します。

# metastat hot-spare-pool-name

ホットスペアプールのステータスの表示

次の例は、ホットスペアプールに対する metastatコマンドからの出力例を示してい
ます。

# metastat hsp001

hsp001: 1 hot spare

c1t3d0s2 Available 16800 blocks

ホットスペアプールのステータスはまた、metahsコマンドでも確認できます。

ホットスペアプールの状態と、その考えられる対処方法については、189ページ
の「ホットスペアプールの状態」を参照してください。

▼ ホットスペアプール内のホットスペアを置き換え
る方法

スーパーユーザーになります。

次のいずれかの方法を使用して、ホットスペアが現在使用されているかどうかを確
認します。

●
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■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ 次の形式の metastatコマンドを使用して、ホットスペアプールのステータスを表
示します。

# metastat hot-spare-pool-name

詳細は、metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

ホットスペアを置き換えるには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ 次の形式の metahsコマンドを使用します。

# metahs -r hot-spare-pool-name current-hot-spare replacement-hot-spare

-r 指定されたホットスペアプール内のディスクを置き換え
るように指定します。

hot-spare-pool-name ホットスペアプールの名前を指定します。また、特殊な
キーワード allを使用して、ホットスペアプールのすべ
ての関連付けを変更することもできます。

current-hot-spare 置き換えられる現在のホットスペアの名前を指定しま
す。

replacement-hot-spare 指定されたホットスペアプール内の現在のホットスペア
を置き換えるスライスの名前を指定します。

詳細は、metahs(1M)のマニュアルページを参照してください。

1つのホットスペアプール内のホットスペアの置き換え

次の例では、metastatコマンドは、このホットスペアが使用されていないことを示
しています。metahs -rコマンドは、ホットスペアプール hsp003内のホットスペア
/dev/dsk/c0t2d0s2をホットスペア /dev/dsk/c3t1d0s2に置き換えます。

# metastat hsp003

hsp003: 1 hot spare

c0t2d0s2 Broken 5600 blocks

# metahs -r hsp003 c0t2d0s2 c3t1d0s2

3
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hsp003: Hotspare c0t2d0s2 is replaced with c3t1d0s2

関連付けられているすべてのホットスペアプール内のホットスペアの
置き換え

次の例では、キーワード allにより、ホットスペア /dev/dsk/c1t0d0s2が、それに関
連付けられているすべてのホットスペアプール内でホットスペア /dev/dsk/c3t1d0s2

に置き換えられます。

# metahs -r all c1t0d0s2 c3t1d0s2

hsp001: Hotspare c1t0d0s2 is replaced with c3t1d0s2

hsp002: Hotspare c1t0d0s2 is replaced with c3t1d0s2

hsp003: Hotspare c1t0d0s2 is replaced with c3t1d0s2

▼ ホットスペアプールからホットスペアを削除する
方法

スーパーユーザーになります。

次のいずれかの方法を使用して、ホットスペアが現在使用されているかどうかを確
認します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ 次の形式の metastatコマンドを使用して、ホットスペアプールのステータスを表
示します。

# metastat hot-spare-pool-name

metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

ホットスペアを削除するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ 次の形式の metahsコマンドを使用します。

# metahs -d hot-spare-pool-name current-hot-spare

例17–10
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-d 指定されたホットスペアプールからホットスペアを削除する
ように指定します。

hot-spare-pool ホットスペアプールの名前を指定します。また、特殊な
キーワード allを使用して、すべてのホットスペアプールか
らホットスペアを削除することもできます。

current-hot-spare 削除される現在のホットスペアの名前を指定します。

詳細は、metahs(1M)のマニュアルページを参照してください。

1つのホットスペアプールからのホットスペアの削除

次の例では、metastatコマンドは、このホットスペアが使用されていないことを示
しています。metahs -dコマンドは、ホットスペアプール hsp003内のホットスペア
/dev/dsk/c0t2d0s2を削除します。

# metastat hsp003

hsp003: 1 hot spare

c0t2d0s2 Broken 5600 blocks

# metahs -d hsp003 c0t2d0s2

▼ ホットスペアを有効にする方法
スーパーユーザーになります。

ホットスペアを「使用可能」状態に戻すには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ホットスペア
プール」ノードを開き、ホットスペアプールを選択します。「アク
ション」、「プロパティー」の順に選択します。次に、「ホットスペア」パネル
を選択します。画面の指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してく
ださい。

■ 次の形式の metahsコマンドを使用します。

# metahs -e hot-spare-slice

-e ホットスペアを有効にするように指定します。

hot-spare-slice 有効にするスライスの名前を指定します。

詳細は、metahs(1M)のマニュアルページを参照してください。

例17–11

1

2

ホットスペアプールの保守

第 17章 • ホットスペアプール (タスク) 203

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/819-1211metahs-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/819-1211metahs-1m


ホットスペアの有効化

次の例では、metahsコマンドは、ホットスペア /dev/dsk/c0t0d0s2が修復されたあ
と、そのホットスペアを「使用可能」状態にします。ホットスペアプールを指定す
る必要はありません。

# metahs -e c0t0d0s2
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ディスクセット (概要)

この章では、ディスクセットに関する概念について説明します。関連タスクの実行
方法については、第 19章「ディスクセット (タスク)」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 205ページの「ディスクセットの新機能」
■ 205ページの「ディスクセットの概要」
■ 208ページの「Solaris Volume Managerディスクセット管理」
■ 215ページの「ディスクセットの操作のガイドライン」
■ 216ページの「ディスクセット内の非同期共有ストレージ」
■ 216ページの「シナリオ -ディスクセット」

ディスクセットの新機能
このセクションでは、この Solarisリリースの新しいディスクセット機能について説
明します。

Solarisリリースの新機能のすべての一覧と説明については、『Oracle Solaris 10 1/13の
新機能』を参照してください。

ディスクセットの概要
ディスクセットは論理ボリュームとホットスペアを含む一連の物理ストレージボ
リュームです。ボリュームとホットスペアプールは、そのディスクセット内からの
ドライブ上に構築する必要があります。ディスクセット内にボリュームを作成した
ら、物理スライスと同じようにそのボリュームを使用できます。ボリュームを使用
して、ファイルシステムを作成してマウントし、データを格納します。
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注 –ディスクセットは、SPARCベースと x86ベースの両方のプラットフォームでサ
ポートされています。

ディスクセットのタイプ
このセクションでは、Solaris Volume Managerで使用可能なさまざまなディスク
セットのタイプについて説明します。

ローカルディスクセット
各ホストには、ローカルディスクセットがあります。ローカルディスクセット
は、名前付きディスクセットに含まれていない、ホスト上のすべてのディスクから
構成されます。ローカルディスクセットは特定のホストに排他的に属しま
す。ローカルディスクセットには、その特定のホスト構成の状態データベースが格
納されます。ローカルディスクセット内のボリュームおよびホットスペアプール
は、ローカルディスクセット内のドライブからのみ構成されます。

名前付きディスクセット
ローカルディスクセットに加えて、ホストは名前付きディスクセットに参加できま
す。名前付きディスクセットは、ローカルディスクセットに含まれないディスク
セットです。システムの構成に応じて、次のタイプの名前付きディスクセットを実
装して、ボリュームを管理できます。

共有ディスクセット
共有ディスクセットは複数のホストで共有できます。共有ディスクセットは、すべ
ての参加しているホストから表示できますが、それにアクセスできるのは、ディス
クセットの所有者だけです。各ホストは、共有ディスクセットを制御できます
が、一度に制御できるのは 1台のホストだけです。さらに、共有ディスクセット
は、個別の名前空間を提供し、その中でボリュームが管理されます。

共有ディスクセットは、データの冗長性とデータの可用性をサポートします。1台の
ホストで障害が発生すると、別のホストが、障害のあるホストのディスクセットを
引き継ぐことができます (このタイプの構成はフェイルオーバー構成と呼ばれま
す)。
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注 –共有ディスクセットは、Sun Cluster、Solstice HA (High Availability)、または他のサ
ポートされるサードパーティーHAフレームワークで使用することも意図されていま
す。Solaris Volume Managerは、単独ではフェイルオーバー構成を実装するために必
要なすべての機能を提供しません。

各ホストはディスクのセットを制御できますが、一度に制御できるホストは 1台の
みです。

auto-takeディスクセット
Solaris 9 4/04リリースで、auto-take機能が使用できるようになるまで、Solaris Volume
Managerでは、/etc/vfstabファイルによるディスクセット上のファイルシステムの
自動マウントをサポートしていませんでした。Solaris Volume Managerでは、ディス
クセット上のファイルシステムにアクセスできるようにするために、システム管理
者が metaset -s setname - t コマンドを使用して、ディスクセットの取得コマンドを
手動で発行する必要がありました。

auto-take機能により、metaset -s setname -A enableコマンドを使用して、ブート時に
自動的にディスクセットにアクセスされるように設定できます。auto-take機能によ
り、ブート時に、/etc/vfstabファイルにファイルシステムのマウントオプションを
定義できます。この機能を使用して、有効なディスクセット内のボリューム上の
ファイルシステムのマウントオプションを /etc/vfstabファイルに定義できます。

auto-take機能をサポートするのは、単一ホストのディスクセットのみです。auto-take
機能では、ディスクセットが他のシステムと共有されていない必要があります。共
有されているディスクセットは、auto-take機能を使用するように設定でき
ず、metaset -Aコマンドは失敗します。ただし、ディスクセットから他のホストが削
除されると、auto-takeするように設定できます。同様に、auto-takeディスクセット
には他のホストを追加できません。auto-take機能を無効にしている場合は、他のホ
ストをディスクセットに追加できます。

注 – Sun Cluster環境では、auto-take機能は無効です。Sun Clusterはディスクセットの
取得と解放を処理します。

auto-take機能の詳細については、metaset(1M)コマンドの -Aオプションを参照して
ください。

複数所有者ディスクセット
Sun Cluster環境に作成される名前付きディスクセットは、複数所有者ディスク
セットと呼ばれます。複数所有者ディスクセットにより、複数のノードがディスク
セットの所有権を共有し、共有ディスクに同時にアクセスできます。複数所有者
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ディスクセット内のすべてのディスクとボリュームは、クラスタのすべてのノード
によって直接アクセスできます。各複数所有者ディスクセットには、ディスク
セットに追加されたホストのリストが格納されます。結果として、クラスタ構成内
の各複数所有者ディスクセットには異なる (時には重複する)一連のホストを指定で
きます。

各複数所有者ディスクセットにはマスターノードがあります。マスターノードの機
能は、状態データベースの複製の変更を管理し、更新することです。ディスク
セットごとにマスターノードがあるため、複数のマスターが同時に存在できま
す。マスターが選択される方法は 2つあります。最初の方法は、ディスクを最初に
ディスクセットに追加したノードがマスターになることです。2つ目の方法は、マス
ターノードでパニックが発生し、障害が発生した場合です。最小のノード IDを持つ
ノードがマスターノードになります。

Sun Cluster環境で、複数所有者ディスクセット機能は、複数所有者ディスクセット
ストレージを管理するためにのみ有効にされます。Solaris Volume Manager for Sun
Cluster機能は Sun Cluster 10/04ソフトウェアコレクションから始まる Sun Clusterのリ
リースとOracle Real Applications Clustersなどのアプリケーションと連携しま
す。Solaris Volume Manager for Sun Clusterの詳細については、第 4章「Solaris Volume
Manager for Sun Cluster (概要)」を参照してください。

複数所有者ディスクセットを構成する前に、Solaris OSに加えて、次のソフトウェア
がインストールされている必要があります。

■ Sun Cluster初期クラスタフレームワーク
■ Sun Cluster Support for Oracle Real Application Clustersソフトウェア
■ Oracle Real Application Clustersソフトウェア

注 – Sun ClusterおよびOracle Real Application Clustersソフトウェアの設定について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』と『Oracle Solaris Cluster
Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参照してください。

Solaris Volume Managerディスクセット管理
ローカルディスクセット管理と異なり、ディスクセット状態データベースを手動で
作成または削除する必要はありません。Solaris Volume Managerは、ディスクセット
内に 50個までの複製の合計数で、ディスクセット内のすべてのディスクで、各
ディスク上 (スライス 7上)に、1つの状態データベースの複製を配置します。

ディスクセットにディスクを追加すると、Solaris Volume Managerによって、ディス
クセットに状態データベースの複製が自動的に作成されます。ディスクがディスク
セットに受け入れられると、ディスクセットの状態データベースの複製をディスク
に配置できるように、Solaris Volume Managerによってディスクが再分割されること
があります (211ページの「自動ディスクパーティション分割」を参照)。
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通常ディスクセット内のボリューム上に存在するファイルシステムは、/etc/vfstab

ファイルによって、ブート時に自動的にマウントされません。必要な Solaris Volume
Manager RPCデーモン (rpc.metadと rpc.metamhd)は、ブートプロセスでこれを許可
するほど早く起動しません。さらに、リブート時にディスクセットの所有権が失わ
れます。/etc/inetd.confファイルの Solaris Volume Manager RPCデーモンを無効にし
ないでください。それらはデフォルトで起動するように構成されています。Solaris
Volume Managerがそのすべての機能を使用できるように、これらのデーモンは有効
のままにしておく必要があります。

metasetコマンドの -Aオプションを使用して、auto-take機能が有効にされている場
合、ブート時にディスクセットが自動的に取得されます。これらの環境におい
て、ディスクセット内のボリュームに存在するファイルシステムは、/etc/vfstab

ファイルによって自動的にマウントできます。ブートプロセス時に自動取得を有効
にするには、ディスクセットが単一のホストのみに関連付けられており、auto-take
機能が有効にされている必要があります。ディスクセットは、ディスクセットの作
成時または作成後に有効にできます。auto-take機能の詳細については、207ページ
の「auto-takeディスクセット」を参照してください。

注 –ディスクセットは単一ホスト構成でサポートされますが、多くの場合「ローカ
ル」(デュアル接続されていない)使用には適していません。2つの一般的な例外
は、論理ボリュームに管理しやすい名前空間を指定するか、記憶域ネットワーク
(SAN)ファブリック上のストレージを簡単に管理するために、ディスクセットを使用
することです (216ページの「シナリオ -ディスクセット」を参照)。

ディスクセットを作成し、構成するには、Solaris Volume Managerコマンド行インタ
フェース (metasetコマンド)または Solaris管理コンソール内の拡張ストレージ
ツールを使用します。

ディスクセットにディスクが追加されたら、ディスクセット内のホストに
よって、ディスクを予約 (または取得)および解放できます。ホストによってディス
クが予約されると、ディスクセット内の他のホストはディスクセット内のディスク
上のデータにアクセスできません。ディスクセットの保守を実行するには、ホスト
がディスクセットの所有者であるか、ディスクセットを予約している必要がありま
す。ホストがディスクセットの暗黙的所有権を取得するには、最初のディスクを
セットに入れます。

ディスクセットは、別のシステムに作成されたディスクセットも含めて、
metaimportコマンドを使用して、既存の Solaris Volume Manager構成にインポートで
きます。

ディスクセットの予約
ホストはディスクセット内のディスクを使用する前に、ディスクセットを予約する
必要があります。ディスクセットを予約するには 2つの方法があります。

Solaris Volume Managerディスクセット管理

第 18章 • ディスクセット (概要) 209



■ 安全に -ディスクセットを安全に予約する場合、Solaris Volume Managerはディス
クセットの取得を試み、他のホストはディスクセットの解放を試みます。解放
(そのために、予約)は失敗することがあります。

■ 強制的に -ディスクセットを強制的に予約する場合、Solaris Volume Manager
は、別のホストが現在セットを予約しているかどうかにかかわらず、ディスク
セットを予約します。この方法は、一般にディスクセット内のホストが停止して
いるか、通信していない場合に使用します。ディスクセット内のすべてのディス
クが引き継がれます。予約を実行しているホストで、状態データベースが読み取
られ、ディスクセットに構成されている共有ボリュームがアクセス可能になりま
す。この時点で、他のホストがディスクセットを予約していた場合、予約を失う
ため、パニックが発生することがあります。

通常、ディスクセット内の 2台のホストは、相互に協力して、ディスクセット内
のディスクが一度に 1台だけのホストによって予約されるようにしています。通
常の状況とは、両方のホストが稼働し、相互に通信している状態として定義され
ます。

注 –ディスクが予期せずに予約されないと判断された (おそらくディスクセットを使
用している別のホストが強制的にディスクを取得したため)場合、ホストはパニック
を引き起こします。この動作により、2台のホストが同時に同じディスクにアクセス
しようとした場合に発生するようなデータの損失を最小にとどめることができま
す。

ディスクセットの取得または予約の詳細については、226ページの「ディスクセット
を取得する方法」を参照してください。

ディスクセットの解放
ディスクセットの解放は、ディスクセット内の物理ディスクの保守を行なう場合に
役立つことがあります。ディスクセットが解放されると、ホストからアクセスでき
なくなります。ディスクセット内の両方のホストがセットを解放した場合、ディス
クセット内のどちらのホストもディスクセット内のディスクにアクセスできなくな
ります。

ディスクセットの解放の詳細については、228ページの「ディスクセットを解放する
方法」を参照してください。

ディスクセットのインポート
Solaris 9 9/04リリース以降、metaimportコマンドを使用して、複製されたディスク
セットを含むディスクセットを、ディスクセットでデバイス IDをサポートしている
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既存の Solaris Volume Manager構成にインポートできます。また、metaimportコマン
ドを使用して、インポートに使用可能なディスクセットに関して報告することもで
きます。

リモートレプリケーションソフトウェアを使用して、複製されたディスクセットが
作成されます。metaimportコマンドを使用して、複製されたディスクセットがイン
ポートされるようにするには、ディスクセット内の各ディスクの状態データベース
の複製を格納するスライスも、複製されたディスクセットの同じスライスに複製さ
れる必要があります。これは EFI以外のディスクの場合はスライス 7、EFIディスク
の場合はスライス 6に対応します。ディスクセットを複製する前に、複製される
データのディスク構成と、リモートサイトのディスク構成を一致させます。この手
順により、状態データベースの複製とデータの両方が正確に複製されます。

metaimportコマンドは、ディスクにボリュームまたは状態データベースの複製が格
納されていない場合、ディスクセットにディスクをインポートしません。この状況
は、ボリュームまたは状態データベースの複製がディスクに追加されていない
か、ディスクから削除されている場合に発生します。この場合、ディスクセットを
別のシステムにインポートすると、ディスクがディスクセットから失われているこ
とがわかります。たとえば、Solaris Volume Managerディスクセットあたり、最大 50
の状態データベースの複製が許可されるとします。ディスクセットに 60個のディス
クがある場合、状態データベースの複製を格納していない 10個のディスク
は、ディスクセットでインポートされるようにするために、ボリュームを格納して
いる必要があります。

ディスクセットのインポートに関するタスクについては、231ページの「ディスク
セットのインポート」を参照してください。

自動ディスクパーティション分割
ディスクセットに新しいディスクを追加すると、Solaris Volume Managerに
よって、ディスク形式がチェックされます。必要に応じて、Solaris Volume Manager
は、状態データベースの複製用の十分な領域があり、適切に構成されているスライ
ス 7が含まれるように、ディスクを再分割します。スライス 7の正確なサイズは
ディスクのジオメトリによって異なります。ただし、サイズは 4Mバイト以上
で、6Mバイト近くになる可能性があります (シリンダの境界がある場所によりま
す)。

デフォルトで、Solaris Volume Managerは状態データベースの複製をスライス 7に配
置します。スライスに複数の状態データベースの複製を収めるために、スライス 7
のデフォルトのサイズを増加するか、状態データベースの複製のサイズを減らすこ
とができます。
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注 –状態データベースの複製のサイズや状態データベースの複製に格納される情報の
サイズなどのさまざまな要因に基づいて、将来スライス 7の最小サイズは変更され
る可能性があります。複数所有者ディスクセット内の状態データベースの複製のデ
フォルトのサイズは 16Mバイトです。

ディスクセット内で使用するディスクは、以下の条件を満たすスライス 7が必要で
す。

■ セクター 0から始まる
■ ディスクラベルと状態データベースの複製用の十分な領域がある
■ マウントできない
■ スライス 2を含む他のスライスと重複していない

既存のパーティションテーブルがこの条件を満たさない場合、Solaris Volume
Managerによってディスクが再分割されます。Solaris Volume Managerが使用するため
にスライス 7の各ドライブの小さな部分が予約されます。各ドライブの残りの領域
はスライス 0に配置されます。ディスク上の既存のデータは、再分割によって失わ
れます。

ヒント –ドライブをディスクセットに追加した後に、スライス 7がまったく変更され
ない場合を除いて、必要に応じて再分割できます。

次の prtvtocコマンドの出力に、ディスクセットに追加される前のディスクを示しま
す。

[root@lexicon:apps]$ prtvtoc /dev/rdsk/c1t6d0s0

* /dev/rdsk/c1t6d0s0 partition map

*

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 133 sectors/track

* 27 tracks/cylinder

* 3591 sectors/cylinder

* 4926 cylinders

* 4924 accessible cylinders

*

* Flags:

* 1: unmountable

* 10: read-only

*

* First Sector Last

* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

0 2 00 0 4111695 4111694

1 3 01 4111695 1235304 5346998

2 5 01 0 17682084 17682083

3 0 00 5346999 4197879 9544877

4 0 00 9544878 4197879 13742756

5 0 00 13742757 3939327 17682083
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上の出力は、ディスクにスライス 7が含まれていないことを示しています。そのた
め、ディスクがディスクセットに追加されると、Solaris Volume Managerはディスク
を再分割します。次の prtvtocコマンドの出力に、ディスクセットに追加された後の
ディスクを示します。

[root@lexicon:apps]$ prtvtoc /dev/rdsk/c1t6d0s0

* /dev/rdsk/c1t6d0s0 partition map

*

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 133 sectors/track

* 27 tracks/cylinder

* 3591 sectors/cylinder

* 4926 cylinders

* 4924 accessible cylinders

*

* Flags:

* 1: unmountable

* 10: read-only

*

* First Sector Last

* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

0 0 00 10773 17671311 17682083

7 0 01 0 10773 10772

[root@lexicon:apps]$

出力には、シリンダ 0から始まり、状態データベースの複製用の十分な領域がある
スライス 7を含めるように、ディスクが再分割されたことを示しています。ディス
クセットに追加したディスクに、それぞれ受け入れ可能なスライス 7がある場
合、それらは再分割されません。

注 – Solstice DiskSuiteソフトウェアからアップグレードしたディスクセットがある場
合、それらのセット上のデフォルトの状態データベースの複製のサイズは Solaris
Volume Managerの 8192ブロックではなく、1034ブロックになります。さら
に、Solstice DiskSuiteソフトウェアによって追加されたディスク上のスライス 7
は、それに応じて、Solaris Volume Managerによって追加されたディスク上のスライ
ス 7より小さくなります。

ディスクセット名の要件
ディスクセットボリューム名は他の Solaris Volume Managerコンポーネント名と似て
います。ただし、ディスクセット名は名前の一部として含まれます。たとえば、ボ
リュームパス名には、/dev/md/の後とパス内の実際のボリューム名の前に、ディス
クセット名が含まれます。

次の表に、ディスクセットボリューム名の例をいくつか示します。

Solaris Volume Managerディスクセット管理

第 18章 • ディスクセット (概要) 213



表 18–1 ディスクセットのボリューム名の例

/dev/md/blue/dsk/d0 ディスクセット blue内のブロックボリューム d0

/dev/md/blue/dsk/d1 ディスクセット blue内のブロックボリューム d1

/dev/md/blue/rdsk/d126 ディスクセット blue内の rawボリューム d126

/dev/md/blue/rdsk/d127 ディスクセット blue内の rawボリューム d127

同様に、ホットスペアプールはホットスペア名の一部としてディスクセット名が含
まれます。

例— 2つの共有ディスクセット
図 18–1に 2つのディスクセットを使用する構成の例を示します。

この構成で、ホストAとホスト Bはディスクセット redと blueを共有しています。そ
れらはそれぞれ、共有されていない独自のローカルディスクセットを使用していま
す。ホストAで障害が発生すると、ホスト BはホストAの共有ディスク
セット、ディスクセット redの制御を引き継ぐことができます。同様に、ホスト Bで
障害が発生すると、ホストAはホスト Bの共有ディスクセット、ディスクセット
blueの制御を引き継ぐことができます。

図 18–1 ディスクセットの例
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ディスクセットの操作のガイドライン
ディスクセットを操作する場合、次のガイドラインを考慮してください。

■ ディスクセットに接続される各ホストで Solaris Volume Managerを構成する必要が
あります。

■ 各ホストでは、ディスクセットを作成する前に、ローカル状態データベースを設
定しておく必要があります。

■ ディスクセットを作成し、そのディスクセットのボリュームを作成する手順の順
番は、まず、ディスクセットを作成することです。次に、ディスクセットに
ディスクを追加します。最後に、ディスクセットにボリュームを作成します。

■ クラスタ環境でディスクセットを作成し、操作するには、rootがグループ 14の
メンバーである必要があります。または、各ホスト上の /.rhostsファイル
に、ディスクセットに関連付けられている他のホスト名のエントリが含まれてい
る必要があります。

注 – SunCluster 3.x環境では、この手順は必要ありません。

■ ディスクセットの保守を実行するには、ホストがディスクセットの所有者である
か、ディスクセットを予約している必要があります。ホストがディスクセットの
暗黙的所有権を取得するには、最初のドライブをディスクセットに入れます。

■ ファイルシステム、データベース、またはその他のアプリケーションで使用して
いるドライブをディスクセットに追加することはできません。ドライブを追加す
る前に、それが現在使用されていないことを確認します。

■ 保持したい既存のデータを格納しているドライブをディスクセットに追加しない
でください。ディスクをディスクセットに追加するプロセスによって、ディスク
が再分割され、既存のデータが破棄されます。

■ ローカルボリューム管理と異なり、ディスクセットに状態データベースの複製を
手動で作成したり、削除したりする必要はありません。Solaris Volume Manager
は、ディスクセット内のすべてのドライブで、状態データベースの複製の適切な
数のバランスを取ろうとします。

■ ディスクセットにドライブが追加されると、Solaris Volume Managerは、残りのド
ライブで、状態データベースの複製のバランスを取り直します。後で、必要に応
じて、metadbコマンドを使用して、複製のレイアウトを変更できます。

ディスクセットの操作のガイドライン
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ディスクセット内の非同期共有ストレージ
Solaris Volume Managerの以前のバージョンでは、ディスクセット内のホスト間で共
有する予定のあるすべてのディスクを各ホストに接続する必要がありました。さら
に、それらは各ホストで、正確に同じパス、ドライバ、名前を持つ必要がありまし
た。特に、共有ディスクドライブは、両方のホストから、同じ場所
(/dev/rdsk/c#t#d#)で参照される必要がありました。また、共有ディスクは同じドラ
イバ名 (ssd)を使用する必要がありました。

現在の Solaris OSリリースでは、一般にアクセス可能なストレージのさまざまな
ビューを持つシステムで、ディスクセットへのアクセスを非同期で共有できま
す。ディスクセットのデバイス IDのサポートの導入により、Solaris Volume Manager
は名前付きディスクセット内のディスクの移動を自動的に追跡します。

最新の Solaris OSにアップグレードする場合、ディスクの追跡を有効にするため
に、ディスクセットを 1回取得する必要があります。ディスクセットの取得の詳細
については、226ページの「ディスクセットを取得する方法」を参照してください。

auto-take機能が有効にされていない場合、各ディスクセットを手動で取得する必要
があります。この機能が有効にされている場合、この手順は、システムのリブート
時に自動的に行なわれます。auto-take機能の詳細については、207ページ
の「auto-takeディスクセット」を参照してください。

さらに、この拡張されたデバイス IDのサポートにより、別のシステム上に作成され
たディスクセットでもインポートできます。ディスクセットのインポートの詳細に
ついては、210ページの「ディスクセットのインポート」を参照してください。

シナリオ -ディスクセット
次の例では、第 5章「Solaris Volume Managerの構成と使用 (シナリオ)」に示すサンプ
ルシステムを利用して、SAN (Storage Area Network)ファブリック上に存在するスト
レージを管理するために、どのようにディスクセットを使用すべきかを示します。

サンプルシステムには、ファイバスイッチと SANストレージに接続されている追加
のコントローラーがあるとします。SANファブリック上のストレージは、SCSIおよ
び IDEディスクなどの他のデバイスのようにブートプロセスの早期に、システムか
ら使用できません。さらに、Solaris Volume Managerはブート時に、ファブリック上
の論理ボリュームが利用不可であると報告します。ただし、ストレージをディスク
セットに追加し、ディスクセットツールを使用してストレージを管理することに
よって、ブート時の使用可能性に関するこの問題が回避されます。さらに、ファブ
リック接続されたストレージは、ローカルストレージから、個別のディスクセット
によって制御される名前空間内で簡単に管理できます。

ディスクセット内の非同期共有ストレージ
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ディスクセット (タスク)

この章では、ディスクセットに関連したタスクの実行について説明します。これら
のタスクに関する概念については、第 18章「ディスクセット (概要)」を参照してく
ださい。

ディスクセット (タスクマップ)
次のタスクマップに、Solaris Volume Managerのディスクセットおよび Solaris Volume
Manager for Sun Clusterの複数所有者ディスクセットを管理するために必要な手順を
示します。注記がある場合を除き、すべてのコマンドが両方のタイプのディスク
セットに対して機能します。Solaris Volume Manager GUIは、複数所有者ディスク
セットに関連したタスクには使用できません。

タスク 説明 参照先

ディスクセットを作成す
る

ディスクセットを作成するには、Solaris
Volume Manager GUIまたは metasetコマ
ンドを使用します。

複数所有者ディスクセットを作成する
には、metaset -Mコマンドを使用しま
す。

219ページの「ディスク
セットを作成する方法」

ディスクセットにディス
クを追加する

ディスクセットにディスクを追加する
には、Solaris Volume Manager GUIまた
は metasetコマンドを使用します。

220ページの「ディスク
セットにディスクを追加す
る方法」

ディスクセットにホスト
を追加する

ディスクセットにホストを追加するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metasetコマンドを使用します。

222ページの「ディスク
セットに別のホストを追加
する方法」

19第 1 9 章
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タスク 説明 参照先

ディスクセット内に
Solaris Volume Managerボ
リュームを作成する

ディスクセット内にボリュームを作成
するには、Solaris Volume Manager GUI
または metainitコマンドを使用しま
す。

223ページの「ディスク
セット内に Solaris Volume
Managerコンポーネントを作
成する方法」

ディスクセットのス
テータスを確認する

ディスクセットのステータスを確認す
るには、Solaris Volume Manager GUIを
使用するか、または metasetコマンドを
使用します。

224ページの「ディスク
セットのステータスを確認
する方法」

ディスクセットから
ディスクを削除する

ディスクセットからディスクを削除す
るには、Solaris Volume Manager GUIま
たは metasetコマンドを使用します。

225ページの「ディスク
セットからディスクを削除
する方法」

ディスクセットを取得す
る

ディスクセットを取得するには、Solaris
Volume Manager GUIまたは metasetコマ
ンドを使用します。

226ページの「ディスク
セットを取得する方法」

ディスクセットを解放す
る

ディスクセットを解放するには、Solaris
Volume Manager GUIまたは metasetコマ
ンドを使用します。

228ページの「ディスク
セットを解放する方法」

ディスクセットからホス
トを削除する

ディスクセットからホストを削除する
には、Solaris Volume Manager GUIまた
は metasetコマンドを使用します。

229ページの「ホストまたは
ディスクセットを削除する
方法」

ディスクセットを削除す
る

ディスクセットから最後のホストを削
除し、それによってディスクセットを
削除するには、Solaris Volume Manager
GUIまたは metasetコマンドを使用しま
す。

229ページの「ホストまたは
ディスクセットを削除する
方法」

ディスクセットをイン
ポートする

ディスクセットに関するレポートを実
行してどのディスクセットをイン
ポートできるかを判定したり、ディス
クセットをあるシステムから別のシス
テムにインポートしたりするに
は、metaimportコマンドを使用しま
す。

231ページの「ディスク
セットのインポート」

ディスクセット (タスクマップ)
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ディスクセットの作成

▼ ディスクセットを作成する方法
215ページの「ディスクセットの操作のガイドライン」を確認してください。

ディスクセットを作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。「アクション」、「ディスクセットを作成」の順に
選択します。次に、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプを
参照してください。

■ コマンド行からディスクセットを最初から作成するには、次の形式の metasetコ
マンドを使用します。

# metaset -s diskset-name -a -h -M hostname

-s diskset-name metasetコマンドの対象となるディスクセットの名前を指定し
ます。

-a 指定されたディスクセットにホストを追加します。Solaris
Volume Managerは、ディスクセットあたり最大 4つのホストを
サポートしています。

-M 作成されるディスクセットが複数所有者ディスクセットである
ことを指定します。

-h hostname ディスクセットに追加される 1つまたは複数のホストを指定し
ます。最初のホストを追加すると、ディスクセットが作成され
ます。あとで、2番目のホストを追加できます。ただし、指定
された hostname上にこのディスクセット内のすべてのディスク
が見つからない場合、2番目のホストは受け入れられませ
ん。hostnameは、/etc/nodenameファイル内にあるのと同じ名
前です。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

新しいディスクセットのステータスを確認します。
# metaset

始める前に

1

2

ディスクセットの作成
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ディスクセットの作成

次の例では、ホスト host1から、blueという名前の共有ディスクセットを作成しま
す。metasetコマンドは、ステータスを表示します。この時点では、ディスクセット
に所有者はいません。ディスクセットにディスクを追加したホストが、デフォルト
で所有者になります。

# metaset -s blue -a -h host1

# metaset

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1

複数所有者ディスクセットの作成

次の例では、redという名前の複数所有者ディスクセットを作成します。metasetコ
マンドからの出力の 1行目には、このディスクセットが複数所有者ディスクセット
であることを示す「Multi-owner」が表示されています。

# metaset -s red -a -M -h nodeone

# metaset -s red

Multi-owner Set name = red, Set number = 1, Master =

Host Owner Member

nodeone Yes

ディスクセットの拡張

▼ ディスクセットにディスクを追加する方法

注意 – 32ビットカーネルで Solarisソフトウェアを実行することを予定している場合
や、Solaris 9 4/03リリースより前のバージョンの Solaris OSの使用を予定している場
合は、ディスクセットに 1Tバイトを超えるディスクを追加しないでくださ
い。Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトボリュームのサポートの詳細は、
52ページの「Solaris Volume Managerでのマルチテラバイトのサポートの概要」を参
照してください。

ディスクセットに追加できるのは、次の条件を満たすディスクだけです。

■ ディスクがボリュームまたはホットスペアプールで使用されていてはいけませ
ん。

例19–1

例19–2

ディスクセットの拡張
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■ ディスクに状態データベースの複製が含まれていてはいけません。
■ ディスクが現在マウントされていたり、スワップに使用されていたり、アプリ
ケーションで使用するためにそれ以外の方法で開かれていたりしてはいけませ
ん。

215ページの「ディスクセットの操作のガイドライン」を確認してください。

ディスクセットにディスクを追加するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。変更するディスクセットを選択します。次に、マウ
スの右ボタンをクリックして「プロパティー」を選択します。「ディスク」タブ
を選択します。「ディスクを追加」をクリックします。次に、ウィザードの指示
に従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ コマンド行からディスクセットにディスクを追加するには、次の形式の metaset

コマンドを使用します。

# metaset -s diskset-name -a disk-name

-s diskset-name metasetコマンドの対象となるディスクセットの名前を指定し
ます。

-a 指定されたディスクセットにディスクを追加します。

disk-name ディスクセットに追加するディスクを指定します。ディスク名
の形式は、cxtxdxです。ディスクセットにディスクを追加する
場合、「sx」のスライス識別子は含まれません。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

ディスクセットにディスクを追加した最初のホストが、そのディスクセットの所有
者になります。

注意 –データを含むディスクをディスクセットに追加しないでください。データを含
むディスクをディスクセットに追加すると、ディスクが再パーティション分割さ
れ、データが破棄されることがあります。

ディスクセットとディスクのステータスを確認します。
# metaset

ディスクセットへのディスクの追加

# metaset -s blue -a c1t6d0

# metaset

Set name = blue, Set number = 1

始める前に

1

2

例19–3

ディスクセットの拡張
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Host Owner

host1 Yes

Drive Dbase

c1t6d0 Yes

この例では、ホスト名は host1です。共有ディスクセットは blueです。ディスク
c1t6d0のみがディスクセット blueに追加されました。

必要に応じて、コマンド行に各ディスクのリストを指定することによって、一度に
複数のディスクを追加できます。たとえば、次のコマンドを使用すると、ディスク
セットに同時に 2つのディスクを追加できます。

# metaset -s blue -a c1t6d0 c2t6d0

▼ ディスクセットに別のホストを追加する方法
既存のディスクセットに別のホストを追加する方法について説明します。Solaris
Volume Managerは、ディスクセットあたり最大 4つのホストをサポートしていま
す。

215ページの「ディスクセットの操作のガイドライン」を確認してください。

ディスクセットにホストを追加するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開き、変更するディスクセットを選択します。変更するディス
クセットを選択します。次に、マウスの右ボタンをクリックして「プロパ
ティー」を選択します。「ホスト」タブを選択します。「ホストの追加」をク
リックします。次に、ウィザードの指示に従います。詳細は、オンラインヘルプ
を参照してください。

■ コマンド行からディスクセットにホストを追加するには、次の形式の metasetコ
マンドを使用します。

# metaset -s diskset-name -a -h hostname

-s diskset-name ホストを追加するディスクセットの名前を指定します。

-a 指定されたディスクセットにホストを追加します。

-h hostname ディスクセットに追加される 1つまたは複数のホスト名を指定
します。最初のホストを追加すると、ディスクセットが作成さ
れます。このホスト名は、/etc/nodenameファイル内にあるの
と同じ名前です。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

始める前に

1

ディスクセットの拡張
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ホストがディスクセットに追加されていることを確認します。
# metaset

ディスクセットへの別のホストの追加

# metaset -s blue -a -h host2

# metaset

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

host2

Drive Dbase

c1t6d0 Yes

c2t6d0 Yes

この例は、ディスクセット blueへのホスト host2の追加を示しています。

▼ ディスクセット内に Solaris Volume Managerコン
ポーネントを作成する方法
ディスクセットを作成したあと、そのディスクセットに追加したディスクを使用し
てボリュームとホットスペアプールを作成できます。Solaris管理コンソール内の拡
張ストレージツールまたはコマンド行ユーティリティーのどちらかを使用できま
す。

ディスクセット内にボリュームやその他の Solaris Volume Managerコンポーネントを
作成するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」、「状態
データベース複製」、または「ホットスペアプール」ノードを開きます。「アク
ション」、「作成」の順に選択します。次に、ウィザードの指示に従います。詳
細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 同じ基本的な構文を持つ同じコマンド行ユーティリティーを使用して、ボ
リューム、状態データベースの複製、またはホットスペアプールを作成しま
す。ただし、すべてのコマンドについて、コマンドの直後に -s disk-setを追加し
ます。

# command -s disk-set

ディスクセット内での Solaris Volume Managerボリュームの作成

次の例は、ディスクセット blue内でのミラー d10の作成を示しています。このミ
ラーは、サブミラー (RAID-0ボリューム) d11と d12で構成されています。

2

例19–4

●

例19–5

ディスクセットの拡張
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# metainit -s blue d11 1 1 c1t6d0s0

blue/d11: Concat/Stripe is setup

# metainit -s blue d12 1 1 c2t6d0s0

blue/d12: Concat/Stripe is setup

# metainit -s blue d10 -m d11

blue/d10: Mirror is setup

# metattach -s blue d10 d12

blue/d10: submirror blue/d12 is attached

# metastat -s blue

blue/d10: Mirror

Submirror 0: blue/d11

State: Okay

Submirror 1: blue/d12

State: Resyncing

Resync in progress: 0 % done

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 17674902 blocks

blue/d11: Submirror of blue/d10

State: Okay

Size: 17674902 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t6d0s0 0 No Okay

blue/d12: Submirror of blue/d10

State: Resyncing

Size: 17674902 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c2t6d0s0 0 No Okay

ディスクセットの保守

▼ ディスクセットのステータスを確認する方法
ディスクセットのステータスを確認するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。マウスの右ボタンで、モニターするディスクセット
をクリックします。次に、メニューから「プロパティー」を選択します。詳細
は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metasetコマンドを使用して、ディスクセットステータスを表示しま
す。

# metaset -s diskset-name

●

ディスクセットの保守
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詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –ディスクセットの所有権は、所有しているホストでのみ表示されます。

指定されたディスクセットのステータスの確認

次の例は、-sオプションに続けてディスクセット blueの名前が指定された metaset

コマンドを示しています。このコマンドからの出力には、そのディスクセットのス
テータス情報が表示されます。この出力は、host1がディスクセットの所有者である
ことを示しています。metasetコマンドではまた、ディスクセット内のディスクも表
示されます。

red# metaset -s blue

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

Drive Dbase

c1t6d0 Yes

c2t6d0 Yes

metasetコマンドは、それ自体で、すべてのディスクセットのステータスを表示しま
す。

▼ ディスクセットからディスクを削除する方法
ディスクセットからディスクを削除するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。マウスの右ボタンで、解放するディスクセットをク
リックします。次に、メニューから「プロパティー」を選択します。「ディス
ク」タブをクリックします。オンラインヘルプの指示に従います。

■ 次の形式の metasetコマンドを使用して、ディスクセットからディスクを削除し
ます。

# metaset -s diskset-name -d disk-name

-s diskset-name ディスクを削除するディスクセットの名前を指定します。

-d disk-name ディスクセットから削除するディスクを指定します。ディスク
名の形式は、cxtxdxです。ディスクセットからディスクを削除
する場合、「sx」のスライス識別子は含まれません。

例19–6
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詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

ディスクがディスクセットから削除されていることを確認します。
# metaset -s diskset-name

注 –ディスクセットを削除するには、まずそのディスクセットからすべてのディスク
を削除する必要があります。

ディスクセットからのディスクの削除

次の例は、ディスクセット blueからのディスク c1t6d0の削除を示しています。

host1# metaset -s blue -d c1t6d0

host1# metaset -s blue

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1

host2

Drive Dbase

c2t6d0 Yes

▼ ディスクセットを取得する方法

注 –このオプションは、複数所有者ディスクセットには使用できません。

ディスクセットを取得するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。マウスの右ボタンで、取得するディスクセットをク
リックします。次に、メニューから「所有権を取得」を選択します。詳細は、オ
ンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metasetコマンドを使用します。

# metaset -s diskset-name -t -f

-s diskset-name 取得するディスクセットの名前を指定します。

-t ディスクセットを取得するように指定します。

-f ディスクセットを強制的に取得するように指定します。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

2
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一度に 1つのホストだけがディスクセットを所有できます。ディスクセット内の 1つ
のホストがそのディスクセットを取得すると、ディスクセット内のその他のホスト
は、そのディスクセット内のディスク上のデータにアクセスできません。

metasetコマンドのデフォルトの動作では、ディスクセットの所有権を持つホスト上
で解放が可能である場合にのみ、ほかのホストがディスクセットを取得できるよう
になります。ディスクセットを強制的に取得するには、-fオプションを使用しま
す。このオプションは、別のホストが現在ディスクセットを所有しているかどうか
にかかわらず、ディスクセットを取得します。この方法は、ディスクセット内のホ
ストがダウンしているか、または通信していない場合に使用します。この時点でほ
かのホストがディスクセットを取得された場合、そのホストは、そのディスク
セットに対する入出力操作を実行しようとするとパニックを起こします。

注 –ディスクセットの所有権は、所有しているホストでのみ表示されます。

ディスクセットの取得

次の例では、ホスト host1がホスト host2と通信します。この通信によって、ホスト
host1がディスクセットを取得しようとする前に、ホスト host2がそのディスク
セットを解放していることが保証されます。

host1# metaset

...

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1

host2

...

host1# metaset -s blue -t

host1# metaset

...

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

host2

...

host2がディスクセット blueを所有していたとすると、前の出力の「Owner」列は引
き続き空白になります。metasetコマンドは、このコマンドを発行しているホストが
そのディスクセットを所有しているかどうかのみを示します。

ディスクセットの強制的な取得

次の例では、ディスクセットを取得しているホストがその他のホストと通信しませ
ん。代わりに、-fオプションにより、ディスクセット内のディスクを警告なしで強

例19–8
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制的に取得できます。ほかのホストがそのディスクセットを所有していた場合、そ
のホストは、そのディスクセットに対する入出力操作を試行したとするとパニック
を起こします。

# metaset -s blue -t -f

▼ ディスクセットを解放する方法
ディスクセットの解放は、ディスクセット内の物理ディスクに対する保守を実行す
る場合に役立ちます。ディスクセットが解放されると、ホストからアクセスできな
くなります。ディスクセット内の両方のホストがそのディスクセットを解放した場
合は、ディスクセット内のどちらのホストも、そのディスクセットで定義されてい
るボリュームまたはホットスペアプールに直接にはアクセスできません。ただ
し、両方のホストがディスクセットを解放した場合、各ホストは自身の c*t*d*名を
使用してそれらのディスクに直接アクセスできます。

注 –このオプションは、複数所有者ディスクセットには使用できません。

215ページの「ディスクセットの操作のガイドライン」を確認してください。

ディスクセットを解放するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。マウスの右ボタンで、解放するディスクセットをク
リックします。次に、メニューから「所有権を解放」を選択します。詳細は、オ
ンラインヘルプを参照してください。

■ ディスクセットの所有権を解放するには、次の形式の metasetコマンドを使用し
ます。

# metaset -s diskset-name -r

-s diskset-name metasetコマンドの対象となるディスクセットの名前を指定し
ます。

-r ディスクセットの所有権を解放します。ディスクセット内のす
べてのディスクの予約が削除されます。そのディスクセット内
のボリュームにはアクセスできなくなります。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –ディスクセットの所有権は、所有しているホストでのみ表示されます。

始める前に
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このホスト上でディスクセットが解放されていることを確認します。
# metaset

ディスクセットの解放

次の例は、ディスクセット blueの解放を示しています。ディスクセットの所有者が
存在しないことに注意してください。ホスト host1からのステータスの表示は誤解を
招く可能性があります。ホストが判定できるのは、自身がディスクセットを所有し
ているかどうかだけです。たとえば、ホスト host2がディスクセットの所有権を取得
しても、ホスト host1からはその所有権が表示されません。host2がディスクセット
の所有権を持っていることを表示するのは、ホスト host2だけです。

host1# metaset -s blue -r

host1# metaset -s blue

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1

host2

Drive Dbase

c1t6d0 Yes

c2t6d0 Yes

▼ ホストまたはディスクセットを削除する方法
ディスクセットを削除するには、そのディスクセットにディスクが含まれていない
こと、およびそのディスクセットにほかのホストが接続されていないことが必要で
す。最後のホストを削除すると、そのディスクセットが破棄されます。

ディスクセットからホストを削除するか、またはディスクセットを削除するに
は、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ディスク
セット」ノードを開きます。マウスの右ボタンで、解放するディスクセットをク
リックし、メニューから「削除」を選択します。オンラインヘルプの指示に従い
ます。

■ ホストを削除するには、次の形式の metasetコマンドを使用します。

metaset -s diskset-name -d -h hostname

-s diskset-name metasetコマンドの対象となるディスクセットの名前を指定し
ます。

-d ディスクセットからホストを削除します。

2
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-h hostname 削除するホストの名前を指定します。

ディスクセットを削除するには、前の metasetコマンドと同じ形式を使用しま
す。ディスクセットを削除するには、そのディスクセットにディスクが含まれて
いないこと、およびほかのホストがそのディスクセットを所有していないことが
必要です。最後のホストを削除すると、そのディスクセットが破棄されます。

詳細は、metaset(1M)のマニュアルページを参照してください。

metasetコマンドを使用して、ホストがディスクセットから削除されていることを確
認します。現在の (所有している)ホストだけが表示されることに注意してくださ
い。その他のホストは削除されています。
# metaset -s disk-set

ディスクセットからのホストの削除

次の例は、ディスクセット blueからのホスト host2の削除を示しています。

# metaset -s blue

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

..host2

Drive Dbase

c1t2d0 Yes

c1t3d0 Yes

c1t4d0 Yes

c1t5d0 Yes

c1t6d0 Yes

c2t1d0 Yes

# metaset -s blue -d -h host2

# metaset -s blue

Set name = blue, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

Drive Dbase

c1t2d0 Yes

c1t3d0 Yes

c1t4d0 Yes

c1t5d0 Yes

c1t6d0 Yes

c2t1d0 Yes

2
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ディスクセットからの最後のホストの削除

次の例は、ディスクセット blueからの最後のホストの削除を示しています。

host1# metaset -s blue -d -h host1

host1# metaset -s blue

metaset: host: setname "blue": no such set

ディスクセットのインポート
ディスクセットのインポート

metaimportコマンドを使用すると、ディスクセットをあるシステムから別のシステ
ムにインポートできます。

▼ インポートに使用可能なディスクセットに関する
レポートを出力する方法

スーパーユーザーになります。

インポートに使用可能なディスクセットに関するレポートを取得します。
# metaimport -r -v

-r システムへのインポートに使用可能な構成解除されたディスクセットのレ
ポートを提供します。

-v 状態データベース (metadb)の複製の場所や、システムへのインポートに使用
可能な構成解除されたディスクセットのディスクのステータスに関する詳細情
報を提供します。

インポートに使用可能なディスクセットに関する報告

次の例は、インポートに使用可能なディスクセットに関するレポートを出力する方
法を示しています。metaimportコマンドからの出力では、通常のディスクセットと
複製されたディスクセットが区別されます。

# metaimport -r

# metaimport -r

Drives in regular diskset including disk c1t2d0:

c1t2d0

c1t3d0

More info:

metaimport -r -v c1t2d0

例19–12
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Import: metaimport -s <newsetname> c1t2d0

Drives in replicated diskset including disk c1t4d0:

c1t4d0

c1t5d0

More info:

metaimport -r -v c1t4d0

Import: metaimport -s <newsetname> c1t4d0

# metaimport -r -v c1t2d0

Import: metaimport -s <newsetname> c1t2d0

Last update: Mon Dec 29 14:13:35 2003

Device offset length replica flags

c1t2d0 16 8192 a u

c1t3d0 16 8192 a u

▼ ディスクセットをあるシステムから別のシステム
にインポートする方法

スーパーユーザーになります。

ディスクセットがインポートに使用可能であることを確認します。
# metaimport -r -v

使用可能なディスクセットをインポートします。
# metaimport -s diskset-name disk-name

- s diskset-name 作成されるディスクセットの名前を指定します。

disk-name インポートされるディスクセットの状態データベースの複製が含
まれているディスク (c#t#d#)を指定します。

ディスクセットがインポートされていることを確認します。
# metaset -s diskset-name

ディスクセットのインポート

次の例は、ディスクセットをインポートする方法を示しています。

# metaimport -s red c1t2d0

Drives in diskset including disk c1t2d0:

c1t2d0

c1t3d0

c1t8d0

More info:

metaimport -r -v c1t2d0

# metaset -s red

Set name = red, Set number = 1

1
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Host Owner

host1 Yes

Drive Dbase

c1t2d0 Yes

c1t3d0 Yes

c1t8d0 Yes

ディスクセットのインポート
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Solaris Volume Managerの保守 (タスク)

この章では、Solaris Volume Managerに関する一般的なストレージ管理保守タスクの
実行について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 235ページの「Solaris Volume Managerの保守 (タスクマップ)」
■ 236ページの「Solaris Volume Manager構成の表示」
■ 240ページの「ボリュームの名前の変更」
■ 243ページの「構成ファイルの操作」
■ 245ページの「Solaris Volume Managerのデフォルト値の変更」
■ 246ページの「growfsコマンドを使用したファイルシステムの拡張」
■ 248ページの「RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換え
と有効化の概要」

Solaris Volume Managerの保守 (タスクマップ)
次のタスクマップに、Solaris Volume Managerを保守するために必要な手順を示しま
す。

タスク 説明 参照先

Solaris Volume Manager構
成を表示する

システム構成を表示するには、Solaris
Volume Manager GUIまたは metastatコ
マンドを使用します。

236ページの「Solaris Volume
Managerボリューム構成を表
示する方法」

ボリュームの名前を変更
する

ボリュームの名前を変更するに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metarenameコマンドを使用します。

241ページの「ボリュームの
名前を変更する方法」

構成ファイルを作成する 構成ファイルを作成するには、metastat

-pコマンドおよび metadbコマンドを使
用します。

243ページの「構成ファイル
を作成する方法」
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タスク 説明 参照先

構成ファイルから Solaris
Volume Managerを初期化
する

構成ファイルから Solaris Volume
Managerを初期化するには、metainitコ
マンドを使用します。

243ページの「構成ファイル
から Solaris Volume Manager
を初期化する方法」

ファイルシステムを拡張
する

ファイルシステムを拡張するに
は、growfsコマンドを使用します。

247ページの「ファイルシス
テムを拡張する方法」

コンポーネントを有効に
する

コンポーネントを有効にするに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metareplaceコマンドを使用します。

249ページの「コンポーネン
トの有効化」

コンポーネントを置き換
える

コンポーネントを置き換えるに
は、Solaris Volume Manager GUIまたは
metareplaceコマンドを使用します。

249ページの「コンポーネン
トを別の使用可能なコン
ポーネントに置き換える」

Solaris Volume Manager構成の表示

ヒント – metastatコマンドは、出力をソートしません。より管理しやすい構成のリス
トを取得するには、metastat -pコマンドの出力を sortまたは grepコマンドにパイ
プしてください。

▼ Solaris Volume Managerボリューム構成を表示する
方法

ボリューム構成を表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」ノードを
開きます。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metastatコマンドを使用します。

# metastat -p -i component-name

-p 出力を圧縮されたサマリーで表示するように指定します。こ
の出力は、md.tabファイルの作成での使用に適しています。

-i RAID-1 (ミラー)ボリューム、RAID-5ボリューム、および
ホットスペアにアクセスできることを確認するように指定し
ます。

component-name 表示するボリュームの名前を指定します。ボリューム名が指
定されていない場合は、コンポーネントの完全なリストが表
示されます。

●
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Solaris Volume Managerボリューム構成の表示

次の例は、metastatコマンドからの出力を示しています。

# metastat

d50: RAID

State: Okay

Interlace: 32 blocks

Size: 20985804 blocks

Original device:

Size: 20987680 blocks

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t4d0s5 330 No Okay Yes

c1t5d0s5 330 No Okay Yes

c2t4d0s5 330 No Okay Yes

c2t5d0s5 330 No Okay Yes

c1t1d0s5 330 No Okay Yes

c2t1d0s5 330 No Okay Yes

d1: Concat/Stripe

Size: 4197879 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase Reloc

c1t2d0s3 0 No Yes

d2: Concat/Stripe

Size: 4197879 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase Reloc

c2t2d0s3 0 No Yes

d80: Soft Partition

Device: d70

State: Okay

Size: 2097152 blocks

Extent Start Block Block count

0 1 2097152

d81: Soft Partition

Device: d70

State: Okay

Size: 2097152 blocks

Extent Start Block Block count

0 2097154 2097152

d70: Mirror

Submirror 0: d71

State: Okay

Submirror 1: d72

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 12593637 blocks

d71: Submirror of d70

例20–1
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State: Okay

Size: 12593637 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s3 0 No Okay Yes

Stripe 1:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s4 0 No Okay Yes

Stripe 2:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t3d0s5 0 No Okay Yes

d72: Submirror of d70

State: Okay

Size: 12593637 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c2t3d0s3 0 No Okay Yes

Stripe 1:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c2t3d0s4 0 No Okay Yes

Stripe 2:

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c2t3d0s5 0 No Okay Yes

hsp010: is empty

hsp014: 2 hot spares

Device Status Length Reloc

c1t2d0s1 Available 617652 blocks Yes

c2t2d0s1 Available 617652 blocks Yes

hsp050: 2 hot spares

Device Status Length Reloc

c1t2d0s5 Available 4197879 blocks Yes

c2t2d0s5 Available 4197879 blocks Yes

hsp070: 2 hot spares

Device Status Length Reloc

c1t2d0s4 Available 4197879 blocks Yes

c2t2d0s4 Available 4197879 blocks Yes

Device Relocation Information:

Device Reloc Device ID

c1t2d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0N1S200002103AF29

c2t2d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0P64Z00002105Q6J7

c1t1d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0N1EM00002104NP2J

c2t1d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0N93J000071040L3S

c0t0d0 Yes id1,dad@s53554e575f4154415f5f53543339313430412525415933

マルチテラバイト Solaris Volume Managerボリュームの表示

次の例は、マルチテラバイトストレージボリューム (11Tバイト)に対する metastat

コマンドからの出力を示しています。
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# metastat d0

d0: Concat/Stripe

Size: 25074708480 blocks (11 TB)

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase Reloc

c27t8d3s0 0 No Yes

c4t7d0s0 12288 No Yes

Stripe 1: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase Reloc

c13t2d1s0 16384 No Yes

c13t4d1s0 16384 No Yes

c13t6d1s0 16384 No Yes

c13t8d1s0 16384 No Yes

c16t3d0s0 16384 No Yes

c16t5d0s0 16384 No Yes

c16t7d0s0 16384 No Yes

c20t4d1s0 16384 No Yes

c20t6d1s0 16384 No Yes

c20t8d1s0 16384 No Yes

c9t1d0s0 16384 No Yes

c9t3d0s0 16384 No Yes

c9t5d0s0 16384 No Yes

c9t7d0s0 16384 No Yes

Stripe 2: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase Reloc

c27t8d2s0 16384 No Yes

c4t7d1s0 16384 No Yes

Stripe 3: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase Reloc

c10t7d0s0 32768 No Yes

c11t5d0s0 32768 No Yes

c12t2d1s0 32768 No Yes

c14t1d0s0 32768 No Yes

c15t8d1s0 32768 No Yes

c17t3d0s0 32768 No Yes

c18t6d1s0 32768 No Yes

c19t4d1s0 32768 No Yes

c1t5d0s0 32768 No Yes

c2t6d1s0 32768 No Yes

c3t4d1s0 32768 No Yes

c5t2d1s0 32768 No Yes

c6t1d0s0 32768 No Yes

c8t3d0s0 32768 No Yes

次に進む手順
詳細は、metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。
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ボリュームの名前の変更

ボリュームの名前の変更の背景情報
Solaris Volume Managerでは、いくつかの制約に従って、ほとんどのタイプのボ
リュームの名前をいつでも変更できます。Solaris管理コンソール内の拡張スト
レージツールまたはコマンド行 (metarename(1M)コマンド)のどちらかを使用し
て、ボリュームの名前を変更できます。

ボリュームの名前の変更またはボリューム名の切り替えは、ボリューム名を管理す
るための管理の利便性のために用意されています。たとえば、すべてのファイルシ
ステムマウントポイントを目的の番号の範囲で整列できます。現在の論理ボ
リュームの名付けスキームを維持したり、トランザクションボリュームで基となる
ボリュームの名前と同じ名前を使用できるようにしたりするために、ボリュームの
名前を変更する場合があります。

注 – Solaris Volume Managerでは、トランザクションボリュームは有効でなくなりまし
た。それらを置き換えるために、トランザクションボリュームの名前を変更できま
す。

ボリュームの名前を変更する前に、そのボリュームが現在使用されていないことを
確認してください。ファイルシステムの場合は、swapとしてマウントまたは使用さ
れていないことを確認してください。rawデバイスを使用するその他のアプリ
ケーション (データベースなど)は、データへのアクセスを停止するための独自の方
法を備えているべきです。

ボリュームの名前を変更するときの固有の考慮事項には、次のものがあります。

■ 次を除く、任意のボリュームの名前を変更できます。
■ ソフトパーティション
■ ソフトパーティションが直接構築されているボリューム
■ ログデバイスとして使用されているボリューム
■ ホットスペアプール

■ ディスクセット内のボリュームの名前を変更できます。ただし、ボリュームをあ
るディスクセットから別のディスクセットに移動するために名前を変更すること
はできません。

ボリュームの名前の変更
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ボリューム名の交換
metarenameコマンドを -xオプションとともに使用すると、親子関係を持つボ
リュームの名前が交換されます。詳細は、241ページの「ボリュームの名前を変更す
る方法」および metarename(1M)のマニュアルページを参照してください。既存のボ
リュームの名前が、そのサブコンポーネントの 1つと交換されます。たとえば、ミ
ラーとそのいずれかのサブミラーの間でこのタイプの交換が発生する場合がありま
す。metarename -xコマンドを使用すると、既存のボリュームのミラー化またはミ
ラー化の解除が容易になります。

注 –ボリューム名を交換するには、コマンド行を使用する必要があります。この機能
は現在、Solaris Volume Manager GUIでは使用できません。ただし、ボリューム名の
変更はコマンド行またはGUIのどちらでもできます。

ボリュームの名前を変更する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

■ 現在使用されているボリュームの名前を変更することはできません。この制限に
は、マウントされたファイルシステム、swap、またはアプリケーションやデータ
ベースのアクティブなストレージとして使用されているボリュームが含まれま
す。そのため、metarenameコマンドを使用する前に、名前を変更するボリューム
へのすべてのアクセスを停止してください。たとえば、マウントされたファイル
システムをアンマウントします。

■ 障害が発生した状態にあるボリュームを交換することはできません。
■ ホットスペアの置き換えを使用しているボリュームを交換することはできませ
ん。

■ 交換は、直接の親子関係を持つボリュームの間でのみ実行できます。
■ ログデバイスを交換 (または名前変更)することはできません。回避方法とし
て、そのログデバイスを切り離し、目的の名前を持つ別のログデバイスを接続し
ます。

■ 交換できるのはボリュームだけです。スライスまたはホットスペアは交換できま
せん。

▼ ボリュームの名前を変更する方法
ボリューム名の要件 (47ページの「ボリューム名」)、および 240ページの「ボ
リュームの名前の変更の背景情報」を確認してください。

そのボリュームを使用しているファイルシステムをアンマウントします。
# umount /filesystem

始める前に

1
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ボリュームの名前を変更するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Solaris管理コンソール内の拡張ストレージツールから、「ボリューム」を開きま
す。名前を変更するボリュームを選択します。マウスの右ボタンでアイコンをク
リックします。「プロパティー」オプションを選択します。次に、画面の指示に
従います。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

■ 次の形式の metarenameコマンドを使用します。

# metarename old-volume-name new-volume-name

old-volume-name 既存のボリュームの名前を指定します。

new-volume-name 既存のボリュームの新しい名前を指定します。

詳細は、metarename(1M)のマニュアルページを参照してください。

必要に応じて、/etc/vfstabファイルを編集して新しいボリューム名を参照するよう
にします。

ファイルシステムを再マウントします。
# mount /filesystem

ファイルシステムで使用されているボリュームの名前の変更

次の例では、ボリューム d10が d100に変更されます。

# umount /home

# metarename d10 d100

d10: has been renamed to d100

(Edit the /etc/vfstab file so that the file system references the new volume)
# mount /home

d10にはマウントされたファイルシステムが含まれているため、ボリュームの名前を
変更するには、その前にファイルシステムをアンマウントする必要があります。そ
のボリュームが /etc/vfstabファイル内にエントリを持つファイルシステムで使用さ
れている場合は、新しいボリューム名を参照するようにそのエントリを変更する必
要があります。

たとえば、/etc/vfstabファイルにファイルシステムの次のエントリが含まれている
場合は、

/dev/md/dsk/d10 /dev/md/rdsk/d10 /docs home 2 yes -

そのエントリを次のように変更します。

/dev/md/dsk/d100 /dev/md/rdsk/d100 /docs home 2 yes -

次に、ファイルシステムを再マウントします。

2

3

4
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既存のミラーまたはトランザクションボリュームがある場合は、metarename -xコマ
ンドを使用してそのミラーまたはトランザクションボリュームを削除し、基となる
ボリューム上にデータを保持することができます。トランザクションボリュームの
場合は、マスターデバイスがボリューム (RAID-0、RAID-1、またはRAID-5ボ
リュームのいずれか)であるかぎり、そのボリューム上にデータを保持できます。

構成ファイルの操作
Solaris Volume Manager構成ファイルには、Solaris Volume Managerの基本的な情報の
ほか、構成を再構築するために必要なほとんどのデータが含まれています。次の手
順は、これらのファイルを操作する方法を示しています。

▼ 構成ファイルを作成する方法
Solaris Volume Manager環境に該当するすべてのパラメータを定義したら、metastat

-pコマンドを使用して /etc/lvm/md.tabファイルを作成します。
# metastat -p > /etc/lvm/md.tab

このファイルには、metainitコマンドや metahsコマンドで使用されるすべてのパラ
メータが含まれています。このファイルは、類似したいくつかの環境を設定する必
要がある場合や、システム障害が発生したあとに構成を再作成する必要がある場合
に使用します。

md.tabファイルの詳細は、326ページの「md.tabファイルの概要」および md.tab(4)
のマニュアルページを参照してください。

▼ 構成ファイルから Solaris Volume Managerを初期
化する方法

注意 –この手順は、次の状況で使用します。

■ Solaris Volume Manager構成の完全な消失が発生した場合
■ まだ構成が存在せず、保存されている構成ファイルから構成を作成したい場合

場合によっては、状態データベースに保持されていた情報が失われることがありま
す。たとえば、この消失は、状態データベースの複製がすべて削除されたあとにシ
ステムがリブートされると発生することがあります。状態データベースが失われた
あとにボリュームが作成されていないかぎり、md.cfまたは md.tabファイルを使用
して Solaris Volume Manager構成を回復できます。

●
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注 – md.cfファイルには、アクティブなホットスペア上の情報が保持されません。そ
のため、Solaris Volume Manager構成が失われたときにホットスペアが使用されてい
た場合、アクティブなホットスペアを使用していたボリュームは破損する可能性が
あります。

これらのファイルの詳細は、md.cf(4)および md.tab(4)のマニュアルページを参照し
てください。

状態データベースの複製を作成します。

詳細は、74ページの「状態データベースの複製の作成」を参照してください。

/etc/lvm/md.tabファイルを作成または更新します。

■ 最後の既知の Solaris Volume Manager構成を回復しようとしている場合は、md.cf

ファイルを /etc/lvm/md.tabファイルにコピーします。
■ 保持している md.tabファイルのコピーに基づいて新しい Solaris Volume Manager
構成を作成している場合は、保持されたファイルを /etc/lvm/md.tabファイルに
コピーします。

「新しい」/etc/lvm/md.tabファイルを編集し、次の手順を実行します。

■ 新しい構成を作成するか、またはクラッシュのあとに構成を回復している場合
は、ミラーを一方向のミラーとして構成します。例:

d80 -m d81 1

d81 1 1 c1t6d0s3

ミラーのサブミラーが同じサイズでない場合は、この一方向のミラーには必ず最
小のサブミラーを使用してください。そうしないと、データが失われます。

■ 既存の構成を回復しており、Solaris Volume Managerがクリーンな状態で停止され
た場合は、ミラー構成を多方向のミラーのままにします。例:

d70 -m d71 d72 1

d71 1 1 c1t6d0s2

d72 1 1 c1t5d0s0

■ デバイスが再初期化されないように、-kオプションを使用してRAID-5ボ
リュームを指定します。例:

d45 -r c1t3d0s5 c1t3d0s3 c1t3d0s4 -k -i 32b

詳細については、metainit(1m)のマニュアルページを参照してください。

1

2

3
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次のいずれかの形式の metainitコマンドを使用して、変更を確定せずに
/etc/lvm/md.tabファイルエントリの構文を確認します。
# metainit -n md.tab-entry

# metainit -n -a

metainitコマンドでは、-nを使用して実行しているときに作成された可能性のある
デバイスの仮想的な状態が保持されないため、ほかの存在しないボリュームに依存
するボリュームを作成すると、そのコマンドが -nオプションなしで成功する可能性
があったとしても、-nでエラーが発生します。

-n 実際にデバイスを作成しないように指定します。このオプション
は、結果が予期したとおりであることを確認するために使用しま
す。

md.tab-entry 初期化するコンポーネントの名前を指定します。

-a すべてのコンポーネントを確認するように指定します。

前の手順で明らかな問題がなかった場合は、md.tabファイルからボリュームと
ホットスペアプールを再作成します。
# metainit -a

-a /etc/lvm/md.tabファイル内のエントリをアクティブにするように指定しま
す。

必要に応じて、metattachコマンドを使用して、一方向のミラーを多方向のミラーに
します。
# mettach mirror submirror

ボリューム上のデータを検証して、構成が正確に再構築されていることを確認しま
す。
# metastat

Solaris Volume Managerのデフォルト値の変更
Solaris 10リリースでは、Solaris Volume Managerがボリュームを動的に構成するよう
に拡張されました。/kernel/drv/md.confファイル内の nmdおよび md_nsetsパラ
メータを編集する必要はなくなりました。必要に応じて、新しいボリュームが動的
に作成されます。

Solaris Volume Manager構成の最大値は変更されずに残っています。

■ サポートされるボリュームの最大数は 8192です。
■ サポートされるディスクセットの最大数は 32です。

4

5

6

7

Solaris Volume Managerのデフォルト値の変更

第 20章 • Solaris Volume Managerの保守 (タスク) 245



growfsコマンドを使用したファイルシステムの拡張
UFSファイルシステムを含むボリュームが拡張された (つまり、容量が追加された)
あと、追加された容量を認識するには、そのファイルシステムも拡張する必要があ
ります。growfsコマンドを使用して、ファイルシステムを手動で拡張する必要があ
ります。growfsコマンドは、そのファイルシステムがマウントされている間で
あっても、ファイルシステムを拡張します。ただし、growfsコマンドの実行中、そ
のファイルシステムへの書き込みアクセスはできません。

rawデバイスを使用するアプリケーション (データベースなど)は、追加された容量を
組み込むための独自の方法を備えています。Solaris Volume Managerには、この機能
は用意されていません。

growfsコマンドは、マウントされたファイルシステムを拡張するとき、そのファイ
ルシステムを「書き込みロック」します。ファイルシステムが書き込みロックされ
る時間の長さは、そのファイルシステムを段階的に拡張することによって短縮でき
ます。たとえば、1Gバイトのファイルシステムを 2Gバイトに拡張するには、-sオ
プションを使用して、ファイルシステムを 16Mバイトの各段階で拡張できます。こ
のオプションは、各段階での新しいファイルシステムの合計サイズを指定します。

書き込みロック機能のため、拡張中、そのファイルシステムを書き込みアクセスで
使用することはできません。書き込みアクセスは透過的に中断され、growfsコマン
ドがファイルシステムのロックを解除すると再開されます。読み取りアクセスは影
響を受けません。ただし、ロックが有効な間、アクセス時間は保持されません。

スライスとボリュームの拡張の背景情報

注 – Solaris Volume Managerボリュームは拡張できます。ただし、ボリュームのサイズ
を減らすことはできません。

■ ボリュームは、ファイルシステム、アプリケーション、データベースのいずれで
使用されていても拡張できます。RAID-0 (ストライプおよび連結)ボ
リューム、RAID-1 (ミラー)ボリューム、RAID-5ボリューム、およびソフト
パーティションを拡張できます。

■ 既存のファイルシステムを含むボリュームを、そのファイルシステムの使用中に
連結できます。ファイルシステムがUFSファイルシステムであるかぎり、その
ファイルシステムを (growfsコマンドを使用して)より大きな容量を満たすように
拡張できます。データへの読み取りアクセスを中断することなく、ファイルシス
テムを拡張できます。

■ UFSファイルシステムの制約のために、ファイルシステムが拡張されたあと、そ
のサイズを減らすことはできません。
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■ rawデバイスを使用するアプリケーションやデータベースは、追加された容量を
拡張して認識できるようにするための独自の方法を備えている必要がありま
す。Solaris Volume Managerには、この機能は用意されていません。

■ RAID-5ボリュームにコンポーネントが追加された場合、そのコンポーネントは
ボリュームへの連結になります。新しいコンポーネントにパリティー情報は含ま
れていません。ただし、新しいコンポーネント上のデータは、そのボリュームに
対して実行される全体的なパリティー計算によって保護されます。

■ 追加コンポーネントを追加することによってログデバイスを拡張できま
す。Solaris Volume Managerは、リブート時に追加の容量を自動的に認識するた
め、growfsコマンドを実行する必要はありません。

■ ソフトパーティションは、基となるボリュームまたはスライスから容量を追加す
ることによって拡張できます。その他のすべてのボリュームは、スライスを追加
することによって拡張できます。

▼ ファイルシステムを拡張する方法
51ページの「Solaris Volume Managerコンポーネントを作成するための前提条件」を
確認してください。

ファイルシステムに関連付けられたディスク容量を確認します。
# df -hk

詳細は、df(1M)のマニュアルページを参照してください。

論理ボリューム上のUFSファイルシステムを拡張します。
# growfs -M /mount-point /dev/md/rdsk/volume-name

-M /mount-point 拡張されるファイルシステムのマウントポイントを指
定します。

/dev/md/rdsk/volume-name 拡張するボリュームの名前を指定します。

詳細は、次の例および growfs(1M)のマニュアルページを参照してください。

ファイルシステムの拡張

次の例では、マウントされたファイルシステム /home2を含むボリューム d10に新し
いスライスが追加されます。growfsコマンドは、-Mオプションを /home2としてマウ
ントポイントを指定しており、それが rawボリューム /dev/md/rdsk/d10に拡張され
ます。growfsコマンドが完了すると、ファイルシステムがボリューム全体にまたが
ります。ファイルシステムを拡張する前とあとに df -hkコマンドを使用して合計
ディスク容量を確認できます。

始める前に

1

2

例20–4

growfsコマンドを使用したファイルシステムの拡張
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# df -hk

Filesystem kbytes used avail capacity Mounted on

...

/dev/md/dsk/d10 69047 65426 0 100% /home2

...

# growfs -M /home2 /dev/md/rdsk/d10

/dev/md/rdsk/d10: 295200 sectors in 240 cylinders of 15 tracks, 82 sectors

144.1MB in 15 cyl groups (16 c/g, 9.61MB/g, 4608 i/g)

super-block backups (for fsck -F ufs -o b=#) at:

32, 19808, 39584, 59360, 79136, 98912, 118688, 138464, 158240, 178016, 197792,

217568, 237344, 257120, 276896,

# df -hk

Filesystem kbytes used avail capacity Mounted on

...

/dev/md/dsk/d10 138703 65426 59407 53% /home2

...

ミラーボリュームの場合は、growfsコマンドを常にトップレベルのボリュームで実
行します。サブミラーまたはマスターデバイスに容量が追加されたとしても、この
コマンドをサブミラーやマスターデバイスで実行しないでください。

RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネントの置
き換えと有効化の概要

Solaris Volume Managerでは、RAID-1 (ミラー)およびRAID-5ボリューム内のコン
ポーネントの置き換えや有効化を行うことができます。

Solaris Volume Managerの用語で、コンポーネントの置き換えとは、サブミラーまた
はRAID-5ボリューム内の選択されたコンポーネントをシステム上の使用可能なコン
ポーネントに置き換える方法を指します。このプロセスは、コンポーネントの物理
的な交換とは対照的に、論理的な交換と考えることができます。詳細は、249ページ
の「コンポーネントを別の使用可能なコンポーネントに置き換える」を参照してく
ださい。

コンポーネントの有効化とは、コンポーネントを「アクティブにする」か、または
それ自体に置き換える (つまり、コンポーネント名が同じ)ことを指します。詳細
は、249ページの「コンポーネントの有効化」を参照してください。

注 –ディスクエラーから回復する場合は、/var/adm/messagesをスキャンして、どの
ような種類のエラーが発生したかを確認します。エラーが一時的で、ディスク自体
に問題がない場合は、障害が発生したコンポーネントを有効にしてみてくださ
い。また、formatコマンドを使用してディスクをテストすることもできます。
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コンポーネントの有効化
次のいずれかの条件が存在する場合は、コンポーネントを有効にすることができま
す。

■ Solaris Volume Managerが物理ドライブにアクセスできない。この問題は、電力損
失やドライブケーブルの緩みなどのために発生する可能性があります。この場合
は、Solaris Volume Managerがそのコンポーネントを「保守」状態にします。その
ドライブに確実にアクセスできるようにしてから (電力の回復やケーブルの再接
続など)、ボリューム内のコンポーネントを有効にする必要があります。

■ 物理ドライブで、ディスクに関連しない一時的な問題が発生していることが疑わ
れる。「保守」状態にあるコンポーネントを単純に有効にするだけで修復できる
ことがあります。コンポーネントを有効にしても問題が解決されない場合は、次
のいずれかを行う必要があります。
■ ディスクドライブを物理的に交換し、そのコンポーネントを有効にします。
■ そのコンポーネントをシステム上の別の使用可能なコンポーネントに置き換え
ます。

ディスクを物理的に交換した場合は、そのディスクを交換されたディスクと同様
にパーティション分割して、使用されている各コンポーネント上に十分な容量を
確保してください。

注 –交換されるディスク上にある状態データベースの複製とホットスペアを常に確認
してください。エラー状態にある状態データベースの複製はすべて、ディスクを交
換する前に削除するようにしてください。次に、コンポーネントを有効にしたあ
と、同じサイズを使用して状態データベースの複製を再作成します。ホットスペア
も同じ方法で処理するようにしてください。

コンポーネントを別の使用可能なコンポーネント
に置き換える
既存のコンポーネントを、システムで使用されていない使用可能な別のコンポーネ
ントに置き換えるか、またはスワップする場合は、metareplaceコマンドを使用しま
す。

このコマンドは、次のいずれかの条件が存在する場合に使用できます。

■ ディスクドライブに問題が発生していて、交換用ドライブがない場合。ただ
し、システム上のほかの場所には使用可能なコンポーネントが存在する。

この方法は、交換が絶対的に必要だが、システムを停止したくない場合にも使用
できます。
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■ 物理ディスクでソフトエラーが表示される場合。

Solaris Volume Managerがミラー/サブミラーまたはRAID-5ボリュームを「正
常」状態で表示している場合でも、物理ディスクでソフトエラーが報告されるこ
とがあります。問題のコンポーネントを別の使用可能なコンポーネントに置き換
えると、予防保守を実行することができ、ハードエラーの発生が防止される可能
性があります。

■ パフォーマンスチューニングを行いたい場合。

コンポーネントを評価できる 1つの方法として、Solaris管理コンソール内の拡張
ストレージツールから使用可能なパフォーマンスモニタリング機能の使用があり
ます。たとえば、RAID-5ボリューム内の特定のコンポーネントが、「正常」状
態にあるにもかかわらず平均負荷率が高くなっていることを確認できる場合があ
ります。ボリューム上の負荷を分散させるために、そのコンポーネントを使用頻
度の低いディスクのコンポーネントに置き換えることができます。このタイプの
置き換えは、そのボリュームへのサービスを中断することなくオンラインで実行
できます。

「保守」状態と「最後にエラー」状態
RAID-1またはRAID-5ボリューム内のコンポーネントでエラーが発生すると、Solaris
Volume Managerはそのコンポーネントを「保守」状態にします。「保守」状態にあ
るコンポーネントへのそれ以上の読み取りまたは書き込みは実行されません。

場合によっては、コンポーネントが「最後にエラー」状態になることがありま
す。RAID-1ボリュームの場合、これは通常 1面ミラーで発生します。ボリュームで
エラーが発生します。しかし、読み取り元となる冗長なコンポーネントが存在しま
せん。RAID-5ボリュームの場合、これは 1つのコンポーネントが「保守」状態にな
り、別のコンポーネントで障害が発生したあとに起こります。障害が発生した 2つ
目のコンポーネントが「最後にエラー」状態になります。

RAID-1ボリュームまたはRAID-5ボリュームのどちらかに「最後にエラー」状態の
コンポーネントがある場合は、その「最後にエラー」のマークが付いたコンポーネ
ントへの入出力が引き続き試みられます。この入出力の試みが起こるのは、Solaris
Volume Managerの側から見た場合に、「最後にエラー」状態のコンポーネントに
データの最後の適切なコピーが含まれているからです。「最後にエラー」状態にあ
るコンポーネントを含むボリュームは正常なデバイス (ディスク)のように動作
し、アプリケーションに入出力エラーを返します。通常は、この時点で、一部の
データが失われています。

同じボリューム内のほかのコンポーネントに関する以降のエラーは、ボリュームの
タイプに応じて異なった方法で処理されます。

RAID-1ボリューム RAID-1ボリュームは、「保守」状態にある多数のコンポーネ
ントを許容し、引き続き読み取ったり書き込んだりできる可
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能性があります。コンポーネントが「保守」状態にある場
合、データは失われていません。コンポーネントを任意の順
序で安全に置き換えるか、または有効にすることができま
す。コンポーネントが「最後にエラー」状態にある場合
は、まず「保守」状態にあるコンポーネントを置き換えるま
で、そのコンポーネントを置き換えることができませ
ん。「最後にエラー」状態にあるコンポーネントの置き換え
または有効化は通常、一部のデータが失われていることを示
します。修復したあと、必ずそのミラー上のデータを検証し
てください。

RAID-5ボリューム RAID-5ボリュームは、「保守」状態にある 1つのコンポーネ
ントを許容できます。データを失うことなく、「保守」状態
にある 1つのコンポーネントを安全に置き換えることができ
ます。別のコンポーネントでエラーが発生した場合は、その
コンポーネントが「最後にエラー」状態になります。この時
点で、RAID-5ボリュームは読み取り専用デバイスになりま
す。RAID-5ボリュームの状態が安定し、データ損失の可能性
が低くなるように、何らかの種類のエラー回復を実行する必
要があります。RAID-5ボリュームが「最後にエラー」状態に
達した場合は、データが失われている可能性があります。修
復したあと、必ずそのRAID-5ボリューム上のデータを検証し
てください。

常に、まず「保守」状態にあるコンポーネントを置き換え、そのあとで「最後にエ
ラー」状態にあるコンポーネントを置き換えてください。コンポーネントが置き換
えられ、再同期されたら、metastatコマンドを使用してその状態を確認します。次
に、データを検証します。

RAID-1およびRAID-5ボリューム内のコンポーネ
ントの置き換えと有効化の背景情報
RAID-1ボリュームまたはRAID-5ボリューム内のコンポーネントを置き換える場合
は、次のガイドラインに従ってください。

■ 常に、まず「保守」状態にあるコンポーネントを置き換え、そのあとで「最後に
エラー」状態にあるコンポーネントを置き換えてください。

■ コンポーネントが置き換えられ、再同期されたら、metastatコマンドを使用して
ボリュームの状態を確認します。次に、データを検証します。「最後にエ
ラー」状態にあるコンポーネントの置き換えまたは有効化は通常、一部のデータ
が失われていることを示します。修復したあと、必ずそのボリューム上のデータ
を検証してください。UFSの場合は、fsckコマンドを実行して「メタ
データ」(ファイルシステムの構造)を検証します。次に、実際のユーザーデータ

RAID-1および RAID-5ボリューム内のコンポーネントの置き換えと有効化の概要
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を確認します。(実際には、各ユーザーが自分のファイルを検査する必要がありま
す。)データベースやその他のアプリケーションは、自身の内部データ構造を検証
するための独自の方法を備えている必要があります。

■ コンポーネントを置き換える場合は、状態データベースの複製とホットスペアを
常に確認してください。エラー状態にある状態データベースの複製はすべて、物
理ディスクを交換する前に削除するようにしてください。状態データベースの複
製は、そのコンポーネントを有効にする前に戻すようにしてください。ホットス
ペアにも同じ手順が適用されます。

■ RAID-5ボリュームのコンポーネントの置き換え中に、データは 2つの方法のどち
らかで回復されます。データは、現在使用されているホットスペアから回復され
るか、またはホットスペアが使用されていない場合はRAID-5パリティーを使用
して回復されます。

■ RAID-1ボリュームのコンポーネントを置き換えると、Solaris Volume Manager
は、ボリュームの残りの部分を使用して新しいコンポーネントの再同期を自動的
に開始します。再同期が完了すると、置き換えられたコンポーネントは読み取
り/書き込み可能になります。障害が発生したコンポーネントがホットスペアの
データで置き換えられると、そのホットスペアが「使用可能」状態になり、ほか
のホットスペアの置き換えに使用できるようになります。

■ 新しいコンポーネントには、古いコンポーネントを置き換えるだけの十分な大き
さが必要です。

■ 予防策として、「最後にエラー」のデバイスを置き換える前に、すべてのデータ
をバックアップしてください。
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Solaris Volume Managerのベストプラク
ティス

この章では、Solaris Volume Managerを使用した実際のストレージのシナリオからの
一般的なベストプラクティス情報を提供します。この章では、標準的な構成につい
て説明したあと、その分析を行い、同じニーズを満たすための推奨される (「ベスト
プラクティス」の)構成を示します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 253ページの「小規模なサーバーの配備」
■ 255ページの「ネットワーク接続されたストレージデバイスによる Solaris Volume

Managerの使用」

小規模なサーバーの配備
分散コンピューティング環境では多くの場合、複数の場所に類似または同一の
サーバーを配備する必要があります。これらの環境には、ISP、地理的に分散した営
業所、電気通信サービスプロバイダなどがあります。分散コンピューティング環境
内のサーバーは、次のサービスのうちのいくつかを提供する可能性があります。

■ ルーターまたはファイアウォールサービス
■ 電子メールサービス
■ DNSキャッシュ
■ Usenet (Network News)サーバー
■ DHCPサービス
■ さまざまな場所で最適に提供されるその他のサービス

これらの小規模なサーバーには、いくつかの共通した特性があります。

■ 高信頼性の要件
■ 高可用性の要件
■ 日常的なハードウェアとパフォーマンスの要件

21第 2 1 章
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開始点として、1つの SCSIバスと 2つの内蔵ディスクを備えたNetraサーバーを考え
てみます。この汎用的な構成は、分散したサーバーのための良い開始点になりま
す。Solaris Volume Managerを使用すると、スライスの一部またはすべてを容易にミ
ラー化できるため、ディスク障害からの保護に役立つ冗長ストレージを実現できま
す。この小規模なシステム構成の例については、次の図を参照してください。

この構成には、ルート (/)、/usr、swap、/var、および /exportファイルシステムに
加え、状態データベースの複製のミラーが含まれている可能性があります (ディスク
ごとに 1つ)。そのため、ミラーのどちらの側に障害が発生しても、必ずしもシステ
ム障害を引き起こすわけではありません。また、最大 5つの個別の障害も許容でき
る可能性があります。ただし、このシステムが、ディスクやスライスの障害から十
分に保護されているわけではありません。さまざまな潜在的な障害によって完全な
システム障害が発生し、オペレータの介入が必要になる可能性があります。

この構成は、致命的なディスク障害からのある程度の保護を提供するのに役立ちま
すが、次の重大なシングルポイント障害が発生することがあります。

■ 1つの SCSIコントローラが、潜在的な障害ポイントになります。このコント
ローラに障害が発生した場合は、システムが停止し、部品交換待ちの状態になり
ます。

■ 2つのディスクでは、状態データベースの複製の十分な分散が実現されませ
ん。多数決コンセンサスアルゴリズムでは、システムが引き続き動作するに
は、状態データベースの複製の半分が使用できることが必要です。このアルゴリ
ズムではまた、リブートには、半分に加えて 1つの複製も必要になります。その
ため、状態データベースの複製が各ディスク上に 1つ存在し、その複製を含む 1
つのディスクまたはスライスに障害が発生した場合、システムはリブートできま
せん。その結果、ミラー化されたルート (/)ファイルシステムは効果的でなくな
ります。状態データベースの複製が各ディスク上に 2つ以上存在する場合、1つ
のスライス障害は問題でなくなる可能性があります。ただし、ディスク障害に
よって、リブートは引き続き阻止されます。各ディスク上に異なる数の複製が存

図 21–1 小規模なシステム構成
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在する場合、1つのディスクには半分を超える複製が存在し、1つのディスクには
半分より少ない複製が存在します。少ない複製を含むディスクに障害が発生した
場合、システムはリブートして続行することができます。ただし、多くの複製を
含むディスクに障害が発生した場合、システムではただちにパニックが発生しま
す。

「ベストプラクティス」のアプローチとして、コントローラを 1つおよびハードド
ライブを 1つ追加することによって、構成を変更します。結果として得られる構成
は復元性がはるかに向上します。

ネットワーク接続されたストレージデバイスによる
Solaris Volume Managerの使用

Solaris Volume Managerは、ネットワーク接続されたストレージデバイス、特に構成
可能なRAIDレベルと柔軟なオプションを提供するデバイスとともに適切に動作しま
す。通常は、Solaris Volume Managerとこのようなデバイスを組み合わせることによ
り、どちらかの製品だけより優れたパフォーマンスと柔軟性が得られます。

一般に、Solaris Volume ManagerのRAID-5ボリュームは、冗長性を提供するハード
ウェアストレージデバイス (RAID-1ボリュームやRAID-5ボリュームなど)上には確
立しないでください。非常にまれな状況でないかぎり、パフォーマンスが低下しま
す。また、冗長性または高可用性の点から見た場合の利点も、非常に少なくなりま
す。

これに対して、基となるハードウェアストレージデバイスをRAID-5ボリュームで構
成することは非常に効果的です。これにより、Solaris Volume Managerボリュームの
ための適切な基礎が提供されます。ハードウェアRAID-5は、Solaris Volume Manager
のRAID-1ボリューム、ソフトパーティション、またはその他のボリュームに追加の
冗長性を提供します。

注 –類似したソフトウェアとハードウェアのデバイスを構成しないでください。たと
えば、ハードウェアRAID-1デバイスの上にソフトウェアRAID-1ボリュームを構築
しないでください。ハードウェアとソフトウェアで類似したデバイスを構成する
と、信頼性に関しては何も得られることなく、パフォーマンスが低下します。

基となるハードウェアストレージデバイス上に構築された Solaris Volume Managerの
RAID-1ボリュームは、RAID-1+0ではありません。Solaris Volume Manager
は、RAID-1+0機能を提供できるほど十分に基となるストレージを認識できません。

ハードウェアRAID-5デバイス上に順番に構築された Solaris Volume Managerの
RAID-1ボリュームの上にソフトパーティションを構成することは、非常に柔軟
で、復元性の高い構成です。

ネットワーク接続されたストレージデバイスによる Solaris Volume Managerの使用

第 21章 • Solaris Volume Managerのベストプラクティス 255



256



トップダウンボリューム作成 (概要)

この章では、Solaris Volume Managerの「トップダウン」ボリューム作成の概念につ
いて説明します。

この章では、次の内容について説明します。

■ 257ページの「トップダウンボリューム作成の概要」
■ 258ページの「ディスクセットによるトップダウンボリューム作成の実装」
■ 259ページの「トップダウンボリューム作成のプロセス」
■ 260ページの「トップダウンボリューム作成に使用できるディスクの判別」

関連タスクの実行の詳細については、第 23章「ボリュームのトップダウン作成 (タ
スク)」を参照してください。

トップダウンボリューム作成の概要
トップダウンボリューム作成により、metassistコマンドを使用して、Solaris Volume
Managerボリューム構成を自動的に作成することができます。ディスクの
パーティション分割、RAID-0ボリュームの作成 (サブミラーとして)、ホットスペア
プールおよびホットスペアの作成、および最終的なミラーの作成のプロセスを手動
で実行する必要がなくなります。代わりに、metassistコマンドを発行して、ボ
リュームを作成できます。Solaris Volume Managerによって残りの手順が自動的に実
行されます。

metassistコマンドを使用すると、1つのコマンドで Solaris Volume Managerのボ
リューム構成を作成できます。「サービス品質」の点から、ボリュームの特性を指
定できます。サービス品質の特性とは、ボリュームで使用するハードウェアコン
ポーネントを指定することなく、metassistコマンドへの入力を使用して、以下を指
定できることを意味します。

■ ボリュームサイズ
■ 冗長性のレベル (データのコピー数)
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■ ボリュームへのデータパス数
■ 障害回復 (ボリュームがホットスペアプールに関連付けられているかどうか)

ボリュームは、コマンド行オプションや、コマンド行に指定する入力ファイル
に、サービス品質によって指定することができます。

場合によっては、ボリューム特性やボリューム作成の制約を具体的に定義すること
が重要になります。そのような場合は、次の特性も指定できます。

■ ボリュームタイプ (RAID-0 (連結)またはRAID-0 (ストライプ)ボリュームなど)。
■ 特定のボリュームで使用するコンポーネント。
■ 使用できるコンポーネントまたは使用できないコンポーネント。
■ 使用するコンポーネントの数。
■ 作成中のボリュームのタイプに固有の詳細。詳細には、ストライプ、ミラーの読
み取りポリシー、および類似の特性が含まれます。

ボリュームの名前、サイズ、コンポーネントを詳細に指定したい場合は、入力
ファイルを使います。入力ファイルには、ボリュームリクエストファイルとボ
リューム仕様ファイルが含まれます。入力ファイルの使用方法の詳細については、259
ページの「トップダウンボリューム作成のプロセス」を参照してください。

最後に、metassistコマンドを特定のディスクまたはパスに使用する (または使用し
ない)ように制限することができます。

ディスクセットによるトップダウンボリューム作成の実
装

metassistコマンドは Solaris Volume Managerディスクセットを使用して、トップダウ
ンボリューム作成のボリュームと使用可能なディスクを管理します。トップダウン
ボリューム作成プロセスでは、構成要素として使用されるすべてのディスク
が、ディスクセットに含まれているか、ディスクセットに追加可能である必要があ
ります。トップダウン作成プロセスを使用すると、さまざまなディスクセットにボ
リュームを作成できます。ただし、使用できるディスクやコンポーネント
は、ディスクセットの機能によって制限されます。

ディスクセットによるトップダウンボリューム作成の実装
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トップダウンボリューム作成のプロセス
トップダウンボリューム作成プロセスでは、次のプロセスを提供して、柔軟性を実
現しています。

■ 必要な制約を指定でき、コマンドが完了した時に必要なボリュームが作成され
る、完全に自動化されたエンドツーエンドのプロセス

■ ブレークポイントでXMLベースのファイルに書き込むことができるより詳細な
プロセス

次の図に、コマンド行入力と入力ファイルに基づいて、metassistコマンドがどのよ
うにエンドツーエンドプロセスをサポートするかを示します。さらに、図に
は、metassistコマンドで部分処理サポートする方法も示します。これによ
り、ファイルベースのデータが得られ、ボリュームの特性をチェックできます。

自動のボリューム作成アプローチでは、コマンド行を使用して、必要なサービス品
質特性を指定します。metassistコマンドは、リクエストされたボリュームを自動的
に作成します。例:

# metassist create -s storagepool -S 10Gb

このコマンドは storagepoolディスクセットに 10Gバイトのサイズのストライプボ
リュームを作成します。コマンドは、storagepoolディスクセットに存在する使用可
能なストレージを使用します。

または、ボリュームリクエストファイルを使用して、ボリュームの特性を定義する
ことができます。次に、metassist -F request-fileコマンドを使用して、それらの特性
を持つボリュームを作成できます。

図 22–1 トップダウンボリューム作成の処理のオプション

トップダウンボリューム作成のプロセス
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metassist -dコマンドを使用すると、ボリューム仕様ファイルを生成できます。この
ファイルを使用して、目的の実装を評価し、必要に応じてファイルを編集できま
す。その後、このボリューム仕様ファイルは、metassistコマンドの入力として使用
してボリュームを作成できます。

最後に、metassist - cコマンドを使用して、コマンドファイルを作成できます。コ
マンドファイルは metassistコマンドで指定された Solaris Volume Managerのデバイ
ス構成を実装するシェルスクリプトです。繰り返しボリュームの作成にこのファイ
ルを使用し、適宜、ファイルを編集できます。

metassistコマンドを使用してこれらのファイルを作成すると、metassistコマンド
が何を実行するか、どのように決定するかを学ぶことができます。この情報は、以
下のようなトラブルシューティングに役立ちます。

■ ボリュームがなぜ特定の方法で作成されたのか。
■ ボリュームがなぜ作成されなかったのか。
■ metassistコマンドはどのようなボリュームを作成するのか (ボリュームを実際に
作成せずに)。

トップダウンボリューム作成に使用できるディスクの判
別

metassistコマンドはディスクをチェックし、使用されていないように見えるディス
クを判別します。このコマンドは、使用できるディスクを慎重に判別しようとしま
す。使用中のディスクやスライスは、metassistコマンドで使用できませ
ん。metassist コマンドは次をチェックします。

■ 他のディスクセットで使用されているディスク
■ マウントされているスライス
■ ファイルシステムスーパーブロックをもつスライス (マウント可能なファイルシ
ステム)

■ ほかの Solaris Volume Managerのボリュームで使用されているスライス

これらのいずれかの条件を満たしているスライスは、トップダウンボリューム作成
に使用できません。

トップダウンボリューム作成に使用できるディスクの判別
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ボリュームのトップダウン作成 (タスク)

この章では、metassistコマンドを使用して行う、Solaris Volume Managerのボ
リュームトップダウン作成に関連するタスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 261ページの「ボリュームのトップダウン作成 (タスクマップ)」
■ 262ページの「ボリュームをトップダウン作成するための前提条件」
■ 263ページの「ボリュームの自動作成」
■ 267ページの「metassistコマンドによるファイルベースのデータ処理」
■ 274ページの「metassistコマンドのデフォルト動作の変更」

ボリュームのトップダウン作成に関連する概念については、第 22章「トップダウン
ボリューム作成 (概要)」を参照してください。

ボリュームのトップダウン作成 (タスクマップ)
次のタスクマップは、metassistコマンドを使用して Solaris Volume Managerのボ
リュームをトップダウンで作成するために必要な手順を示します。このコマンドで
は、QoS (サービス品質)特性に基づいてボリュームを指定でき、また、1つのコマン
ドで、レイヤー型のボリュームセットを作成できます。
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タスク 説明 参照先

ボリュームを自動的に作成する metassistコマンドを使って、1
つまたは複数の Solaris Volume
Managerのボリュームを作成で
きます。

また、ボリュームの作成過程で
metassistコマンドから出力さ
れるトラブルシューティングや
診断のための情報量を制御しま
す。

263ページの「ボリュームの自
動作成」

263ページの「出力の詳細度指
定によるボリューム作成分析」

コマンドファイルを作成する metassistコマンドを
使って、指定したボリュームを
生成するためのシェルスクリプ
トを作成します。

272ページの「metassistコマ
ンドによるボリューム構成
ファイルの作成」

シェルスクリプトを使用してボ
リュームを作成する

前の手順において metassistコ
マンドで生成したシェルスクリ
プトを使用して、Solaris Volume
Managerのボリュームを作成し
ます。

271ページの「metassistコマ
ンドで作成されたシェルスクリ
プトによるボリュームの作成」

ボリューム構成ファイルを作成
する

作成するボリュームの特性を定
義したボリューム構成ファイル
を作成します。

272ページの「metassistコマ
ンドによるボリューム構成
ファイルの作成」

ボリュームデフォルトファイル
を変更する

デフォルトのボリューム特性を
設定して、metassistコマンド
の動作をカスタマイズします。

275ページの「ボリュームデ
フォルトファイルの変更」

ボリュームをトップダウン作成するための前提条件
metassistコマンドを使ってボリュームやボリューム構成を自動的に作成するために
は、Solaris Volume Manager構成が正常に動作していなければなりません。始める前
に、次のものが必要です。

■ スーパーユーザーのアクセス権または役割に基づくアクセス制御 (RBAC)の同等
の役割。詳細は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の「スーパーユーザー (root)
になるか役割を引き受ける」を参照してください。

■ 使用するシステム上に適切に分散された状態データベースの複製。状態データ
ベースの複製の詳細は、67ページの「Solaris Volume Manager状態データベースと
複製について」を参照してください。

■ ボリュームの作成に使用できるディスク。metassistコマンドではディスク
セットを使用してストレージを管理します。metassistコマンドで新しいボ
リュームを作成するには、まったく未使用のディスク (または既存のディスク

ボリュームをトップダウン作成するための前提条件
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セット)を使用する必要があります。ディスクの可用性については、260ページ
の「トップダウンボリューム作成に使用できるディスクの判別」を参照してくだ
さい。

これらの最小要件に加えて、/etc/inetd.confファイル内で Solaris Volume Managerの
RPC (rpc.metad、rpc.metamhd、および rpc.metamedd)を無効にしてはなりません。デ
フォルトでは、これらのデーモンは起動するように構成されています。Solaris
Volume Managerが共有ディスクセットを使用できるように、これらのデーモンを引
き続き有効にしておく必要があります。

ボリュームの自動作成
metassistコマンドを使用すると、QoS (サービス品質)の条件に基づいて、Solaris
Volume Managerのボリュームやボリュームセットを作成できます。Solaris Volume
Managerではこれまで、ボリュームを作成するために一連のコマンドが必要でした
が、metassistコマンドによって、1つのコマンドでボリュームを作成できるように
なりました。

metassistコマンドを使用すると、RAID-1 (ミラー)ボリュームを直接作成できま
す。したがって、RAID-1 (ミラー)ボリュームのコンポーネントとして使用するサブ
ミラー (連結方式またはストライプ方式)を先に作成する必要はありません。

出力の詳細度指定によるボリューム作成分析
metassistコマンドを実行する際には、出力の詳細度を指定できます。出力が詳細に
なれば、それだけ問題の診断に役立ちます。たとえば、あるディスクがボリューム
の作成になぜ選択されたのか、あるいは選択されなかったのかを判別したり、特定
のコマンドがなぜ失敗したのかを判別したりすることが容易になります。出力の詳
細度を下げれば、ユーザーに不必要な情報の出力を減らすことができます。

出力の詳細度を指定すると、metassistコマンドが何を行い、どのように決定を下す
かを理解できます。この情報は、次のようなトラブルシューティングに役立ちま
す。

■ ボリュームがなぜ特定の方法で作成されたのか。

■ ボリュームがなぜ作成されなかったのか。

■ metassistコマンドはどのようなボリュームを作成するのか (ボリュームを実際に
作成せずに)。

ボリュームの自動作成
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▼ metassistコマンドを使用してRAID-1 (ミラー)ボ
リュームを作成する方法
262ページの「ボリュームをトップダウン作成するための前提条件」を確認してくだ
さい。

ボリュームの作成に使用するストレージを特定します。

ストレージを明示的に指定しなかった場合、システム上の未使用のストレージを
Solaris Volume Managerが特定し、必要に応じて使用します。ストレージを指定する
場合は、広義 (たとえば、コントローラ 1のすべてのストレージ)または狭義 (たとえ
ば、c1t4d2は使用し、c1t4d1は使用しない)に指定でき、そのストレージが Solaris
Volume Managerで使用されます。

タスクに応じて、metassistコマンドと適切なオプションを使用します。

■ コマンド行からボリュームを作成するには、次の形式の metassistコマンドを使
用します。

# metassist create -s diskset-name -f -r redundancy -a device1, device2... -S size -v verbosity

create ボリュームを作成するために使用するサブコマンドです。

-s diskset-name ボリュームに使用するディスクセットの名前を指定しま
す。

-f ボリュームとホットスペアを対応付けることを指定しま
す。

-r redundancy 作成する冗長レベル (データコピー数)を指定します。

-a device1, device2... ボリュームの作成に使用できるデバイスを指定します。

-S size 作成するボリュームのサイズを KB (キロバイト)、MB (メガバ
イト)、GB (ギガバイト)、または TB (テラバイト)単位で指定
します。

-v verbosity 出力の詳細度を指定します。指定できる値の範囲は 0 (出力
がほとんどない)から 2 (出力が多い)です。デフォルトレベ
ルは1 (中程度の出力)です。

■ ボリュームの特性を指定する入力ファイルを使ってボリュームを作成するに
は、次のいずれかの形式の metassistコマンドを使用します。

# metassist create [-v n] [-c] -F config_file
# metassist create [-v n] [-c | -d] -F request_file

-c 指定のボリューム構成または生成されたボリューム構
成を実装するコマンドスクリプトを出力するように指
定します。コマンドスクリプトは実行されず、処理は
この段階で終了します。

始める前に

1

2

ボリュームの自動作成
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-d 指定のボリュームリクエストまたは生成されたボ
リュームリクエストを満たすボリューム構成を出力す
るように指定します。コマンドスクリプトは生成も実
行もされず、処理はこの段階で終了します。

-F config_file | request_file 処理対象のボリュームリクエストファイルまたはボ
リューム構成ファイルを指定します。config_fileまたは
request_fileの位置にダッシュ (-)を指定した場
合、ファイルは標準入力から読み込まれます。入力
ファイルがボリューム構成ファイルである場合、-dオ
プションは指定できません。

ボリューム構成ファイルには、作成するボリュームの
詳細な構成情報が記述されています。一方、ボ
リュームリクエストファイルには、作成するボ
リュームの特性が記載されています。詳細
は、volume-config(4)volume-config(4)および
volume-request(4)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

-v verbosity 出力の詳細度を指定します。指定できる値の範囲は 0

(出力がほとんどない)から 2 (出力が多い)です。デ
フォルトレベルは1 (中程度の出力)です。

詳細は、次の例と metassist(1M)のマニュアルページを参照してください。

ボリュームの作成後、新しいボリュームを表示します。
# metastat -s diskset-name

metassistコマンドを使用して 2面ミラーを作成する

次の例では、容量が 10Mバイトの 2面ミラーを作成する方法を示します。metassist

コマンドは、未使用のディスクを特定し、これらのディスクを使ってできるだけ条
件の良いミラーを作成します。-s myset引数で、mysetディスクセットにボリューム
を作成することを指定します。ディスクセットは必要に応じて作成されます。

# metassist create -s myset -r 2 -S 10mb

metassistコマンドを使用して 2面ミラーとホットスペアを作成する

次の例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。

3

例23–1

例23–2

ボリュームの自動作成
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# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb

metassistコマンドを使用して特定のコントローラにストライプを作成
する

次の例では、metassistコマンドを使用して、コントローラ 1上の使用可能なディス
クでストライプを作成する方法を示します。-aオプションで、使用可能なコント
ローラを指定します。

# metassist create -s myset -a c1 -S 10mb

metassistコマンドの出力の詳細度を指定する

次の例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-v 2)では、最大の詳細度である 2を指定しているた
め、metassistコマンドの実行結果がもっとも詳細に出力されます。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -v 2

Scanning system physical device configuration...

These HBA/Controllers are known:.

c0 /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3

c1 /pci@1f,0/pci@1/pci@2/SUNW,isptwo@4

These disks are known:

c0t0d0 id1,dad@AST34342A=____________VGD97101

c1t1d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0L88P000021097XNL

c1t2d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39102LCSUN9.0GLJW22867000019171JDF

c1t3d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0L7RV00007108TG0H

c1t4d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0LDFR000021087R1T

c1t5d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0L0M200002109812L

c1t6d0 id1,sd@SSEAGATE_ST39204LCSUN9.0G3BV0L8K8000021087R0Z

.

.

.

(output truncated)

次の例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-v 0)では、最小の詳細度である 0を指定しているた
め、コマンドの実行時に出力はほとんどありません。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -v 0

myset/hsp000: Hotspare pool is setup

myset/hsp000: Hotspare is added

myset/d2: Concat/Stripe is setup

myset/d1: Concat/Stripe is setup

例23–3
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myset/d0: Mirror is setup

myset/d0: submirror myset/d1 is attached

入力ファイルを使ってボリュームを作成する

次の例では、metassistコマンドで入力ファイルを使用してボリュームを作成する方
法を示します。

# metassist create -F request.xml

metassistコマンドで入力ファイルを使用する方法については、267ページ
の「metassistコマンドによるファイルベースのデータ処理」を参照してください。

metassistコマンドによるファイルベースのデータ処理
metassistコマンドを使用すると、ボリューム特性の評価に使用するファイル、また
は実際にボリュームを作成するために使用するファイルを作成できます。

metassistコマンドによるコマンドファイル
(シェルスクリプト)の作成
metassistコマンドに -c引数を指定すると、ボリューム構成の作成に使用できるコ
マンドを含んだ Bourneシェルスクリプトが生成されます。この方法を使用すれ
ば、ボリュームを実際に作成する前にコマンドを確認でき、必要に応じてスクリプ
トを微調整することもできます。

▼ metassistコマンドを使用してコマンドファイル
(シェルスクリプト)を作成する方法
262ページの「ボリュームをトップダウン作成するための前提条件」を確認してくだ
さい。

ボリュームの作成に使用するストレージを特定します。

ストレージを明示的に指定しなかった場合、システム上の未使用のストレージを
Solaris Volume Managerが特定し、必要に応じて使用します。ストレージを指定する
場合は、広義 (たとえば、コントローラ 1のすべてのストレージ)または狭義 (たとえ
ば、c1t4d2は使用し、c1t4d1は使用しない)に指定でき、そのストレージが Solaris
Volume Managerで使用されます。
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タスクに応じて、metassistコマンドと適切なオプションを使用します。

-cオプションを使用して、ボリュームを実際には作成しないことを指定します。
# metassist create -s diskset-name -f -r redundancy -a device1, device2... \

-S size -v verbosity [-c]

create ボリュームを作成するために使用するサブコマンドです。

-s diskset-name ボリュームに使用するディスクセットの名前を指定します。

-f ボリュームとホットスペアを対応付けることを指定します。

-r redundancy 作成する冗長レベル (データコピー数)を指定します。

-a device1, device2... ボリュームの作成に使用できるデバイスを指定します。

-S size 作成するボリュームのサイズを KB (キロバイト)、MB (メガバイ
ト)、GB (ギガバイト)、または TB (テラバイト)単位で指定しま
す。

-v verbosity 出力の詳細度を指定します。指定できる値の範囲は 0 (出力が
ほとんどない)から 2 (出力が多い)です。デフォルトレベルは1

(中程度の出力)です。

-c ボリュームを実際には作成しないことを指定します。代わり
に、指定した構成を作成するためのシェルスクリプトが、標
準出力に送信されます。

注 – -c引数によって要求されたシェルスクリプトは標準出力に
送信され、metassistコマンドの他の出力は標準エラーに送信
されます。出力ストリームは自由にリダイレクトできます。

詳細は、次の例と metassist(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

metassistコマンドによるコマンドファイル (シェルスクリプト)の作成

次の例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-c)で、ボリュームを実際には作成しないことを指
定します。代わりに、指定した構成を作成するためのシェルスクリプトが、標準出
力に送信されます。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -c

(output truncated)

.

.

.

2
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Volume request completed successfully.

#!/bin/sh

#

# Environment

#

# Amend PATH

PATH="/usr/sbin:/usr/bin:$PATH"
export PATH

# Disk set name

diskset=’myset’

#

# Functions

#

# Echo (verbose) and exec given command, exit on error

execho () {

test -n "$verbose" && echo "$@"
"$@" || exit

}

# Get full /dev/rdsk path of given slice

fullpath () {

case "$1" in

/dev/dsk/*|/dev/did/dsk/*) echo "$1" | sed ’s/dsk/rdsk/’ ;;

/*) echo "$1" ;;

*) echo /dev/rdsk/"$1" ;;

esac

}

# Run fmthard, ignore partboot error, error if output

fmthard_special () {

ignore=’Error writing partboot’

out=‘fmthard "$@" 2>&1‘
result=$?

echo "$out" |

case "$out" in

*"$ignore"*) grep -v "$ignore"; return 0 ;;

’’) return "$result" ;;

*) cat; return 1 ;;

esac >&2

}

#

# Main

#

# Verify root

if [ "‘id | sed ’s/^[^(]*(\([^)]*\).*/\1/’‘" != root ]

then

echo "This script must be run as root." >&2

exit 1;

fi

# Check for verbose option
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case "$1" in

-v) verbose=1 ;;

*) verbose= ;;

esac

# Does the disk set exist?

if metaset -s "$diskset" >/dev/null 2>&1

then

# Take control of disk set

execho metaset -s "$diskset" -t

else

# Create the disk set

autotakeargs=

/usr/sbin/clinfo || autotakeargs=’-A enable’

execho metaset -s "$diskset" $autotakeargs -a -h ‘uname -n | cut -f1 -d.‘
fi

# Format slices

execho fmthard_special -d 7:0:0:0:0 ‘fullpath c1t3d0s7‘
execho fmthard_special -d 7:0:0:0:0 ‘fullpath c1t6d0s7‘
execho fmthard_special -d 7:0:0:0:0 ‘fullpath c1t4d0s7‘

# Add disks to set

execho metaset -s "$diskset" -a c1t3d0

execho metaset -s "$diskset" -a c1t6d0

execho metaset -s "$diskset" -a c1t4d0

# Format slices

execho fmthard_special -d 0:4:0:10773:17649765 ‘fullpath c1t3d0s0‘
execho fmthard_special -d 0:4:0:10773:17649765 ‘fullpath c1t6d0s0‘
execho fmthard_special -d 0:4:0:10773:17649765 ‘fullpath c1t4d0s0‘
execho fmthard_special -d 1:4:0:17660538:21546 ‘fullpath c1t3d0s1‘
execho fmthard_special -d 1:4:0:17660538:21546 ‘fullpath c1t4d0s1‘
execho fmthard_special -d 1:4:0:17660538:21546 ‘fullpath c1t6d0s1‘

# Does hsp000 exist?

metahs -s "$diskset" -i hsp000 >/dev/null 2>&1 || {

# Create hsp hsp000

execho metainit -s "$diskset" hsp000

}

# Add slices to hsp000

execho metahs -s "$diskset" -a hsp000 c1t3d0s1

# Create concat d2

execho metainit -s "$diskset" d2 1 1 c1t4d0s1

# Associate concat d2 with hot spare pool hsp000

execho metaparam -s "$diskset" -h hsp000 d2

# Create concat d1

execho metainit -s "$diskset" d1 1 1 c1t6d0s1

# Associate concat d1 with hot spare pool hsp000

execho metaparam -s "$diskset" -h hsp000 d1

# Create mirror d0

execho metainit -s "$diskset" d0 -m d2 1
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execho metattach -s "$diskset" d0 d1

#

metassistコマンドを使用してコマンドファイル (シェルスクリプト)を
保存する

次の例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-c)で、ボリュームを実際には作成しないことを指
定します。代わりに、指定した構成を作成するためのシェルスクリプトが、標準出
力に送信されます。コマンドの最後で、標準出力をリダイレクトして
/tmp/metassist-shell-script.shシェルスクリプトを作成します。これはあとで、指
定したボリュームを作成するために使用できます。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -c > \

/tmp/metassist-shell-script.sh

metassistコマンドで作成されたシェルスクリプ
トによるボリュームの作成
metassistコマンドでシェルスクリプトを作成したら、このスクリプトを使ってボ
リュームを作成できます。ボリュームは、シェルスクリプトの作成時に指定したと
おりに作成されます。

注意 – metassistコマンドで作成したコマンドスクリプトは、スクリプトを作成した
システムのその時点の構成に大きく依存しています。このスクリプトを別のシステ
ムで使用したり、このスクリプトをシステム構成の変更後に使用したりする
と、データが壊れたり失われたりすることがあります。

▼ 保存された metassistコマンドのシェルスクリプトを実行する方
法
262ページの「ボリュームをトップダウン作成するための前提条件」を確認してくだ
さい。

シェルスクリプトの作成後にシステム構成が変更されていないこと、さらに、スク
リプトを実行するシステムがこのスクリプトを作成したシステムであることを確認
します。

保存されたシェルスクリプトを実行します。
# sh ./metassist-shell-script-name
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新しいボリュームを表示します。
# metastat -s diskset-name

保存された metassistコマンドのシェルスクリプトを実行する

次の例では、metassistコマンドでシェルスクリプトを使用してボリュームを作成す
る方法を示します。

# sh ./tmp/metassist-shell-script.sh

myset/hsp000: Hotspare pool is setup

myset/hsp000: Hotspare is added

myset/d2: Concat/Stripe is setup

myset/d1: Concat/Stripe is setup

myset/d0: Mirror is setup

myset/d0: submirror myset/d1 is attached

metassistコマンドによるボリューム構成ファイ
ルの作成
metassistコマンドに -d引数を指定すると、XMLベースのボリューム構成ファイル
が生成されます。このファイルには、ボリュームに関連するすべてのオプションや
情報など、ボリュームとそのコンポーネントの詳細が含まれています。このファイ
ルを調べることによって、metassistコマンドが推奨する構成を知ることができま
す。さらに、このボリューム構成ファイルを慎重に変更して構成を微調整したあ
と、実際のボリューム作成の際に metassistコマンドへの入力として使用することも
できます。

▼ metassistコマンドを使用してボリューム構成
ファイルを作成する方法
262ページの「ボリュームをトップダウン作成するための前提条件」を確認してくだ
さい。

ボリュームの作成に使用するストレージを特定します。

ストレージを明示的に指定しなかった場合、システム上の未使用のストレージを
Solaris Volume Managerが特定し、必要に応じて使用します。ストレージを指定する
場合は、広義 (たとえば、コントローラ 1のすべてのストレージ)または狭義 (たとえ
ば、c1t4d2は使用し、c1t4d1は使用しない)に指定でき、そのストレージが Solaris
Volume Managerで使用されます。

3
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タスクに応じて、metassistコマンドと適切なオプションを使用します。

-dオプションを使用して、ボリュームを実際には作成しないことを指定します。代
わりに、XMLベースのボリューム構成ファイルが標準出力に送信されます。
# metassist create -s diskset-name -f -r redundancy -a device1, device2... \

-S size -v verbosity [-d]

create ボリュームを作成するために使用するサブコマンドです。

-s diskset-name ボリュームに使用するディスクセットの名前を指定します。

-f ボリュームとホットスペアを対応付けることを指定します。

-r redundancy 作成する冗長レベル (データコピー数)を指定します。

-a device1, device2... ボリュームの作成に使用できるデバイスを指定します。

-S size 作成するボリュームのサイズを KB (キロバイト)、MB (メガバイ
ト)、GB (ギガバイト)、または TB (テラバイト)単位で指定しま
す。

-v verbosity 出力の詳細度を指定します。指定できる値の範囲は 0 (出力が
ほとんどない)から 2 (出力が多い)です。デフォルトレベルは1

(中程度の出力)です。

-d ボリュームを実際には作成しないことを指定します。

注 – -d引数によって要求されたXMLベースのボリューム構成
ファイルは標準出力に送信されます。ただし、metassistコマ
ンドの他の出力は標準エラーに送信されます。出力スト
リームは自由にリダイレクトできます。

詳細は、次の例と metassist(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

metassistコマンドを使用してボリューム構成ファイルを作成する

この例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-d)で、ボリュームを実際には作成しないことを指
定します。代わりに、指定した構成を最終的に作成するためのボリューム構成
ファイルが、標準出力に送信されます。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -d

.(output truncated)

.

2
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.

Volume request completed successfully.

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE volume-config SYSTEM "/usr/share/lib/xml/dtd/volume-config.dtd">
<volume-config>

<diskset name="myset"/>
<disk name="c1t3d0"/>
<disk name="c1t6d0"/>
<disk name="c1t4d0"/>
<slice name="c1t3d0s7" sizeinblocks="0"/>
<slice name="c1t3d0s0" sizeinblocks="17649765" startsector="10773"/>
<slice name="c1t6d0s7" sizeinblocks="0"/>
<slice name="c1t6d0s0" sizeinblocks="17649765" startsector="10773"/>
<slice name="c1t4d0s7" sizeinblocks="0"/>
<slice name="c1t4d0s0" sizeinblocks="17649765" startsector="10773"/>
<hsp name="hsp000">
<slice name="c1t3d0s1" sizeinblocks="21546" startsector="17660538"/>
</hsp>

<mirror name="d0" read="ROUNDROBIN" write="PARALLEL" passnum="1">
<concat name="d2">
<slice name="c1t4d0s1" sizeinblocks="21546" startsector="17660538"/>
<hsp name="hsp000"/>
</concat>

<concat name="d1>
<slice name="c1t6d0s1"sizeinblocks="21546" startsector="17660538"/>
<hsp name="hsp000"/>
</concat>

</mirror>

</volume-config>

#

metassistコマンドを使用してボリューム構成ファイルを保存する

この例では、metassistコマンドを使用して、容量が 10Mバイトの 2面ミラーと
ホットスペアを作成し、障害耐性を強化する方法を示します。-fオプションで障害
耐性を指定します。最後の引数 (-d)で、ボリュームを実際には作成しないことを指
定します。代わりに、指定した構成を最終的に作成するためのボリューム構成
ファイルが、標準出力に送信されます。コマンドの最後で、標準出力をリダイレク
トして /tmp/metassist-volume-config.xmlボリューム構成ファイルを作成します。こ
れはあとで、指定したボリュームを作成するために使用できます。

# metassist create -s myset -f -r 2 -S 10mb -d > \

/tmp/metassist-volume-config.xml

metassistコマンドのデフォルト動作の変更
ボリュームデフォルトファイル (/etc/defaults/metassist.xml )を使用し
て、metassistコマンドのデフォルト動作を変更できます。デフォルトファイルを変
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更することによって、特定のディスクやコントローラを明示的に考慮から除外した
り、考慮に含めたりできます。metassistコマンドで使用する大部分のボリューム設
定値に要件を指定することもできます。

/etc/defaults/metassist.xmlの形式は、文書型定義 (DTD)
/usr/share/lib/xml/dtd/volume-defaults.dtdで規定されています。この形式につい
ては、volume-defaults(4)のマニュアルページを参照してください。

ボリュームデフォルトファイルの変更
ボリュームデフォルトファイル (/etc/defaults/metassist.xml)を編集し
て、metassistコマンドの動作を指定します。

注 –ファイルを編集する際には、ファイルが文書型定義 (DTD)
/usr/share/lib/xml/dtd/volume-defaults.dtdに準拠するようにしてください。XML
ファイルがDTDに準拠していないと、metassistコマンドはエラーメッセージを出
して異常終了します。

例 23–11 metassistコマンドを使ってデフォルト設定を変更したボリュームを作成する

ボリュームを作成する前に、/etc/default/metassist.xmlファイルを編集し
て、metassistコマンドで作成するすべてのボリュームに適用するデフォルト設定を
指定します。この例に示す metassistコマンドでは、ボリュームをコントローラ c1

上にだけ作成します。さらに、ストライプを作成する際には必ず、4つのコンポーネ
ントと飛び越し値 512KBからなるストライプを作成しま
す。/etc/default/metassist.xmlファイルが再び変更されない限り、これらの制約は
すべての metassistコマンドに適用されます。

# cat /etc/default/metassist.xml

<!DOCTYPE volume-defaults SYSTEM \

"/usr/share/lib/xml/dtd/volume-defaults.dtd">

<volume-defaults>

<available name="c1" />

<stripe mincomp="4" maxcomp="4" interlace="512KB" ></stripe>

</volume-defaults>

# metassist create -s myset -S 10Gb

この metassistコマンドによって、/etc/default/metassist.xmlファイルで指定され
たとおりに、4つのスライスと 512Kバイトの飛び越し値を使用して 10Gバイトのス
トライプが作成されます。
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モニタリングとエラー報告 (タスク)

Solaris Volume Managerで、スライスレベルの物理エラーが原因でボリュームに書き
込みできないというような問題が起きることがあります。問題が発生すると、Solaris
Volume Managerがボリュームのステータスを変更するので、システム管理者は常に
情報を把握できます。ただし、Solaris管理コンソールを通じて Solaris Volume
ManagerのGUIを使用したり、metastatコマンドを実行してステータスを定期的に
チェックしないと、ステータスの変化をタイムリーに把握することはできません。

この章では、Solaris Volume Manager SNMPエージェント (Solstice Enterprise Agentsモ
ニタリングソフトウェアのサブエージェント)など、Solaris Volume Managerのさまざ
まなモニタリングツールについて説明します。このツールを構成して SNMPト
ラップを報告する以外に、シェルスクリプトを作成して Solaris Volume Managerのさ
まざまな機能を能動的にモニターすることもできます。このシェルスクリプトは
cronジョブとして実行でき、潜在的な問題が顕在化する前にそれらを検出する上で
役立ちます。

この章の内容は次のとおりです。

■ 278ページの「Solaris Volume Managerのモニタリングと報告 (タスクマップ)」
■ 278ページの「エラーを周期的にチェックするための mdmonitordコマンドの構
成」

■ 279ページの「Solaris Volume Manager SNMPエージェントの概要」
■ 280ページの「Solaris Volume Manager SNMPエージェントの構成」
■ 282ページの「Solaris Volume Manager SNMPエージェントの制限」
■ 283ページの「cronジョブによる Solaris Volume Managerのモニタリング」
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Solaris Volume Managerのモニタリングと報告 (タスク
マップ)

次のタスクマップは、Solaris Volume Managerのエラー報告を管理するために必要な
手順を示します。

タスク 説明 参照先

mdmonitordデーモンを構
成してエラーを周期的に
チェックする

/lib/svc/method/svc-mdmonitorスクリ
プトを編集して、mdmonitordデーモン
に使用させるエラーチェック間隔を構
成します。

278ページの「エラーを周期
的にチェックするための
mdmonitordコマンドの構
成」

Solaris Volume Manager
SNMPエージェントを構
成する

/etc/snmp/confディレクトリの構成
ファイルを編集して、Solaris Volume
Managerが正しいシステムにトラップを
適切に送信できるようにします。

280ページの「Solaris Volume
Manager SNMPエージェント
の構成」

cronコマンドでスクリプ
トを実行して Solaris
Volume Managerをモニ
ターする

エラーをチェックするスクリプトを作
成または変更し、cronコマンドでスク
リプトを実行します。

283ページの「cronジョブに
よる Solaris Volume Manager
のモニタリング」

エラーを周期的にチェックするための mdmonitordコマン
ドの構成

Solaris Volume Managerには /usr/sbin/mdmonitordデーモンが組み込まれていま
す。ディスクに障害が発生すると、Solaris Volume Managerは障害を検出し、エ
ラーを生成します。このエラーイベントによって mdmonitordデーモンが起動さ
れ、RAID-1 (ミラー)ボリューム、RAID-5ボリューム、およびホットスペアの
チェックを実行します。ただし、指定の間隔でエラーを能動的にチェックするよう
にこのプログラムを構成することもできます。

▼ mdmonitordコマンドを構成してエラーを周期的に
チェックする方法
/lib/svc/method/svc-mdmonitorスクリプトを編集して、周期的なチェックの時間間
隔を追加します。

スーパーユーザーになります。1
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任意のエディタで /lib/svc/method/svc-mdmonitorスクリプトを開きます。スクリプ
ト内で次のセクションを見つけます。
$MDMONITORD

error=$?

case $error in

0) exit 0

;;

*) echo "Could not start $MDMONITORD. Error $error."
exit 0

mdmonitordコマンドから始まる行に、-tフラグとチェック間隔の秒数を追加しま
す。

$MDMONITORD -t 3600

error=$?

case $error in

0) exit 0

;;

*) echo "Could not start $MDMONITORD. Error $error."
exit 0

;;

esac

mdmonitordコマンドを再起動して変更を有効にします。
# svcadm restart system/mdmonitor

詳細は、mdmonitord(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris Volume Manager SNMPエージェントの概要
Solaris Volume Manager SNMPトラップエージェントには、コアパッケージ SUNWlvmr

と SUNWlvmaのパッケージのほかに Solstice Enterprise Agentsが必要です。これらのコ
アパッケージには、次のものがあります。

■ SUNWmibii

■ SUNWsacom

■ SUNWsadmi

■ SUNWsasnm

これらのパッケージは Solarisオペレーティングシステムの一部です。これらは、イ
ンストール時にパッケージ選択を変更した場合、または最小限のパッケージセット
をインストールした場合を除き、通常はデフォルトでインストールされます。これ
らのパッケージが使用可能かどうかを確認するには、pkginfo SUNWsasnmのよう
に、pkginfo pkgnameコマンドを使用します。5つのパッケージがすべて使用できる
ことを確認してから、次のセクションの説明に従って Solaris Volume Manager SNMP
エージェントを構成する必要があります。

2

3

4
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Solaris Volume Manager SNMPエージェントの構成
Solaris Volume Manager SNMPエージェントはデフォルトでは有効にされていませ
ん。SNMPトラップを有効にするには、次の手順に従います。

おそらく、Solarisオペレーティングシステムをアップグレードするたび
に、/etc/snmp/conf/enterprises.oidファイルを編集し、その終わりに手順 6の行を
追加してから、Solaris Enterprise Agentsサーバーの再起動を行う必要があります。

この手順を完了すると、指定したホストに SNMPトラップが送信されるようになり
ます。送信されるトラップを表示するには、Solstice Enterprise Agentsソフトウェアな
ど、適切な SNMPモニターを使用する必要があります。

問題が発生したときにトラップを受信するためには、mdmonitordコマンドを設定し
てシステムを定期的にチェックする必要があります。278ページの「エラーを周期的
にチェックするための mdmonitordコマンドの構成」を参照してください。また、そ
の他のエラーチェックオプションについては、283ページの「cronジョブによる
Solaris Volume Managerのモニタリング」を参照してください。

▼ Solaris Volume Manager SNMPエージェントを構成
する方法

スーパーユーザーになります。

/etc/snmp/conf/mdlogd.rsrc–構成ファイルを /etc/snmp/conf/mdlogd.rsrcに移動し
ます。
# mv /etc/snmp/conf/mdlogd.rsrc- /etc/snmp/conf/mdlogd.rsrc

/etc/snmp/conf/mdlogd.aclファイルを編集して、SNMPトラップをどのホストに送信
するかを指定します。ファイル内で次のものを探します。

trap = {

{

trap-community = SNMP-trap

hosts = corsair

{

enterprise = "Solaris Volume Manager"
trap-num = 1, 2, 3

}

hosts = corsairの行に、Solaris Volume Manager SNMPトラップの送信先ホストの名
前を指定します。たとえば、SNMPトラップを lexiconに送信する場合は、この行を
hosts = lexicon に変更します。複数のホストを指定する場合は、hosts = lexicon,

idiomのように、ホスト名をコンマで区切って指定します。

1

2

3
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また、/etc/snmp/conf/snmpdx.aclファイルを編集して、SNMPトラップをどのホスト
に送信するかを指定します。
trap =で始まるブロックを探し、ここに前の手順で指定したものと同じホスト名の
リストを指定します。このセクションは #でコメント文にされていることがありま
す。その場合は、このセクションの中で必要な行の始めにある #を取り除いてくだ
さい。トラップセクションにはコメントになっている行がほかにもあります。これ
らの行はそのまま残しておいても、わかりやすくするために削除してもかまいませ
ん。必要な行のコメントを解除し、hostsの行を変更した後のこのセクションは次の
ようになります。
###################

# trap parameters #

###################

trap = {

{

trap-community = SNMP-trap

hosts =lexicon

{

enterprise = "sun"
trap-num = 0, 1, 2-5, 6-16

}

# {

# enterprise = "3Com"
# trap-num = 4

# }

# {

# enterprise = "snmp"
# trap-num = 0, 2, 5

# }

# }

# {

# trap-community = jerry-trap

# hosts = jerry, nanak, hubble

# {

# enterprise = "sun"
# trap-num = 1, 3

# }

# {

# enterprise = "snmp"
# trap-num = 1-3

# }

}

}

注 – /etc/snmp/conf/snmpdx.aclファイルに同じ数の左括弧と右括弧があることを確
認してください。

前の手順でコメントを解除した、/etc/snmp/conf/snmpdx.aclファイルのセクション
の中に新しい Solaris Volume Managerセクションを追加します。

trap-community = SNMP-trap

hosts = lexicon

{

4

5
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enterprise = "sun"
trap-num = 0, 1, 2-5, 6-16

}

{

enterprise = "Solaris Volume Manager"

trap-num = 1, 2, 3

}

追加された 4行は、enterprise = “sun”ブロックのすぐ後に挿入されています。

/etc/snmp/conf/enterprises.oidファイルの最後に次の行を追加します。
"Solaris Volume Manager" "1.3.6.1.4.1.42.104"

Solstice Enterprise Agentsサーバーを停止し、再起動します。
# /etc/init.d/init.snmpdx stop

# /etc/init.d/init.snmpdx start

Solaris Volume Manager SNMPエージェントの制限
Solaris Volume Manager SNMPエージェントは、システム管理者が把握すべき Solaris
Volume Managerのあらゆる問題についてトラップを送信するわけではありませ
ん。具体的には、このエージェントは、次の場合にのみトラップを送信します。

■ RAID-1またはRAID-5のサブコンポーネントが「保守が必要」状態に移行した場
合

■ ホットスペアが稼働状態に切り替わった場合
■ ホットスペアが再同期を開始した場合
■ ホットスペアが再同期を完了した場合
■ ミラーがオフラインにされた場合
■ ディスクセットが別のホストによって取得されたため、現在のホストがパニック
状態になった場合

RAID-0ボリュームやソフトパーティションが置かれているディスクが使用不可に
なった場合のように、多くの問題では、デバイスに対する読み取りや書き込みが試
行されたときでさえ SNMPトラップが生成されません。このような場合、SCSIまた
は IDEエラーが一般的に報告されます。しかし、これらのエラーがモニタリングコ
ンソールに報告されるようにするには、他の SNMPエージェントからトラップを発
行する必要があります。

6

7
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cronジョブによる Solaris Volume Managerのモニタリン
グ

▼ ボリュームのエラーを自動的にチェックする方法
Solaris Volume Manager構成のエラーを自動的にチェックするには、cronユーティリ
ティーで定期的に実行できるスクリプトを作成します。
次のスクリプト例は、必要に応じて変更することができます。

注 –このスクリプトは、Solaris Volume Managerのエラーチェックを自動化するための
基本的なスクリプトです。各自の構成に合わせてこのスクリプトを変更する必要が
あります。

#

#!/bin/ksh

#ident "@(#)metacheck.sh 1.3 96/06/21 SMI"
# ident=’%Z%%M% %I% %E% SMI’

#

# Copyright (c) 1999 by Sun Microsystems, Inc.

#

# metacheck

#

# Check on the status of the metadevice configuration. If there is a problem

# return a non zero exit code. Depending on options, send email notification.

#

# -h

# help

# -s setname

# Specify the set to check. By default, the ’local’ set will be checked.

# -m recipient [recipient...]

# Send email notification to the specified recipients. This

# must be the last argument. The notification shows up as a short

# email message with a subject of

# "Solaris Volume Manager Problem: metacheck.who.nodename.setname"
# which summarizes the problem(s) and tells how to obtain detailed

# information. The "setname" is from the -s option, "who" is from

# the -w option, and "nodename" is reported by uname(1).

# Email notification is further affected by the following options:

# -f to suppress additional messages after a problem

# has been found.

# -d to control the supression.

# -w to identify who generated the email.

# -t to force email even when there is no problem.

# -w who

# indicate who is running the command. By default, this is the

# user-name as reported by id(1M). This is used when sending

# email notification (-m).

# -f

# Enable filtering. Filtering applies to email notification (-m).

●
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# Filtering requires root permission. When sending email notification

# the file /etc/lvm/metacheck.setname.pending is used to

# controll the filter. The following matrix specifies the behavior

# of the filter:

#

# problem_found file_exists

# yes no Create file, send notification

# yes yes Resend notification if the current date

# (as specified by -d datefmt) is

# different than the file date.

# no yes Delete file, send notification

# that the problem is resolved.

# no no Send notification if -t specified.

#

# -d datefmt

# Specify the format of the date for filtering (-f). This option

# controls the how often re-notification via email occurs. If the

# current date according to the specified format (strftime(3C)) is

# identical to the date contained in the

# /etc/lvm/metacheck.setname.pending file then the message is

# suppressed. The default date format is "%D", which will send one

# re-notification per day.

# -t

# Test mode. Enable email generation even when there is no problem.

# Used for end-to-end verification of the mechanism and email addresses.

#

#

# These options are designed to allow integration of metacheck

# into crontab. For example, a root crontab entry of:

#

# 0,15,30,45 * * * * /usr/sbin/metacheck -f -w SVMcron \

# -d ’\%D \%h’ -m notice@example.com 2148357243.8333033@pager.example.com

#

# would check for problems every 15 minutes, and generate an email to

# notice@example.com (and send to an email pager service) every hour when

# there is a problem. Note the \ prior to the ’%’ characters for a

# crontab entry. Bounced email would come back to root@nodename.

# The subject line for email generated by the above line would be

# Solaris Volume Manager Problem: metacheck.SVMcron.nodename.local

#

# display a debug line to controlling terminal (works in pipes)

decho()

{

if [ "$debug" = "yes" ] ; then

echo "DEBUG: $*" < /dev/null > /dev/tty 2>&1

fi

}

# if string $1 is in $2-* then return $1, else return ""
strstr()

{

typeset look="$1"
typeset ret=""

shift

# decho "strstr LOOK .$look. FIRST .$1."
while [ $# -ne 0 ] ; do

if [ "$look" = "$1" ] ; then
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ret="$look"
fi

shift

done

echo "$ret"
}

# if string $1 is in $2-* then delete it. return result

strdstr()

{

typeset look="$1"
typeset ret=""

shift

# decho "strdstr LOOK .$look. FIRST .$1."
while [ $# -ne 0 ] ; do

if [ "$look" != "$1" ] ; then

ret="$ret $1"
fi

shift

done

echo "$ret"
}

merge_continued_lines()

{

awk -e ’\

BEGIN { line = "";} \

$NF == "\\" { \

$NF = ""; \

line = line $0; \

next; \

} \

$NF != "\\" { \

if ( line != "" ) { \

print line $0; \

line = ""; \

} else { \

print $0; \

} \

}’

}

# trim out stuff not associated with metadevices

find_meta_devices()

{

typeset devices=""

# decho "find_meta_devices .$*."
while [ $# -ne 0 ] ; do

case $1 in

d+([0-9]) ) # metadevice name

devices="$devices $1"
;;

esac

shift

done

echo "$devices"
}
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# return the list of top level metadevices

toplevel()

{

typeset comp_meta_devices=""
typeset top_meta_devices=""
typeset devices=""
typeset device=""
typeset comp=""

metastat$setarg -p | merge_continued_lines | while read line ; do

echo "$line"
devices=‘find_meta_devices $line‘
set -- $devices

if [ $# -ne 0 ] ; then

device=$1

shift

# check to see if device already refered to as component

comp=‘strstr $device $comp_meta_devices‘
if [ -z $comp ] ; then

top_meta_devices="$top_meta_devices $device"
fi

# add components to component list, remove from top list

while [ $# -ne 0 ] ; do

comp=$1

comp_meta_devices="$comp_meta_devices $comp"
top_meta_devices=‘strdstr $comp $top_meta_devices‘
shift

done

fi

done > /dev/null 2>&1

echo $top_meta_devices

}

#

# - MAIN

#

METAPATH=/usr/sbin

PATH=//usr/bin:$METAPATH

USAGE="usage: metacheck [-s setname] [-h] [[-t] [-f [-d datefmt]] \

[-w who] -m recipient [recipient...]]"

datefmt="%D"
debug="no"
filter="no"
mflag="no"
set="local"
setarg=""
testarg="no"
who=‘id | sed -e ’s/^uid=[0-9][0-9]*(//’ -e ’s/).*//’‘

while getopts d:Dfms:tw: flag

do

case $flag in

d) datefmt=$OPTARG;

;;

D) debug="yes"
;;

f) filter="yes"
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;;

m) mflag="yes"
;;

s) set=$OPTARG;

if [ "$set" != "local" ] ; then

setarg=" -s $set";
fi

;;

t) testarg="yes";
;;

w) who=$OPTARG;

;;

\?) echo $USAGE

exit 1

;;

esac

done

# if mflag specified then everything else part of recipient

shift ‘expr $OPTIND - 1‘
if [ $mflag = "no" ] ; then

if [ $# -ne 0 ] ; then

echo $USAGE

exit 1

fi

else

if [ $# -eq 0 ] ; then

echo $USAGE

exit 1

fi

fi

recipients="$*"

curdate_filter=‘date +$datefmt‘
curdate=‘date‘
node=‘uname -n‘

# establish files

msg_f=/tmp/metacheck.msg.$$

msgs_f=/tmp/metacheck.msgs.$$

metastat_f=/tmp/metacheck.metastat.$$

metadb_f=/tmp/metacheck.metadb.$$

metahs_f=/tmp/metacheck.metahs.$$

pending_f=/etc/lvm/metacheck.$set.pending

files="$metastat_f $metadb_f $metahs_f $msg_f $msgs_f"

rm -f $files > /dev/null 2>&1

trap "rm -f $files > /dev/null 2>&1; exit 1" 1 2 3 15

# Check to see if metadb is capable of running

have_metadb="yes"
metadb$setarg > $metadb_f 2>&1

if [ $? -ne 0 ] ; then

have_metadb="no"
fi

grep "there are no existing databases" < $metadb_f > /dev/null 2>&1

if [ $? -eq 0 ] ; then

have_metadb="no"
fi
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grep "/dev/md/admin" < $metadb_f > /dev/null 2>&1

if [ $? -eq 0 ] ; then

have_metadb="no"
fi

# check for problems accessing metadbs

retval=0

if [ "$have_metadb" = "no" ] ; then

retval=1

echo "metacheck: metadb problem, can’t run ’$METAPATH/metadb$setarg’" \

>> $msgs_f

else

# snapshot the state

metadb$setarg 2>&1 | sed -e ’1d’ | merge_continued_lines > $metadb_f

metastat$setarg 2>&1 | merge_continued_lines > $metastat_f

metahs$setarg -i 2>&1 | merge_continued_lines > $metahs_f

#

# Check replicas for problems, capital letters in the flags

# indicate an error, fields are seperated by tabs.

#

problem=‘awk < $metadb_f -F\t ’{if ($1 ~ /[A-Z]/) print $1;}’‘
if [ -n "$problem" ] ; then

retval=‘expr $retval + 64‘
echo "\

metacheck: metadb problem, for more detail run:\n\t$METAPATH/metadb$setarg -i" \

>> $msgs_f

fi

#

# Check the metadevice state

#

problem=‘awk < $metastat_f -e \

’/State:/ {if ($2 != "Okay" && $2 != "Resyncing") print $0;}’‘
if [ -n "$problem" ] ; then

retval=‘expr $retval + 128‘
echo "\

metacheck: metadevice problem, for more detail run:" \

>> $msgs_f

# refine the message to toplevel metadevices that have a problem

top=‘toplevel‘
set -- $top

while [ $# -ne 0 ] ; do

device=$1

problem=‘metastat $device | awk -e \

’/State:/ {if ($2 != "Okay" && $2 != "Resyncing") print $0;}’‘
if [ -n "$problem" ] ; then

echo "\t$METAPATH/metastat$setarg $device" >> $msgs_f

# find out what is mounted on the device

mp=‘mount|awk -e ’/\/dev\/md\/dsk\/’$device’[ \t]/{print $1;}’‘
if [ -n "$mp" ] ; then

echo "\t\t$mp mounted on $device" >> $msgs_f

fi

fi

shift

done

fi
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#

# Check the hotspares to see if any have been used.

#

problem=""
grep "no hotspare pools found" < $metahs_f > /dev/null 2>&1

if [ $? -ne 0 ] ; then

problem=‘awk < $metahs_f -e \

’/blocks/ { if ( $2 != "Available" ) print $0;}’‘
fi

if [ -n "$problem" ] ; then

retval=‘expr $retval + 256‘
echo "\

metacheck: hot spare in use, for more detail run:\n\t$METAPATH/metahs$setarg -i" \

>> $msgs_f

fi

fi

# If any errors occurred, then mail the report

if [ $retval -ne 0 ] ; then

if [ -n "$recipients" ] ; then

re=""
if [ -f $pending_f ] && [ "$filter" = "yes" ] ; then

re="Re: "
# we have a pending notification, check date to see if we resend

penddate_filter=‘cat $pending_f | head -1‘
if [ "$curdate_filter" != "$penddate_filter" ] ; then

rm -f $pending_f > /dev/null 2>&1

else

if [ "$debug" = "yes" ] ; then

echo "metacheck: email problem notification still pending"
cat $pending_f

fi

fi

fi

if [ ! -f $pending_f ] ; then

if [ "$filter" = "yes" ] ; then

echo "$curdate_filter\n\tDate:$curdate\n\tTo:$recipients" \

> $pending_f

fi

echo "\
Solaris Volume Manager: $node: metacheck$setarg: Report: $curdate" >> $msg_f

echo "\
--------------------------------------------------------------" >> $msg_f

cat $msg_f $msgs_f | mailx -s \

"${re}Solaris Volume Manager Problem: metacheck.$who.$set.$node" $recipients

fi

else

cat $msgs_f

fi

else

# no problems detected,

if [ -n "$recipients" ] ; then

# default is to not send any mail, or print anything.

echo "\
Solaris Volume Manager: $node: metacheck$setarg: Report: $curdate" >> $msg_f

echo "\
--------------------------------------------------------------" >> $msg_f

if [ -f $pending_f ] && [ "$filter" = "yes" ] ; then

# pending filter exista, remove it and send OK

cronジョブによる Solaris Volume Managerのモニタリング
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rm -f $pending_f > /dev/null 2>&1

echo "Problem resolved" >> $msg_f

cat $msg_f | mailx -s \

"Re: Solaris Volume Manager Problem: metacheck.$who.$node.$set" $recipients

elif [ "$testarg" = "yes" ] ; then

# for testing, send mail every time even thought there is no problem

echo "Messaging test, no problems detected" >> $msg_f

cat $msg_f | mailx -s \

"Solaris Volume Manager Problem: metacheck.$who.$node.$set" $recipients

fi

else

echo "metacheck: Okay"
fi

fi

rm -f $files > /dev/null 2>&1

exit $retval

cronユーティリティーを使ってスクリプトを起動する手順については、cron(1M)の
マニュアルページを参照してください。

cronジョブによる Solaris Volume Managerのモニタリング
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Solaris Volume Managerのトラブル
シューティング (タスク)

この章では、Solaris Volume Managerに関連する問題をトラブルシューティングする
方法について説明します。この章では、トラブルシューティングの一般的なガイド
ラインと、既知の問題を解決するための具体的な手順も示します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 292ページの「Solaris Volume Managerのトラブルシューティング (タスクマップ)」
■ 293ページの「システムのトラブルシューティングの概要」
■ 294ページの「ディスクの交換」
■ 296ページの「ディスク移動の問題からの回復」
■ 298ページの「Solaris 10リリースにアップグレードしたあとのデバイス IDの不一
致」

■ 300ページの「ブートの問題からの回復」
■ 307ページの「状態データベース複製の障害からの回復」
■ 310ページの「ソフトパーティションの問題からの回復」
■ 312ページの「別のシステムからのストレージの回復」
■ 319ページの「ディスクセットの問題からの回復」
■ 320ページの「ufsdumpコマンドによるマウント済みファイルシステムのバック
アップの実行」

■ 322ページの「システム回復の実行」

この章では、Solaris Volume Managerのいくつかの問題とその適切な解決方法につい
て説明します。この章ではすべてを扱うわけではなく、一般的なシナリオと回復手
順を紹介します。
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Solaris Volume Managerのトラブルシューティング (タス
クマップ)

次のタスクマップは、Solaris Volume Managerのトラブルシューティングに必要な手
順を示します。

タスク 説明 参照先

不良ディスクを交換する ディスクを交換してから、新しい
ディスク上の状態データベースの複製
と論理ボリュームを更新します。

294ページの「不良ディスク
を交換する方法」

ディスク移動の問題から
回復する

ディスクを元の場所に戻すか、製品サ
ポートに連絡します。

296ページの「ディスク移動
の問題からの回復」

/etc/vfstab内の不適切な
エントリを修正する

ミラーに対して fsckコマンドを実行し
てから、システムが正しくブートする
ように /etc/vfstabファイルを編集しま
す。

301ページの「/etc/vfstab

内の不適切なエントリを修
正する方法」

ブートデバイスの障害か
ら回復する

ほかのサブミラーからブートします。 303ページの「ブートデバイ
スの障害から回復する方
法」

状態データベースの複製
数の不足から回復する

metadbコマンドを使用して、使用不能
な複製を削除します。

307ページの「状態データ
ベースの複製数の不足から
回復する方法」

失われたソフト
パーティションの構成
データを回復する

metarecoverコマンドを使用して、ソフ
トパーティションの構成データを回復
します。

310ページの「ソフト
パーティションの構成
データを回復する方法」

復旧済みディスクから
Solaris Volume Manager構
成を回復する

新しいシステムにディスクを接続
し、既存の状態データベースの複製か
ら Solaris Volume Managerの構成を再構
築します。

312ページの「ローカル
ディスクセットからスト
レージを回復する方法」

別のシステムからスト
レージを回復する

既知のディスクセットから別のシステ
ムへストレージをインポートします。

312ページの「別のシステム
からのストレージの回復」

アクセスできないディス
クセットを削除する。

metasetコマンドを使用して、取得また
は使用できないディスクセットのレ
コードを削除します。

319ページの「ディスク
セットの問題からの回復」

Solaris Volume Managerボ
リュームに格納されたシ
ステム構成を回復する。

Solaris OSインストールメディアを使用
して、Solaris Volume Managerボ
リュームに格納されたシステム構成を
回復します。

322ページの「システム回復
の実行」
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システムのトラブルシューティングの概要

システムのトラブルシューティングの前提条件
Solaris Volume Managerに関連するストレージ管理の問題をトラブルシューティング
するには、次のことが必要です。

■ root権限を持っている
■ すべてのデータの最新バックアップを取っている

Solaris Volume Managerのトラブルシューティング
の一般的なガイドライン
Solaris Volume Managerのトラブルシューティングを行うときは、次の情報を用意し
てください。

■ metadbコマンドの出力
■ metastatコマンドの出力
■ metastat -pコマンドの出力
■ /etc/vfstabファイルのバックアップコピー
■ /etc/lvm/mddb.cfファイルのバックアップコピー
■ prtvtocコマンド (SPARCシステム)または fdiskコマンド (x86ベースのシステム)
で出力されるディスクパーティションの情報

■ システムの Solarisのバージョン
■ Solarisのインストール済みパッチのリスト
■ Solaris Volume Managerのインストール済みパッチのリスト

ヒント – Solaris Volume Manager構成を更新したり、ストレージやオペレーティングシ
ステムに関連するその他の変更をシステムに適用した場合は、その構成情報の最新
コピーを生成してください。この情報は cronジョブで自動的に生成することもでき
ます。

一般的なトラブルシューティング方法
1つの手順で Solaris Volume Managerに関連するすべての問題を評価できるわけでは
ありませんが、一般には次の手順が役立ちます。

1. 現在の構成に関する情報を収集します。

システムのトラブルシューティングの概要
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2. metastatや metadbコマンドの出力など、最新のステータス情報を調べます。この
情報から、障害のあるコンポーネントがわかるはずです。

3. 障害が起こりそうなハードウェア部分をチェックします。
■ すべてが適切に接続されているか
■ 最近、停電がなかったか
■ 機器を変更または追加しなかったか

ディスクの交換
このセクションでは、Solaris Volume Manager環境でのディスク交換の方法について
説明します。

注意 –不良ディスク上または不良ディスク上に構築したボリューム上でソフト
パーティションを使用していた場合は、新しいディスクを同じ物理位置に配置
し、交換対象ディスクと同じ c ntnd n番号を使用する必要があります。

▼ 不良ディスクを交換する方法
/var/adm/messagesファイルと metastatコマンドの出力を調べて、交換すべき不良
ディスクを特定します。

不良ディスクに配置されている状態データベースの複製があればすべて特定しま
す。

metadbコマンドを使用して複製を見つけます。

metadbコマンドで、不良ディスクに配置されている状態データベースの複製のエ
ラーが報告されることがあります。この例では、c0t1d0のデバイスに問題がありま
す。
# metadb

flags first blk block count

a m u 16 1034 /dev/dsk/c0t0d0s4

a u 1050 1034 /dev/dsk/c0t0d0s4

a u 2084 1034 /dev/dsk/c0t0d0s4

W pc luo 16 1034 /dev/dsk/c0t1d0s4

W pc luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t1d0s4

W pc luo 2084 1034 /dev/dsk/c0t1d0s4

この出力から、ローカルディスク c0t0d0と c0t1d0の各スライス 4に、状態データ
ベースの複製が 3つあることがわかります。c0t1d0s4スライスのフラグフィールド
の Wは、このデバイスに書き込みエラーがあることを示しています。c0t0d0s4スラ
イスの 3つの複製は正常です。

1

2
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状態データベースの複製が配置されているスライスの名前と状態データベースの複
製数を記録します。その後、状態データベースの複製を削除します。

状態データベースの複製の数は、metadbコマンド出力に同じスライス名が表示され
る行数と同じです。この例では、c0t1d0s4にある 3つの状態データベースの複製を
削除します。

# metadb -d c0t1d0s4

注意 –不良の状態データベースの複製を削除すると複製の数が 3以下になる場合
は、状態データベースの複製を追加してから先に進みます。これによって、前と同
じ構成情報が保たれます。

不良ディスクにホットスペアがないか探して、あれば削除します。

metastatコマンドを使用してホットスペアを見つけます。この例では、c0t1d0s6が
ホットスペアプール hsp000に含まれていたので、プールから削除します。

# metahs -d hsp000 c0t1d0s6

hsp000: Hotspare is deleted

不良ディスクを交換します。

この手順では、使用しているハードウェアと環境によって、cfgadmコマン
ド、luxadmコマンド、またはその他のコマンドを使用しなければならないことがあ
ります。この手順の実行時には、使用しているハードウェアのドキュメントに記載
されている手順に従って、Solaris上でのこのディスクの状態を適切に操作してくだ
さい。

新しいディスクのパーティションを再分割します。

formatコマンドまたは fmthardコマンドを使用して、不良ディスクと同じスライス情
報に基づいてディスクをパーティション分割します。不良ディスクに対する prtvtoc

の出力がある場合は、fmthard -s /tmp/failed-disk-prtvtoc-output コマンドで新しい
ディスクをフォーマットできます。

状態データベースの複製を削除した場合は、同じ数の複製を適切なスライスに追加
します。

この例では、/dev/dsk/c0t1d0s4を使用します。

# metadb -a -c 3 c0t1d0s4

ディスク上のスライスが、RAID-5ボリュームのコンポーネントである場合、あるい
はRAID-0ボリュームのコンポーネントで、それがRAID-1ボリュームのサブミラーに
なっている場合は、各スライスに metareplace -eコマンドを実行します。

この例では、 /dev/dsk/c0t1d0s4およびミラー d10を使用します。

# metareplace -e d10 c0t1d0s4

3

4

5

6

7

8
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交換したディスクのスライス上にソフトパーティションが直接構築されている場合
は、ソフトパーティションが含まれているスライスごとに metarecover -m -pコマン
ドを実行します。このコマンドによって、ディスク上にエクステントヘッダーが再
作成されます。

この例では、/dev/dsk/c0t1d0s4でディスクのソフトパーティションのマーキングを
再作成する必要があります。スライスをスキャンし、状態データベースの複製の情
報に基づいてマーキングを再適用します。

# metarecover c0t1d0s4 -m -p

ディスク上のソフトパーティションが、RAID-5ボリュームのコンポーネントである
場合、あるいはRAID-0ボリュームのコンポーネントで、それがRAID-1ボリュームの
サブミラーになっている場合は、各スライスに metareplace -eコマンドを実行しま
す。

この例では、 /dev/dsk/c0t1d0s4およびミラー d10を使用します。

# metareplace -e d10 c0t1d0s4

RAID-0ボリューム上にソフトパーティションが構築されている場合は、各RAID-0ボ
リュームに metarecoverコマンドを実行します。

この例では、RAID-0ボリューム d17にソフトパーティションが構築されています。

# metarecover d17 -m -p

削除されたホットスペアを置き換え、それを 1つまたは複数の適切なホットスペア
プールに追加します。

この例では、ホットスペアプール hsp000に c0t1d0s6が含まれていました。このスラ
イスをホットスペアプールに追加します。

# metahs -a hsp000 c0t1d0s6

hsp000: Hotspare is added

ソフトパーティションまたは非冗長ボリュームが障害の影響を受けた場合
は、バックアップからデータを復元します。冗長ボリュームだけが影響を受けた場
合は、データを検証します。

すべてのボリュームのユーザーデータとアプリケーションデータを調べます。必要
であれば、アプリケーションレベルの整合性チェックプログラムを実行するか、ほ
かの方法を使用して、データをチェックします。

ディスク移動の問題からの回復
このセクションでは、Solaris Volume Manager環境でディスクを移動させたあとで発
生する予想外の問題から回復する方法について説明します。

9

10

11

12

13
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ディスク移動とデバイス IDの概要
Solaris Volume Managerでは、特定のディスクと対応づけられたデバイス IDを使用し
て、Solaris Volume Manager構成で使用されているあらゆるディスクを追跡しま
す。ディスクを別のコントローラに移した場合、または SCSIターゲット番号が変更
された場合、通常は Solaris Volume Managerが移動を正しく認識して、関連するすべ
ての Solaris Volume Managerレコードを相応に更新します。システム管理者の介入は
不要です。まれに、Solaris Volume Managerがレコードを完全に更新できず、ブート
時にエラーが報告されることがあります。

名前のないデバイスに関するエラーメッセージの
解決
新しいハードウェアを追加したり、ハードウェアを移動させると (あるコントローラ
から別のコントローラに一連のディスクを移動させた場合など)、Solaris Volume
Managerが、移動されたディスクに対応するデバイス IDを調べ、内部 Solaris Volume
Managerレコードの cnt ndn名を適切に更新します。レコードを更新できなかった場
合は、svc:/system/mdmonitorサービスによって生成されたブートプロセスがブート
時にコンソールに対してエラーを報告します。

Unable to resolve unnamed devices for volume management.

Please refer to the Solaris Volume Manager documentation,

Troubleshooting section, at http://docs.sun.com or from

your local copy.

この問題によってデータが消失したわけでも、特に何かが起きるわけでもありませ
ん。このエラーメッセージは、Solaris Volume Managerの名前レコードが部分的にし
か更新されなかったことを意味します。metastatコマンドの出力に、前に使用され
ていた cn tndn名の一部が示されます。この出力には、移動後の状態が反映された
cn tndn名の一部も示されます。

この条件下で Solaris Volume Manager構成の更新が必要になった場合は、meta*コマン
ドを実行する際に、必ず metastatコマンドで報告された c ntnd n名を使用してくだ
さい。

このエラー条件が発生した場合、次のいずれかを実行して条件を解消できます。

■ すべてのディスクを元の場所に戻します。次に、再構成リブートを実行する
か、(単一コマンドとして)次のコマンドを実行します。

/usr/sbin/devfsadm && /usr/sbin/metadevadm -r

これらのコマンドが完了すると、エラー条件が解消されます。
■ サポート担当者に連絡して指示を受けます。

ディスク移動の問題からの回復
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注 –このエラー条件はめったに発生しません。万一発生した場合は、高い確率
で、ファイバチャネルに接続されたストレージが影響を受けます。

Solaris 10リリースにアップグレードしたあとのデバイス
IDの不一致

Solaris 10リリースから、デバイス ID出力の表示形式が新しくなりました。Solaris
Volume Managerによるデバイス ID出力の表示が新旧どちらの形式であるかは、デバ
イス ID情報が状態データベースの複製に追加された時期によって決まります。

デバイス IDはこれまで 16進値で表示されていました。新しい形式では、ASCII文字
列でデバイス IDが表示されます。多くの場合、次の例のように、変化はわずかで
す。

旧形式: id1,ssd@w600c0ff00000000007ecd255a9336d00

新形式: id1,ssd@n600c0ff00000000007ecd255a9336d00

次の例のように、変化が大きい場合もあります。

旧形式: id1,sd@w4849544143484920444b3332454a2d33364

e4320202020203433334239383939

新形式: id1,ssd@n600c0ff00000000007ecd255a9336d00

Solaris 10リリースにアップグレードした場合、以前の Solarisリリースで作成された
既存のディスクセットに関連付けられているデバイス IDの形式は、Solaris Volume
Manager構成で更新されません。以前の Solarisリリースに戻さなければならなく
なった場合、アップグレード後にディスクセットに対して行なった構成の変更
は、以前のリリースでは使用できないことがあります。該当する構成変更は、次の
とおりです。

■ アップグレード以前に存在していたディスクセットへの新しいディスクの追加
■ 新規ディスクセットの作成
■ 状態データベースの複製の作成

このような構成変更は、ローカルディスクセットを含め、Solaris Volume Managerで
作成可能なあらゆるディスクセットに影響を与える可能性があります。たとえ
ば、Solaris 10リリースで作成したディスクセットに対してこのような変更を実行し
た場合、そのディスクセットは以前の Solarisリリースにインポートできません。も
う 1つの例として、ミラー化されたルートの片側を Solaris 10リリースにアップグ
レードしたあとで、ローカルディスクセットに対して構成変更を行うことがありま
す。その後、サブミラーを以前の Solarisリリースに戻した場合、このような変更は
認識されません。

Solaris 10リリースにアップグレードしたあとのデバイス IDの不一致
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Solaris 10 OSの構成には、アップグレードの場合も含めて、常に新しい形式のデバイ
ス IDが示されます。prtconf -vコマンドを使用すると、この情報を表示できま
す。一方、Solaris Volume Managerは、旧形式と新形式のどちらかを表示しま
す。Solaris Volume Managerでどちらの形式が表示されるかは、ディスクを使い始め
たときに稼働していた Solaris OSのバージョンによって決まります。Solaris Volume
Managerが Solaris OS構成のデバイス IDと形式は異なるが同じ内容を示しているかど
うかを判断するには、metastatコマンドの出力と prtconf -vコマンドの出力を比較
します。

次の例では、metastatコマンドの出力に表示される c1t6d0のデバイス IDは、同じ
ディスクに対する prtconf - vコマンドの出力に表示されるものと形式は異なります
が、内容は同じです。

# metastat

d127: Concat/Stripe

Size: 17629184 blocks (8.4 GB)

Stripe 0:

Device Start Block Dbase Reloc

c1t6d0s2 32768 Yes Yes

Device Relocation Information:

Device Reloc Device ID c1t6d0 Yes id1,sd@w4849544143484920444b3332454a2d3336

4e4320202020203433334239383939

# prtconf -v

.(output truncated)

.

.

sd, instance #6

System properties:

name=’lun’ type=int items=1

value=00000000

name=’target’ type=int items=1

value=00000006

name=’class’ type=string items=1

value=’scsi’

Driver properties:

name=’pm-components’ type=string items=3 dev=none

value=’NAME=spindle-motor’ + ’0=off’ + ’1=on’

name=’pm-hardware-state’ type=string items=1 dev=none

value=’needs-suspend-resume’

name=’ddi-failfast-supported’ type=boolean dev=none

name=’ddi-kernel-ioctl’ type=boolean dev=none

Hardware properties:

name=’devid’ type=string items=1

value=’id1,@THITACHI_DK32EJ-36NC_____433B9899’

.

.

.

(output truncated)
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prtconf -vコマンドの出力に含まれている「instance #6」の行は、metastatコマンド
の出力に含まれているディスク c1t6d0と対応しています。prtconf -vコマンドの出
力に含まれているデバイス ID id1,@THITACHI_DK32EJ-36NC_____433B9899は、metastat

コマンドの出力に含まれているデバイス ID
id1,sd@w4849544143484920444b3332454a2d33364e4320202020203433334239383939と対応
しています。この出力の相違は、Solaris Volume Managerでは metastatコマンドの出
力に 16進形式のデバイス IDが表示され、Solaris 10 OS構成では prtconfコマンドの
出力にASCII文字列が表示されることを示しています。

ブートの問題からの回復
Solaris Volume Managerではルート (/)、swap、および /usrディレクトリをミラー化で
きるので、システムのブート時に特殊な問題が発生することがあります。このよう
な問題の原因は、ハードウェア障害またはオペレータエラーのどちらかです。この
セクションでは、このような問題に対処するための手順について説明します。

次の表に、そのような問題の説明と適切な解決方法を示します。

表 25–1 Solaris Volume Managerでの一般的なブートの問題

ブートの問題の原因 参照先

/etc/vfstabファイルの情報が正しくあ
りません。

301ページの「/etc/vfstab内の不適切なエントリを修正
する方法」

十分な数の状態データベースの複製が
定義されていません。

307ページの「状態データベースの複製数の不足から回
復する方法」

ブートデバイス (ディスク)に障害が発
生しました。

303ページの「ブートデバイスの障害から回復する方
法」

ブートの問題の背景情報
■ エラーのためにボリュームが Solaris Volume Managerによってオフラインにされた
場合は、障害が発生したディスクにあるすべてのファイルシステムをアンマウン
トしてください。

個々のディスクスライスは独立しているため、同じディスクに複数のファイルシ
ステムがマウントされていることがあります。ソフトウェアに障害が発生した場
合には、同じディスクの他のスライスでもまもなく障害が発生するはずで
す。ディスクスライスに直接マウントされているファイルシステムは、Solaris
Volume Managerによるエラー処理の保護の対象になりません。このようなファイ
ルシステムをマウントしたままにしておくと、システムクラッシュによって
データを失う可能性があります。
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■ サブミラーを無効な状態やオフラインのままにしておく時間を最小限に抑えてく
ださい。再同期やオンラインバックアップの処理中は、ミラー化による保護は不
完全になります。

/etc/vfstab内の不適切なエントリを修正する方
法
ルート (/)ファイルシステムをミラー化するときなどに、/etc/vfstabファイルに不
適切なエントリを作成した場合、システムは一見、正常にブートしているように見
えます。その後、システムに障害が発生します。この状況を修正するためには、シ
ングルユーザーモードで /etc/vfstabファイルを編集する必要があります。

/etc/vfstabファイル内の不適切なエントリを修正する大まかな手順は次のとおりで
す。

1. シングルユーザーモードでシステムをブートする
2. ミラーボリュームに対して fsckコマンドを実行する

3. 読み取り/書き込みオプションを有効にして、ファイルシステムを再マウントする
4. オプション:ルート (/)ミラーに対して metarootコマンドを実行する

5. /etc/vfstabファイルで、ファイルシステムのエントリがこのボリュームを正し
く参照していることを確認する

6. システムをリブートする

▼ ルート (/) RAID-1 (ミラー)ボリュームを回復する
次の例では、ルート (/)ファイルシステムが 2面ミラー d0でミラー化されていま
す。/etc/vfstabファイルのルート (/)エントリは、何らかの理由でファイルシステ
ムの元のスライスに戻っています。しかし、/etc/systemファイルの情報は、ミラー
d0からブートすることを示したままです。この状況は通常、metarootコマンドを使
用しないで /etc/systemファイルと /etc/vfstabファイルを保守した場合に発生しま
す。または、/etc/vfstabファイルの古いコピーを現在の /etc/vfstabファイルにコ
ピーしたことが原因になる場合もあります。

不適切な /etc/vfstabファイルの例を次に示します。

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/dsk/c0t3d0s0 /dev/rdsk/c0t3d0s0 / ufs 1 no -

/dev/dsk/c0t3d0s1 - - swap - no -

/dev/dsk/c0t3d0s6 /dev/rdsk/c0t3d0s6 /usr ufs 2 no -

#

/proc - /proc proc - no -

swap - /tmp tmpfs - yes -

ブートの問題からの回復
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エラーがあるために、システムは、ブート時に自動的にシングルユーザーモードに
なります。

ok boot

...

configuring network interfaces: hme0.

Hostname: host1

mount: /dev/dsk/c0t3d0s0 is not this fstype.

setmnt: Cannot open /etc/mnttab for writing

INIT: Cannot create /var/adm/utmp or /var/adm/utmpx

INIT: failed write of utmpx entry:" "

INIT: failed write of utmpx entry:" "

INIT: SINGLE USER MODE

Type Ctrl-d to proceed with normal startup,

(or give root password for system maintenance): <root-password>

この時点で、ルート (/)ファイルシステムと /usrファイルシステムは、読み取り専
用としてマウントされています。次の手順に従ってください。

ルート (/)ミラーに対して fsckコマンドを実行します。

注 –ルート (/)ミラーの正しいボリュームを使用するように注意してください。

# fsck /dev/md/rdsk/d0

** /dev/md/rdsk/d0

** Currently Mounted on /

** Phase 1 - Check Blocks and Sizes

** Phase 2 - Check Pathnames

** Phase 3 - Check Connectivity

** Phase 4 - Check Reference Counts

** Phase 5 - Check Cyl groups

2274 files, 11815 used, 10302 free (158 frags, 1268 blocks,

0.7% fragmentation)

ルート (/)ファイルシステムを読み取り/書き込みファイルシステムとしてマウントし
直し、/etc/vfstabファイルを編集できるようにします。
# mount -o rw,remount /dev/md/dsk/d0 /

mount: warning: cannot lock temp file </etc/.mnt.lock>

metarootコマンドを実行します。
# metaroot d0

このコマンドは、ルート (/)ファイルシステムが現在はボリューム d0上にあること
を示すように、/etc/systemファイルと /etc/vfstabファイルを編集します。

1

2

3
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/etc/vfstabファイルに正しいボリュームのエントリが含まれていることを確認しま
す。
/etc/vfstabファイル内のルート (/)ファイルシステムのエントリは次のようにな
り、RAID-1ボリュームを正しく参照しているはずです。
#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

/dev/md/dsk/d0 /dev/md/rdsk/d0 / ufs 1 no -

/dev/dsk/c0t3d0s1 - - swap - no -

/dev/dsk/c0t3d0s6 /dev/rdsk/c0t3d0s6 /usr ufs 2 no -

#

/proc - /proc proc - no -

swap - /tmp tmpfs - yes -

システムをリブートします。
システムは通常の動作に戻ります。

▼ ブートデバイスの障害から回復する方法
ルート (/)がミラー化されているシステムのブートデバイスに障害がある場合は、代
替ブートデバイスを設定する必要があります。

このタスクの大まかな手順は次のとおりです。

■ 代替ルート (/)サブミラーからシステムをブートする
■ エラーのある状態データベースの複製とボリュームを特定する
■ 不良ディスクを修復する
■ 状態データベースの複製とボリュームを元の状態に復元する

ブートデバイスに障害が発生すると、最初に次のようなメッセージが表示されま
す。このメッセージは、アーキテクチャーによって異なる場合があります。

Rebooting with command:

Boot device: /iommu/sbus/dma@f,81000/esp@f,80000/sd@3,0

The selected SCSI device is not responding

Can’t open boot device

...

このメッセージが表示された場合は、そのデバイスを書き留めておきます。その
後、次の手順に従ってください。

ルート (/)の別のサブミラーからブートします。
この例では、6つの状態データベースの複製のうち 2つだけがエラー状態なので、ま
だブートは可能です。そうでない場合は、アクセスできない状態データベースの複
製をシングルユーザーモードで削除する必要があります。この手順については、307
ページの「状態データベースの複製数の不足から回復する方法」を参照してくださ
い。

4

5

1

ブートの問題からの回復

第 25章 • Solaris Volume Managerのトラブルシューティング (タスク) 303



ルート (/)ファイルシステムのミラーを作成したときに、その手順の中で代替ブート
デバイスを書き留めてあるはずです。この例では、disk2が代替ブートデバイスにな
ります。
ok boot disk2

SunOS Release 5.9 Version s81_51 64-bit

Copyright 1983-2001 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Hostname: demo

...

demo console login: root

Password: <root-password>
Dec 16 12:22:09 host1 login: ROOT LOGIN /dev/console

Last login: Wed Dec 12 10:55:16 on console

Sun Microsystems Inc. SunOS 5.9 s81_51 May 2002

...

metadbコマンドを使用して、障害のある状態データベース複製の数を調べます。
# metadb

flags first blk block count

M p unknown unknown /dev/dsk/c0t3d0s3

M p unknown unknown /dev/dsk/c0t3d0s3

a m p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

この例では、不良ディスクの一部であるスライス /dev/dsk/c0t3d0s3上の状態データ
ベースの複製は、システムから認識されなくなっています。

metastatコマンドを使用して、ルート (/)、swap、および /usrの各ミラーの半分に障
害があることを確認します。
# metastat

d0: Mirror

Submirror 0: d10

State: Needs maintenance

Submirror 1: d20

State: Okay

...

d10: Submirror of d0

State: Needs maintenance

Invoke: "metareplace d0 /dev/dsk/c0t3d0s0 <new device>"
Size: 47628 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t3d0s0 0 No Maintenance

d20: Submirror of d0

State: Okay

Size: 47628 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t2d0s0 0 No Okay

d1: Mirror

Submirror 0: d11

2
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State: Needs maintenance

Submirror 1: d21

State: Okay

...

d11: Submirror of d1

State: Needs maintenance

Invoke: "metareplace d1 /dev/dsk/c0t3d0s1 <new device>"
Size: 69660 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t3d0s1 0 No Maintenance

d21: Submirror of d1

State: Okay

Size: 69660 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t2d0s1 0 No Okay

d2: Mirror

Submirror 0: d12

State: Needs maintenance

Submirror 1: d22

State: Okay

...

d12: Submirror of d2

State: Needs maintenance

Invoke: "metareplace d2 /dev/dsk/c0t3d0s6 <new device>"
Size: 286740 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t3d0s6 0 No Maintenance

d22: Submirror of d2

State: Okay

Size: 286740 blocks

Stripe 0:

Device Start Block Dbase State Hot Spare

/dev/dsk/c0t2d0s6 0 No Okay

この例では、次のサブミラーの保守が必要であることが metastatコマンドで示され
ています。

■ サブミラー d10、デバイス c0t3d0s0

■ サブミラー d11、デバイス c0t3d0s1

■ サブミラー d12、デバイス c0t3d0s6

システムを停止し、ディスクを交換します。formatコマンドまたは fmthardコマンド
を使用して、障害の発生前と同じようにディスクをパーティション分割します。

4
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ヒント –新しいディスクが既存ディスク (この例では、ミラーの変更のない側)と
まったく同じ場合は、新しいディスクを簡単にフォーマットできます。それに
は、prtvtoc /dev/rdsk/c0t2d0s2 | fmthard -s - /dev/rdsk/c0t3d0s2 コマンド (この
例では c0t3d0)を使用します。

# halt

...

Halted

...

ok boot

...

# format /dev/rdsk/c0t3d0s0

システムをリブートします。

ルート (/)ミラーの他方の半分からリブートする必要があります。この代替ブートデ
バイスは、ミラーを作成したときに書き留めておいたものです。
# halt

...

ok boot disk2

metadbコマンドを使用して、障害のある状態データベース複製を削除してから、再
び追加します。
# metadb

flags first blk block count

M p unknown unknown /dev/dsk/c0t3d0s3

M p unknown unknown /dev/dsk/c0t3d0s3

a m p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

# metadb -d c0t3d0s3

# metadb -c 2 -a c0t3d0s3

# metadb

flags first blk block count

a m p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t2d0s3

a p luo 16 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

a p luo 1050 1034 /dev/dsk/c0t1d0s3

a u 16 1034 /dev/dsk/c0t3d0s3

a u 1050 1034 /dev/dsk/c0t3d0s3

metareplaceコマンドを使用して、サブミラーを再び有効にします。
# metareplace -e d0 c0t3d0s0

Device /dev/dsk/c0t3d0s0 is enabled

# metareplace -e d1 c0t3d0s1

Device /dev/dsk/c0t3d0s1 is enabled

# metareplace -e d2 c0t3d0s6

Device /dev/dsk/c0t3d0s6 is enabled

5
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しばらくすると、再同期が完了します。これで、また元のデバイスからブートでき
るようになります。

状態データベース複製の障害からの回復
ドライブ障害などのために、状態データベースの複製の定足数が満たされていない
と、システムをマルチユーザーモードでリブートできなくなります。この状況
は、Solaris Volume Managerが状態データベースの使用可能な複製が半数に満たない
ことを検出したときに、パニックに続いて発生することがあります。状態データ
ベースの使用可能な複製が半数かそれより少ない場合にシステムをリブートしたと
きにも、この状況が発生することがあります。Solaris Volume Managerの用語で
は、状態データベースは「無効」状態になりました。この手順では、この問題から
修復する方法について説明します。

▼ 状態データベースの複製数の不足から回復する方
法

システムをブートします。

使用不能な状態データベースの複製を特定します。
# metadb -i

1つまたは複数のディスクが使用不能であることがわかっている場合は、それらの
ディスク上の状態データベースの複製を削除します。それ以外の場合は、障害のあ
る状態データベースの複製 (metadbの出力のステータスフラグW、M、D、F、Rで示
される)を十分な数だけ削除して、状態データベースの複製の過半数が正常なもので
あるようにします。
# metadb -d disk-slice

ヒント –大文字のステータスフラグが設定されている状態データベースの複製は、エ
ラー状態です。小文字のステータスフラグが設定されている状態データベースの複
製は、正常に動作しています。

複製が削除されたことを確認します。
# metadb

システムをリブートします。
# reboot

1
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必要であれば、ディスクを交換し、適切にフォーマットしてから、必要な状態
データベースの複製をディスクに追加します。

74ページの「状態データベースの複製の作成」の手順に従います。

交換用のディスクが用意できたら、システムを停止し、不良ディスクを交換してか
ら、もう一度システムをリブートします。formatコマンドまたは fmthardコマンドを
使用して、障害の発生前と同じようにディスクをパーティション分割します。

状態データベースの複製の無効状態から回復する

次の例では、7つの状態データベースの複製を含むディスクに障害が発生したものと
します。その結果、システムに与えられている正常な複製は 3つだけです。システ
ムパニックが発生し、マルチユーザーモードでリブートできなくなります。

panic[cpu0]/thread=70a41e00: md: state database problem

403238a8 md:mddb_commitrec_wrapper+6c (2, 1, 70a66ca0, 40323964, 70a66ca0, 3c)

%l0-7: 0000000a 00000000 00000001 70bbcce0 70bbcd04 70995400 00000002 00000000

40323908 md:alloc_entry+c4 (70b00844, 1, 9, 0, 403239e4, ff00)

%l0-7: 70b796a4 00000001 00000000 705064cc 70a66ca0 00000002 00000024 00000000

40323968 md:md_setdevname+2d4 (7003b988, 6, 0, 63, 70a71618, 10)

%l0-7: 70a71620 00000000 705064cc 70b00844 00000010 00000000 00000000 00000000

403239f8 md:setnm_ioctl+134 (7003b968, 100003, 64, 0, 0, ffbffc00)

%l0-7: 7003b988 00000000 70a71618 00000000 00000000 000225f0 00000000 00000000

40323a58 md:md_base_ioctl+9b4 (157ffff, 5605, ffbffa3c, 100003, 40323ba8, ff1b5470)

%l0-7: ff3f2208 ff3f2138 ff3f26a0 00000000 00000000 00000064 ff1396e9 00000000

40323ad0 md:md_admin_ioctl+24 (157ffff, 5605, ffbffa3c, 100003, 40323ba8, 0)

%l0-7: 00005605 ffbffa3c 00100003 0157ffff 0aa64245 00000000 7efefeff 81010100

40323b48 md:mdioctl+e4 (157ffff, 5605, ffbffa3c, 100003, 7016db60, 40323c7c)

%l0-7: 0157ffff 00005605 ffbffa3c 00100003 0003ffff 70995598 70995570 0147c800

40323bb0 genunix:ioctl+1dc (3, 5605, ffbffa3c, fffffff8, ffffffe0, ffbffa65)

%l0-7: 0114c57c 70937428 ff3f26a0 00000000 00000001 ff3b10d4 0aa64245 00000000

panic:

stopped at edd000d8: ta %icc,%g0 + 125

Type ’go’ to resume

ok boot -s

Resetting ...

Sun Ultra 5/10 UPA/PCI (UltraSPARC-IIi 270MHz), No Keyboard

OpenBoot 3.11, 128 MB memory installed, Serial #9841776.

Ethernet address 8:0:20:96:2c:70, Host ID: 80962c70.

Rebooting with command: boot -s

Boot device: /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/disk@0,0:a File and args: -s

SunOS Release 5.9 Version s81_39 64-bit

Copyright 1983-2001 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

configuring IPv4 interfaces: hme0.

Hostname: dodo

6
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metainit: dodo: stale databases

Insufficient metadevice database replicas located.

Use metadb to delete databases which are broken.

Ignore any "Read-only file system" error messages.

Reboot the system when finished to reload the metadevice database.

After reboot, repair any broken database replicas which were deleted.

Type control-d to proceed with normal startup,

(or give root password for system maintenance): root-password
single-user privilege assigned to /dev/console.

Entering System Maintenance Mode

Jun 7 08:57:25 su: ’su root’ succeeded for root on /dev/console

Sun Microsystems Inc. SunOS 5.9 s81_39 May 2002

# metadb -i

flags first blk block count

a m p lu 16 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p l 8208 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p l 16400 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

M p 16 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 8208 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 16400 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 24592 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 32784 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 40976 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

M p 49168 unknown /dev/dsk/c1t1d0s0

# metadb -d c1t1d0s0

# metadb

flags first blk block count

a m p lu 16 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p l 8208 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

a p l 16400 8192 /dev/dsk/c0t0d0s7

#

システムパニックが発生したのは、スライス /dev/dsk/c1t1d0s0上で状態データ
ベースの複製を検出できなくなったからです。このスライスは、不良ディスクに含
まれているか、または障害のあるコントローラに接続されています。最初の metadb

-iコマンドによって、このスライス上の複製のマスターブロックに問題があること
がわかります。

無効状態の状態データベースの複製を削除する場合、ルート (/)ファイルシステムは
読み取り専用になっています。mddb.cfのエラーメッセージが表示されますが、無視
してかまいません。

この時点で、システムは再び動作状態になりますが、状態データベースの複製
は、本来の数より少なくなっているはずです。障害が発生したストレージの一部を
使用していたボリュームも、障害、エラー、またはホットスペア使用のいずれかに
なります。このような問題には速やかに対処するようにしてください。
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ソフトパーティションの問題からの回復
このセクションでは、ソフトパーティションの構成情報を回復する方法について説
明します。次の手順を使用するのは、状態データベースの複製がすべて失われてい
て、なおかつ次のいずれもない場合に限定してください。

■ metastat -pの出力の最新コピーまたは正確なコピー
■ md.cfファイルの最新コピーまたは正確なコピー
■ 最新の md.tabファイル

▼ ソフトパーティションの構成データを回復する方
法
各ソフトパーティションの先頭部分には、ソフトパーティションエクステントの開
始位置を示すセクターがあります。このような隠れたセクターはエクステント
ヘッダーと呼ばれます。このヘッダーはソフトパーティションのユーザーには見え
ません。Solaris Volume Managerの構成データがすべて失われた場合には、ディスク
をスキャンして構成データの生成を試みることができます。

この手順は、失われたソフトパーティションの構成情報を回復する最後の手段で
す。metarecoverコマンドを使用するのは、metadbファイルと md.cfファイルの両方
が失われており、かつ md.tabファイルも失われているか古くなっている場合に限定
してください。

注 –この手順が有効なのは、ソフトパーティション情報を回復する場合だけです。こ
の手順で、その他の失われた構成を回復したり、他の Solaris Volume Managerボ
リュームの構成情報を回復したりすることはできません。

注 –ソフトパーティション上に構築された他の Solaris Volume Managerボリュームが
構成に含まれていた場合は、ソフトパーティションを回復してから他のボリューム
を回復するようにしてください。

ソフトパーティションの構成情報は、デバイスと状態データベースに格納されてい
ます。どちらかのソースが破壊されている可能性があるため、どちらが信頼できる
ソースなのかを metarecoverコマンドに知らせる必要があります。

最初に、metarecoverコマンドを使用して、2つのソースが一致するかどうかを判定
します。一致する場合は、metarecoverコマンドを使用して変更を行うことはできま
せん。ただし、metarecoverコマンドから不一致が報告された場合は、出力を丹念に
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調べ、ディスクが壊れているのか、それとも状態データベースが壊れているのかを
判断する必要があります。さらに、metarecoverコマンドを使用して、適切なソース
に基づいて構成を再構築します。

158ページの「ソフトパーティションの構成のガイドライン」を読んでください。

metarecoverコマンドを使用して、ソフトパーティションの回復情報を確認します。
# metarecover component-p -d

component rawコンポーネントの cnt ndnsn名を指定します

-p ソフトパーティションを再作成することを指定します

-d 物理スライスをスキャンしてソフトパーティションのエクステント
ヘッダーを検出することを指定します

ディスク上のエクステントヘッダーからソフトパーティションを回復
する

# metarecover c1t1d0s1 -p -d

The following soft partitions were found and will be added to

your metadevice configuration.

Name Size No. of Extents

d10 10240 1

d11 10240 1

d12 10240 1

# metarecover c1t1d0s1 -p -d

The following soft partitions were found and will be added to

your metadevice configuration.

Name Size No. of Extents

d10 10240 1

d11 10240 1

d12 10240 1

WARNING: You are about to add one or more soft partition

metadevices to your metadevice configuration. If there

appears to be an error in the soft partition(s) displayed

above, do NOT proceed with this recovery operation.

Are you sure you want to do this (yes/no)?yes

c1t1d0s1: Soft Partitions recovered from device.

bash-2.05# metastat

d10: Soft Partition

Device: c1t1d0s1

State: Okay

Size: 10240 blocks

Device Start Block Dbase Reloc

c1t1d0s1 0 No Yes

Extent Start Block Block count

0 1 10240

d11: Soft Partition

Device: c1t1d0s1

State: Okay

1

2
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Size: 10240 blocks

Device Start Block Dbase Reloc

c1t1d0s1 0 No Yes

Extent Start Block Block count

0 10242 10240

d12: Soft Partition

Device: c1t1d0s1

State: Okay

Size: 10240 blocks

Device Start Block Dbase Reloc

c1t1d0s1 0 No Yes

Extent Start Block Block count

0 20483 10240

この例では、すべての状態データベースの複製が誤って削除されているとき
に、ディスクから 3つのソフトパーティションを回復します。

別のシステムからのストレージの回復
Solaris Volume Manager構成を元のシステムから別のシステムに回復することもでき
ます。

▼ ローカルディスクセットからストレージを回復す
る方法
システムの障害時には、ストレージを別のシステムに接続し、ローカルディスク
セットから完全な構成を回復できます。たとえば、6つのディスクからなる外部
ディスクパックを備えたシステムがあり、それらのディスクのいくつかに Solaris
Volume Manager構成と少なくとも 1つの状態データベースの複製が置かれていると
します。システムの障害時には、そのディスクパックを新しいシステムに物理的に
移動して、新しいシステムがその構成を認識できるように設定します。この手順で
は、ディスクを別のシステムに移動して、ローカルディスクセットから構成を回復
する方法を示します。

注 –この回復手順を使用できるのは、Solaris 9以降の Solaris Volume Managerボ
リュームに限られます。

Solaris Volume Manager構成が含まれている 1つまたは複数のディスクを、Solaris
Volume Manager構成が存在していないシステムに接続します。

1
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再構成リブートを実行して、新たに追加したディスクをシステムが認識できるよう
にします。
# reboot -- -r

状態データベースの複製が含まれている (新たに追加したディスク上の)スライスの
メジャー/マイナー番号を特定します。
ls -lLを使用し、グループ名と日付の間にある 2つの数字を書き留めます。これら
の数字がこのスライスのメジャー/マイナー番号です。
# ls -Ll /dev/dsk/c1t9d0s7

brw-r----- 1 root sys 32, 71 Dec 5 10:05 /dev/dsk/c1t9d0s7

必要であれば、/etc/name_to_major内でメジャー番号を検索して、メジャー番号に
対応するメジャー名を特定します。
# grep " 32" /etc/name_to_major sd 32

有効な状態データベースの複製が新しいディスク上のどこにあるのかを Solaris
Volume Managerに指示する情報を使用して、/kernel/drv/md.confファイルを更新し
ます。

たとえば、mddb_bootlist1で始まる行にある sdを、手順 4で特定したメジャー名で
置き換えます。この例の 71を、手順 3で特定したマイナー番号で置き換えます。
#pragma ident "@(#)md.conf 2.2 04/04/02 SMI"
#

# Copyright 2004 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

# Use is subject to license terms.

#

# The parameters nmd and md_nsets are obsolete. The values for these

# parameters no longer have any meaning.

name="md" parent="pseudo" nmd=128 md_nsets=4;

# Begin MDD database info (do not edit)

mddb_bootlist1="sd:71:16:id0";

# End MDD database info (do not edit)

リブートして、Solaris Volume Managerに構成を再ロードさせます。
次のようなメッセージがコンソールに表示されます。
volume management starting.

Dec 5 10:11:53 host1 metadevadm: Disk movement detected

Dec 5 10:11:53 host1 metadevadm: Updating device names in

Solaris Volume Manager

The system is ready.

構成を確認します。metadbコマンドを使用して状態データベースの複製のステータ
スを確認し、metastatコマンドを使用して各ボリュームのステータスを表示しま
す。
# metadb

flags first blk block count

a m p luo 16 8192 /dev/dsk/c1t9d0s7

2

3

4

5

6

7
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a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t10d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t11d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t12d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t13d0s7

# metastat

d12: RAID

State: Okay

Interlace: 32 blocks

Size: 125685 blocks

Original device:

Size: 128576 blocks

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t11d0s3 330 No Okay Yes

c1t12d0s3 330 No Okay Yes

c1t13d0s3 330 No Okay Yes

d20: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 3592 8192

d21: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 11785 8192

d22: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 19978 8192

d10: Mirror

Submirror 0: d0

State: Okay

Submirror 1: d1

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 82593 blocks

d0: Submirror of d10

State: Okay

Size: 118503 blocks

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t9d0s0 0 No Okay Yes

c1t10d0s0 3591 No Okay Yes

d1: Submirror of d10

State: Okay
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Size: 82593 blocks

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t9d0s1 0 No Okay Yes

c1t10d0s1 0 No Okay Yes

Device Relocation Information:

Device Reloc Device ID

c1t9d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3487980000U00907AZ

c1t10d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3397070000W0090A8Q

c1t11d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3449660000U00904NZ

c1t12d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS32655400007010H04J

c1t13d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3461190000701001T0

#

# metadb

flags first blk block count

a m p luo 16 8192 /dev/dsk/c1t9d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t10d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t11d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t12d0s7

a luo 16 8192 /dev/dsk/c1t13d0s7

# metastat

d12: RAID

State: Okay

Interlace: 32 blocks

Size: 125685 blocks

Original device:

Size: 128576 blocks

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t11d0s3 330 No Okay Yes

c1t12d0s3 330 No Okay Yes

c1t13d0s3 330 No Okay Yes

d20: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 3592 8192

d21: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 11785 8192

d22: Soft Partition

Device: d10

State: Okay

Size: 8192 blocks

Extent Start Block Block count

0 19978 8192

d10: Mirror

Submirror 0: d0

State: Okay
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Submirror 1: d1

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 82593 blocks

d0: Submirror of d10

State: Okay

Size: 118503 blocks

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t9d0s0 0 No Okay Yes

c1t10d0s0 3591 No Okay Yes

d1: Submirror of d10

State: Okay

Size: 82593 blocks

Stripe 0: (interlace: 32 blocks)

Device Start Block Dbase State Reloc Hot Spare

c1t9d0s1 0 No Okay Yes

c1t10d0s1 0 No Okay Yes

Device Relocation Information:

Device Reloc Device ID

c1t9d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3487980000U00907AZ1

c1t10d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3397070000W0090A8Q

c1t11d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3449660000U00904NZ

c1t12d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS32655400007010H04J

c1t13d0 Yes id1,sd@SSEAGATE_ST39103LCSUN9.0GLS3461190000701001T0

# metastat -p

d12 -r c1t11d0s3 c1t12d0s3 c1t13d0s3 -k -i 32b

d20 -p d10 -o 3592 -b 8192

d21 -p d10 -o 11785 -b 8192

d22 -p d10 -o 19978 -b 8192

d10 -m d0 d1 1

d0 1 2 c1t9d0s0 c1t10d0s0 -i 32b

d1 1 2 c1t9d0s1 c1t10d0s1 -i 32b

#

既知のディスクセットからのストレージの回復
Solaris Volume Managerにディスクセットのデバイス IDサポートが組み込まれたこと
によって、既知のディスクセットからストレージを回復したり、ディスクセットを
別のシステムにインポートしたりできるようになりました。metaimportコマンドを
使用すると、あるシステムから別のシステムに既知のディスクセットをインポート
できます。両方のシステムにおいて、既存の Solaris Volume Manager構成でデバイス
IDがサポートされている必要があります。デバイス IDサポートの詳細については、
216ページの「ディスクセット内の非同期共有ストレージ」を参照してくださ
い。metaimportコマンドの詳細については、metaimport(1M)のマニュアルページを
参照してください。
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▼ インポートに使用可能なディスクセットに関するレポートを出力
する方法

スーパーユーザーになります。

インポートに使用可能なディスクセットに関するレポートを取得します。
# metaimport -r -v

-r システムへのインポートに使用可能な構成解除されたディスクセットのレ
ポートを提供します。

-v 状態データベースの複製の場所に関する詳細な情報と、システム上にあってイ
ンポートに利用できる未構成のディスクセットのディスクのステータスに関す
る詳細な情報を提供します。

インポートに使用可能なディスクセットに関する報告

次の例は、インポートに使用可能なディスクセットに関するレポートを出力する方
法を示しています。

# metaimport -r

Drives in regular diskset including disk c1t2d0:

c1t2d0

c1t3d0

More info:

metaimport -r -v c1t2d0

Import: metaimport -s <newsetname> c1t2d0

Drives in replicated diskset including disk c1t4d0:

c1t4d0

c1t5d0

More info:

metaimport -r -v c1t4d0

Import: metaimport -s <newsetname> c1t4d0

# metaimport -r -v c1t2d0

Import: metaimport -s <newsetname> c1t2d0

Last update: Mon Dec 29 14:13:35 2003

Device offset length replica flags

c1t2d0 16 8192 a u

c1t3d0 16 8192 a u

c1t8d0 16 8192 a u

1
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▼ ディスクセットをあるシステムから別のシステムにインポートす
る方法

スーパーユーザーになります。

ディスクセットがインポート可能であることを確認します。
# metaimport -r -v

使用可能なディスクセットをインポートします。
# metaimport -s diskset-name drive-name

- s diskset-name 作成されるディスクセットの名前を指定します。

drive-name インポートされるディスクセットの状態データベースの複製が含
まれているディスク (c#t#d#)を指定します。

ディスクセットがインポートされていることを確認します。
# metaset -s diskset-name

ディスクセットのインポート

次の例は、ディスクセットをインポートする方法を示しています。

# metaimport -s red c1t2d0

Drives in diskset including disk c1t2d0:

c1t2d0

c1t3d0

c1t8d0

More info: metaimport -r -v c1t2d0# metaset -s red

Set name = red, Set number = 1

Host Owner

host1 Yes

Drive Dbase

c1t2d0 Yes

c1t3d0 Yes

c1t8d0 Yes

1
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ディスクセットの問題からの回復
次のセクションでは、ディスクセット関連の特定の問題から回復する方法の詳細を
説明します。

ディスクセットの所有権を取得できないときには
システム障害、ディスク障害、通信リンクの障害などが原因で、どのノードからも
ディスクセットの所有権を取得できなくなり、ディスクセットのレコードを削除で
きない場合には、現在のホスト上にある Solaris Volume Manager状態データベースの
複製からディスクセットのレコードを削除することができます。

ディスクセットのレコードを削除しても、ディスクセットに含まれる状態データ
ベースの情報には影響しないため、あとで metaimportコマンドを使用してその
ディスクセットをインポートできます (231ページの「ディスクセットのイン
ポート」を参照)。

Sun Cluster構成からディスクセットを削除する必要がある場合は、次の手順を使用
します。ただし、Sun Cluster構成が存在しないときに使用する -Pオプションではな
く、-Cオプションを使用します。

▼ ディスクセットを削除する方法

metasetコマンドを使用して、ディスクセットの取得を試みます。
# metaset -s setname -t -f

このコマンドは、setnameで指定したディスクセットを強制的に (-f)に取得 (-t)しま
す。ディスクセットを取得できた場合、このコマンドは成功します。このコマンド
を実行したときに別のホストがこのディスクセットを所有していた場合、このホス
トはパニック状態になり、データの破損や損失が回避されます。このコマンドが成
功した場合はディスクセットをきれいに削除でき、ディスクセットを削除する必要
はありません。

セットを取得できない場合は、所有権レコードを削除することができます。

metasetコマンドに -Pを付けて使用して、現在のホストからディスクセットを削除し
ます。
# metaset -s setname -P

このコマンドは、コマンドを実行したホストから、setnameで指定したディスク
セットを削除 (-P)します。

1

2
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metasetコマンドを使用して、セットが削除されたことを確認します。
# metaset

ディスクセットを削除する

host1# metaset -s red -t -f

metaset: host1: setname "red": no such set

host2# metaset

Set name = red, Set number = 1

Host Owner

host2

Drive Dbase

c1t2d0 Yes

c1t3d0 Yes

c1t8d0 Yes

host2# metaset -s red -P

host2# metaset

■ ディスクセットに関連する概念については、第 18章「ディスクセット (概要)」。
■ ディスクセットに関連するタスクについては、第 19章「ディスクセット (タス
ク)」。

ufsdumpコマンドによるマウント済みファイルシステム
のバックアップの実行

次の手順では、RAID-1ボリューム上のマウント済みファイルシステムを ufsdumpコ
マンドでバックアップする場合に、コマンドのパフォーマンスを向上させる方法を
示します。

▼ RAID-1ボリューム上のマウント済みファイルシス
テムのバックアップを実行する方法
ufsdumpコマンドを使用すると、RAID-1ボリューム上のマウント済みファイルシス
テムのファイルをバックアップできます。バックアップユーティリティーが ufsdump

の場合は、ボリュームの読み取りポリシーを「first」に設定します。これによって
バックアップの実行速度が向上します。

3

例25–5

参照
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スーパーユーザーになります。

metastatコマンドを実行して、ミラーが「正常」状態であることを確認します。
# metastat d40

d40: Mirror

Submirror 0: d41

State: Okay

Submirror 1: d42

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin (default)

Write option: parallel (default)

Size: 20484288 blocks (9.8 GB)

ミラーが「保守」状態の場合は、まずそれを修復する必要があります。

ミラーの読み取りポリシーを「first」に設定します。
# metaparam -r first d40

# metastat d40

d40: Mirror

Submirror 0: d41

State: Okay

Submirror 1: d42

State: Okay

Pass: 1

Read option: first

Write option: parallel (default)

Size: 20484288 blocks (9.8 GB)

ファイルシステムのバックアップを実行します。
# ufsdump 0f /dev/backup /opt/test

ufsdumpコマンドの実行後、ミラーの読み取りポリシーを「roundrobin」に設定しま
す。
# metaparam -r roundrobin d40

# metastat d40

d40: Mirror

Submirror 0: d41

State: Okay

Submirror 1: d42

State: Okay

Pass: 1

Read option: roundrobin

Write option: parallel (default)

Size: 20484288 blocks (9.8 GB)

1

2

3

4
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システム回復の実行
システム回復を実行するには、DVDまたはCDメディア上にある Solaris OSインス
トールイメージからブートすると便利な場合があります。たとえば、rootのパス
ワードをリセットする場合にも、インストールイメージを使用すると便利です。

Solaris Volume Manager構成を使用している場合は、基になるディスクではな
く、Solaris Volume Managerボリュームをマウントします。この手順は、ルート (/)
ファイルシステムがミラー化されている場合には特に重要になります。Solaris
Volume Managerは Solaris OSの一部であるため、Solaris Volume Managerボリュームを
マウントすると、すべての変更がミラーの両側に反映されます。

Solaris OS DVDまたはCD-ROMのインストールイメージから Solaris Volume Manager
ボリュームにアクセスできるようにするには、次の手順を使用します。

▼ Solaris Volume Manager構成を使用してシステムを
回復する方法
Solaris OSインストールDVDまたはCDメディアからシステムをブートします。この
手順は、Solarisミニルートの rootプロンプトから実行します。

Solaris Volume Manager構成が含まれている基になるディスクを読み取り専用としてマ
ウントします。
# mount -o ro /dev/dsk/c0t0d0s0 /a

md.confファイルを /kernel/drvディレクトリにコピーします。
# cp /a/kernel/drv/md.conf /kernel/drv/md.conf

ファイルシステムをミニルートからアンマウントします。
# umount /a

この構成を読み込むように、Solaris Volume Managerドライバを更新しま
す。update_drvコマンドから出力される警告メッセージはすべて無視します。
# update_drv -f md

システムボリュームを構成します。
# metainit -r

Solaris Volume Manager構成にRAID-1ボリュームがある場合は、これらのボリューム
の再同期をとります。
# metasync mirror-name

1

2

3

4
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mountコマンドを使用して Solaris Volume Managerボリュームにアクセスできるはずで
す。
# mount /dev/md/dsk/volume-name /a

Solaris Volume Manager構成を使用してシステムを回復する

# mount -o ro /dev/dsk/c0t0d0s0 /a

# cp /a/kernel/drv/md.conf /kernel/drv/md.conf

# umount /a

# update_drv -f md

Cannot unload module: md

Will be unloaded upon reboot.

Forcing update of md.conf.

devfsadm: mkdir fialed for /dev 0xled: Read-only file system

devfsadm: inst_sync failed for /etc/path_to_inst.1359: Read-only file system

devfsadm: WARNING: failed to update /etc/path_to_inst

# metainit -r

# metasync d0

# mount /dev/md/dsk/d0 /a

7

例25–6
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重要な Solaris Volume Managerファイル

この付録では、参照目的で、Solaris Volume Managerのファイルについて説明しま
す。この付録は、次のセクションから構成されています。

■ 325ページの「システムファイルとスタートアップファイル」
■ 326ページの「手動で構成するファイル」

システムファイルとスタートアップファイル
このセクションでは、Solaris Volume Managerが正常に動作するのに必要なファイル
について説明します。いくつかの特別な構成の変更を除き、これらのファイルを使
用したり、変更したりする必要はありません。

■ /etc/lvm/mddb.cf

注意 –このファイルは編集しないでください。このファイルを変更すると、Solaris
Volume Manager構成を破壊することがあります。

/etc/lvm/mddb.cfファイルには、状態データベースの複製の場所が記録されてい
ます。状態データベースの複製の場所が変更されると、Solaris Volume Manager
は、すべての状態データベースの場所が記録されている mddb.cfファイルにエン
トリを作成します。詳細については、mddb.cf(4)のマニュアルページを参照して
ください。

■ /etc/lvm/md.cf

/etc/lvm/md.cfファイルには、デフォルト (指定がないかローカルの)ディスク
セットの自動的に生成された構成情報が格納されています。Solaris Volume
Manager構成が変更されると、Solaris Volume Managerは md.cfファイルを自動的
に更新します (使用中のホットスペアに関する情報を除く)。詳細について
は、md.cf(4)のマニュアルページを参照してください。

A付 録 A
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注意 –このファイルは編集しないでください。このファイルを変更すると、Solaris
Volume Manager構成が壊れたり、復元できなくなったりすることがあります。

状態データベースに保持されている情報が失われた場合でも、その間にボ
リュームが変更されたり、作成されたりしていない限り、 md.cfファイルを
使って構成を復元できます。243ページの「構成ファイルから Solaris Volume
Managerを初期化する方法」を参照してください。

■ /kernel/drv/md.conf

md.conf構成ファイルは、Solaris Volume Managerによって起動時に読み取られま
す。md.confファイルには、状態データベースの複製の構成情報が格納されてい
ます。Solaris 10から、nmdパラメータと md_nsetsパラメータは手動で編集できな
くなりました。Solaris Volume Managerが拡張され、必要に応じてボリュームが動
的に構成されるようになりました。

手動で構成するファイル

md.tabファイルの概要
/etc/lvm/md.tabファイルには、Solaris Volume Managerの構成情報が格納されてお
り、この情報を使って、Solaris Volume Manager構成を再構築することができま
す。Solaris Volume Managerは、このファイルをコマンド行ユーティリティー
metainit、metadb、metahsへの入力として使用することによって構成を再構築できま
す。このファイルには、ボリューム、ディスクセット、ホットスペアプールのエン
トリが含まれる場合があります。このファイルを作成する手順 (metastat -p >

/etc/lvm/md.tabコマンドを使用して)については、243ページの「構成ファイルを作
成する方法」を参照してください。

注 – /etc/lvm/md.tabファイルの構成情報と、使用中の現在のボリューム、ホットス
ペア、状態データベースの複製が異なる場合があります。このファイルは、システ
ム管理者が目的の構成を取得するために、手動で使用します。Solaris Volume
Manager構成を変更したあと、このファイルを再作成し、バックアップコピーを保管
しておいてください。

このファイルを作成または更新したら、metainit、metahs、metadbコマンドで、この
ファイルに定義したボリューム、ホットスペアプール、状態データベースの複製を
アクティブにします。

手動で構成するファイル
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/etc/lvm/md.tabファイルでは、各行に 1つのボリュームの 1つの完全な構成エント
リが、 metainit、metadb、および metahsコマンドの構文を使用して、表示されま
す。

注 – metainit -anコマンドを使って、md.tabファイル内にあるすべてのボリュームの
初期化をシミュレートすると、md.tabで定義されている他のボリュームへの依存関
係を持つボリュームについてのエラーメッセージが表示されることがあります。こ
うしたエラーメッセージが表示されるのは、metainit -anの実行時に作成されたボ
リュームの状態を Solaris Volume Managerが維持していないためです。構成が存在し
ている場合は、既存の構成に基づいて各行が評価されます。したがって、metainit

-anコマンドが失敗するように見えても、-nオプションを指定しなければ成功する可
能性があります。

次に metainitコマンドを、- aオプションを指定して、/etc/lvm/md.tabファイル内
のすべてのボリュームをアクティブにするか、またはファイル内の特定のエントリ
に対応するボリューム名を指定して実行します。

注 – Solaris Volume Managerが /etc/lvm/md.tabファイルに構成情報を書き込んだ
り、格納したりすることはありません。Solaris Volume Managerコンポーネントを作
成するためには、このファイルを手動で編集し、metainit、metahs、または metadb

コマンドを実行する必要があります。

詳細は、md.tab(4)のマニュアルページを参照してください。

手動で構成するファイル
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Solaris Volume Managerのクイックリ
ファレンス

この付録では、Solaris Volume Managerで使用可能な各機能に関するすぐにアクセス
可能な情報を提供します。

コマンド行のリファレンス
次に、Solaris Volume Managerを管理するために使用するすべてのコマンドを示しま
す。詳細は、各マニュアルページを参照してください。

表 B–1 Solaris Volume Managerコマンド

Solaris Volume Managerコマ
ンド 説明 マニュアルページ

growfs UFSファイルシステムを非破壊的な方法で拡張し
ます。

growfs(1M)

metaclear アクティブボリュームとホットスペアプールを削
除します。

metaclear(1M)

metadb 状態データベースの複製を作成および削除しま
す。

metadb(1M)

metadetach RAID-0またはRAID-1 (ミラー)ボリュームからボ
リュームを、またはトランザクションボリューム
からログデバイスを切り離します。

注 –トランザクションボリュームはサポートされな
くなりました。

metadetach(1M)

metadevadm デバイス ID構成を確認します。 metadevadm(1M)

metahs ホットスペアとホットスペアプールを管理しま
す。

metahs(1M)
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表 B–1 Solaris Volume Managerコマンド (続き)
Solaris Volume Managerコマ
ンド 説明 マニュアルページ

metaimport ディスクセット (複製されたディスクセットを含
む)を、ディスクセットでデバイス IDがサポート
されている既存の Solaris Volume Manager構成にイ
ンポートします。

metaimport(1M)

metainit ボリュームを構成します。 metainit(1m)

metaoffline サブミラーをオフラインにします。 metaoffline(1M)

metaonline サブミラーをオンラインにします。 metaonline(1M)

metaparam ボリュームパラメータを変更します。 metaparam(1M)

metarecover ソフトパーティションの構成情報を回復します。 metarecover(1M)

metarename ボリューム名を変更および交換します。 metarename(1M)

metareplace サブミラーやRAID-5ボリューム内のコンポーネン
トを置き換えます。

metareplace(1M)

metaroot ルート (/)ファイルシステムをミラー化するように
システムファイルを設定します。

metaroot(1M)

metaset ディスクセットを管理します。 metaset(1M)

metastat ボリュームまたはホットスペアプールのステータ
スを表示します。

metastat(1M)

metasync リブート中にボリュームを再同期します。 metasync(1M)

metattach コンポーネントをRAID-0またはRAID-1ボ
リュームに接続します。

metattach(1M)

コマンド行のリファレンス
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Solaris Volume Manager CIM/WBEM API

Solaris Volume Managerの管理
Solaris Volume Manager CIM/WBEMアプリケーションプログラミングインタフェース
(API)は、公開された標準ベースのプログラムインタフェースを提供し、Solaris
Volume Managerの監視や構成を可能にします。このAPIは、Distributed Management
Task Force (DMTF)のCommon Information Model (CIM)に基づいています。DMTFの
詳細については、http://www.dmtf.orgを参照してください。

CIMは、「スキーマ」と呼ばれるデータモデルを定義し、スキーマは次を規定して
います。

■ Solaris Volume Managerデバイスの属性とそれに対する操作
■ 各種 Solaris Volume Managerデバイス間の関係
■ Solaris Volume Managerデバイスと、ファイルシステムなどのオペレーティングシ
ステムのその他の側面との関係

このモデルは、Solaris Web Based Enterprise Management (WBEM) SDKを通じて使用で
きます。WBEM SDKは、CIMで規定されているシステム管理機能へのアクセスを可
能にする Javaテクノロジに基づくAPIセットです。

CIM/WBEM SDKの詳細については、『Solaris WBEM開発ガイド』を参照してくださ
い。
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